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2022年度　昭和薬科大学職員名簿

（理　事　長） 池野　聡一 �准教授 神林　　弾 �助教 中原　謙一 �課 長 補 佐

元木　和幸 臼井　一晃 �准教授 清谷多美子 �助教 村田　純子 �課 長 補 佐

理事長 1名 川幡　正俊 �准教授 篠崎　淳一 �助教

（学長・教授） 小泉　直也 �准教授 高木　彰紀 �助教 和泉　龍介 �係　　　長

山本　恵子 清水万紀子 �准教授 森元　能仁 �助教 酒井　理香 �係　　　長

学長・教授 1名 庄野あい子 �准教授 大和　幹枝 �助教 横田　浩一 �係　　　長

髙田　公彦 �准教授 助教 9名
秋澤　宏行 �教授 田代　　悦 �准教授 宇野　　譲 �主　　　任

石井　　功 �教授 土屋　幸弘 �准教授 安達昂一郎 �特任助教 川路　康之 �主　　　任

伊東　　進 �教授 土肥　弘久 �准教授 荒木　笙馬 �特任助教 佐野　文昭 �主　　　任

伊藤　俊将 �教授 森田　延喜 �准教授 内田　吉美 �特任助教 澁谷　智子 �主　　　任

井上　能博 �教授 山﨑　　龍 �准教授 梅野　智大 �特任助教 諏訪　貴紀 �主　　　任

宇都宮　郁 �教授 准教授 14 名 小島　拓之 �特任助教 田中由紀子 �主　　　任

宇都口直樹 �教授 田中耕作三世�特任助教 谷口　　泉 �主　　　任

岡本　　巌 �教授 石田　寛明 �講師 萩原芙美子 �特任助教 平田尚太郎 �主　　　任

金本　大成 �教授 伊藤　　愛 �講師 山田　孝博 �特任助教 牧野　泰靖 �主　　　任

唐澤　　悟 �教授 梶川　瑞穂 �講師 蘭光　健人 �特任助教

菊池　千草 �教授 神戸　敏江 �講師 特任助教 9名 池田　　謙
岸本　成史 �教授 小池　　猛 �講師 岩澤　岳洋
繁田　岳美 �教授 宿里　充穂 �講師 千葉　一良 �教育技術員 浦田はるひ
鈴木　英明 �教授 鈴木　憲子 �講師 中野　美央 �教育技術員 尾根田朋子
高野　昭人 �教授 瀧澤　　誠 �講師 教育技術員 2名 鹿島　鉄平
田村　　修 �教授 中里　朱根 �講師 木村　佳孝
長南　謙一 �教授 中野なおこ �講師 教育職 79 名（学長含む） 小山万佐美
中根　孝久 �教授 野村　鉄也 �講師 櫻井　京子
濵本　知之 �教授 橋本　善光 �講師 花野　誠一 �大学事務長 佐々木兵馬
廣原　正宜 �教授 長谷川仁美 �講師 西田　　潤 �法人事務長 篠﨑えりか
増田　　豊 �教授 花角　聡美 �講師 高橋　智子
水谷　顕洋 �教授 濵田　浩一 �講師 馬場　洋一 �法人事務次長 中村　海道
宮崎　生子 �教授 廣澤　伊織 �講師 早川　友賀
山﨑　浩史 �教授 松田　真悟 �講師 岩田源太郎 �課　　　長 東　　正子
吉永　真理 �教授 村山　典惠 �講師 小林　剛史 �課　　　長 伏見有希子
渡部　一宏 �教授 山本　　健 �講師 佐々木裕之 �課　　　長 三ヶ田まどか
渡邊　泰男 �教授 講師 19 名 塩田　暁弘 �課　　　長 山崎　輝子
教授 27 名 島﨑　　聡 �課　　　長 渡邉　臣悟

大橋　南美 �助教 田﨑　秀一 �課　　　長

赤星　軌征 �准教授 尾江　　悟 �助教 西田　　潤 �課長（兼務）

淺井　大輔 �准教授 鎌田祥太郎 �助教 馬場　洋一 �課長（兼務） 事務職 41 名（兼務 2名）

R4.7.1 現在
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Ⅰ．年間事業報告
１．薬学部　薬学科

（1）卒業者数
　　（令和 4年 9月）
　　　　　　9名
　　（令和 5年 3月）
　　　　　233 名

（2）入学者数（令和 4 年 4 月）
　　　クラスA入学者� � 127 名

　　　クラス B 入学者�� 127 名　

　　　　合　　計� � 254 名

（3）学士入学者数
　　　　　　実施せず

（4）科目履修生数
　　　　　　　　0名

（5）研究員・研究生数
　　研究員数　　10 名
　　研究生数　　9名

（6）留学生数
　　　　　　　　0名
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（7）在籍学生数
2022 年 5 月 1 日　　　　　　　　　　　　　　　

（8）教授会及び教授総会の日程と審議事項、その他
教授会

令和 4年 4月 5日（火）
　第 1号議案　人事に関する件

令和 4年 4月 20 日（水）
　第 1号議案　令和 4年度�単位認定に関する件
　第 2号議案　令和 4年度�特待生・優秀賞に関する件
　　追加議案
　　　1．令和 4年度�非常勤講師の新規委嘱に関する件
　報告事項
� 1．学長報告
� 2．庶務委員会報告
� 3．教務委員会報告
� 4．修繕費執行報告（共同機器運営委員会・庶務委員会）

学年 学科 男 女 総計

1 薬学部薬学科クラスA 49 83 132
薬学部薬学科クラスB 47 83 130
1 年次合計 96 166 262

2 薬学部薬学科クラスA 41 105 146
薬学部薬学科クラスB 47 109 156
2 年次合計 88 214 302

3 薬学部薬学科クラスA 59 79 138
薬学部薬学科クラスB 42 77 119
3 年次合計 101 156 257

4 薬学部薬学科クラスA 30 79 109
薬学部薬学科クラスB 37 77 114
4 年次合計 67 156 223

5 薬学部薬学科クラスA 48 66 114
薬学部薬学科クラスB 44 71 115
5 年次合計 92 137 229

6 薬学部薬学科クラスA 44 82 126
薬学部薬学科クラスB 41 82 123
6 年次合計 85 164 249
学部生　　　総　計 529 993 1522

M1 薬科学専攻修士課程 0 0 0
M2 薬科学専攻修士課程 0 0 0

修士課程合計 0 0 0
D1 薬学専攻博士課程 1 2 3
D2 薬学専攻博士課程 4 1 5
D3 薬学専攻博士課程 2 5 7
D4 薬学専攻博士課程 1 0 1

博士課程合計 8 8 16
大学院　　　総　計 8 8 16
総　　　計 537 1001 1538
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令和 4年 5月 18 日（水）
　第 1号議案　令和 4年度�国外出張に関する件
　第 2号議案　令和 4年度�後期薬学演習試験の合格基準に関する件
　第 3号議案　学籍変更に関する件
　第 4号議案　新規指定校の選定に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告

令和 4年 6月 15 日（水）
　第 1号議案　昭和薬科大学特待生及び表彰規程の制定に関する件
　第 2号議案　学籍変更に関する件
　第 3号議案　部・同好会・愛好会の顧問に求める教育職員の職位に関する件
　第 4号議案　新規指定校の選定に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．庶務委員会報告

令和 4年 7月 20 日（水）
　第 1号議案　人事に関する件（審査委員会報告）
　第 2号議案　令和 4年度�4 年次科目最終試験に関する件
　第 3号議案　学籍変更に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．庶務委員会報告

令和 4年 8月 24 日（水）
　第 1号議案　6年次留年生の卒業判定に関する件
　　追加議案
　　　1．6年次留年生の最終総合演習の単位認定に関する件

令和 4年 9月 21 日（水）
　第 1号議案　共同機器運営委員会管理予算（修繕費）執行に関する件
　第 2号議案　学籍変更に関する件
　　追加議案
� 1．新規研究生願いに関する件
　報告事項
� 1．教務委員会報告

令和 4年 10 月 19 日（水）
　第 1号議案　令和 5年度�庶務委員会管理予算B〜 E予算に関する件
　第 2号議案　令和 6年度�庶務委員会管理予算A予算対象設備装置の選定に関する件（取り下げ）
　第 3号議案　将来計画に関する件
　第 4号議案　学籍変更に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告

令和 4年 11 月 16 日（水）
　第 1号議案　令和 5年度�庶務委員会管理予算E予算に関する件
　第 2号議案　令和 4年度�研究室予算年度途中着任用保留分の配分に関する件
　第 3号議案　昭和薬科大学寮規程の改正に関する件
　第 4号議案　学籍変更に関する件
　第 5号議案　特待生チャレンジ制度（仮称）の導入に関する件
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　　追加議案
� 1．人事に関する件
　　　2．令和 4年度�庶務委員会管理予算D予算�顕微鏡保守点検に関する件
� 3．学生の懲戒処分に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．庶務委員会報告

令和 4年 11 月 24 日（木）
　第 1号議案　推薦入学試験の合否判定に関する件�
　　追加議案
� 1．昭和薬科大学自己点検・評価委員会規程の改正に関する件

令和 4年 12 月 14 日（水）
　第 1号議案　共同機器運営委員会管理予算（修繕費）の執行に関する件
　第 2号議案　学籍変更に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告
　　追加報告事項
� 1．教務委員会報告

令和 4年 12 月 22 日（木）
　第 1号議案　第 1回・第 2回演習試験の結果に関する件
　　追加報告事項
� 1．今後の教授会・教授総会の開催予定

令和 5年 1月 16 日（月）
　第 1号議案　人事に関する件（プレゼン・投票）

令和 5年 1月 18 日（水）
　第 1号議案　昭和薬科大学生物・遺伝子資源管理委員会規程の改正に関する件
　第 2号議案　昭和薬科大学若手研究助成に関する規程施行細則の改正に関する件（取り下げ）
　第 3号議案　演習試験の合否判定に関する件
　第 4号議案　4年次進級判定に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告

令和 5年 2月 7日（火）
　第 1号議案　B方式入学試験の合否判定に関する件

令和 5年 2月 9日（木）
　第 1号議案　A・C・D方式入学試験の合否判定に関する件
　第 2号議案　最終総合演習の単位認定および成績評価に関する件
　第 3号議案　卒業判定に関する件

令和 5年 2月 15 日（水）
　第 1号議案　令和 5年度�非常勤講師の新規委嘱に関する件
　第 2号議案　令和 5年度�昭和薬科大学客員臨床講師の委嘱に関する件�
　第 3号議案　昭和薬科大学授業料の減免及び褒賞規程に関する件
　第 4号議案　令和 5年度�国外出張申請に関する件
　第 5号議案　令和 5年度�研究室予算配分方法に関する件�
　第 6号議案　令和 4年度�優等生の選考に関する件
　第 7号議案　令和 4年度�演習試験優秀賞の選考に関する件�
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　第 8号議案　学籍変更に関する件�
　第 9号議案　令和 4年度�動物飼育経費の受益者負担額の変更に関する件
　第 10 号議案�第三者評価（薬学教育評価機構）受審に関する件
　　追加議案
� 1．共同機器運営委員会管理予算の修繕費�（保守契約料として）執行に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．教務委員会報告

令和 5年 3月 8日（水）
　第 1号議案　令和 4年度�進級判定に関する件
　第 2号議案　令和 5年度�研究室配属コース変更に関する件
　第 3号議案　令和 5年度�6 年次総合薬学コース 2該当者に関する件
　第 4号議案　令和 5年度�研究員・研究生に関する件
　第 5号議案　令和 5年度�進級基準に関する件
　第 6号議案　学籍変更に関する件
　第 7号議案　将来計画に関する件
　第 8号議案　第三者評価（大学基準協会）受審に関する件
　　追加議案
� 1．昭和薬科大学教員個人評価基準の改正に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．教務委員会報告
� 3．入学試験管理委員会報告

教授総会

令和 4年 4月 20 日（水）
　第 1号議案　令和 4年度�単位認定に関する件
　第 2号議案　令和 4年度�特待生・優秀賞に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．教授会報告
� 3．教務委員会報告�
� 4．学生支援委員会報告�
� 5．実務実習委員会報告�
� 6．公開講座委員会報告�
� 7．国家試験対策委員会報告�
� 8．環境保全委員会報告�
� 9．毒劇物取扱責任者報告�
� 10．情報教育運営委員会報告�
� 11．薬学教育推進センター運営委員会報告�
� 12．レギュラトリーサイエンス分野教科担当教員会議報告�
� 13．衛生委員会報告
　　追加報告事項
� 1．大学院研究科委員会報告

令和 4年 5月 18 日（水）
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．教授会報告
� 3．教務委員会報告
� 4．学生支援委員会報告
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� 5．入学試験委員会報告�
� 6．国家試験対策委員会報告
� 7．就職支援委員会報告
� 8．防火・防災管理者報告
　　追加報告事項
� 1．薬学教育推進センター運営委員会報告

令和 4年 6月 15 日（水）
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．教授会報告
� 3．教務委員会報告
� 4．学生支援委員会報告
� 5．入学試験委員会報告
� 6．公開講座委員会報告
� 7．自己点検・評価委員会報告
� 8．国家試験対策委員会報告�
� 9．共用試験委員会報告�
� 10．図書館運営委員会報告�
� 11．微生物学教科担当教員会議報告
� 12．大学院研究科委員会報告
　　追加報告事項
� 1．衛生委員会報告

令和 4年 7月 20 日（水）
　第 1号議案　令和 5年度�研究室配属に関する件
　第 2号議案　図書館電子ジャーナル等削減に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．教授会報告
� 3．教務委員会報告
� 4．学生支援委員会報告
� 5．国家試験対策委員会報告
� 6．共用試験委員会報告
� 7．任期制評価委員会報告
� 8．地域連携センター運営委員会報告
� 9．大学院研究科委員会報告
� 10．衛生委員会報告
　　追加報告事項
　　　1．日本社会薬学会第 40 年会報告

令和 4年 8月 24 日（水）
　　報告事項
　� 1．学長報告
　　　2．教授会報告（6年次留年生の卒業判定）
� 3．教務委員会報告�
� 4．学生支援委員会報告
� 5．実務実習委員会報告
� 6．FD委員会報告

令和 4年 9月 21 日（水）
　　報告事項
� 1．学長報告
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� 2．教授会報告
� 3．教務委員会報告
� 4．学生支援委員会報告
� 5．入学試験委員会報告
� 6．実務実習委員会報告
� 7．国家試験対策委員会報告
� 8．共用試験委員会報告
� 9．公開講座委員会報告
� 10．図書館運営委員会報告
� 11．動物実験委員会報告
� 12．薬剤学教科担当教員会議報告
� 13．衛生委員会報告

令和 4年 10 月 19 日（水）
　第 1号議案　外部機関における卒業実習教育卒業研究に関する件
　第 2号議案　令和 5年度�時間割・実習日程に関する件
　第 3号議案　学生支援の方針に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．教授会報告
� 3．庶務委員会報告
� 4．教務委員会報告
� 5．学生支援委員会報告
� 6．薬学教育推進センター報告
� 7．衛生委員会報告

　　追加報告事項
� 1．共用試験委員会報告

令和 4年 11 月 16 日（水）
　第 1号議案　内部質保証の方針に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．教授会報告
� 3．教務委員会報告
� 4．学生支援委員会報告�
� 5．入学試験委員会報告�
� 6．公開講座委員会報告
� 7．自己点検・評価委員会報告�
� 8．FD委員会報告�
� 9．就職支援委員会報告
� 10．薬学教育推進センター運営委委員か報告�
� 11．衛生委員会報告
� 12．広報委員会報告

令和 4年 11 月 24 日（木）
　　報告事項
� 1．教授会報告（推薦入学試験合否判定報告）

令和 4年 12 月 14 日（水）
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．教授会報告

－ 9 －



� 3．教務委員会報告
� 4．学生支援委員会報告
� 5．入学試験委員会報告�
� 6．実務実習委員会報告�
� 7．公開講座委員会報告
� 8．国家試験対策委員会報告
� 9．共用試験委員会報告
� 10．地域連携センター運営委員会報告
� 11．衛生委員会報告
� 12．ハラスメント防止対策委員会報告
� 13．SD委員会報告�
　　追加報告事項
� 1．自己点検・評価委員会報告

令和 4年 12 月 22 日（木）
　　報告事項
　　　1．教授会報告（第 1回・第 2回演習試験結果）
　　追加報告事項
� 1．今後の教授会・教授総会の開催予定

令和 5年 1月 18 日（水）
　第 1号議案　昭和薬科大学�地域連携の方針に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．教授会報告
� 3．教務委員会報告
� 4．学生支援委員会報告
　　追加報告事項
� 1．衛生委員会報告
� 2．ハイテクリサーチセンター運営委員会報告

令和 5年 2月 7日（火）
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．教授会報告（B方式入試判定）
� 3．共用試験委員会報告

令和 5年 2月 9日（木）
　　報告事項
� 1．教授会報告（A・C・D方式入試判定結果・最終総合演習の単位認定および成績評価結果・卒業判定結果）
　　追加報告事項
� 1．学長報告

令和 5年 2月 15 日（水）
　第 1号議案　令和 5年度�助教・特任助教の講義担当に関する件
　　報告事項
� 1．�学長報告
� 2．教授会報告
� 3．庶務委員会報告
� 4．教務委員会報告
� 5．学生支援委員会報告
� 6．実務実習委員会報告�
� 7．衛生委員会報告�
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　　追加報告事項
� 1．国家試験対策委員会報告

令和 5年 3月 8日（水）
　第 1号議案　令和 5年度�教育の目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーの
見直しに関する件
　第 2号議案　令和 5年度�アドミッション・ポリシーの見直しに関する件
　第 3号議案　令和 5年度�アドバイザー・クラス担任に関する件
　第 4号議案　令和 5年度�助教・特任助教の講義担当に関する件
　　報告事項
� 1．学長報告
� 2．教授会報告
� 3．教務委員会報告
� 4．学生支援委員会報告
� 5．自己点検・評価委員会報告�
� 6．国家試験対策委員会報告報告�
� 7．英語教育委員会報告
� 8．就職支援委員会報告
� 9．薬学教育推進センター運営委員会報告
� 10．地域連携センター運営委員会報告
� 11．衛生委員会報告�
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（9）2022（令和 4）年度学年歴
月 日（曜） 学　部　行　事　項　目
4月 2日（土） 5年次�第Ⅰ期実務実習中間報告会

4日（月） 新入生ガイダンス
5日（火） 新入生歓迎会
5日（火） 入学式
6日（水） 前期授業開始
7日（木） 6年次・6年次留年生�第1回国試確認試験
9日（土） 1年次�プレイスメントテスト（物理・化学・生物）
16日（土） 4年次�CBT確認試験
16日（土） ミニオープンキャンパス
21日（木） 基礎薬学総合演習試験
22日（金） 6年次・6年次留年生�第1回国試模擬試験
23日（土） 6年次�多職種連携教育
28日（木） 6年次留年生�第1回1次演習試験
30日（土） 4年次�CBT確認試験

5月 6日（金） 6年次留年生�第1回2次演習試験
7日（金） 6年次�多職種連携教育
8日（日） 5年次�第Ⅰ期病院・薬局実務実習終了
9日（月） 5年次�白衣授与式（第Ⅱ・第Ⅲ期薬局実習生）
9日（月） 5年次�第Ⅱ期薬局実習生直前教育、WEBシステム説明会
9日（月） 基礎薬学総合演習試験
14日（土） 4年次�CBT確認試験
18日（水） 5年次�第Ⅱ期実務実習直前教育（薬局・病院）
21日（土） ミニオープンキャンパス
23日（月） 5年次�第Ⅱ期病院薬局実務実習（8月7日まで）
27日（金） 6年次・6年次留年生�第2回国試確認試験
28日（土） 1・2・3年次科目�中間試験
28日（土） 4年次�CBT確認試験

6月 4日（土） 1・2・3年次科目�中間試験
5日（日） 第1回公開教育講座
6日（月） 6年次留年生�第2回1次演習試験
9日（木） 6年次留年生�第2回2次演習試験
11日（土） 1・2・3年次科目�中間試験
11日（土） 4年次�CBT確認試験
11日（土） ミニオープンキャンパス
18日（土） みなし火曜日
22日（水） 4年次�実習先指定ワクチン説明会
24日（金） 6年次・6年次留年生�第3回国試確認試験
25日（土） 5年次�第Ⅱ期実務実習中間報告会
25日（土） 4年次�CBT確認試験
27日（月） 1年次�施設見学（本学来訪による対面講義）

7月 1日（金） 6年次�前期授業終了
2日（土） 4年次�多職種連携教育
4日（月） 6年次留年生�第3回1次演習試験
5日（火） 6年次�前期定期試験
6日（水） 6年次�前期定期試験
7日（木） 6年次�前期定期試験
7日（木） 6年次留年生�第3回2次演習試験
9日（土） 4年次�CBT模擬試験Ⅰ
14日（木） 6年次�前期定期試験成績発表
15日（金） 4年次�共用試験・CBT体験受験説明会
15日（金） 1〜 4年次�前期授業終了
16日（土） 6年次�卒業論文発表会
19日（火） 6年次�卒業論文発表会
20日（水） 1〜 4年次�前期定期試験
21日（火） 1〜 4年次�前期定期試験
21日（木） 基礎薬学総合演習試験
22日（水） 1〜 4年次�前期定期試験
23日（土） 1〜 4年次�前期定期試験
25日（月） 1〜 4年次�前期定期試験
26日（火） 1〜 4年次�前期定期試験
27日（水） 1〜 4年次�前期定期試験

月 日（曜） 学　部　行　事　項　目
28日（木） 1〜 4年次�前期定期試験
29日（金） 1〜 4年次�前期定期試験
30日（土） 1〜 4年次�前期定期試験
30日（土） ミニオープンキャンパス

8月 1日（月） 6年次�前期追再試験
1日（月） 5年次�第Ⅲ期薬局実習生直前教育、WEBシステム説明会
1日（月） 5年次�実務実習直前練習会
2日（火） 6年次�前期追再試験
2日（火） ミニオープンキャンパス
3日（水） 基礎薬学総合演習試験
3日（水） 6年次�第2回国試模擬試験
4日（木） 6年次�第2回国試模擬試験
4日（木） 1〜 4年次�前期定期試験成績発表
7日（日） 5年次�第Ⅱ期病院・薬局実務実習終了
18日（木） 6年次留年生�演習試験追再試験
18日（木） 5年次�第Ⅲ期実務実習直前教育（薬局・病院）
22日（月） 5年次�第Ⅲ期病院薬局実務実習（11月6日まで）
24日（水） 1〜 4年次�前期追再試験
24日（水） 6年次留年生�卒業判定
25日（木） 1〜 4年次�前期追再試験
26日（金） 1〜 4年次�前期追再試験
26日（金） 3年次�研究室配属説明会（オンデマンド）
27日（土） 1〜 4年次�前期追再試験
29日（月） 1〜 4年次�前期追再試験
30日（火） 1〜 4年次�前期追再試験
31日（水） 1〜 4年次�前期追再試験

9月 1日（木） 1〜 4年次�前期追再試験
2日（金） 1〜 4年次�前期追再試験
3日（土） 1〜 4年次�前期追再試験
6日（火） 4年次�CBT体験受験
7日（水） 4年次�CBT体験受験
8日（木） 1〜 4年次�前期追再試験成績発表
8日（木） 4年次�CBT体験受験
9日（金） 4年次�CBT体験受験
10日（土） 4年次�多職種連携教育
12日（月） 後期授業開始
14日（水） 6年次�第1回演習試験
14日（水） 4年次�実務実習書類説明会
17日（土） 4年次�総合確認試験
18日（日） オープンキャンパス
19日（月） オープンキャンパス
20日（火） 前期別日程試験
22日（木） 前期別日程試験
24日（土） 前期別日程試験
24日（土） 6年次留年生�卒業式
27日（火） 前期別日程試験
28日（水） 前期別日程試験
30日（金） 前期別日程試験
30日（金） 4年次�総合確認試験再試

10月 1日（土） 前期別日程試験
1日（土） 5年次�第Ⅲ期実務実習中間報告会
3日（月） 6年次�第3回国試模擬試験
4日（火） 6年次�第3回国試模擬試験
5日（水） 前期別日程試験
6日（木） 前期別日程試験
15日（土） 創立記念日
18日（火） 基礎薬学総合演習試験
22日（土） 4年次�総合確認試験
25日（火） 6年次�第4回模擬試験
26日（水） 6年次�第4回模擬試験
27日（木） 体育祭・昭薬祭準備
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月 日（曜） 学　部　行　事　項　目
28日（金） 体育祭
29日（土） 昭薬祭
29日（土） ミニオープンキャンパス
30日（日） 昭薬祭
31日（月） 4年次�総合確認試験再試
31日（月） 昭薬祭学生代休

11月 1日（火） みなし月曜日
2日（水） 4年次�実務実習概要説明会
5日（土） 1・2・3年次科目�中間試験
6日（日） 5年次�第Ⅲ期病院・薬局実務実習終了
9日（水） 1AB�解剖見学説明会
10日（木） 4年次�後期定期試験
11日（金） 4年次�後期定期試験
12日（土） 1・2・3年次科目�中間試験
14日（月） 4年次�総合確認試験
16日（水） 5年次�第Ⅳ期実務実習直前教育
18日（金） 4年次�後期定期試験成績発表
19日（土） 解剖見学実習
19日（土） 推薦入試
20日（日） 推薦入試
21日（月） 5年次�第Ⅳ期病院薬局実務実習（2月12日まで）
22日（火） 4年次�総合確認試験再試
24日（木） 6年次�第5回模擬試験
25日（金） 4年次�多職種連携教育
25日（金） 6年次�第5回模擬試験
26日（土） 解剖見学実習
28日（月） 4年次�後期追再試験
29日（火） 4年次�後期追再試験
29日（火） 1年次�薬局・公的機関見学実習（オンライン講義）
30日（水） 4年次�OSCE説明会

12月 2日（金） 6年次�第2回第一次演習試験
10日（土） 4年次OSCE本試験
14日（水） 6年次�第2回第二次演習試験
15日（木） 4年次�実務実習ガイダンス
16日（金） 4年次�科目最終試験
17日（土） 1年次�早期体験学習ワークショップ
19日（月） 4年次�科目最終試験
20日（火） 4年次�科目最終試験
20日（火） 1年次TOEFL��ITPテスト
21日（水） 4年次�CBT模擬試験Ⅱ・CBTガイダンス
23日（金） 4年次�科目最終試験成績発表
23日（金） 年内授業終了
24日（土） 5年次�第Ⅳ期実務実習中間報告会

1月10日（火） 年明け授業開始
11日（水） みなし月曜日
11日（水） 6年次�第3回演習試験
12日（木） 6年次�第3回演習試験
13日（金） 後期授業終了
14日（土） 大学入学共通テスト
15日（日） 大学入学共通テスト
17日（火） 4年次�CBT本試験
18日（水） 1〜 3年次�後期定期試験
18日（水） 4年次�CBT本試験
19日（木） 1〜 3年次�後期定期試験
19日（木） 4年次�CBT本試験
20日（金） 1〜 3年次�後期定期試験
20日（金） 4年次�CBT本試験
21日（土） 1〜 3年次�後期定期試験
22日（日） 6年次�集中補講
23日（月） 6年次�集中補講
23日（月） 1〜 3年次�後期定期試験

月 日（曜） 学　部　行　事　項　目
24日（火） 1〜 3年次�後期定期試験
25日（水） 1〜 3年次�後期定期試験
26日（木） 6年次�第6回模擬試験
26日（木） 1〜 3年次�後期定期試験
27日（金） 6年次�第6回模擬試験
27日（金） 1〜 3年次�後期定期試験
28日（金） 卒業判定結果発表
28日（土） 1〜 3年次�後期定期試験
28日（土） 2年次TOEFL��ITPテスト
28日（土） 令和5年度5年次�第Ⅰ期〜Ⅳ期実務実習連絡会

2月 1日（水） 6年次�第4回演習試験
1日（水） 3年次�令和6年度�実務実習エントリー説明会
2日（木） 6年次�第4回演習試験
3日（金） C方式入学試験
4日（土） B・D方式入学試験
6日（月） 1〜 3年次�後期定期試験成績発表
6日（月） 4年次�進級成績発表
9日（木） 6年次�国家試験ガイダンス（激励会）
10日（金） 令和5年度5年次履修ガイダンス
10日（金） 令和5年度5年次�第Ⅰ期実務実習直前教育
13日（月） 1〜 3年次�後期追再試験
14日（火） 1〜 3年次�後期追再試験
15日（水） 1〜 3年次�後期追再試験
15日（水） 令和5年度5年次�白衣授与式
15日（水） 令和5年度5年次�第Ⅰ期実務実習直前教育、

WEBシステム説明会
16日（木） 1〜 3年次�後期追再試験
17日（金） 1〜 3年次�後期追再試験
17日（金） 4年次OSCE追再試験
18日（土） 薬剤師国家試験実地日
18日（土） 1〜 3年次�後期追再試験
19日（日） 薬剤師国家試験実地日
20日（月） 1〜 3年次�後期追再試験
20日（月） 令和5年度5年次�第Ⅰ期実務実習（5月7日まで）
21日（火） 1〜 3年次�後期追再試験
22日（木） 1〜 3年次�後期追再試験
24日（金） 1〜 3年次�後期追再試験
25日（土） 5年次�実務実習成果報告会
26日（日） 3年次�TOEIC公開テスト

3月 1日（水） 5年次�国試模擬試験
1日（水） 5年次�実務実習�成果報告会（追試）
2日（木） 卒業式
7日（火） 4年次�CBT追再試験
10日（金） 1〜 3年次�進級成績発表
14日（月） 後期別日程試験
15日（火） 後期別日程試験
16日（水） 後期別日程試験
17日（木） 後期別日程試験
18日（金） 後期別日程試験
22日（水） 国家試験合格発表日
30日（木） 令和5年度3年次履修ガイダンス
30日（木） 令和5年度1〜 3年次留年生履修ガイダンス
30日（木） 令和5年度2年次履修ガイダンス
31日（金） 令和5年度6年次履修ガイダンス
31日（金） 令和5年度4年次履修ガイダンス

1年次�病院見学ガイダンス（中止）
1年次�施設見学説明会（中止）
令和4年度5年次�実務実習情報交換会（中止）
6年次アドバンスト実務実習中間報告会（該当者なし）
令和4年度6年次�アドバンスト実務実習報告会

（該当者なし）
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（10）卒業実習教育（総合薬学研究）論文一覧
【医薬品情報部門】
「臨床薬学コース」
赤川　美咲� 国内で採用されているワクチンのアルミニウム化合物アジュバントに関する調査
宮前　桃子� 国内における服薬支援ツールに関する調査
宇山　侑希� 哺乳類5-TH3受容体と悪心・嘔吐誘発医薬品との相互作用解析
岡本　千慧� 悪心・嘔吐を誘発するラセミ体医薬品の光学分割における5-HTBPとの結合状態の比較検証
寺崎雄一郎� ドパミンD2受容体と悪心・嘔吐誘発医薬品との相互作用解析
泉川　紗紀� 薬害の社会的原因の可視化に基づく今後の薬害教育内容の方向性に関する検討
小林　雪音� 薬害教育教材に関する課題点の抽出および検討
松原美誉子� 国内の薬学教育に関する課題点の可視化および今後の展望：国内外の研究動向比較調査
軽部　紫乃� ｢HPVワクチン接種再開｣ に関するアンケート調査（東京都病院薬剤師会版）

【医薬分子化学研究室】
「総合薬学コース」
中田　茉穂� NTAモチーフを有するシアノピリジン化合物の合成研究
羽田野　匠� ベンジルイソキノリン骨格の構築に関する研究
斉藤　僚介� 生体内クリック反応に応用可能なDHA誘導体の合成
上川　　晶� PCNA発現細胞を標的とした新規TCC型分子標的薬の設計と合成研究
畑中　智喜� RXRの配列を用いたヘテロダイマー化阻害ペプチドの合成と活性評価に関する研究
岩本　遊磨� PPARγリガンドfarglitazar誘導体の合成研究及びPPARγとリガンドの共結晶化条件の検

討
齊藤　和克� PROXYL導入を志向したインドメタシン誘導体の設計と合成研究
清水　恵理� ある種のPd錯体はVDRの活性化能を有している
松坂めぐみ� アミド型TCCプローブの開発研究
小川未沙輝� 超原子価ヨウ素試薬を用いた脱芳香化反応による3次元構造を有するチロシン誘導体の合成

研究
「臨床薬学コース」
佐原　弘晃� アレンドロン酸ナトリウムの剤形に関する調査研究
雨宮　優輝� TCCユニットを用いたアニオン種の検出プローブの開発研究
宇﨑　野亜� VDR由来ペプチドの合成およびVDR/RXRヘテロダイマー阻害活性に関する研究
淺原　拓海� VDR/コファクターペプチド複合体の結晶構造解析及び新規共結晶化条件の検討
鈴木　理大� リガンド構造の三次元化を指向した超原子価ヨウ素試薬によるチロシン脱芳香化の検討に関

する研究

【英語文化研究室】
「臨床薬学コース」
中村　彩香� ディズニーヴィランズはなぜ人を惹きつけるのか
森田　晴香� 『ハリー・ポッター』と差別と偏見
橋本伊沙美� 漫画から見る女子サッカーの社会進出に関する研究

【衛生化学研究室】
「総合薬学コース」
橋本千帆里� TST欠損マウス及びTST/MPSTダブル欠損マウスの遺伝形式と体重変化
増田　佳穂� TST欠損・MPST欠損・TST/MPSTダブル欠損マウスにおける経口投与青酸ソーダの毒性

評価
對馬　舞子� TST欠損・MPST欠損・TST/MPSTダブル欠損マウスにおける腹腔投与青酸ソーダの動態

解析
小泉　舞果� TST欠損マウス及びTST/MPSTダブル欠損マウスの行動解析
手塚かほり� マウス体温調節及び脂肪細胞分化における硫黄代謝関連酵素の役割
町田　優衣� X線構造解析によるフィブラート系脂質異常症薬のPPARδ/γ受容体への結合様式の解明
椎山　　結� PPARδ受容体-リガンド共結晶作成法の検討
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垣生　有希� NASH治験薬によるPPARα/δ/γ受容体の活性化様式の解析
内井　希恵� X線構造解析によるNASH治験薬のPPARδ/γ受容体への結合様式の解明
柏木　野花� 内在性PPAR脂肪酸リガンドによるPPARα/δ/γ受容体の差動的活性化
増田　莉紗� コレプレッサー結合PPARα/δ/γ非活性化型受容体の構造取得

「臨床薬学コース」
東森由里子� CRISPR/Cas9技術の臨床応用
根本　彩音� NAFLD治療薬として期待されるPPAR受容体dual/panアゴニスト
原　菜夏子� COVID-19に対する現在の薬物療法
山本　真由� 劣性栄養障害型表皮水疱症（指定難病）に対する新規治療法
藤井みずほ� ゴーシェ病（指定難病）に対する新規治療法

【応用数学　繁田研究室】
「臨床薬学コース」
永山　幸歩� 線形代数に基づく錯視図形の立体復元
坂倉あゆみ� 生物学的同等性の数値シミュレーション

【応用薬物治療部門】
「総合薬学コース」
加藤　　陸� 甲状腺乳頭がん細胞の増殖に対するメトホルミンとパルボシクリブの効果

「臨床薬学コース」
住松夏奈愛� 悪性リンパ腫における診断と治療の現状
浅田　莉奈� 胃がんにおける化学療法の現状と展望
竹尾紗織里� 遺伝子情報から紐解く大腸がんの治療
辻　日菜子� がん患者の精神症状に対する薬物療法
西垣　　俊� 家族性高コレステロール血症治療の現状と新規薬剤の開発動向
野原　梨里� 肺動脈性高血圧症における治療成績の人種差と新規治療ターゲット
霜島　愛林� 薬学生によるこれからの薬剤師に重要なキャリアデザインの一考察

【実践薬学部門】
「臨床薬学コース」
中川　友里� 日米におけるくすり教育の内容比較
峯尾　理紗� 都内23区の小中学校におけるアレルギー対応およびアレルギー教育に関する実態調査
黒崎　　萌� タキサン系薬剤による続発性リンパ浮腫と薬剤師の役割‐文献レビューによる考察‐
高風　花香� COVID-19の第5波における感染者数・疾病集積性に関する空間疫学的検討
藤野　真衣� 閉鎖式薬物移送システムの国内5社製品における漏出に関する実験的比較検討
二見　絵理� 新型コロナウイルス感染症流行下における薬学部実務実習生が抱く不安・ストレスに関する

質的分析
細野敬太郎� COVID-19感染や重症化に影響を与える社会科学的な要因の検討
松本　康希� 多発筋炎における薬物治療と薬剤師の役割��‐文献レビューによる考察‐�
栁澤　　陸� 一般人向け医薬品及び健康情報に関する有用な国内Websiteの選定及びその評価基準の検討
青栁　杏莉� 外来でがん治療を受ける患者に対する薬局薬剤師の役割について
荒　しずく� 国内医薬品副作用データベースに基づくアントラサイクリン系抗がん剤による心毒性の発現

リスク評価
岡田　晴紀� 地域連携薬局・専門医療機関連携薬局の認定項目が実現可能なものか
佐野　宏典� バンコマイシン塩酸塩の適正使用調査
藤川　涼平� 薬剤師が関連した質的研究の現状と今後の課題
森田　瑞季� 薬剤師のワクチン打ち手に対する雑誌記事の調査
柳瀬　雄大� 救急病棟における薬剤師の介入による効果と課題（文献調査）
山井　彩乃� 本学実務実習事前学習における注射手技実習に関する学生意識調査

【社会薬学研究室】
「臨床薬学コース」
重田　　桂� 日本の産科領域の抗菌薬ガイドラインの比較検討
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「情報薬学コース」
伊達　久珠� 免疫チェックポイント阻害薬と心膜障害の報告：JADERを用いた不均衡分析
星　　有紗� 小児喘息におけるβ2刺激薬と薬剤性肺障害の関連性

【生薬・天然物化学研究室】
「総合薬学コース」
森山あかり� マメヅタ由来スクアレン環化酵素の機能解析
金子　絢佳� ネパール産Aleuritopteris�bicolor由来スクアレン環化酵素の機能解析
本多　未有� 化学的・分子的方法によるAleuritopteris属シダ類の分類学的地位
阿部ひかり� トリテルペン非産生シダ類Aleuritopteris�albomarginata由来スクアレン環化酵素遺伝子の

クローニング
鎌田　恵璃� 日本産「茯苓」の成分研究
大橋　千尋� 日本産「防已」の品質評価に関する研究
川口　　恵� 日本産「釣藤鈎」の品質評価に関する研究
土屋　更紗� 柑橘由来生薬の品質評価に関する研究

「臨床薬学コース」
大塚　　錬� 高血圧症に有効な天然物由来機能性食品について　〜ダイズ〜
金田芽玖美� 高血圧症に有効な天然物由来機能性食品について　〜トマト〜
佐藤　　匠� 高血圧症に有効な天然物由来機能性食品について　〜ニンニク〜

「情報薬学コース」
岩﨑　　葵� 高血圧症に有効な天然物由来機能性食品について　〜アマニン〜

【数理科学　瀧澤研究室】
「臨床薬学コース」
中井川達哉� 深層学習を用いたマウスにおけるフリージング予測の研究
小野佑李子� iPhoneにおける血圧管理アプリの開発
湯田恵理佳� Flaskを用いた問診票Webアプリの開発

【生化学研究室】
「臨床薬学コース」
糸井　真琳� 再発・難治性多発性骨髄腫に対するCAR-T細胞療法Abecmaに関する最新知見
小澤　光希� 転移性トリプルネガティブ乳がんに対する分子標的薬サシツズマブゴビテカンに関する知見
島内　彩香� マントル細胞リンパ腫に対する分子標的薬Tecartusに関する最新知見
野田　香蓮� 非小細胞肺がんにおけるKRAS�G12C阻害剤ソトラシブに関する最新知見

【地域医療部門】
「臨床薬学コース」
安納　徳陽� セルフメディケーション推進のために薬学教育に求められること
比嘉　美和� ウロリチンの肥満細胞における脱顆粒反応抑制作用
平手　大弥� ウロリチンの肥満細胞における脱顆粒反応抑制機序に関する研究

【統合薬学教育研究室】
「臨床薬学コース」
爲久　美優� アルテミシニンとシンコナアルカロイドco-crystalのHirshfeld表面解析
西川　和希� カルバマゼピンとジヒドロキシ安息香酸co-crystalのHirshfeld表面解析
岡　　成美� オキサリプラチンco-crystalのHirshfeld表面解析
比留川優希� 自然[芳香]療法：精油医薬品[EP:Dwarf�pine�Oil]とその化学成分，及び臨床研究文献の読解
西野　圭太� 自然[芳香]療法：精油医薬品[EP:Caraway�Oil]とその化学成分，及び臨床研究文献の読解
王　　嘉怡� 自然[温泉]療法：芒硝泉の化学成分と無機医薬品[JP:Sodium�Sulfate]，及び消化器疾患
青木　　眸� 肌の状態に影響を与える因子について
飯田　愛子� 糞便微生物移植の有効性について
武　舞由穂� 子宮頸がん撲滅に向けて
矢澤　朋美� 経口免疫療法の効果と安全性
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後藤　千尋� イメグリミンのインスリン分泌促進作用に関する分子機構について
小金澤優衣� SGLT2阻害薬による腎保護作用の分子機構について
大平　渚沙� プロバイオティクスと免疫力についての研究
中川　裕太� 5-ALAの耐糖能改善効果

【微生物学研究室】
「総合薬学コース」
島　　裕貴� MRSAの薬剤感受性に影響する遺伝子の抗菌薬存在下での発現変動
秦　　瑞葵� ウイルスユビキチンリガーゼK5による宿主分子認識における膜近傍領域の重要性

「総合薬学コース 2」
佐藤　彩香� ポリオウイルス根絶への今後の課題と対策

「臨床薬学コース」
浅野ユリ雅� 新しい抗トキソプラズマ薬の開発状況
内山　裕香� 先天性風疹症候群の根絶を目指して
河合　紗穂� HPVワクチンの現状と課題
根本　里菜� B型肝炎治療の課題とこれからの展望
横山　由佳� 市中肺炎の病原体多様性における問題

【薬学教育推進研究室】
「臨床薬学コース」
新井菜々美� 尋常性痤瘡の原因と治療
桑久保陽加� アトピー性皮膚炎患者に対するステロイド外用薬の有効性と安全性
濱野　水紀� 孤発性パーキンソン病の遺伝子的要因

【薬品分析化学研究室】
「総合薬学コース」
鈴木　彩水� ハイドロバイオタイトのセシウムイオン交換に対するpHの影響とイオン交換機構
瀬戸　玲美� 強塩基性蛍光分子によるアルコールの選択的蛍光検出法の開発
河原　朋希� エナミン形成型可逆的アミン誘導体化試薬の開発研究
有野　　陸� らせん形ピリリウム塩の合成とその発光特性
吉垣　貴広� ピリドクマリン縮環型ヘリセンの合成とその物性評価
奥山　泰成� 長波長発光を有するアクリジン誘導体の構造と発光特性
笹屋　美歩� ピリダジル[5]ヘリセン誘導体の励起状態の解析と外部刺激に応答したラセミ化
倉持　日菜� 発光性アミノキノリン誘導体を使った細胞蛍光イメージング
山﨑　友也� ナフチリジルイミン誘導体の凝集誘起発光
波多野　叡� 有機物結晶格子中の酸塩基反応に基づくソルベントフリー無機結晶作成

「臨床薬学コース」
小谷　　涼� テクノロジーの発達による薬局薬剤師業務の変化に関する研究
野澤　直人� オンライン服薬指導の利用に関する意識調査
吉田　　航� 蜂針療法に関する調査研究
大野　俊祐� 光学分割剤を用いたアゾール系殺菌剤の共結晶化の検討
関　有香子� 園芸療法についての調査研究

【薬化学研究室】
「総合薬学コース」
高梨　真緒� 金触媒存在下プロパルギルアルコールとクリシン誘導体の反応
肥塚　結衣� アレンに対する分子間�Cope型ヒドロアミノ化反応の検討
牧田　　亮� イソシアネートとアルキルヒドロキシルアミンとのヘテロ�Cope型ヒドロアミノ化の開発
江藤　大輔� 分子内�1,3-双極子付加環化反応を用いたCononuridineのCDE環の合成研究
吉田　真弓� オキシム窒素直接的アリール化によるニトロン形成及び付加環化反応
西舘　素子� N-アリールイソオキサゾリジンのN-O結合転位反応を活用した1,5-ベンゾオキサゼピン誘導

体の合成
熊坂　　優� 非対称アラインとオキシムフランの[4+2]付加環化反応における基質一般性の検討
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桑野　裕司� o-キノンモノアセタールとα,β-不飽和ヒドラゾン/オキシム誘導体との逆電子要請型Diels–
Alder反応

吉野　　徹� α,β-エポキシオキシムの炭素求核種による開環反応
「臨床薬学コース」
奥村　羽純� オキシム炭素選択的なボロン酸エステルとの酸化的カップリング反応の開発

「情報薬学コース」
吉田　一貴� 金触媒を用いた1,6,9,13-テトラオキサジスピロ[4.2.4.2]テトラデカン誘導体の合成と構造解析

【薬剤学研究室】
「総合薬学コース」
福安　亜美� 粘膜上皮バリアー透過機能を持つワクチンキャリアの開発
八木下智帆� アデノウイルスknobタンパク質が持つ細胞膜透過機構の可視化方法の確立
大谷　　亮� がん細胞のCD46を標的とした薬物キャリアの開発
小倉　一桜� In�vitro�再構築モデルを用いたがん擬似血管構成細胞の特性解析
小金澤亮太� がん擬似血管を標的としたDC免疫療法の開発
梅津もも子� がん血管ワクチンにおけるT細胞への抗原提示能の解析
川島　優花� がん血管特異抗体の特性解析と結合力向上に向けたFc融合タンパク質の創製
冨田恵梨菜� がん血管内皮細胞が放出するエクソソームの単離法開発と特性解析
後長加奈絵� がん血管ワクチンと免疫チェックポイント阻害薬併用療法によるがん治療の可能性
中勢　優一� アデノウイルス感染における抗カプシドタンパク質抗体の影響に関する研究

「臨床薬学コース」
後藤将太朗� ヒトCD46を標的としたがん治療実験に用いる担がんマウスの作製
齊藤　諒樹� トリプルネガティブ乳がん由来がん擬似血管免疫抗体ライブラリの構築に向けた基礎的検討
滝澤　幹央� SGLT-2阻害薬による腎保護作用について
成岡　汰誓� 遺伝子治療の現状と展望

【薬品化学研究室】
「総合薬学コース」
岩見　絵理� 大環状芳香族アミド類の合成を目指したアミド化反応に関する研究
小川　啓太� ペンタフルオロベンゾイル化されたアミド類の異性体分離の試み
唐澤　寛和� N-メチルチオフェンカルボン酸アミドの合成と立体構造特性
菅野　瑞稀� N-シアノアミド化合物とチオールの反応検討
瀬藤　岐実� らせん型構造を有するN-メチル-N-ピリミジルアミド類の結晶化と自然分晶
田代　愛実� N-ジフルオロメチルアニリドの合成と構造特性

「総合薬学コース 2」
中野　　隼� 長時間作用型β2受容体刺激薬の開発に関する調査研究

「臨床薬学コース」
勝山満里愛� β3アドレナリン受容体作動薬ミラベグロンの創薬についての調査研究
星野　花緒� GLP-1受容体作動薬セマグルチド開発に関する調査研究
猪股　彩香� アンジオテンシン受容体・ネプリライシン阻害薬（ARNI）サクビトリル・バルサルタンの

創薬に関する調査研究
鈴木万紀子� HIF-PH阻害薬MK-8617創製についての調査研究
橋本明未子� SGLT2阻害薬イプラグリフロジンの創製に関する調査研究
羽原　聡美� 高活性尿酸低下作用を有するドチヌラドの創薬に関する研究調査
堀井勘太郎� オレキシン受容体拮抗薬スボレキサントの創薬に関する調査研究
小林　尚悟� 新規統合失調症治療薬ルラシドンの創製に関する調査研究
神宮　杏朱� 新規オレキシン1/2受容体拮抗薬レンボレキサントの創製に関する調査研究

【薬品物理化学研究室】
「総合薬学コース」
青山　　航� Glyoxalase�I�を標的としたイメージングプローブの開発研究：放射性ヨウ素標識グルタチオ

ン類似体のシクロペンチルエステルのin�vitroにおける加水分解評価
金子　瑞希� アルブミン二量体に導入するRGDペプチドの数が体内動態に与える影響
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成瀨　有汰� Fatty�Acid�Binding�Protein�4標的セラノスティクス用薬剤の開発研究：�ブロモフルオロフェ
ノール結合triazolopyrimidine誘導体の非標識化合物とその標識前駆体の合成

長谷川舞衣� チミジンホスホリラーゼ標的放射性プローブの取り込みに及ぼす有機カチオン輸送体
（OCT）と多剤排出輸送体（MATE）の影響

町田　　隼� 神経障害に伴う脳内糖代謝の変化に関する検討
「臨床薬学コース」
鏑木　美帆� パーキンソン病におけるドパミン作動性ニューロン減少のメカニズムに関する調査研究
嘉山　瑠奈� 脳虚血への血小板由来内皮細胞増殖因子の関与についての調査研究
三ツ石秀佑� CDK4/6を標的とする核医学診断に関する調査研究
向　美寿季� Ganglioside�GD2を標的としたがんの核医学診断に関する調査研究

「情報薬学コース」
渡辺　柚衣� 脳虚血再灌流障害へのミトコンドリア複合体Ⅰの関与についての調査研究
相馬　瑞季� がん画像診断の標的としてのSHP2に関する調査研究
中山ありさ� Fatty�Acid�Binding�Protein�(FABP)�4と炎症性疾患に関する調査研究

【薬物治療学研究室】
「総合薬学コース」
阿部　正隆� SYNCRIP�の造血と心臓発達における機能について
本多　幸浩� SYNCRIP�KO�HeLa細胞の作成について
目黒　彩夏� ストレス顆粒形成におけるSYNCRIPの役割解明
久住加奈子� 脂肪細胞分化におけるIRBITを介した細胞骨格制御機構
岩本　諒斗� IRBITによるGEF-H1を介した脂肪細胞分化制御機構の解析
岡山　　萌� IRBIT欠失マウスにおけるオートファジー活性について
木下　　愛� IRBIT結合による組織における各NBCe1アイソフォームの発現調節について
李　　基純� Long�IRBIT�KOマウスの表現型解析
角　　侑香� 腹側海馬内へのTrkBアゴニスト投与による恐怖消去トレーニング時の性差
日髙　京香� 海馬内免疫活性に基づく恐怖消去の性差

「臨床薬学コース」
植木　和宏� 食道がんの集約的治療について
衣袋　綾華� 機能性便秘・IBS-Cに対するSGLT1阻害薬、ミザグリフロジンの有効性と安全性
土橋　勇斗� 脂質代謝におけるLong-IRBITの役割について
濱村　瑠梨� 神経発達症、特に自閉スペクトラム症と注意欠如・多動症の薬物治療について
町山　成輝� 関節リウマチに難治性の患者に対するフィルゴチ二ブの有効性と安全性
村上　輝一� 進行固形がんおよび進行悪性リンパ腫におけるスゲマリマブの安全性と有効性
米田　和輝� DYRK1Aキナーゼ阻害による膵β細胞生存促進

【薬物動態学研究室】
「総合薬学コース」
佐野　泉水� 培養ヒト小腸上皮モデルを用いた食品由来成分クロロゲン酸の膜透過性評価に関する研究
斎藤　理絵� 多発性骨髄腫治療薬レナリドミドの細胞膜透過性に関する研究
早坂　　陸� 化合物の物性値に基づく予測膜透過係数を用いた排出輸送体の寄与に関する研究
萬壽　海斗� 新規マーモセット�N-�アセチル転移酵素の機能解析に関する研究
小川友里衣� ヒト、イヌおよびブタフラビン含有モノオキシゲナーゼの酵素機能の種差に関する研究
加藤　愛理� フキ含有毒性成分センキルキンのラットおよび生理学的薬物動態モデルを活用したヒト生体

内濃度推移予測に関する研究
廣瀨なぎさ� 日本人ゲノムデータベースより見出したフラビン含有モノオキシゲナーゼ�3�遺伝子変異が

酵素機能に及ぼす影響に関する研究
山後　晴菜� 酵素機能に影響を及ぼすフラビン含有モノオキシゲナーゼ�3�遺伝子変異の簡便な判別法に

関する研究
富沢　　順� カフェイン過量内服患者に対する簡易生理学的薬物動態モデルによる血中濃度予測に関する

研究
藤井　優哉� 簡易生理学的薬物動態モデルを用いた意図的な過量内服患者のロキソプロフェン血中濃度推

移評価に関する研究
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「臨床薬学コース」
小針　　航� 簡易生理学的薬物動態モデルを用いた意図的な過量内服患者のジフェンヒドラミン血中濃度

評価に関する研究
上沼　由美� 日本人フラビン含有モノオキシゲナーゼ�3�遺伝子の隣接した塩基置換型変異の判別法に関

する研究
加藤　真緒� 日本人トリメチルアミン尿症の原因となるフラビン含有モノオキシゲナーゼ�3�遺伝子変異

に関する研究
芹澤　孝宜� サル肝アルデヒドオキシダーゼ�1�の機能解析に関する研究

【薬用植物資源研究室】
「総合薬学コース」
吉田　莉子� ウズベキスタン産マオウ属植物の系統地理学的考察

「臨床薬学コース」
松本　梨花� Ephedra�equisetinaに関する研究，栽培品に野生品の成分的特性は維持されているか
市村　茉衣� 核DNA-ITS1領域の塩基配列による北海道産Taraxacum属植物の系統学的考察

【薬理学研究室】
「総合薬学コース」
本橋　佑佳� ヒト乳腺癌細胞MCF-7の細胞運命制御における超硫黄分子の関与
常田　果鈴� ニトロキシルによるシスタチオニンγ-リアーゼの制御機構
中村　紗彩� S-ニトロソシステインによるシスタチオニンγ-リアーゼの阻害と時間経過による可逆性
中島　和哉� 超硫黄分子による神経型NO合成酵素阻害メカニズム
岩谷　優衣� カルモジュリンキナーゼキナーゼ阻害による筋芽細胞分化への影響
大木　　崚� カルモジュリンキナーゼキナーゼ阻害による筋芽細胞の形態への影響
上村　優奈� 骨格筋分化におけるカルモジュリンキナーゼIIδの役割
奥田　佳奈� 緑茶含有カテキンによるカルモジュリンキナーゼII活性制御

「臨床薬学コース」
一瀬早也佳� 炎症性疾患としてのうつ病と新たな治療戦略
石田　真咲� リコピンによるアルツハイマー病治療
楠本かりん� オレキシン受容体作動薬によるナルコレプシー治療の可能性に関する研究
飴谷　清香� 脳神経栄養因子（BDNF）増加による認知機能改善の可能性
五十嵐綾佳� 活性酸素シグナルを標的にした筋萎縮性側索硬化症治療薬に関する研究
中村　友香� パーキンソン病と前駆障害としての嗅覚障害
舞木　　亮� 片頭痛に対するCGRP関連抗体薬の有効性とリスクに関する研究

【臨床心理学研究室】
「臨床薬学コース」
田中　大希� 学校における薬物乱用防止教育プログラムの提案とその効果：小学校における実践から

「情報薬学コース」
宮﨑千菜美� 小学生親子のエナジードリンク・栄養ドリンクの摂取状況およびメンタルヘルスとの関連性
松本　彩華� 中学生の心理的発達過程に関する研究：介入プログラム評価の試み

（11）第108回薬剤師国家試験合格状況

総　数 6年制（現役生） 6年制（既卒生） その他

受験者数 合格者数 合格率（%）受験者数 合格者数 合格率（%）受験者数 合格者数 合格率（%）受験者数 合格者数 合格率（%）

全　国 13,915� 9,602� 69.00% 8,548� 7,254� 84.86% 5,146� 2,267� 44.05% 221� 81� 36.65%

私立計 12,995� 8,835� 67.99% 7,827� 6,600� 84.32% 5,044� 2,212� 43.85% 124� 23� 18.55%

本　学 311� 234� 75.24% 233� 194� 83.26% 75� 39� 52.00% 3� 1� 33.33%

－ 20 －



（12）特別講義・その他講演
特別講義

講演題目　衛生薬学的発想と手法で環境問題に挑む：
� 新電子ストレスに対する生体応答・防御の解明
講 演 者　筑波大学　医学医療系
� 教授　熊谷　嘉人
招 聘 者　衛生化学研究室　石井　功　教授
講 演 日　令和 4年 9月 9日（金）

講演題目　SDGsとESG-私たちにできること
講 演 者　コロンビア大学
� 客員教授　本田　桂子
招 聘 者　微生物学研究室　金本　大成　教授
講 演 日　令和 4年 9月 15 日（木）

講演題目　PMDAにおける審査迅速化とコロナ感染症対応を含めた
� 新様式バイオ医薬に対する取組
講 演 者　独立行政法人　医薬品医療機器総合機構（PMDA）
� 理事　新井　洋由
招 聘 者　山本　恵子　学長
講 演 日　令和 4年 10 月 7 日（金）

講演題目　TGF-βファミリーシグナルとがん
講 演 者　東京大学大学院医学系研究科
� 病因・病理学専攻応用病理学分野
� 卓越教授　宮園　浩平
招 聘 者　生化学研究室　伊東　進　教授
講 演 日　令和 4年 10 月 21 日（金）

講演題目　THE�REDOX�REGULATION�OF�JAK/STAT
� SIGNALING�PATHWAY
講 演 者　ベロナ大学
� Department�of�Neurosciences�,�Biomedicine�and�Movement�Sciences
� リサーチフェロー　Elena�Butturini
招 聘 者　薬理学研究室　渡邊　泰男　教授
講 演 日　令和 4年 11 月 2 日（水）

講演題目　事例から考えるこれからの薬剤師に求められる役割
講 演 者　独立行政法人　国立病院機構　京都医療センター　救命救急センター
� 副センター長　兼　救命集中治療科長
� 別府　賢
招 聘 者　薬物動態学研究室　山崎�浩史　教授
講 演 日　令和 4年 11 月 4 日（金）

講演題目　企業研究における分析科学の役割と実践
講 演 者　エーザイ株式会社
� 分析研究部原薬分析研究グループ
� 室長　雲林　秀樹
招 聘 者　薬品分析化学研究室　唐澤�悟　教授
講 演 日　令和 4年 12 月 2 日（金）
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講演題目　Cryo-electron�tomography で見るバクテリアの III 型分泌装置
講 演 者　イェール大学　病原性微生物学部
� 博士研究員　立山　翔一
招 聘 者　薬剤学研究室　宇都口　直樹　教授
講 演 日　令和 4年 12 月 7 日（水）

講演題目　SDGs 時代における医療及び薬学の探求・研究を進めるヒント
� - 社会からはじまり、社会にめぐる科学の考え方 -
講 演 者　岡山大学　薬学部
� 薬学部長　狩野　光伸
招 聘 者　実践薬学部門　渡部　一宏　教授
講 演 日　令和 5年 3月 1日（水）
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２．大学院薬学研究科
（1）大学院教育担当

学　長 山　本　恵　子　
薬化学研究室 ※ 教　授 田　村　　　修

准教授 森　田　延　嘉
講　師 橋　本　善　光

天然物化学研究室 ※ 教　授 中　根　孝　久
医薬分子化学研究室 ※ 教　授 伊　藤　俊　将

講　師 石　田　寛　明
薬品化学研究室 ※ 教　授 岡　本　　　巌

准教授 山　﨑　　　龍
講　師 伊　藤　　　愛

薬品物理化学研究室 ※ 教　授 秋　澤　宏　行　
講　師 宿　里　充　穂

衛生化学研究室 ※ 教　授 石　井　　　功 薬学研究科長
准教授 赤　星　軌　征

生化学研究室 ※ 教　授 伊　東　　　進
准教授 田　代　　　悦
講　師 中　野　なおこ

微生物学研究室 ※ 教　授 金　本　大　成
准教授 淺　井　大　輔
講　師 梶　川　瑞　穂

薬品分析化学研究室 ※ 教　授 唐　澤　　　悟
准教授 臼　井　一　晃

薬剤学研究室 ※ 教　授 宇都口　直　樹
准教授 小　泉　直　也
講　師 野　村　鉄　也

薬物動態学研究室 ※ 教　授 山　﨑　浩　史
准教授 清　水　万紀子
講　師 村　山　典　恵

薬理学研究室 ※ 教　授 渡　邊　泰　男
准教授 土　屋　幸　弘
講　師 神　戸　敏　江

薬物治療学研究室 ※ 教　授 水　谷　顕　洋
講　師 濵　田　浩　一
講　師 松　田　真　悟

社会薬学研究室 ※ 教　授 宮　崎　生　子
准教授 庄　野　あい子

実践薬学部門 ※ 教　授 渡　部　一　宏
講　師 廣　澤　伊　織
講　師 山　本　　　健

応用薬物治療部門 ※ 教　授 濵　本　知　之
※ 教　授 増　田　　　豊

医薬品情報部門 准教授 土　肥　弘　久
地域医療部門 ※ 教　授 菊　池　千　草

准教授 髙　田　公　彦
数理科学　　　　瀧澤研究室 講　師 瀧　澤　　　誠
臨床心理学 ※ 教　授 吉　永　真　理
統合薬学教育（学習支援室） ※ 教　授 井　上　能　博

准教授 池　野　聡　一
准教授 川　幡　正　俊

薬学教育推進 ※ 教　授 岸　本　成　史
薬用植物園資源 ※ 教　授　高　野　昭　人

※は大学院薬学研究科委員会委員
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（2）修了者数・入学者数（令和 4 年度）
令和 4年度入学者 薬科学専攻修士課程 0名

薬学専攻博士課程（4年制） 3名

令和 4年度修了者 薬科学専攻修士課程 0名
薬学専攻博士課程（4年制） 1名

（3）入学試験概要（令和 4 年度実施）
����月　　日 志願者 受験者 合格者

薬学専攻博士課程（4年制）（学内推薦） 7月 19 日（火） 0名 0名 0名
薬学専攻博士課程（4年制）（社会人推薦 1期） 7月 19 日（火） 0名 0名 0名
薬科学専攻修士課程 （一般 1期） 10 月 18 日（火） 3名 3名 3名
薬学専攻博士課程（4年制）（一般 1期） 10 月 18 日（火） 0名 0名 0名
薬科学専攻修士課程 （一般 2期） 3月 7日（火） 1名 1名 1名
薬科学専攻修士課程 （社会人推薦） 3月 7日（火） 0名 0名 0名
薬学専攻博士課程（4年制）（一般 2期） 3月 7日（火） 0名 0名 0名
薬学専攻博士課程（4年制）（社会人推薦 2期） 3月 7日（火） 3名 3名 3名

（4）留学者数
修士課程� 0 名
博士課程� 0 名

（5）大学院在籍学生数
令和 4年 5月 1日　　　　　　　　　　

学年 学科 男 女 総計
M1 薬科学専攻修士課程 0 0 0
M2 薬科学専攻修士課程 0 0 0

修士課程合計 0 0 0
D1 薬学専攻博士課程 1 2 3
D2 薬学専攻博士課程 4 1 5
D3 薬学専攻博士課程 2 5 7
D4 薬学専攻博士課程 1 0 1

博士課程合計 8 8 16
大学院総計 8 8 16

（6）学位授与者数（令和 4 年度）
薬科学専攻修士課程 修士（薬科学） 0名
薬学専攻博士課程 博士（薬学） 学位規程第 5条 1名
薬学専攻 博士（薬学） 学位規程第 6条 1名
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（7）大学院修士論文題目（学位規程第４条）
該当なし

（8）大学院博士論文題目（学位規程第５条）

氏　名 論　文　題　目
三浦　智徳 生理学的薬物動態モデリング手法によるヒト体内動態を考慮した化学物質のリスク評

価に関する研究

（9）大学院博士論文題目（学位規程第６条）
氏　名 論　文　題　目

神林　　弾 新興感染症パンデミック状況下での地域医療における薬剤師の役割についての検討研
究

（10）大学院薬学研究科委員会の日程と議題
4 月 14 日（木）� 第 1 号議案� 令和 4年度ティーチングアシスタント（TA）採用候補者に関する件
（持ち回り委員会）� 第 2 号議案� 令和 4年度研究入門に関する件
4月 20 日（水）� 第 1 号議案� 人事に関する件
� � 第 2 号議案� 昭和薬科大学大学院奨学金に関する件
� � 第 3 号議案� �ハイテクリサーチセンター報告会ならびに月例報告会の幹事研究室と月例

報告会の再開に関する件
� � 報告事項 1� 令和 4年度ティーチングアシスタント（TA）採用候補者に関する件
� � 報告事項 2� 研究入門について
� � 報告事項 3� 令和 4年度大学院講義履修について
� � 報告事項 4� ハイテクリサーチセンター報告会について
� � 報告事項 5� 大学院入試出題者・面接委員・採点者の依頼について
5月 26 日（木）� 第 1 号議案� 令和 5年度学生募集要項における分野および研究指導教員に関する件
（持ち回り委員会）� �
7 月 20 日（水）� 第 1 号議案� 令和 6年度大学院（博士課程）研究指導教員に関する件
� � 第 2 号議案� 令和 4年度大学院FDに関する件
� � 第 3 号議案� 大学ホームページ「研究」欄の更新に関する件
� � 報告事項 1� 第 13 回ハイテクリサーチセンター成果報告会開催について
� � 報告事項 2� 令和 4年度後期研究入門について
� � 報告事項 3� 長井記念薬学研究奨励支援事業 2023 年度採用分募集について
� � 報告事項 4� 若手研究者育成研究助成について
� � 報告事項 5� 3 つのポリシーの見直しについて
� � 報告事項 6� 大学院入試出題者・面接委員・採点者の依頼について
10 月 19 日（水）�第 1 号議案� �本学学位規程第 6条に基づく令和 4年度後期学位申請者論文審査（博士課

程）に関する件
� � 第 2 号議案� 令和 5年度大学院薬学研究科入学試験に関する件
� � 第 3 号議案� 学籍変更に関する件
� � 報告事項 1� 令和 4年度後期研究入門について
� � 報告事項 2� 令和 5年度長井記念奨励金の申請について
12 月 14 日（水）�第 1 号議案� �本学学位規程第 6条に基づく令和 4年度後期学位博士学位申請予備審査に

関する件
� � 第 2 号議案� 令和 4年度大学院博士課程論文審査に関する件
� � 第 3 号議案� 令和 4年度博士論文発表会に関する件
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� � 第 4 号議案� 令和 4年度大学院博士課程中間報告会に関する件
� � 第 5 号議案� 令和 5年度大学院シラバス（授業科目）に関する件【継続審議】
� � 第 6 号議案� 令和 5年度大学院行事日程に関する件【継続審議】
� � 報告事項 1� 令和 5年度大学院教育担当者選任のための論文調査について
1月 28 日（土）� 第 1 号議案� �本学学位規程第 5条に基づく令和 4年度課程博士学位申請者論文審査に関

する件
� � 第 2 号議案� �本学学位規程第 6条に基づく令和 4年度後期博士学位申請者論文審査に関

する件
� � 第 3 号議案� 令和 5年度大学院教育担当者（研究指導教員）に関する件
� � 第 4 号議案� 令和 5年度大学院シラバス（授業科目）に関する件
� � 第 5 号議案� 令和 5年度非常勤講師委嘱に関する件
� � 第 6 号議案� 大学院入学試験に関する件
� � 報告事項 1� 長井記念薬学研究奨励事業 2023 年度採用分選考結果について
� � 報告事項 2� 大学院手当について
2月 18 日（土）� 第 1 号議案� �本学学位規程第 5条に基づく令和 4年度課程博士学位申請者論文審査に関

する件
� � 第 2 号議案� 大学院博士課程修了の件
� � 第 3 号議案� �本学学位規程第 6条に基づく令和 4年度後期博士学位申請者論文審査に関

する件
� � 第 4 号議案� 令和 5年度大学院修士課程の分野名に関する件
� � 第 5 号議案� 令和 5年度大学院行事予定に関する件
� � 第 6 号議案� 令和 6年度大学院入試（日程・科目）に関する件
� � 第 7 号議案� 大学院 3つのポリシーの見直しに関する件
� � 報告事項 1� 令和 5年度大学院入試志願状況について
3月 8日（水）� 第 1 号議案� 令和 5年度大学院薬学研究科入学試験に関する件
� � 第 2 号議案� 令和 6年度大学院入試（科目）に関する件
� � 第 3 号議案� 令和 5年度大学院博士課程早期修了に関する件
� � 第 4 号議案� 大学ホームページ研究欄の運用に関する件
� � 報告事項 1� �令和 4 年度大学院博士課程 2年次中間報告会における早期修了に関わる確

認事項について
� � 報告事項 2� 令和 4年度大学院FD講習会について
� � 報告事項 3� 令和 5年度前期研究入門について
� � 報告事項 4� �東海大学との連携による令和 5年度文部科学省「地域中核・特色ある研究

大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業」への応募につい
て

（11）主な学年暦
月日（曜） 大学院行事項目
4 月�5 日（火） 入学式・新入生ガイダンス
10月18日（火） 修士課程入学試験（一般 1期）
10月21日（金） 修士課程入学試験合格発表（一般 1期）
1月 28 日（土） 課程博士・論文博士公開論文発表
2月 18 日（土） 博士学位論文審査判定
2月 18 日（土） 博士課程 2年次学生中間報告会
3月 2日（木） 学位記授与式（修了式）
3月 7日（火） 修士課程入学試験（一般 2期）
3月 7日（火） 博士課程入学試験（社会人推薦 2期）
3月 9日（木） 修士課程入学試験合格発表（一般 2期）
3月 9日（木） 博士課程入学試験合格発表（社会人推薦 2期）
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（12）令和 5 年 3 月修了生進路別人数表（大学院）
令和 5 年 3 月　修了生進路別人数表（大学院）（修士）
　該当なし

令和 5 年 3 月　修了生進路別人数表（大学院）（博士）

人　　　数
割合（％）

男 女 計

進
　
学

本　学 0� 0� 0� 0.0�

他大学 0� 0� 0� 0.0�

進　学 0 0 0 0.0 

就
　
　
　
　
職

製薬企業（MR） 0� 0� 0� 0.0�

製薬企業（研究） 0� 0� 0� 0.0�

製薬企業（開発） 0� 0� 0� 0.0�

製薬企業（開発以外） 0� 0� 0� 0.0�

　製薬企業 0 0 0 0.0 

企業（CRO・SMO） 0� 0� 0� 0.0�

企業（食品・化粧品） 0� 0� 0� 0.0�

企業（卸） 0� 0� 0� 0.0�

企業（その他） 0� 0� 0� 0.0�

　その他企業 0� 0� 0� 0.0�

製薬企業・その他企業 0 0 0 0.0 

病院（国立） 1� 0� 1� 100.0�

病院（公立） 0� 0� 0� 0.0�

病院（私立） 0� 0� 0� 0.0�

研修生 0� 0� 0� 0.0�

病　院 1 0 1 100.0 

薬局（調剤薬局） 0� 0� 0� 0.0�

薬局（調剤併設ドラッグストア） 0� 0� 0� 0.0�

薬　局 0 0 0 0.0 

公務員 0 0 0 0.0 

教育（研究生）・その他等 0� 0� 0� 0.0�

進路決定者合計 0 0 0 0.0 

就職せず（留学等） 0� 0� 0� 0.0�

活動中 0� 0� 0� 0.0�

判断保留中・国試後 0� 0� 0� 0.0�

不明・未提出 0� 0� 0� 0.0�

未決定者合計 0 0 0 0.0 

総　　　計 1 0 1 100.0 
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（13）令和 5 年 3 月大学院修了生進路
　令和 5年 3月博士課程修了者 1名の進路は、病院（国立）であった

（14）大学院FD活動
　大学院薬学研究科委員会主催による令和4年度昭和薬科大学大学院FDワークショップを下記のとおり開
催した。

　日　時　令和 5年 3月 11 日（土）13 時〜 15 時
　場　所　302 教室
　テーマ　これからの超高齢社会における生体情報利活用と社会実装
　講　師　和賀　巌　先生　医学博士
　　　　　NEC�ソリューションイノベータ（株）�シニアフェロー
　　　　　東北大学大学院医学系研究科�客員教授
　　　　　東北大学産学連携機構�客員教授（COI�加速課題�PI、プロジェクト総括）
　　　　　科学技術振興機構�未来社会創造事業�個人最適化運営統括

（15）大学院短報
　大学院 4 年制博士課程は平成 27 年度に完成年度を迎え、令和 4 年度は 8 期生 4年次 1名が課程を修了
した。本年度の博士課程の他の在籍者は、3年次 7名、2年次 5名、1年次 3名であり、そのうち社会人学
生は 5名であった。入学者選抜の結果、令和 5年度には博士課程に 3名、修士課程に 4名が入学する予定で
ある。
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３．常設委員会
（1）庶務委員会
委員会の開催
日　時：2022 年 4 月 28 日（メール委員会）
　　1．幹事選出に関する件
　　2．令和 4（2022）年度国外出張申請に関する件
　　3．令和 4（2022）年度庶務委員会管理予算B予算に関する件
　　4．庶務委員会における実習担当者に関する件

日��時：2022 年 7 月 12 日
　　1．令和 6（2024）年度以降庶務委員会管理予算A予算の申請に関する件（意見交換）
　　2．令和 4（2022）年度庶務委員会管理予算、研究室予算に関する件（意見交換）
　　3．認証評価の執筆担当者に関する件
　　4．図書費に関する件

日　時：2022 年 10 月 6 日
　　1．令和 6（2024）年度以降庶務委員会管理予算A予算の申請に関する件
　　2．令和 5（2023）年度庶務委員会管理予算B-E 予算の申請に関する件
　　3．令和 5（2023）年度国外出張の募集に関する件

日　時：2022 年 11 月 10 日
　　1．�令和 5（2023）年度�庶務委員会管理E予算�教育・研究用機器�購入申請書（1028 付�新様式によるク

ライオスタット再申請）に関する件
　　2．令和 4（2022）年度研究室予算年度途中着任用留保分の配分に関する件
　　3．庶務委員会管理予算D予算�顕微鏡保守点検に関する件
　　4．令和 6（2024）年度以降庶務委員会管理予算A予算の申請に関する件

日��時：2022 年 11 月 14 日（メール委員会）
　　1．令和 5（2023）年度庶務委員会管理予算E予算の申請に関する件

日　時：2022 年 12 月 5 日（メール委員会）
　　1．共同機器運営委員会管理機器の修繕費超過分を庶務委員会の修繕費で負担することに関する件

日　時：2023 年 1 月 23 日
　　1．令和 5（2023）年度国外出張申請に関する件
　　2．令和 5（2023）年度研究室予算の配分方法に関する件
　　3．共用実験室管理責任者に関する件
　　4．令和 4（2022）年度研究室予算�年度途中着任用留保分の配分に関する件（20221116 教授会）

日　時：2023 年 2 月 21 日
　　1．実習予備費でのフェイスシールド購入の件
　　2．令和 5年度�機器分析研究施設�研究室予算配分の件

日　時：2023 年 3 月 30 日
　　1．�令和 5（2023）年度庶務委員会管理予算A予算「高分解能飛行時間型質量分析装置（MALDI）」の

業者選定に関する件
　　2．令和 5（2023）年度実習費の予算および管理担当者に関する件
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活動概要・現状

庶務委員会管理予算A-E 予算

A予算は文部科学省への補助金申請に対応できるように、翌々年度の整備
機種を前倒しして選定してきた。このため、新年度早々の申請締切りに対
して速やかな対応が可能になり、令和3（2021）年度は1千万円、令和4�（2022）�
年度は約 2千万円の補助金を獲得することができた。そこで令和 4�（2022）�
年度も令和 6年度A予算で整備する機器の選定を進めていたが、大学法人
からの予算ヒアリングにおいて当該年度はA予算による機器整備を行わな
い旨が理事会から伝えられた。そのため、令和 6年度A予算整備機器選定
の審議を凍結した。
これまで既存の予算枠では対応できなかった 500 万円未満の共同機器の更
新のために E予算を新設した。B予算は令和 5年度より 4年周期の 1年目
が開始されるが、E予算新設により 4年間の上限額を 500 万円から 450 万
円とした。B予算の執行対象は 14 部門であるため、この差額の 50 万円を
原資に、E予算（4年間 700 万円）を新設し、その公募を行った。

研究室予算配分 例年通り、ポイント制によって研究室間の公平性を担保しつつ、安定的な
配分を継続した。

短期国外出張補助 2�件の申請があり、選考方針に基づいた審議を行った。

自己点検・評価
　上記の通り、大学全体の研究費配分を審議する委員会であり、質量ともに重責を担っている。審議する事
案・制度については、本学の教育・研究活動が円滑に進められることを優先事項として決定することに努め
た。今年度は、これまでの予算枠では対応できなかった機器の整備のためにE予算を新設し、公募した。A
予算整備機器の選定を前倒しして審議・決定してきたことで文部科学省からの補助金申請への対応が可能に
なり、A予算で整備する大型機器の導入に際して本年度は約 2千万円の補助金を獲得した。また、A予算
整備機器の決定や E予算新設のような高額予算や大きな変更を伴う事案については、学長・大学運営会議
との連携を図り、学内全体で合意が得られるように進めた。

今後に向けて
　来年度も委員会審議を着実に行って、引き続き教育・研究活動を研究費配分の面でサポートできるよう努
めたい。事案の審議や決定に際しては、限られた予算を有効かつ公平に配分できるように学内の各方面と連
携を取りつつ学内全体の合意を形成できるよう丁寧に取り組む。本学の研究・教育活動をこれまで以上に推
進・活性化していくには、大型機器・設備の更新や新規導入の長期計画が重要となる。庶務委員会は研究費
配分を担うが、長期計画の立案に関しては、庶務委員会を越えて全学的な合意を形成する場を今後設定する
必要があると考える。

別表 1　2022 年度購入　教育研究用機器備品
A　教育研究用設備・装置（価格 500 万円以上　設備・装置助成申請対象）

研究室 品　名（規格・形式） 数量（式）

機器分析研究施設 三次元超高感度構造解析システム（400MHz-
NMR） 1
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B　教育研究用機器（価格 50 万円以上 500 万円未満） 2019-2022 の 4 年度目
研究室 品　名（規格・形式） 数量（式）

生 化 学 研 究 室 蛍光顕微鏡
（EVOS�M7000�IMAGING�SYSTEM） 1

微 生 物 学 研 究 室 ルミノグラフ
（WSE-6100H-CSP�LuminoGraph Ⅰ） 1

薬 品 化 学 研 究 室 フーリエ変換赤外分光光度計（FT/IR-4600） 1

薬品物理化学研究室 リサイクル分取HPLC装置
（LaboACE�LC-5060�Plus） 1

薬品分析化学研究室 フラッシュ自動精製装置
（ISOLERA�One�2 波長可変UV） 1

薬品分析化学研究室 超純水製造装置一式
（UP-0090α-TM1/DS-α-NA1） 1

薬 剤 学 研 究 室 gentleMACS�Octo�Dissociator�with�Heaters
（130-096-427） 1

薬 剤 学 研 究 室 CO2 インキュベーター（MCO-170AICUV-PJ） 1

薬 化 学 研 究 室 融点測定装置コンプリートパッケージ
（M-565 他） 1

薬 化 学 研 究 室 偏光顕微鏡（MT9300） 1
薬 理 学 研 究 室 ZOE�蛍光セルイメージャー（1450031J1） 1

C 学生実習用機器（価格 10 万円以上 500 万円未満）
申請なし

別表 2　2022 年度　短期国外出張

（2）教務委員会
委員会の開催
令和 4年 4月 16 日（土）（メール会議）
　　1．令和 4年度�非常勤講師の委嘱について
　　2．令和 4年度�単位認定について
　　3．令和 4年度�アドバイザー面談について
　　4．令和 4年度�アドバイザー特別面談について
　　5．令和 4年度�薬学研究の評価について
　　6．令和 4年度�卒業論文発表会について
　　7．GPAの運用について
　　8．オンライン週における留年生・特別進級者・成績下位者の出欠管理について

令和 4年 5月 11 日（水）
　　1．令和 4年度�教務委員会幹事及び副幹事の選出
　　2．教務委員会委員の役割について
　　3．令和 4年度�後期薬学演習試験の合格基準について
　　4．令和 4年度に取り組むべき課題について

研究室 氏名 学会名 発表方法 演題名 目的地 学会期間

生化学 内田吉美 TGF-βスーパーファミリー会議 ポスター
TMEPAI欠損マウスにおける
Wnt/β-カテニンによって生じ
る消化管腫瘍形成抑制（仮）

アイルランド
ダブリン 7/17 〜 7/21

生化学 伊東進 TGF-βスーパー
ファミリー会議 ポスター Smad依存的・非依存的経路を介したBMによる軟骨分化

アイルランド
ダブリン 7/17 〜 7/21
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　　5．特別進級者に対する対応について
　　6．その他について

令和 4年 6月 1日（水）　
　　1．令和 4年度�卒業論文発表会について
　　2．薬学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関する専門研究委員会（第 3回）について
　　3．令和 3年度�研究室配属に関するアンケートについて
　　4．その他について
　
令和 4年 7月 6日（水）
　　1．ベストティーチャー賞について
　　2．前期追再試験申込手続について
　　3．令和 4年度�後期授業について（全面対面に移行するための検討）
　　4．令和 4年度�4 年次科目最終試験の実施時期について
　　5．令和 4年度�卒業論文発表会の運営について
　　6．令和 5年度�研究室配属について
　　7．8月の臨時教務委員会について
　　8．令和 3年度�後期授業後アンケートについて
　　9．令和 3年度�国試後アンケートについて

令和 4年 8月 23 日（火）
　　1．令和 4年度�6 年次留年生総合薬学教育基準について
　　2．令和 4年度�6 年次留年生最終総合演習成績および単位認定について
　　3．令和 4年度�6 年次留年生卒業認定について
　　4．令和 4年度英語の科目の講義について
　　5．オンデマンド講義トライアル実施の報告について

令和 4年 9月 7日（水）
　　1．令和 4年度�6 年次留年生（判定保留者）の卒業判定について�
　　2．カードタッチの案内について
　　3．令和 5年度�予算について
　　4．カリキュラム改訂の検討について
　　5．教育支援システム　薬剤師版導入について
　　6．令和 4年度�6 年次薬学研究 3およびアドバンスト薬学研究について

令和 4年 10 月 5 日（水）
　　1．外部機関における卒業実習教育卒業研究について
　　2．令和 5年度�時間割・実習日程の策定について
　　3．令和 5年度�授業日数について
　　4．1〜 4年生前期成績不振者について
　　5．6年生ガイダンス（9月）について
　　6．第 1回薬学演習試験について
　　7．今年度後期全面対面授業に関する関係者会議の報告について
　　8．1年生の現状を考える会議の報告について

令和 4年 11 月 2 日（水）　
　　1．令和 4年度�後期別日程追再試験について
　　2．4年次生 CBT対策について
　　3．異常気象時及び交通事情により休校となる授業の取り扱いについて
　　4．教育支援システム（ESS）薬剤師版トライアルについて
　　5．令和 5年度�授業日程について
　　6．令和 5年度�実習について
　　7．非常勤講師委嘱手続のオンライン化について
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　　8．シラバス説明会の開催について
　　9．試験問題形式の適正化について
　　10．卒業論文発表会について

令和 4年 11 月 11 日（金）　（メール会議）
　　1．実習科目の授業計画について
　　2．公共交通機関の遅延・運休や異常気象により講義が休校となった場合の取り扱いについて
　　3．非常勤講師委嘱申請のオンライン化について
　
令和 4年 12 月 1 日（木）　
　　1．令和 5年度�助教・特任助教の講義について
　　2．4年次から 5年次へのコース変更について
　　3．シラバス説明会について
　　4．令和 5年度�時間割 /実習日程（調整済み）の確認について
　　5．CBT確認試験の実施日程について
　　6．下級年次科目の収録授業視聴について（現状確認）
　　7．令和 5年度�非常勤講師委嘱申請書について
　　8．令和 5年度�行事予定（素案）について
　　9．試験問題形式の適正化について

令和 4年 12 月 8 日（木）　（持ち回り会議）
　　1．令和 4年度�非常勤講師の委嘱期間変更について
　　2．令和 4年度�4 年次生進級判定に関する日程について
　　3．令和 4年度�6 年次生最終総合演習単位認定・卒業判定に関する日程について

令和 4年 12 月 20 日（火）
　　1．第 1・2回薬学演習試験合否について

令和 4年 12 月 26 日（月）
　　1．4年次進級判定について

令和 5年 1月 17 日（火）　
　　1．第 3回薬学演習試験合格基準と補正対象問題について
　　2．第 3回薬学演習試験合否について
　　3．集中補講クラス編成について
　　4．4年次進級判定資料について
　　5．令和 5年度�「人と文化に」ついて
　　6．令和 5年度�4 年次 CBT対策日程について
　　7．令和 5年度�6 年次日程について
　　8．4年次科目最終試験の実施時期について�

令和 5年 2月 1日（水）
　　1．問題作成ガイダンスについて
　　2．令和 5年度�試験監督必携、読み上げ原稿について
　　3．シラバス説明会について
　　4．令和 5年度�新 5 年生ガイダンスについて�
　　5．学修成果に関する自己評価について
　　6．令和 4年度�後期別日程の追再試験について
　　7．薬学共用試験の受験資格と令和 5年度科目最終試験の時期について
　　8．今後の出席確認方法の検討について
　　9．4年次生進級判定関連日程表差し替えについて
　　10．追再試験の成績評価方法の明示について
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令和 5年 2月 8日（水）　
　　1．薬学総合演習合否判定及び卒業判定について
　　2．令和 5年度�助教・特任助教の講義担当について
　　3．令和 5年度�非常勤講師の委嘱について
　
令和 5年 2月 24 日（金）　
　　1．5年次進級判定について
　　2．研究室配属コース変更について
　　3．卒業実習教育コース変更について
　　4．研究員・研究生について
　　5．令和 5年度進級基準・卒業要件について
　　6．令和 5年度�非常勤講師の委嘱について
　　7．令和 5年度教育の目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーの見直しについて
　　8．令和 5年度ガイダンス日程について
　　9．令和 5年度研究室配属受入人数について
　　10．問題作成ガイドラインについて
　　11．令和 5年度�科目最終試験の日程について
　　12．ディプロマ・ポリシー�ルーブリックと自己評価（トライアル）について
　　13．令和 5年度�試験監督必携、読み上げ原稿について
　　14．追再試験の採点・成績入力について
　　15．令和 4年度�1 〜 3 年次生進級判定スケジュールについて
　　16．非常勤講師のオンライン授業について
　　17．令和 5年度�シラバスのチェックについて

令和 5年 3月 2日（木）
　　1．1〜 3年次進級判定について
　　2．4年次進級判定について
　　3．5年次進級判定について
　　4．研究室配属コース変更について
　　5．6年次総合薬学コース 2該当者について
　　6．令和 5年度�非常勤講師の委嘱について
　　7．令和 5年度�研究室配属受入人数結果について
　　8．出席に関する関係者WSの発足および検討内容について
　　9．履修ガイダンスについて
　　10．問題作成ガイドラインについて
　
令和 5年 3月 31 日（金）（メール会議）
　　1．令和 5年度�単位修得試験の前倒しについて
　　2．令和 4年度�4 年次生進級判定保留者の結果について
　
活動概要・現状
　本年度も令和 2、3年度に引き続き COVID-19 の感染拡大を防止しつつ学修の機会を最大限に確保できる
よう、大学運営会議および関係委員会と連携を取りながら講義や実習等の実施形式について検討し、対応を
行ってきた。前期までは授業形式を対面とオンラインのハイブリッド型で実施したが、後期からは原則とし
て全面対面形式で行った。全面対面形式への移行に際しては、事前の周到な準備と学生への周知を行った。
本委員会では、全面対面授業への移行に伴って生じる、授業・実習日程や教室の割り振りの変更、座席配置
の検討、サテライト教室やオンライン授業の活用、非常勤講師等への対応、出席確認方法の変更など、多く
の教務上の事項について協議し、対応を決定してきた。
　また、本年度は委員会内に以下のワーキンググループを設置し、前年度と同様に教務に関する様々な課題
について検討・対応を行なった。
＜令和４年度教務委員会ワーキング・グループ（WG）＞
　・WG1�カリキュラム改訂
　・WG2�GPA見直し
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　・WG3�特別進級者・単位未修得者
　・WG4�研究室配属・薬学研究
　・WG5�アドバイザー役割
　・WG6�成績評価適正化
　・WG7�初年次教育（早期体験学習）
　WG1では、令和 6年度からカリキュラムに適用される薬学教育モデル・コア・カリキュラム（令和 4年度版）
に関する情報収集と学内への情報提供等を行った。また、ディプロマポリシー・ルーブリック（DPルーブリッ
ク）を作成し、学生に周知すると共に自己評価を行った。WG3 では、昨年度の単位未修得者の増加と特別
進級の実施を受けて、特別進級者、単位未修得者が未修得科目について学力を向上させて単位修得に至るよ
う対策を検討・実施した。WG4 では、研究室配属先決定の改善策について検討した。WG6 では、成績評価
の適正化に向けて試験問題作成ガイドラインの作成・周知やシラバス説明会の開催などを通じた教員への情
報提供や面談等の活動を行った。
　
自己点検・評価
　本年度の後期から授業形式が全面対面となったが、大きな問題なく移行できた。これは本委員会委員、教
務課員をはじめ、関連委員会委員・課員、その他多くの教員の皆様が連携して様々な対応にご協力いただい
たことによるものであった。WGごとに取り組んだ課題についても、それぞれ進展があった。特に、WG1
で作成したDPルーブリックは、本学部生にDPの内容を周知させ、自身の学修到達度を考察させる機会を
与える有用なツールとなるだけでなく、今後の本学の学位プログラムレベルの学修成果の可視化・評価を行
う上でも重要なデータとなり、その意義は大きい。また、WG3 で行った特別進級者・単位未修得者への対
策について分析したところ、科目ごとの学習プログラムを提示して e-learning を利用した学習を促す方策が
特に効果が大きいことが判明した。こうして得られたデータを次年度の対策に活かしたいと考えている。

今後に向けて
　今年度の授業については徐々に対面で行う機会を増やしていき、後期には原則全面対面に移行できたが、
3年間のコロナ禍で登校して学習する機会が減っていた弊害が単位未修得の増加といった形で現れた。令和
5年度は前期から授業形式が全面対面となる予定であるので、学生全員が登校して共に学び、お互いを高め
あうことで学年全体の学力が向上するよう、引き続き対策を検討したい。また、令和 6年度の新入生から適
用する新しいカリキュラムの改定作業について、WG1を中心に全教職員の協力を得ながら進めていきたい。

（3）学生支援委員会
委員会の開催
⑴令和 4年 4月 13 日（水）
議　事　　1．特待生・優秀賞に関する件
　　　　　2．学籍変更に関する件
報告事項　1．FC町田ゼルビアからの打診について
　　　　　2．前期出欠の取り方について
　　　　　3．学務システムのアドバイザー登録（変更）について
　　　　　4．ピアサポート制度について
　　　　　5．特別進級学生の面談について
　　　　　6．ここほっとルームについて

⑵令和 4年 5月 11 日（水）
議　事　　1．幹事に関する件
　　　　　2．学籍変更に関する件
　　　　　3．2022 年度の取り組み案に関する件
報告事項　1．卒業アルバム制作の取りやめについて
　　　　　2．部活動の課外活動について
　　　　　3．なるせ寮について
　　　　　4．ピアサポート制度について
　　　　　5．インターネット・スマホ依存症について
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⑶令和 4年 6月 8日（水）
議　事　　1．学籍変更に関する件
　　　　　2．昭和薬科大学特待生及び表彰規程の制定に関する件
　　　　　3．部・同好会・愛好会の顧問に求める教育職員の職位に関する件
　　　　　4．部活動における制限緩和、熱中症対策等に関する件
報告事項　1．ここほっとルームについて
　　　　　2．なるせ寮について
　　　　　3．ピアサポート制度について
　　　　　4．その他について

⑷令和 4年 7月 6日（水）
議　事　　1．試験時における不正疑惑に関する件

⑸令和 4年 7月 13 日（水）
議　事　　1．試験時における不正疑惑に関する件（継続）
　　　　　2．学籍変更に関する件
　　　　　3．後期全面対面ガイダンスに関する件
報告事項　1．ここほっとルームについて
　　　　　2．なるせ寮について
　　　　　3．ピアサポート制度について
　　　　　4．その他について

⑹令和 4年 7月 27 日（水）
議　事　　1．2022 年 9 月キッチンカー本格導入に関する件

⑺令和 4年 9月 14 日（水）
議　事　　1．学籍変更に関する件
　　　　　2．部活動に関する件
　　　　　3．日本学生支援機構新型コロナウイルス感染症対策助成事業（食に対する支援）に関する件
　　　　　4．アドバイザー制度の問題点に関する件
　　　　　5．アドバイザー別会合援助金の運用に関する件
　　　　　6．成績優秀者褒賞規程制定に関する件
報告事項　1．ここほっとルームについて
　　　　　2．なるせ寮について
　　　　　3．ピアサポート制度について
　　　　　4．体育祭・昭薬祭の進歩状況報告について
　　　　　5．その他について

⑻令和 4年 10 月 12 日（水）
議　事　　1．学籍変更に関する件
　　　　　2．学生支援の方針に関する件
　　　　　3．成績優秀者褒賞規程制定に関する件（継続）
　　　　　4．学生の登校および登校時におけるマナーに関する件
報告事項　1．ここほっとルームについて
　　　　　2．なるせ寮について
　　　　　3．ピアサポート制度について
　　　　　4．体育祭・昭薬祭の進歩状況報告について
　　　　　5．その他について

⑼令和 4年 11 月 9 日（水）
議　事　　1．学籍変更に関する件
　　　　　2．学生支援の方針に関する件（継続・各論の部分）
　　　　　3．5者面談担当教員に関する件
　　　　　4．R5（2023）年度日程案に関する件
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報告事項　1．ここほっとルームについて
　　　　　2．なるせ寮について
　　　　　3．ピアサポート制度について
　　　　　4．体育祭・昭薬祭の開催報告について
　　　　　5．その他について

⑽令和 4年 11 月 14 日（月）
議　事　　1．試験における不正行為に関する件

⑾令和 4年 12 月 7 日（水）
議　事　　1．学籍変更に関する件
　　　　　2．成績優秀者褒賞規程制定に関する件（継続）
報告事項　1．ここほっとルームについて
　　　　　2．なるせ寮について
　　　　　3．ピアサポート制度について
　　　　　4．その他について

⑿令和 5年 1月 10 日（火）
報告事項　1．【私学高等教育研究所】「奨学金等に関する現況調査」速報
�
⒀令和 5年 2月 10 日（金）
議　事　　1．学籍変更に関する件
　　　　　2．昭和薬科大学授業料の減免及び褒賞規程制定に関する件
　　　　　3．令和 4年度優等生の選考に関する件
　　　　　4．令和 4年度演習試験優秀賞の選考に関する件
　　　　　5．試験実施時における諸注意の見直しに関する件
　　　　　6．学務システム入れ替えに伴う出欠WGの担当者に関する件
　　　　　7．令和 5年度クラス担任に関する件
　　　　　8．令和 5年度アドバイザーに関する件
　　　　　9．学務システムの出席と成績に関する件
報告事項　1．ここほっとルームについて
　　　　　2．なるせ寮について
　　　　　3．ピアサポート制度について
　　　　　4．部室検査報告について
　　　　　5．その他について

⒁令和 5年 3月 1日（水）
議　事　　1．学籍変更に関する件
　　　　　2．試験実施時における諸注意の見直しに関する件
　　　　　3．令和 5年度クラス担任に関する件
　　　　　4．令和 5年度アドバイザーに関する件報告事項
　　　　　5．令和 6年度学務システムに関する件
報告事項　1．ここほっとルームについて
　　　　　2．なるせ寮について
　　　　　3．ピアサポート制度について
　　　　　4．卒業式、入学式、新入生ガイダンス報告について
　　　　　5．部室検査報告（再検査日程調整）について
　　　　　6．その他について
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令和 4年度　優等生・優秀賞・特待生
優等生（6年次）　10 名

優秀賞（6年次）　10 名

特待生（1〜 5年次）
　1年次　6名
　2年次　2名
　3年次　2名
　4年次　2名
　5年次　2名
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3 月
29 日、30 日 学生定期健康診断（2年次以上）

電離放射線健康診断
4月

13 日 検尿再検査（2年次以上）
〜 8日 血圧再検査（学生）
13 日 学生相談（校医）
20 日 学生相談（校医）
22 日 検尿再検査（2年次以上）
23 日 有機溶剤健康診断（1回目）（校医）

5月
14 日 学生定期健康診断（新入生・5年 1期実務実習生）（校医）

電離放射線健康診断　抗体検査
16 日〜 健康診断結果配布（2年次以上）
11 日 学生相談（校医）
18 日 学生相談（校医）
24 日 検尿再検査（新入生）
〜 27 日 血圧再検査（学生）

6月
3日 検尿再検査（新入生）
4日 職員定期健康診断（校医）
8日 学生相談（校医）
15 日 学生相談（校医）
23 日〜 学生定期健康診断（新入生・5年 1期実務実習生）結果配布

7月
13 日 学生相談（校医）
20 日 学生相談（校医）

9月
14 日 学生相談（校医）
21 日 学生相談（校医）

10 月
12 日 学生相談（校医）
19 日 学生相談（校医）

11 月
5 日 有機溶剤健康診断（2回目）（校医）

電離放射線健康診断
8日 インフルエンザワクチン接種
9日 学生相談（校医）
16 日 インフルエンザワクチン接種
16 日 学生相談（校医）

12 月
14 日 学生相談（校医）
14 日 学生相談（校医）

1月
11 日 学生相談（校医）
14 日 大学入学共通テスト 1日目（校医）
15 日 大学入学共通テスト 2日目（校医）

2月
3日 C方式入学試験（東京都予防医学協会医師）
4日 B方式入学試験（校医）
8日 学生相談（校医）

令和 4年度　保健室行事日程
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3 月
8 日 学生相談（校医）
8日 学生相談（校医）

令和 4年度　学生定期健康診断のまとめ
受診者数と受診率

　※未受診者数には休学者含む

定期健康診断受診率の推移（過去 10 年）

学　 　年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 大学院 計 学部のみ計
在 籍 者 数 （人） 262 302 257 223 229 249 16 1,538� 1,522
受 診 者 数 （人） 255 296 252 222 228 249 14 1,516� 1,502
未受診者数（人） 7 6 5 1 1 0 2 22� 20
受 診 率 （%） 97.3� 98.0� 98.1� 99.6� 99.6� 100.0� 87.5� 97.1� 98.8�

学年
年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和3年度 令和4年度

１ 年 次 98.6� 98.2� 98.6� 98.8� 97.2� 98.1� 98.0� 95.6� 97.3� 97.3�
２ 年 次 98.5� 97.6� 97.6� 96.6� 97.1� 98.9 93.7 91 97.8 98.0�
３ 年 次 97.4� 99.3� 99.2� 98.4� 95.2� 92.0� 96.5� 91.2� 93.1� 98.1�
４ 年 次 100.0� 99.0� 99.2� 99.5� 99.1� 97.7 99.6 99.2 99.6 99.6
５ 年 次 99.6� 99.6� 99.5� 99.2� 99.5� 99.6 99.6 98.7 99.6 99.6
６ 年 次 97.7� 98.1� 99.6� 99.1� 99.3� 99.6 100 92 95.4 100
大 学 院 90.0� 100.0� 93.3� 100.0� 92.9� 94.1 69.2 72.2 81.3 87.5
平均（％） 98.5� 98.6� 98.9� 98.5� 97.8� 97.1� 93.8� 91.4� 94.9� 97.1�
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令和 4年度　奨学金関連
日本学生支援機構奨学金（令和 4 年度採用者）

日本学生支援機構　令和 4 年度採用者貸与月額

柴田奨学基金（令和 4 年度採用者）

（単位�:�人）
出願数 採用数 備　　考

第
一
種

大学院博士課程
　全学年 1 1
大学院修士課程
　全学年 0 0
学　　部
　1年次 33 33 予約採用含む
　2年次以上 1 1
緊　　急 0 0

第
二
種

大学院博士課程
　全学年 0 0
大学院修士課程
　全学年 0 0
学　　部
　1年次 51 51 予約採用含む
　2年次以上 9 9
応　　急 0 0
給付奨学金 36 26 新入生 21 名　1年以上 5名
家 計 急 変 4 3
計

区　　分 第一種（無利子）　単位 : 円
第二種（有利子）

基本月額 薬学系増額

学　　部
自　宅

54,000�
2 万〜 12万円（1万円単位）　　　　　　　　　　　

から選択
12 万円を選択した場合
2万円の増額ができる。

2万〜 5 万円（1万円
単位）から選択

自宅外
64,000�

大学院　修士課程 50,000 または��88,000 5 万、8万、10 万、13 万、
15 万円から選択 なし

　　　　博士課程 80,000 または 122,000

（単位：人） 出願数 採用数 貸与月額 貸与方法

第
一
種

大学院博士課程 0 0 57,000 円 3 月・8月を除く 10 ヶ月分貸与する。
大学院修士課程 0 0 57,000 円 〃
学部　1 年次 0 0 35,000 円 〃
　　　2 年次以上 0 0 35,000 円 〃

第二種（5 年次後期以上） 1 1 年額50万円以内 授業料ほか納付金に充当
第三種（4 年次以上） 0 0 年間 1回の納付金以内 〃
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ここほっとルーム令和 4年度の活動の流れ
表 1　ここほっとルーム令和 4 年度の活動の流れ

表 2　各月の利用者推移（前年度と比較）

4 月 1 年生に対する心身健康調査（UPI）
5 月〜 8月上旬 UPI 結果返却

UPI 面接
ここほっとNEWS第 1号発行
「スタッフの自己紹介、ピアサポートについて」

8月 夏休み
10 月 2 年生フォローアップ「お元気ですかメール」
12 月 ここほっとNEWS第 2号発行

「資格について」
1月〜 2月 年度振り返り、及びまとめ作業
3月 学内カンファレンス

年間相談数 新規相談数 当年度初来相談数 継続相談数
R4年 R3年 R4年 R3年 R4年 R3年 R4年 R3年

4 月 28 26 5 4 11 13 12 9
5 月 33 22 10 2 5 2 18 18
6 月 61 29 27 16 1 0 33 13
7 月 46 55 14 25 3 2 29 28
8 月 30 25 2 8 1 0 27 17
9 月 22 27 2 4 2 1 18 22

10 月 34 39 4 1 1 3 29 35
11 月 27 24 1 4 4 0 22 20
12 月 28 41 1 4 1 1 26 36
1 月 25 22 0 2 2 3 23 19
2 月 16 22 1 2 0 3 15 17
3 月 26 34 1 3 2 1 23 30
合計 376 366 68 75 33 27 275 264

図 1　年度別・学年別の利用者推移
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令和 4年度　体育系クラブ活動　主な成績

活動概要・現状
• アドバイザー懇親会（アドバイザー別会合）
　�新入生ガイダンスやアドバイザー別会合を新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底したうえで実施し
た。今年度より受け持ちアドバイジーの変更を行った。昨年度まで一人のアドバイザーは同じ学年担当で
あったが、今年度より 1－ 3年の異なる学年をそれぞれの学年少人数で受け持つことにした。コロナ禍で
部活動入部が難しくなってきている状況により、低学年次と高学年次とのコミュニケーションの機会が減
少していた。よって、1－ 3年をアドバイザーグループとすることによって、学生は学年横断的なコミュ
ニケーションが可能となり、下級生は上級生とのコミュニケーションにより高学年次で学習することなど
の学生生活の有益な情報を得ることが可能となる。さらには自身が目指す方向性や将来像を再確認するこ
ともできる。また教員としては、連続した学年を担当することによって、学年横断的な指導も可能となる。
さらに、一学年の受け持ちが少人数であるため、新入生入学時など特に注意すべき学事の時に、時間をか
けた手厚い指導も可能となる。
　�各学年のアドバイザー別会合については、アドバイザーの裁量でオンラインと対面のハイブリッド形式で
実施した。後期全面対面講義となったため、アドバイザーとアドバイジーの交流促進のための懇親会費（ア
ドバイザー別会合援助金）を 3年ぶりに支給した。半数以上のアドバイザーがアドバイザー別会合援助金
を使い、アドバイジー学生とのコミュニケーションをはかった。
• 部活動
　�コロナ禍活動の制限はあったものの、昨年度よりも活発に活動できた。昨年度に引き続き、新入生に対す
る部活動紹介を感染防止対策を取りながら、入学式後に実施した。
• 体育祭
　�新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底しながら、体育祭運営委員会が中心となり 3年ぶりに実施し
た。
• 昭薬祭
　�21 年度まで 2年連続でオンライン開催していたが、22 年度は 3年ぶりに対面で実施した。『re：vive』と
いう復活を意味するテーマを掲げ、昭薬祭実行委員会が中心となり開催できた。伝統的に実施しているフ
ルーツ市など一部の企画については、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の観点から実施しなかった。
期間中に新型コロナウイルス感染拡大を引き起こすことなく閉会できた。
• 新型コロナウイルス感染拡大防止対策
　�昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止の目的から、学食など食事をとれる場所への黙食の
掲示を行った。
　コロナ禍での学生の行動変容を促す目的で、複数回のガイダンスを実施した。
　�中間試験や定期試験においての検温業務を教務委員会と合同で進めた。また、6年生に対して、冬季期間
中の学内での学習については、学習できる環境整備を国家試験対策委員会と合同で行った。
• 学生アンケート
　�前期・後期終了後に学生アンケートを行い、学生の基礎データを集めた。20 年度後期より本期末アンケー
トを実施しているため、データの年度間比較を行うことができた。
　<添付参照>
• 学友会との連携
　�学友会、学生課と学生支援委員会が定期的に情報交換する仕組みを作り、今年度複数回会合を行った。定
期的な会合をとおして、学友会組織の問題点と今後の対策について建設的な議論がなされた。

バレーボール部 関東医歯薬男子バレーボールリーグ 6部　2位　　5部昇格
サッカー部 2022 年度関東医歯薬獣大学サッカー秋季リーグ　予選敗退
空手道部 東日本薬学系大学空手道選手権大会　個人型 3位　団体組手 3位

剣道部
第 64 回町田市民体育祭剣道大会　出場
第 63 回　秋季　関東医歯薬獣医科大学剣道大会　ベスト 16
荒井温夫・梅沢孝仁　剣道三段　合格
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自己点検・評価
　昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止のため、部活動は限定的な活動となったが、大幅に緩
和され、昨年度比べて活発な活動ができた。コロナ禍 3年目であったが、学内での感染クラスター発生は過
去 2年間に引き続き報告されておらず、感染対策は十分であったと評価できる。また新型コロナウイルス感
染拡大防止対策について、教務委員会や国家試験対策委員会と連携することにより、幅広く多様な対策が実
施できた点も評価できる。
　コロナ禍初めての対面による昭薬祭については、昭薬祭実行委員会と学生課が中心となり、昨年度に比べ
より充実したコンテンツで実施できた。新型コロナウイルス感染拡大も引き起こさなかった。多くの来場者
があり、充実した学園祭を実施できた。
　学生の能動的な行動力やコミュニケーション力アップ、さらには本学のリーダーとなる学生を養成する目
的で、ピアサポート制度を立ち上げた。入学式や保護者説明会などでの誘導、留年生への対応や中間試験対
策・定期試験対策などの勉強指導など多くの活動を主体的に実施した。継続性が重要であり、次年度も引き
続き募集する予定である

今後に向けて
　コロナ禍で希薄となった学生と学生、学生と教員との間の人間関係再構築のために、今年度は次の三つの
アプローチを充実させる目的で学生支援活動を実施してきた。①アドバイザーによる手厚いサポート、②部
活動の充実と学友会組織の再構築、③ピアサポート活動の立ち上げ　である。①については、アドバイザー
制度を変更し 1－ 3学年の学生を一学年少人数でサポートする体制で行った。まだ実施 1年目であり、効果
的な取り組みであったかどうか検証が必要である。今年度末に評価を行い、必要な場合軌道修正も行いたい。
②アフターコロナが近づきつつあり、コロナ禍前と同様な部活動が実施できる日も近い。コロナ禍で活動を
休止した部活動があり、再始動のためのサポートを行いたい。また学友会組織の強化については、引き続き
学友会・学生課・学生支援委員会の 3者が連携を取りながら、組織の再構築を図っていきたい。活動資金の
透明化については、コンプライアンス的に重視して取り組んでいきたい。③ピアサポート制度は様々な関係
先の協力により順調に立ち上がった。継続した取り組みが大変重要であり、学生課・学生支援委員会で継続
的にサポートしていきたい。時間はかかると思われるが、この活動を通してピアサポーターが学生のリーダー
として育ってくれることを期待する。
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2022前期学生生活アンケート結果

2022前期学生生活
アンケート回答者数

学年 1学年 2学年 3学年 4学年 合計

回答者数 154 139 96 64 453

学生数 261 301 256 223 1041

回答割合 59.0％ 46.2％ 37.5％ 28.7％ 43.5％
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Q1 大学生活を充実して過ごしてますか？
１大いに充実している、２まあまあ充実している、３あまり充実していない、４全く
充実していない、５わからない

14%

63%

14%
4%

5%

合計
大いに充実している

あまり充実していない

全く充実していない

わからない

まあまあ充実している

22%

63%

11%
1%

3%

1年生

10%

63%

16%
7%

4%

2年生

8%

57%

17%

7%
11%

3年生

12%

72%

11%
3% 2%

4年生

QQ22 大大学学生生活活でで充充実実ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

• オンライン授業であったため、プライベートの時間が増え、テ
ストの成績も上がった。

• オンライン授業で通学時間が短縮できることにより自学自習
の時間が増えたこと

• 毎日研究室に通うことが出来ている。

• 以前と比べて部活動ができるようになったこと。

• 高校の時と比べて、なんでも自分で生活と勉強を回せている
と実感できていてすごい楽しいです。

など、計１４０件
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• オンデマンドの授業がほとんどないこと。マスクのため聞き
取りにくいこと。

• 必要性の感じない座席指定。在室している教室さえ記録出
来れば座席を決めなくてもいいのではないかと思った。

• テスト前ぎりぎりまで授業と実習があるため試験前は今まで
の復習が全くといっていいほどできない。

• 同じ人ばかりと関わっていて中々いろいろな人たちと関われ
ない

• 彼女ができません!
など、計１１７件

QQ33 大大学学生生活活でで充充実実ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

10%

57%

25%

3% 5%

合計

Q4 修学面（自身の学びの到達度）について満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

13%

66%

17%
1% 3%

1年生

9%

52%
28%

6%
5%

2年生

4%

49%34%

2%
11%

3年生

9%

59%

24%

5%
3%

4年生

わからない
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• 大学のテスト形式が国試に近い形なので1つ
ずつ進んでいるように感じられる。

• 薬剤師に必要な知識が次第に身についてい
ると実感できるようになったこと

• 薬に関する知識が増えた。

• テストがあるたびに自分の学びの到達度を理
解できている。

• 対面授業が多くなりオンラインの時と比べ集
中して授業を受けれた。

など計１０３件

QQ55 修修学学面面（（自自身身のの学学びびのの到到達達度度））ににつついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええてて
くくだだささいい

• 座席指定のため前に大きい人がいたりハウリングによる音
声の聞き取りずらさが対面の時はあった

• 対面の週だと、学校への行き帰りに時間を取られてしまって
家に帰ると何もしないで寝ちゃう日も多かったです。

• オンラインがあった分課題が学生が考える基準より多いよう
に感じた。

• テストで国家試験の問題が出題されるとまだ自分のレベルで
は不安がある。

• 科目数が多く、暗記ができていない部分があること。

など９９件

QQ66 修修学学面面（（自自身身のの学学びびのの到到達達度度））ににつついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええ
ててくくだだささいい。。
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16%

56%

22%

3%
3%

合計

Q7 修学面（学習環境）について満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

21%

59%

18%
1% 1%

1年生

16%

54%

24%

3%
3%

2年生

10%

47%28%

5%
10%

3年生

14%

64%

17%
5%

4年生

わからない

• オンライン授業の併用であったから。

• 1週間オンラインのため、リラックスしながら受けれる点。

• 食堂やパソコン室など、大学の施設を利用して勉強できてい
る。

• manabaから講義が終わったあとにも授業を見返せる点。

• 学校で静かに勉強することができるため快適に感じている。

など計１１３件

QQ88 修修学学面面（（学学習習環環境境））ににつついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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• 教室の椅子の座り心地がとても悪い点。

• 対面とオンラインのハイブリットでは、なかなか生活のリズム
を作ることができなかった。全てオンラインの方が、勉強が捗
ったであろう。

• 自習室の開放時間が短い。特にテスト期間は20:00ではなく
22:00まで開放してほしい。

• 一コマ分のみの日は対面だと長い登下校の時間があっても
ったいない。一コマだけの日は全てオンラインにして欲しい。

• マスクを着用しての学習はストレスを感じてしまう。

など計１０５件

QQ99 修修学学面面（（学学習習環環境境））ににつついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

13%

52%

25%

6%
4%

合計

Q10 生活面（安全安心に過ごせる環境、売店、食堂など）について満足度を教
えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

19%

57%

19%
3%

2%

1年生

9%

57%

24%
4%

6%

2年生

12%

48%
23%

9%
8%

3年生

9%

36%
42%

13%

4年生

大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない
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• この前、クレープ屋さんが来たときはとてもうれしかったです。

• 売店や食堂で売られているものが想像していた以上に豊富で
あること。

• 席が隣の人と離れていたので不安はありませんでした。

• 食堂などの衛生上の問題がきちんと管理されていること。

• 毎日食堂で健康的なご飯を食べられること。

など計７３件

QQ1111 生生活活面面（（安安全全安安心心にに過過ごごせせるる環環境境、、売売店店、、食食堂堂ななどど））ににつついいてて満満足足ししてていい
るるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

• 売店が閉まるのが早すぎる。

• 購買の空いてる時間が少ない。朝授業前や、実習が終わっ
た17時以降が空いていないのが結構しんどい。

• テスト終了時に全員が一斉に帰宅させられるため、非常に混
雑する。

• 売店でクレジットカードやQR決済できるようにしてほしい。

• 値段があまり安くない、もう少し値下げをしてもらえると学生
にとっても優しいかと思われます。

など計１３９件

QQ1122 生生活活面面（（安安全全安安心心にに過過ごごせせるる環環境境、、売売店店、、食食堂堂ななどど））ににつついいてて満満足足ししてていい
なないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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10%

41%

10%
0%

39%

合計
大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

Q13 進路支援（就職、進学、ガイダンス、キャリアサポートステーションなど）に
ついて満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

12%

45%9%

34%

1年生

10%

38%

7%
1%

44%

2年生

5%
35%

13%

47%

3年生

9%

44%

19%

1%

27%

4年生

• 意志さえあれば参加できる、OB・OG訪問の機会や、説明会
を設けてもらえている。

• 勉強会や、質問する機会が多くあることにとても満足していま
す。先生方が、助けてくださることが多く、とても嬉しいです。

• 色々と資料がおいてあって自由に持っていけるのでよい。

• アドバイザーの先生に相談しやすいこと。

• 毎学期の前のガイダンスがわかりやすい。

など計２５件

QQ1144 進進路路支支援援（（就就職職、、進進学学、、ガガイイダダンンスス、、キキャャリリアアササポポーートトスステテーーシショョンンななどど））にに
つついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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• ガイダンスはオンデマンドでいいのではないか。対面だとして
も資料を先に配布するか最低限当日でもいいのでmanaba
であげるなりしていただきたい。

• 試験直前などタイミングを考えるべき。日程の連絡が遅すぎ
る。

• 6年間の流れや将来の展望をもう少し早い段階で具体的に
見せてもらえたほうが、大学生活の計画も立てやすく、勉強
もより目的意識をもってできるのではないかと思った。

• 授業変更や日程変更などの連絡が遅くて、バイトのシフトを
先に出してしまうため、1ヶ月前には連絡して欲しい。

など計２３件

QQ1155 進進路路支支援援（（就就職職、、進進学学、、ガガイイダダンンスス、、キキャャリリアアササポポーートトスステテーーシショョンンななどど））にに
つついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

6%

30%

50%

14%

合計

Q16 自身の卒業後の進路について教えてください。
１決まっている、２ほぼ決まっている、３はっきりとは決まっていない、４全く決ま
っていない

決まっている

はっきりとは決まっていない

ほぼ決まっている

全く決まっていない

11%

32%
44%

13%

1年生

3%

35%

48%

14%

2年生

4%
22%

63%

11%

3年生

3%
31%

49%

17%

4年生

－ 54 －



Q17 決まっている人にお聞きします。どの職種を希望していますか。

42%

34%

3%
3%

6%
4% 2%

1% 5%

合計

病院

薬局

その他
薬剤師業務

その他留学
大学院進学

企業（その他）
企業（研究開発）

企業（営業）

47%

30%

2%

1% 6%
3%

3% 3%
5%

1年生

46%

35%

2%
7%

4% 6%

2年生

36%

31%
9%

5%

2%
7%

5%
5%

3年生

26%

52%

7%
11%

4%

4年生

Q18 部活動などについて満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

10%

37%

18%

7%

28%

合計

14%

46%16%

6%
18%

1年生

11%

35%
22%

8%

24%

2年生

8%

28%

22%6%

36%

4年生

4%
33%

14%7%

42%

3年生

大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない
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• 忙しすぎずに、活動できるようになってきたから。

• 記念講堂などの設備を使わせてもらえることがありがたい。

• したいときに部活ができているし、制限がありながらも楽しく
やれているから。

• 活動は限定的だが、先輩は定期的に連絡をくれ、過去問や
授業に関することを共有してくれる。

• 制限のある中でも活動をすることができ、上級生の先輩方と
関わることができていること。

など計５４件

QQ1199 部部活活動動ななどどににつついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

• 長期間活動できなかった為ほぼ廃部状態です。

• 学生課の許可をとるのが手間

• たまにしか活動ができない。

• ワクチンは任意と言いながら圧力的な政策で3回ワクチンを
強要しているのはおかしい。

• たまに師範の強制参加が辛い時があって悩むことがたまに
ある。

など計８４件

QQ2200 部部活活動動ななどどににつついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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Q21 健康面のサポート（保健室、予防接種、健康診断、心身健康相談）につい
て満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

20%

55%

6%
7%

12%

合計
大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

22%

57%

3%
1%

17%

1年生

24%

52%

5%
1%

18%

2年生

14%

53%
4%

29%

3年生

19%

59%

12%
2% 8%

4年生

• 非常に丁寧に接してもらえるため、安心して臨むことができ
ます。

• 保健室に入りやすいことと、ワクチンを学校でもできること。

• 1年おきに健康診断を実施してくださるので、健康面での不
安がなくなること。

• 予防接種や健康診断を学校で行ってくれるので、わざわざ病
院にいって行う手間が省けて便利である。

• 予防接種や、健康診断などがあり病気の発見や予防をして
いると思う。

など計４２件

QQ2222 健健康康面面ののササポポーートト（（保保健健室室、、予予防防接接種種、、健健康康診診断断、、心心身身健健康康相相談談））ににつついい
てて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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• 悩み事があって精神的に不安定な状態があるが、大学のど
こで誰に相談したらいいか分からない。

• 後期から全面対面授業になるが、席は密になり、また、対面
になるのに伴う新たな感染対策があまり発表されていないた
め不安だ。

• 実務実習のために予防接種を受け直さなければいけないが
自費でおこなわなければいけないところ。

• 強いて言うなら、抗体検査のついでにコロナの抗体価も調べ
ていただきたかった。

など計２９件

QQ2233 健健康康面面ののササポポーートト（（保保健健室室、、予予防防接接種種、、健健康康診診断断、、心心身身健健康康相相談談））ににつついい
てて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

Q24 オフィスアワーについて満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

10%

39%

4%1%

46%

合計
大いに満足している

あまり満足していない
全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

22%

57%

3%
1%

17%

1年生

4%

35%

6%
1%

54%

2年生

3%
27%

2%
1%

67%

3年生

6%
17%

3%
5%69%

4年生
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• あまりオフィスアワーがいつと言ってくれた先生がいた記憶
がないのですが、多くの先生が質問すると積極的に詳細なと
ころまで教えてくれます。

• 明確な時間が示されているため、先生に用がある際に伺い
やすい。

• アポイントを取れば、必要に応じて先生と話ができる。

• わからなかった問題の質問を丁寧に教えてくださいました。

• 暑さや、聞こえずらさなどなくストレスなく勉強ができる。

など計２０件

QQ2255 オオフフィィススアアワワーーににつついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

• オフィスアワーを授業の最初などに言ってくれる先生が過去
にいたような気がしますが、あまり記憶に残っていないので、
シラバス等に記載してもらえると良いのではと思いました。

• 図書館や事務室は、9:00前に空いていてほしい。

• 教務課が生徒への声に耳を傾けようとしない。対応に柔軟
性がない。

• 外部講師とのコミュニケーションが取りにくい。

• オフィスアワーをそもそも知らない。

など計１３件

QQ2266 オオフフィィススアアワワーーににつついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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Q27 アドバイザー制度について満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

19%

51%

13%

2%
15%

合計

大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

22%

57%

3%
1%

17%

1年生

4%

35%

6%
1%

54%

2年生

3%
27%

2%
1%67%

3年生

6%
17%

3%
5%69%

4年生

• 大学で何か困ったときに学校側の人が一人相談相手として
も窓口としてもついてくれているというのは助かる。

• 成績が出た後に面談の機会を設けてださり、アドバイスをし
てくださる。

• 相談等をしたことはありませんが、とても優しい先生なので
満足しています。

• 少人数で先生と話せるのは良い。

• 明確に相談できる人が決まっているのは安心するから。

など計６２件

QQ2288 アアドドババイイザザーー制制度度ににつついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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• 以前のようにアドバイザーで食事会をしたい。食事会を行う
ことが厳しいのであれば、その費用を図書カードなどでこちら
に還元していただきたい。

• 相性が良い人と一緒になれるとは限らないこと。

• コロナ禍という状況のせいもあるがあまり活発には機能して
いない気もする。

• せっかく学年がバラバラになるように組み替えたのに、新し
いアドバイザーになってから、アドバイザーの集まりが一度も
ない。

• 何のためにある制度なのかあまりよく分かっていません。

など計５５件

QQ2299 アアドドババイイザザーー制制度度ににつついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

Q30 アドバイザーからは適宜連絡が来ますか。
１ 月に１回以上、２ 学期に１回はくる、３ 年に１回はくる、４ こない

10%

71%

6%
13%

合計
月に１回以上

学期に１回はくる

年に１回はくる

こない

16%

66%

2%
16%

1年生

4%

82%

8%
6%

2年生

2%

78%

9%

11%

3年生

23%

49%

5%

23%

4年生
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Q31 困ったことがあった時アドバイザーに相談したことがありますか。
１ はい、２ いいえ

37%

63%

合計

いいえ

はい

33%

67%

1年生

38%
62%

2年生

36%

64%

3年生

44%
56%

4年生

Q32 どんな困りごとでしたか？（複数回答可）。

32

20

2 0 0 0 1
10

34

17

3
0 2 3 3

13

25

7

1

0
1 1 1

9

20

10

1

0
4 3 1

7

0

20

40

60

80

100

120

困りごと

4年生

3年生

2年生

1年生

（人）

－ 62 －



Q33 相談しなかった理由（複数回答可）

0

20

40

60

80

100

120

140

160

相談しなかった理由

4年生

3年生

2年生

1年生

（人）

Q34 大学のコロナ感染対策について満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

15%

49%

20%

9%
7%

合計

21%

53%

14%

5%
7%

1年生

14%

48%
20%

14%
4%

2年生

8%

48%22%

10%
12%

3年生

16%

42%
28%

9%
5%

4年生

大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない
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• トイレにペーパータオルを設置してくれているのがありがたい
です。

• 消毒液などが至る所においてある。定期的に掃除の方が来
ていて安心。

• 対面とオンラインを併用にしていること。

• 消毒液などがいたるところにあり、好きな時に使用できるの
がよいと思う。

• オンラインと、併用しているところです。毎回対面だと友達と
話す機会が増え、少し怖いです。

など計７７件

QQ3355 大大学学ののココロロナナ感感染染対対策策ににつついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

• オンラインで講義を行えることがわかったのであれば、感染
者が増え続けている中大学に行く必要はないと思う。

• 実習や試験に関して、感染した場合の対策をもっと充実させ
てほしい。

• 部活動への規制が厳しいように感じます。

• 後期もそれなりに感染者がいるかもしれないのに、教室に詰
め込むのはどうなのか。

• 後期から席の間隔を開けないということが少し心配です。

など計８４件

QQ3366 大大学学ののココロロナナ感感染染対対策策ににつついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささ
いい。。
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Q37 自身のコロナ感染対策についてお聞きします。
１十分気を付けている、２気を付けている、３最小限のことしかやっていない、
４全く対策していない

53%41%

6% 0%

合計

56%40%
4%

1年生

57%34%

8% 1%

2年生

41%
51%

8%

3年生

53%45%
2%

4年生

十分気を付けている

気を付けている

最小限のことしか
やっていない

全く対策していない

• 外食をしないようにしている。久しく会っていない友達とは会
わないようにしている。

• マスクの替えやアルコールスプレーを常に所持して、適宜使
用している

• ワクチンをできるだけ早く接種するようにしている、よく手を洗
うようにしている、家族以外と会話するときはマスクを着用し
ている。

• 外でなるべく遊ばない。遊ぶとしても、週に1回あるかないか
である。

• マスクを鼻まで覆うようにする。

など計１３３件

QQ3388 自自身身ののココロロナナ感感染染対対策策ににつついいてておお聞聞ききししまますす。。
対対策策ししてていいるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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• マスク、消毒、飲食の時、これらのこと以上に気を付
ける必要はないと感じているから。

• 対策をしていたつもりでしたが、親しい人とは会おう
としてしまうので、対策ができていない事に最近、気
付かされました。

• 手指の洗浄と消毒、マスク着用以上にできることが
思いつかないから。

• 特になし。

など計９件

QQ3399 自自身身ののココロロナナ感感染染対対策策ににつついいてておお聞聞ききししまますす。。
ああままりり対対策策ししてていいなないい人人ははそそのの理理由由をを教教ええててくくだだささいい。。

Q40 食事をとる場所についてお聞きします。いつもどこで食事をとっていますか。
（複数回答可）

66

28
17

0

84

35

8 5

44

49

30

0

63

23

6 4

34

27

19

1

51

13

10
2

18

19

19

13

36

5

0

1
0

50

100

150

200

250

ひまわり りんどう すずらん 研究室 自教室 その他教室 外 その他

食事の場所

4年生

3年生

2年生

1年生

（人）
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Q41 食事をとる場所は十分ですか。
１足りている、２足りていない、３どちらともいえない

60%20%

20%

1年生

53%

23%

24%

合計

足りている

足りていない

どちらともいえない

42%

32%

26%

2年生

50%

19%

31%

3年生

59%19%

22%

4年生

• 全学年が集まる場合足りなくなると感じている。

• 席が少ないため、座れたとしても隣の人と近すぎてマスクを
外すのが怖い。

• 今の二学年だけの状態でも早く席を取らないと4人とかの人
数で座れるところがなくなってしまうから。

• 教室で食べることに関しては問題ないが、食堂で食べる時食
べ終わったのにも関わらず居座っている人たちもいるため中
々席を取れないことがある。

• 生徒人数に比べ、食事をとることができる座席数が圧倒的に
少ない。

など計４５件

QQ4422 食食事事ををととるる場場所所はは十十分分でですすかか。。
足足りりなないいとと回回答答ししたた人人ははそそのの理理由由をを教教ええててくくだだささいい。。
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Q43 食事の時間（長さ）についてお聞きします。
１足りている、２足りていない、３どちらともいえない

70%

16%

14%

合計

足りている

足りていない

どちらともいえない

67%
20%

13%

1年生

73%

16%
11%

2年生

72%
9%

19%

3年生

70%
14%

16%

4年生

• 2限目が伸びると12:35から実習がある時、5分前行動でお
昼ご飯を食べる時間がほぼない。

• 昼休み後に実習が入っている日の二限の授業が延長した時
はお昼ご飯を食べる時間がとても短かった。

• 学食に並ぶとご飯を受け取ってから食べ終わるまでの時間
が十分ほどしかない。

• 曜日によって食券を買うのに時間がかかり、急いで食べても
完食できない日があった。

• 少し短い。

など計２８件

QQ4444 食食事事のの時時間間（（長長ささ））ににつついいてておお聞聞ききししまますす。。
足足りりなないいとと回回答答ししたた人人ははそそのの理理由由をを教教ええててくくだだささいい。。

－ 68 －



部活動について
Q45 部活動にはいくつ加入していますか。（未加入であれば０（ゼロ）を選んで
ください）。
１ 0 2 1 3 2 4 3 5 4以上

18%

42%

28%

10%2%

合計

15%

37%30%

14%
4%

1年生

14%

40%35%

10%
1%

2年生

27%

48%

20%
5%

3年生

22%

48%

19%
9%

2%

4年生

0（未加入）

1

2

3
4以上

28%

14%

2%
8%4%

12%

20%

8%
4%

合計

Q46 大学の最寄り駅までどのような手段で登校していますか。（複数回答可）（その１）
1 小田急線 2 JR横浜線 3 東急田園都市線 4 その他JR 5 その他私鉄
6 バス 7 徒歩 8 自転車 9 その他

小田急

JR横浜線

東急田園都市線

その他JRその他私鉄
バス

徒歩

自転車
その他

29%

13%
2%

9%
2%

11%

19%
11%

4%

1年生

27%

16%
4%

9%
4%

10%

20%
7% 3%

2年生

27%

15%
2%

5%5%

15%

22%
6% 3%

3年生

28%

9%

12%4%
14%

23%
5% 5%

4年生

－ 69 －



Q46 大学の最寄り駅までどのような手段で登校していますか。（複数回答可）（その２）

81

35

5

24

5

32

52

32

11

68

39

10

21

11

25

49

18

7

47

27

4 8 8

26

38

11
5

34

11
0

14

5

17

27

6 6
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

通学手段

1年生

2年生

3年生

4年生

（人）

Q47 通学（自宅を出てから大学到着まで）にどのくらい時間がかかりますか。（その１）
1 30分未満 2 1時間未満 3 1時間くらい 4 1.5時間くらい 5 2時間未満 6 2時間以上

22%

14%

15%
28%

10%
11%

合計
30分未満

1時間未満

1時間くらい1.5時間くらい

2時間未満

2時間以上

21%

13%

16%
29%

10%
11%

1年生

24%

12%
12%29%

10%
13%

2年生

24%

19%
14%

26%

12%5%

3年生

22%

11%

17%28%

8%
14%

4年生

－ 70 －



Q47 通学（自宅を出てから大学到着まで）にどのくらい時間がかかりますか。（その２）

32

20
25

44

16 17

32

17
17

39

13
18

23

18
13

25

12
5

14

7 11

18

5 9

0

20

40

60

80

100

120

140

1.30分未満 2.１時間未満 3.１時間くらい 4.1.5時間くらい 5.２時間未満 6.２時間以上

通学時間

4年生

3年生

2年生

1年生

（人）

Q48 通学中に危険や不安を感じることはありますか。
１よく感じる、２時々感じる、３感じたことがある、４気にならない

5%
17%

17%61%

合計

3% 17%

16%
64%

1年生

5% 14%

18%63%

2年生

7%
16%

16%61%

3年生

3%
28%

19%

50%

4年生

よく感じる

時々感じる

気にならない

感じたことがある

－ 71 －



• 神奈中バスでうるさいとクレームを言われることに不安を感
じる、そこまでうるさくはないと感じる、大学が独自のバスを
出さないことに問題があると思う(東京薬科大学は独自のバ
スを運行している)。

• 玉川学園前駅から歩くときに、車の交通量が多いので時々
危険を感じる。

• 夜遅くになったときに街灯が少ないところで少し怖くなります
。

• 変な人が付いてきたり、自転車を飛ばしている人とすれ違っ
たり追い抜いたりされるとき。

• 成瀬駅から大学までのバスがかなり混雑しており、コロナに
感染しそうで不安を感じる。

など計８６件

QQ4499 通通学学中中にに危危険険やや不不安安をを感感じじるるここととははあありりまますすかか。。
どどののよよううなな時時にに危危険険やや不不安安をを感感じじまますすかか。。

Q50 一人暮らしである 。
1 はい、2 いいえ

22%

78%

合計

はい

いいえ

21%

79%

1年生

22%

78%

2年生

25%

75%

3年生

21%

79%

4年生

－ 72 －



Q51 アルバイトをしている 。
1 はい、2 いいえ

58%

42%

合計

55%45%

1年生

64%

36%

2年生

58%
42%

3年生

52%48%

4年生

Q52 アルバイトしている人はどのような仕事ですか（複数回答可）。

0

20

40

60

80

100

120

アルバイトの仕事内容

4年生

3年生

2年生

1年生

（人）

－ 73 －



• 調剤薬局事務

• 水族館

• アパレル

• ブライダル

• ものの仕分け

• 単発バイト

• 宅配用の弁当作り(飲食店ではない)
• JOYSOUND

など計１２件

QQ5533 アアルルババイイトトししてていいるる人人ははどどののよよううなな仕仕事事でですすかか（（複複数数回回答答可可））。。
そそのの他他をを選選んんだだ人人ははどどんんななアアルルババイイトトかか教教ええててくくだだささいい。。

Q54 いいえの方にお伺いします。以前アルバイトをしていたが今はしていない。
1 はい、2 いいえ

35%

65%

合計

はい

いいえ

12%

88%

1年生

37%
63%

2年生

53%47%

3年生

62%
38%

4年生

－ 74 －



Q55 学費が心配である。
1 はい、2 いいえ、3 どちらでもない

54%
26%

20%

合計

はい

いいえ

どちらでもない

56%25%

19%

1年生

56%25%

19%

2年生

50%
29%

21%

3年生

52%
24%

24%

4年生

Q56 体調不良になったときどうすればいいかわからない。
1 はい、2 いいえ、3 どちらでもない

33%

51%

16%

合計

はい

いいえ

どちらでもない

38%

44%

18%

1年生

31%

57%

12%

2年生

28%

53%

19%

3年生

30%

49%

21%

4年生

－ 75 －



Q57 文部科学省の「学びを継続するための緊急給付金」についてご存じですか。
1 ずっと以前から知っている、2 最近知った、3 知らない

30%

13%

57%

合計
ずっと以前から
知っている

最近知った

知らない

7% 10%

83%

1年生

34%

13%

53%

2年生

52%
23%

25%

4年生

46%

9%

45%

3年生

Q58 日本学生支援機構の「給付型奨学金」についてご存じですか。
1 ずっと以前から知っている、2 最近知った、3 知らない

46%

12%

42%

合計
ずっと以前から
知っている

最近知った

知らない

36%

16%

48%

1年生

52%

10%

38%

2年生

49%

7%

44%

3年生

55%
14%

31%

4年生

－ 76 －



Q59 Q57，58はどうやって知りましたか。
1 大学からのメール、2 大学のホームページ、3 知らないアドバイザーから連絡
、4 友達から聞いた、5 その他

34%

13%
6%

47%

合計

6%
10%

9%

75%

1年生

36%

17%6%

41%

2年生

47%

20%
3%

30%

3年生

54%

4%

5%

37%

4年生

大学からのメール

大学のホームページ

その他

友達から聞いた

Q60 学内に信頼できる友人はいますか。
1 はい、2 いいえ、3 わからない

76%

9%

15%

合計

73%

11%
16%

1年生

76%

11%
13%

2年生

80%

7%
13%

3年生

78%

6%
16%

4年生

はい

いいえ

わからない

－ 77 －



Q61 学内に信頼できる先生や職員はいますか。
1 はい、2 いいえ、3 わからない

41%

25%

34%

合計

35%

23%

42%

1年生

38%

26%

36%

2年生

35%

35%

30%

3年生

70%
13%

17%

4年生

はい

いいえ

わからない

• オンライン授業の是非について

• 学務システムのアンケートをテストが終わった後も回答でき
るようにしてほしい。そうすれば回答率か飛躍的に上がると
思います。

• スクールバスを設置した方が良いかどうかという項目

• 学費の使

• 学費を減額してほしいか否かわれ方について知りたいかどう
か。

など計１５件

QQ6622 学学生生アアンンケケーートトのの項項目目にに入入れれててほほししいいここととははあありりまますすかか。。

－ 78 －



Q63 スマートフォンの1日の使用時間はどれくらいですか。（その１）
1 1時間未満 2 1時間以上2時間未満 3 2時間以上3時間未満
4 3時間以上4時間未満 5 4時間以上

2% 13%

23%

19%

43%

合計
1時間未満

1時間以上2時間未満

2時間以上
3時間未満

3時間以上4時間未満

4時間以上

16%

23%

19%

42%

1年生

2%
7%

23%

19%

49%

2年生

4%
12%

22%

20%

42%

3年生

2%
16%

28%
22%

32%

4年生

Q63 スマートフォンの1日の使用時間はどれくらいですか。（その２）

0

50

100

150

200

250

1.1時間未満 2.1時間以上2時間未満 3.2時間以上3時間未満 4.3時間以上4時間未満 5.4時間以上

スマートフォンの一日の使用時間

4年生

3年生

2年生

1年生
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Q64 ゲームは1日どれくらいやりますか。（その１）
1 1時間未満 2 1時間以上2時間未満 3 2時間以上3時間未満
4 3時間以上4時間未満 5 4時間以上

63%
17%

11%
4%

5%

合計

1時間未満

1時間以上2時間未満

2時間以上3時間未満

3時間以上4時間未満
4時間以上

63%15%

12%

4% 6%

1年生

69%

16%
8%

2% 5%

2年生

57%22%

11%
4% 6%

3年生

60%19%

13%
6%

2%

4年生

Q64 ゲームは1日どれくらいやりますか。（その２）

0

50

100

150

200

250

300

1.1時間未満 2.1時間以上2時間未満 3.2時間以上3時間未満 4.3時間以上4時間未満 5.4時間以上

ゲームで一日遊ぶ時間

4年生

3年生

2年生

1年生

－ 80 －



22002222後後期期学学生生生生活活アアンンケケーートト結結果果

22002222後後期期学学生生生生活活
アアンンケケーートト回回答答者者数数

学年 1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 合計

回答者数 76 51 65 20 26 2 240

学生数 260 281 285 239 217 232 1514

回答割合 29.2％ 18.1％ 22.8％ 8.4％ 12.0％ 0.9％ 15.9％

－ 81 －



Q1 大学生活を充実して過ごしてますか？
１大いに充実している、２まあまあ充実している、３あまり充実していない、４全く
充実していない、５わからない

12%

69%

11%
4%4%

合計
大いに充実している

あまり充実していない

全く充実していない

わからない

まあまあ充実している

17%

70%

5%
1% 7%
1年生

10%

62%

18%
6%

4%

2年生

8%

68%

15%
6%

3%

3年生

19%

65%

8%
4% 4%

5年生
5%

90%

5%

4年生

QQ22 大大学学生生活活でで充充実実ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

• 部活も勉強も私生活もきちんと両立できているから。

• 自分が学びたい分野を集中的に学習できているため、充実
感を感じている。毎日研究室に通うことが出来ている。

• 友達との関わりが増えた行事があり、新しく関わりを持つ先
輩や後輩が増えた。

• 研究室が始めるにあたって、見学を通して多くの人と知り合
え、自分の課題が見えてきたので、毎日調べことをしたりと
忙しく過ごせています。

• 友達が多くでき、課題の相談や文化祭など大学生らしい事を
しているな、と感じた。

など、計80件
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• 部活の活動があまり多くなかったように感じたこと。

• 隣の席が開けてあるなどの感染対策を緩和したにもかかわ
らず、自由席でないこと。

• 毎日同じように大学の行き帰りを繰り返しているだけなので
、勉強面以外では充実してはいない。

• 勉強で忙しく、バイトや旅行など大学生らしいことをする時間
がなかなか取れない。

• 彼女ができません。

• 学習が捗らず、勉学に限らず他の物事を楽しむ気力が削が
れてしまうことがあった。

など、計62件

QQ33 大大学学生生活活でで充充実実ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

12%

62%

18%
3%5%

合計

Q4 修学面（自身の学びの到達度）について満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

16%

60%

21%
3%

1年生
14%

70%

2%
2%

12%

2年生

6%

59%
26%

6%
3%

3年生

15%

60%

15%
5% 5%

4年生

8%

65%

23%

4%

5年生

－ 83 －



• 教授の方々が丁寧に指導してもらっている。

• 前期は若干取りこぼした教科があったが、通年で見
ると全て単位を取得し、GPAも平均を少し上回りそ
うな数値だったから薬に関する知識が増えた。

• 前に習ったことが身についていると感じられる。

• 実務実習の空期に講義、それに伴う定期試験の実
施により、基礎学力の定着が行われているように感
じる。

• 自身の勉強法を改善していき、頭に入りやすい自分
なりのまとめ方にたどり着くことができた。

など計36件

QQ55 修修学学面面（（自自身身のの学学びびのの到到達達度度））ににつついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええてて
くくだだささいい

• 他の大学の人との進度に多少差があり、国試やCBTに間に
合うのかと不安になることがある。

• 授業に出るより自分で教科書を見たり、レジュメを見た方が
いいと思うような授業があること。

• 教科数が多すぎて対策量に偏りが出るため、再試が増える
。

• その場で一度理解しても、学ぶ対象が多いので復習が追い
つかず、結局記憶に残らないことが多々あった。

• 国家試験の勉強がままならないまま国家試験模擬試験の受
験となってしまった。

など40件

QQ66 修修学学面面（（自自身身のの学学びびのの到到達達度度））ににつついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええ
ててくくだだささいい。。
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13%

64%

16%
4%3%

合計

Q7 修学面（学習環境）について満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

大いに満足している
あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

13%

68%

15%
1%

3%

1年生

14%

56%

24%

4% 2%

2年生

9%

63%
19%

6%
3%

3年生

25%

70%

5%

4年生

8%

64%
16%

8%
4%

5年生

• e- learning システムのおかげで授業を見返せること

• 敷地内に緑がいっぱいで、第二講義棟は広々とした静かな
空間で心が落ち着くこと

• 第一講義棟、第二講義棟ともにトイレがとてもきれいで清潔
感があること

• ビアサポートや質問しやすい環境が整えられ始めていた。

• 対面授業であること。

• わからないところは聞ける環境であること。

• 実習中では、授業で学んだことを臨床で触れることができた。

など計35件

QQ88 修修学学面面（（学学習習環環境境））ににつついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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• 朝や放課後に自習しているときに空調が消されてしまってい
て寒かったり暑かったりする。

• 第一講義棟は暗くてじめじめした感じが強くなんとなく下向き
な暗い気持ちになること。

• 対面の講義で集中できず、結局自宅でeラーニングを使用し
講義を聴き直す必要があること。

• 対面授業を強制される必要性は無い。

• manabaにて動画を視聴する際、音量をmaxにしても小さく
聞こえづらいことがある。対面では大丈夫。

など計35件

QQ99 修修学学面面（（学学習習環環境境））ににつついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

14%

54%

25%

5%
2%

合計

Q10 生活面（安全安心に過ごせる環境、売店、食堂など）について満足度を教
えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

19%

59%

21%
1%

1年生

22%

56%

16%
2%

4%
2年生

9%

57%
26%

6%
2%

3年生

10%

50%30%

10%

4年生

31%

46%

15%
8%

5年生
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• キッチンカーがあるのが少し楽しい。

• 安心安全に過ごせる環境としては周りに危害を加えてくる人
もいなくて、とても満足している。

• 食堂も再開し、昨年までの食事面での不満は解消された。食
堂の値段が500円以内であることも非常にありがたい。

• お昼ごはんを安価に食べられる食堂や売店があること。

• キッチンカーでの販売が充実している。

• 感染対策がきちんとなされているように感じる。

など計30件

QQ1111 生生活活面面（（安安全全安安心心にに過過ごごせせるる環環境境、、売売店店、、食食堂堂ななどど））ににつついいてて満満足足ししてていい
るるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

• 売店で現金しか使えなかったこと、値段が高い。

• 冷暖房の温度について、もう少し学生の意見も取り入れてほ
しい。

• 仕切りは不要、4人グループ以上で利用しづらい。

• 講義等や研究棟の廊下が暗くて寒い。

• 売店の混雑がとても不自由。現金のみをIC、コード決済可能
に。

など計36件

QQ1122 生生活活面面（（安安全全安安心心にに過過ごごせせるる環環境境、、売売店店、、食食堂堂ななどど））ににつついいてて満満足足ししてていい
なないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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8%

42%

10%
5%

35%

合計
大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

Q13 進路支援（就職、進学、ガイダンス、キャリアサポートステーションなど）に
ついて満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

18%

36%
5%

1%

40%

1年生
4%

42%

8%
4%

42%

2年生

45%

14%
1%

40%

3年生

5%

58%5%
32%

4年生

42%

27%

8%

23%

5年生

• キャリアサポートステーションと思しき部屋の前の、自由に取っ
ていい資料がたくさん置いてあるところをよく使っています。助
かります。

• メールでガイダンスや説明会の通知が来て分かりやすかった。

• 採用試験前の面談で心が落ち着いた。図書館の就職関連の
本が助かった。

• キャリアサポートのかたにはお世話になっている。

• 合同説明会は引き続き行ってほしいと感じました。

など計17件

QQ1144 進進路路支支援援（（就就職職、、進進学学、、ガガイイダダンンスス、、キキャャリリアアササポポーートトスステテーーシショョンンななどど））にに
つついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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• アド会があるのに先輩からの話を直接聞く機会が少なかった。

• 4年から少しずつ就活始めたいが、本対象でない事が多い。

• なんで金曜2コマしか無いんですか。

• エントリーシートの記入は年末には始めている人が大半だと
思うので、対策は年内にやってほしかった。

• CSSなど存在は知っているが利用方法を詳しく教えてくれると
ありがたい。

など計12件

QQ1155 進進路路支支援援（（就就職職、、進進学学、、ガガイイダダンンスス、、キキャャリリアアササポポーートトスステテーーシショョンンななどど））にに
つついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

12%

29%

47%

12%

合計

Q16 自身の卒業後の進路について教えてください。
１決まっている、２ほぼ決まっている、３はっきりとは決まっていない、４全く決ま
っていない

決まっている

はっきりとは決まっていない

ほぼ決まっている

全く決まっていない

9%

26%
54%

11%

1年生
6%

20%

60%

14%

3年生
4%

40%
44%

12%

2年生

10%

25%
55%

10%

4年生

44%
44%

12%
5年生
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41%

44%

5%

3%
2% 2%

3%

合計

Q17 決まっている人にお聞きします。どの職種を希望していますか。

病院

薬局

その他
薬剤師業務

その他大学院進学企業（その他）
企業（研究開発）

55%34%

3%
3% 5%

1年生

41%

44%

4%
7% 4%
2年生

52%33%

5%
5% 5%
3年生

20%

50%

10%

10% 10%

4年生

19%

66%

5%
5% 5%
5年生

9%

40%

14%
4%

33%

合計

Q18 部活動などについて満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

8%

46%16%
2%

28%

1年生
10%

48%12%

4%

26%

2年生

12%

28%

15%5%

40%

3年生

45%

15%
5%

35%

4年生
8%

28%

12%4%

48%

5年生
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• 学祭期間は沢山活動があり、交流を深められたこと。

• 部室の利用が可能になったこと、部活動の制限が緩和され
たこと。

• 昨年より活動することができ、先輩とのコミュニケーションが
とれた。

• 活動許可をもらわなくても活動できるようになったこと。

• 人と人との距離を適度に保って活動ができるところ。

など計21件

QQ1199 部部活活動動ななどどににつついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

• 定期的な活動が少なく感じた。

• 合宿がない

• たまにしか活動ができない。

• 文化祭の順備が遅くいきなり何かをさせられることが多かっ
たこと。

• 文化祭の出し物が少なく感じた。

など計26件

QQ2200 部部活活動動ななどどににつついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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22%

53%

8%
0%

17%

合計

Q21 健康面のサポート（保健室、予防接種、健康診断、心身健康相談）につい
て満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

30%

51%

8%
11%

1年生

28%

42%

8%

22%

2年生
14%

55%8%

1%
22%

3年生

15%

75%

10%
4年生

4%

60%12%

24%

5年生

• ここほっとルームを何度か利用したが、問題の解決に役立つ
かどうかは別問題として、そういう場所があるということ自体
が嬉しい。

• いつでも行ける保健室がある。

• 健康診断などを担当する人が、しっかりと対応してくれること。

• 自分の健康状態が分かること。

• サポートが充実している。

など計13件

QQ2222 健健康康面面ののササポポーートト（（保保健健室室、、予予防防接接種種、、健健康康診診断断、、心心身身健健康康相相談談））ににつついい
てて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

－ 92 －



• 病院実習のための抗体検査で、追加接種の費用が自己負
担であること。

• 悩んだ時の相談場所。

• 健康診断をさらに細かいところまで行ってほしい。

• 特に利用する機会がない。

など計11件

QQ2233 健健康康面面ののササポポーートト（（保保健健室室、、予予防防接接種種、、健健康康診診断断、、心心身身健健康康相相談談））ににつついい
てて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

4%

30%

5%2%

59%

合計

Q24 オフィスアワーについて満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

大いに満足している

あまり満足していない
全く満足していない

まあまあ満足している
わからない

4%
29%

4%

1%

62%

1年生
8%

33%

6%

53%

2年生
5%

26%

8%
1%

60%

3年生

5%

50%
5%

40%

4年生

15%
8%

77%

5年生
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• 先生に確実に会える時間が分かること。

• 学生課の方に親切にしてもらったことが何回かあり

• 使ったことがない。

など計6件

QQ2255 オオフフィィススアアワワーーににつついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

• オフィスアワーが講義時間と重なっていることがある。

• 先生に会いたい時にいないことが多い。

• 大事な連絡が遅い。

など計8件

QQ2266 オオフフィィススアアワワーーににつついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

－ 94 －



21%

48%

13%

5%
13%

合計

Q27 アドバイザー制度について満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

27%

38%

20%
3%

12%

1年生
14%

70%

2%
2% 12%

2年生
16%

42%
22%

11%
9%

3年生

25%

50%

25%

4年生

28%

52%

4%
16%
5年生

• 大学生になっても面談があるのは驚いたが、サポートしてく
れる人がいるのは心強い。

• 相談しやすい環境を意識的に作ってくれる。

• 自分の悩みを聞いてもらえる先生が一人いて、相談しやす
い環境である。

• 大学関係で分からないことがあった時の相談相手としてまず
アドバイザーが浮かぶこと。

• 自分の成績について分析できる。

など計22件

QQ2288 アアドドババイイザザーー制制度度ににつついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。
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• 活動自体ないから存在意義がわからない。

• わからないことをすぐに聞ける環境ではなかった。

• アド会などが開かれたが、一回しかないので周りの人やアド
バイザーとの距離感がまだ掴めずにいる。

• 交流が一切ない、アドバイザー制度だから先生との距離が
近いと思っていたが、実際は再試の紙に判子を押してもらう
だけ。

• 以前のように同じ学年のままが良かった。

など計21件

QQ2299 アアドドババイイザザーー制制度度ににつついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

63%

37%

合計

Q30 アドバイザー会を実施しましたか。１ はい、２ いいえ

いいえ

はい

56%44%

1年生

62%
38%

2年生

59%
41%

3年生

85%

15%

4年生

76%

24%

5年生
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20%

30%27%

4%
1%

18%

合計

Q31 アドバイザー会について満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３普通、４あまり満足していな
い、５全く満足していない、６わからない

大いに満足している

あまり満足していない
全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

普通

21%

41%16%

4%

18%

1年生

15%

20%
35%

6%

3%

21%

2年生

9%

26%

31%4%
2%

28%

3年生

39%

28%

28%

5%
4年生

32%

27%

36%

5%
5年生

• アド会を開催すればお金が支給されるのに、開催できなかっ
た人にはなにもないのは少し不平等に感じる。

• 先輩から学習面などいろいろ教えてもらうことができ、良かっ
た。

• 3月にピクニックに行く予定だが教員から連絡が来ない。

• ご飯を食べて連絡先を交換できて楽しかったです。

• 予算増やしてほしい。

など計15件

QQ3322 アアドドババイイザザーー会会ににつついいてて、、ごご意意見見ががああれればばおお願願いいししまますす。。
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10%

69%

11%
10%

合計

Q33 アドバイザーからは適宜連絡が来ますか。
１ 月に１回以上、２ 学期に１回はくる、３ 年に１回はくる、４ こない

月に１回以上

学期に１回はくる

年に１回はくる

こない

3%

80%

9%
8%

1年生

81%

8%
11%

2年生

77%

15%

8%

3年生

50%
20%

5%
25%

4年生

40%

36%

12%
12%

5年生

45%
55%

合計

Q34 困ったことがあった時アドバイザーに相談したことがありますか。
１ はい、２ いいえ

いいえ
はい

37%
63%

1年生

56%
44%

2年生

35%

65%

3年生

58%
42%

4年生

62%
38%

5年生
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Q35 どんな困りごとでしたか？（複数回答可）。

（人）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

困りごと

5年生

4年生

3年生

2年生

1年生

Q36 相談しなかった理由（複数回答可）

（人）

0

10

20

30

40

50

60

70
相談しなかった理由

5年生

4年生

3年生

2年生

1年生
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79%

21%

合計

Q37 ピアサポーター制度を知っていますか。１ はい、２ いいえ

いいえ

はい

73%

27%

1年生

82%

18%

2年生

83%

17%

3年生

95%

5%

4年生

76%

24%

5年生

80%

20%

合計

Q38 manabaにピアサポーターのコンテンツがあることを知っていますか。
１ はい、２ いいえ

いいえ

はい

77%

23%

1年生

87%

13%

2年生

79%

21%

3年生

84%

16%

4年生

76%

24%

5年生

－ 100 －



• 今後もSNSの活用をしていただけると身近に感じられます。

• 日によって何年生を担当できるのか、その中でもどの教科に
対応できる人がいるのかを教えていただけると、勉強の相談
をしやすいと感じる。

• コロナ禍で入学した生徒などにとって、とてもよいのではない
かと思います。

• 機会があれば利用してみたい。

など計8件

QQ3399 ピピアアササポポーータターーににつついいてて、、ごご意意見見ががああれればばおお願願いいししまますす。。

18%

62%

13%

3%
4%

合計

Q40 大学のコロナ感染対策について満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３あまり満足していない、４全く
満足していない、５わからない

大いに満足している

あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

21%

58%

14%
3%

4%
1年生

18%

64%

16%
2%

2年生

12%

66%

9%
5%

8%

3年生

35%

55%

5% 5%
4年生

8%

64%

16%

12%
5年生

－ 101 －



• 消毒液がいっぱい置いてあって便利、トイレのペーパータオ
ルがありがたい。

• アルコール消毒の設置を徹底していること。

• 授業中が静かなので集中できる。

• 適宜、感染対策が行われていること。

• 基本的な対策は十分に行えていると思う。

など計21件

QQ4411 大大学学ののココロロナナ感感染染対対策策ににつついいてて満満足足ししてていいるるとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささいい。。

• 暖房が効いていない。風邪をひきそうになる。

• 二酸化炭素濃度がわかる機械、意味あるでしょうか。

• 席の間隔が狭いため、講義中も休み時間もソーシャルディス
タンスが確保しづらいこと。

• コロナ対策時の生活に慣れて、コロナ前の生活に不満を持
つことがある事。

• ソーシャルディスタンスをあれだけ言ってたのに、席を隣にし
てなにをしたいのかわからない。

など計21件

QQ4422 大大学学ののココロロナナ感感染染対対策策ににつついいてて満満足足ししてていいなないいとと感感じじるるここととをを教教ええててくくだだささ
いい。。
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53%41%

4%2%

合計

Q43 自身のコロナ感染対策についてお聞きします。
１十分気を付けている、２気を付けている、３最小限のことしかやっていない、
４全く対策していない

十分気を付けている

気を付けている

最小限のことしか
やっていない

全く対策していない

53%43%

3% 1%

1年生

61%29%

6% 4%

2年生

53%44%

1% 2%

3年生

45%
50%

5%

4年生

44%
48%

8%

5年生

• 人混みではマスクをし続けている。

• 消毒液を見たら手指消毒をするようにしている。

• 隣との距離を可能な限りとる。

• 飲み会にいかない。

• 帰宅してすぐ衛生的手洗いうがい、着替え、シャワーを浴び
る。

• 手指消毒は設置のアルコール液を見かけるたびに行う。食
事前は手を洗う。

• 出かける際は常にマスクを着用する。マスクは1日に最低1
回は替える。

など計17件

QQ4444 自自身身ののココロロナナ感感染染対対策策ににつついいてておお聞聞ききししまますす。。対対策策ししてていいるるここととをを教教ええてて
くくだだささいい。。
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• 特になし。

• なし

計2件

QQ4455 自自身身ののココロロナナ感感染染対対策策ににつついいてておお聞聞ききししまますす。。ああままりり対対策策ししてていいなないい人人
ははそそのの理理由由をを教教ええててくくだだささいい。。

Q46 食事をとる場所についてお聞きします。いつもどこで食事をとっていますか。
（複数回答可）

（人）

0

20

40

60

80

100

120

140

ひまわり りんどう すずらん 研究室 自教室 その他教室 外 その他

食事の場所

5年生

4年生

3年生

2年生

1年生
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63%
24%

13%

合計

Q47 食事をとる場所は十分ですか。
１足りている、２足りていない、３どちらともいえない

足りている

足りていない

どちらともいえない

62%29%
9%

1年生

58%26%

16%

2年生

65%
21%

14%

3年生

75%

20%
5%

4年生

60%20%

20%

5年生

• 食堂で食べる場所がない人が自教室で食べているのをよく
見かける。

• 授業終わってから走っていかないと食堂がすでにいっぱい。

• 多学年と被ると満席のときが度々ある。

• 食堂行くと難民になる。

• 食堂やその近辺に席が空いていない。

など計7件

QQ4488 食食事事ををととるる場場所所はは十十分分でですすかか。。足足りりなないいとと回回答答ししたた人人ははそそのの理理由由をを教教ええてて
くくだだささいい。。
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94%

2%4%

合計

Q49 食事の時間（長さ）についてお聞きします。
１足りている、２足りていない、３どちらともいえない

足りている足りていない

どちらともいえない

96%

1%
3%

1年生

92%

6% 2%

2年生

92%

8%

3年生

95%

5%

4年生

92%

4% 4%

5年生

• 対面授業になり売店や食堂に人が多く並ぶ時間が長い、す
なわちキャパオーバーしているため。

• なし。

計2件

QQ5500 食食事事のの時時間間（（長長ささ））ににつついいてておお聞聞ききししまますす。。足足りりなないいとと回回答答ししたた人人ははそそのの理理
由由をを教教ええててくくだだささいい。。
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82%

18%

合計

Q51 学食を利用したことがありますか。１ はい、２ いいえ

いいえ

はい

85%

15%

1年生

73%

27%

2年生

85%

15%

3年生

75%

25%

4年生

88%

12%

5年生

16%

38%
30%

10%

3% 3%

合計

Q52 学食について満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３普通、４あまり満足していな
い、５全く満足していない、６わからない

大いに満足している
あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

普通

15%

34%31%

14%
5%

1%
1年生

19%

50%

17%
8%

3% 3%

2年生

19%

42%

28%
7%

4%
3年生

13%

27%
40%

13%
7%

4年生
4%

27%

45%
5%

5%
14%
5年生
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• 白米の量が調節できないのが少し残念。白米が多いことで
食堂のごはんを利用するかいつも迷う。値段は普通盛りと変
わらなくていいので白米小盛りの券をつくってほしい。

• 美味しくて安いが、もっと安くして欲しい。

• スイーツをおいてほしい

• 給湯器の設置を希望

など計9件

QQ5533 学学食食ににつついいてて、、ごご意意見見ががああれればばおお願願いいししまますす。。

98%

2%

合計

Q54 売店を利用したことがありますか。１ はい、２ いいえ

いいえ

はい

96%

4%

1年生

98%

2%

2年生

98%

2%

3年生

100%

4年生

100%

5年生
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12%

27%

38%

18%

4% 1%

合計

Q55 売店について満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３普通、４あまり満足していな
い、５全く満足していない、６わからない

大いに満足している
あまり満足していない

全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

普通

14%

22%

37%

23%
4%

1年生

11%

37%37%

11%
2%2%

2年生
12%

31%
35%

17%
3% 2%
3年生

25%

10%
35%

20%

10%
4年生

21%

46%

21%
8%

4%
5年生

• PayPayなどの決済も採用していただきたいです。

• 価格が高い上に商品の数が少ない、閉まる時間が早い。

• ホットスナックをおいてほしい。

• 昼休み時のレジの増設またはセルフレジ

• お弁当やおにぎりなど、米類のラインナップが少ないのでは
ないかと思う

など計11件

QQ5566 売売店店ににつついいてて、、ごご意意見見ががああれればばおお願願いいししまますす。。
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71%

29%

合計

Q57 キッチンカーを利用したことがありますか。１ はい、２ いいえ

いいえ

はい

80%

20%

1年生

71%

29%

2年生

68%

32%

3年生

65%
35%

4年生

52%48%

5年生

25%

35%

30%

4%
1% 5%

合計

Q58 キッチンカーについて満足度を教えてください。
１大いに満足している、２まあまあ満足している、３普通、４あまり満足していな
い、５全く満足していない、６わからない

大いに満足しているあまり満足していない
全く満足していない

まあまあ満足している

わからない

普通

27%

36%
27%

5%
2%3%

1年生

32%

31%

34%
0%0%3%

2年生

21%

36%
32%

4%
7%

3年生

36%

21%
29%

7%
7%

4年生

50%
29%

7%
14%

5年生
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• ヘルシーなサラダとかの売店が来て欲しいです。

• 学と比べるとおいしいが高い。

• 値段の割に普通すぎ。

• 安くして。

• キッチンカーは美味しいし新鮮さがあって良いが、並ぶし少
し値段が高いと思う。

など計11件

QQ5599 キキッッチチンンカカーーににつついいてて、、ごご意意見見ががああれればばおお願願いいししまますす。。

26%

41%

23%

8%
2%

合計

部活動について
Q60 部活動にはいくつ加入していますか。（未加入であれば０（ゼロ）を選んで
ください）。
１、 0 2 、1 3 、2 4 、3 5 、4以上

0（未加入）

1

2

3
4以上

23%

39%
21%
12%

5%
1年生

14%

41%33%

12%

2年生

35%

40%

23%
2%

3年生

40%
50%

10%

4年生

28%

44%

16%
12%

5年生
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25%

15%

3%
11%

6%
11%

21%

6% 2%

合計

Q61 大学の最寄り駅までどのような手段で登校していますか。（複数回答可）（その１）
1 小田急線 2 JR横浜線 3 東急田園都市線 4 その他JR 5 その他私鉄
6 バス 7 徒歩 8 自転車 9 その他

小田急

JR横浜線

東急田園都市線

その他JRその他私鉄

バス

徒歩

自転車
その他

25%

14%
2%

10%6%
10%

19%

10%
4%

1年生

23%

16%
5%

11%5%
10%

21%
7%

2%
2年生

22%

20%
3%

8%6%

13%

22%
5% 1%

3年生

31%

3%

19%3%

39%

5%

4年生

29%

15%

10%8%

17%

17%
4%

5年生

Q61 大学の最寄り駅までどのような手段で登校していますか。（複数回答可）（その２）

（人）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

通学手段

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生
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20%

10%

23%
22%

11%

14%

合計

Q62 通学（自宅を出てから大学到着まで）にどのくらい時間がかかりますか。（その１）
1 30分未満 2 1時間未満 3 1時間くらい 4 1.5時間くらい 5 2時間未満 6 2時間以上

30分未満

1時間未満

1時間くらい1.5時間くらい

2時間未満

2時間以上

26%

5%
20%

22%

15%
12%

1年生
18%

12%
25%21%

10%
14%

2年生
19%

9%
29%16%

6%

21%

3年生

25%

10%
20%

25%

10%
10%

4年生
8%

20%

16%36%

12%
8%

5年生

Q62 通学（自宅を出てから大学到着まで）にどのくらい時間がかかりますか。（その２）

（人）

0

10

20

30

40

50

60

1.30分未満 2.１時間未満 3.１時間くらい 4.1.5時間くらい 5.２時間未満 6.２時間以上

通学時間

5年生

4年生

3年生

2年生

1年生
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4%
21%

19%
56%

合計

Q63 通学中に危険や不安を感じることはありますか。
１よく感じる、２時々感じる、３感じたことがある、４気にならない

よく感じる
時々感じる

気にならない

感じたことがある

3%
24%

20%
53%

1年生

4%
14%

21%61%

2年生

8%
18%
17%57%

3年生

20%
10%70%

4年生

36%

20%

44%

5年生

• 満員電車。

• なし。

• 実習帰り、遅くなり暗くなった夜道を歩いて帰るとき。

計3件

QQ6644 通通学学中中にに危危険険やや不不安安をを感感じじるるここととははあありりまますすかか。。どどののよよううなな時時にに危危険険やや不不
安安をを感感じじまますすかか。。
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22%

78%

合計

Q65 一人暮らしである 。1 はい、2 いいえ

はい

いいえ

24%

76%

1年生

20%

80%

2年生

18%

82%

3年生

30%

70%

4年生

20%

80%

5年生

65%

35%

合計

Q66 アルバイトをしている 。1 はい、2 いいえ

はいいいえ

71%

29%

1年生

71%

29%

2年生

69%
31%

3年生

35%
65%

4年生

46%54%

5年生
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Q67 アルバイトしている人はどのような仕事ですか（複数回答可）。

（人）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

アルバイトの仕事内容

5年生

4年生

3年生

2年生

1年生

• アパレル

• 歯科助手

• 単発バイト

• スーツアクター

計4件

QQ6688 アアルルババイイトトししてていいるる人人ははどどののよよううなな仕仕事事でですすかか（（複複数数回回答答可可））。。そそのの他他をを選選んん
だだ人人ははどどんんななアアルルババイイトトかか教教ええててくくだだささいい。。
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42%

58%

合計

Q69 いいえの方にお伺いします。以前アルバイトをしていたが今はしていない。
1 はい、2 いいえ

はい

いいえ

16%

84%

1年生

37%
63%

2年生

41%
59%

3年生

62%
38%

4年生

77%

23%

5年生

48%

33%

19%

合計

Q70 学費が心配である。
1 はい、2 いいえ、3 どちらでもない

はい

いいえ

どちらでもない

55%29%

16%

1年生

52%
24%

24%

2年生

48%
31%

21%

3年生

35%

45%

20%

4年生

35%

52%

13%

5年生
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31%

55%

14%

合計

Q71 体調不良になったときどうすればいいかわからない。
1 はい、2 いいえ、3 どちらでもない

はい

いいえ

どちらでもない

35%

46%

19%

1年生

32%

58%

10%

2年生

35%

54%

11%

3年生

20%

65%

15%

4年生

20%

64%

16%

5年生

37%

10%

53%

合計

Q72 文部科学省の「学びを継続するための緊急給付金」についてご存じですか。
1 ずっと以前から知っている、2 最近知った、3 知らない

ずっと以前から
知っている

最近知った

知らない

45%

8%

47%

2年生

13%
11%

76%

1年生

49%

11%

40%

3年生

55%
15%

30%

4年生

48%

8%

44%

5年生
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55%

10%

35%

合計

Q73 日本学生支援機構の「給付型奨学金」についてご存じですか。
1 ずっと以前から知っている、2 最近知った、3 知らない

ずっと以前から
知っている

最近知った

知らない

54%
13%

33%

1年生

59%10%

31%

2年生

58%
8%

34%

3年生

50%
15%

35%

4年生

56%
4%

40%

5年生

38%

17%2%7%

36%

合計

Q74 Q72，73はどうやって知りましたか。
1 大学からのメール、2 大学のホームページ、3 知らないアドバイザーから連絡
、4 友達から聞いた、5 その他

大学からのメール

大学のホームページ

その他

友達から聞いた
知らないアドバイザー
からの連絡

19%

17%

4%10%

50%

1年生

34%

20%7%

39%

2年生

51%

12%

4%

33%

3年生

65%23%

6%
6%

4年生

48%

13%
4%

9%

26%

5年生
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77%

12%
11%

合計

Q75 学内に信頼できる友人はいますか。
1 はい、2 いいえ、3 わからない

はいいいえ

わからない

78%

14%
8%

1年生

72%

14%
14%

2年生

73%

14%
13%

3年生

84%

5%
11%

4年生

88%

12%

5年生

47%

24%

29%

合計

Q76 学内に信頼できる先生や職員はいますか。
1 はい、2 いいえ、3 わからない

はい

いいえ

わからない

43%

28%

29%

1年生

45%

33%

22%

2年生

37%

25%

38%

3年生

74%
5%

21%

4年生

68%8%
24%

5年生
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• 昼食の時間が適切かどうか

• 教務課、学生課、情報センターなどに関する項目。

計2件

QQ7777 学学生生アアンンケケーートトのの項項目目にに入入れれててほほししいいここととははあありりまますすかか。。

1% 14%

25%

19%

41%

合計

Q78 スマートフォンの1日の使用時間はどれくらいですか。（その１）
1 1時間未満 2 1時間以上2時間未満 3 2時間以上3時間未満
4 3時間以上4時間未満 5 4時間以上

1時間未満
1時間以上2時間未満

2時間以上
3時間未満

3時間以上4時間未満

4時間以上

13%
24%

16%

47%

1年生

2% 12%

25%

12%

49%

2年生

3% 13%

25%

25%

34%

3年生

20%

30%15%

35%

4年生
16%

32%28%

24%

5年生
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Q78 スマートフォンの1日の使用時間はどれくらいですか。（その２）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1.1時間未満 2.1時間以上2時間未満 3.2時間以上3時間未満 4.3時間以上4時間未満 5.4時間以上

スマートフォンの一日の使用時間

5年生

4年生

3年生

2年生

1年生

（人）

60%23%

8%
4%5%

合計

Q79 ゲームは1日どれくらいやりますか。（その１）
1 1時間未満 2 1時間以上2時間未満 3 2時間以上3時間未満
4 3時間以上4時間未満 5 4時間以上

1時間未満

1時間以上2時間未満

2時間以上3時間未満

3時間以上4時間未満
4時間以上

55%
23%

8%
5% 9%

1年生

69%
21%

4% 2% 4%

2年生

51%

25%

14%
5% 5%

3年生

65%
20%
5%

5% 5%

4年生

72%

24%
4%

5年生
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Q79 ゲームは1日どれくらいやりますか。（その２）

0

20

40

60

80

100

120

140

160

1.1時間未満 2.1時間以上2時間未満 3.2時間以上3時間未満 4.3時間以上4時間未満 5.4時間以上

ゲームで一日遊ぶ時間

5年生

4年生

3年生

2年生

1年生

（人）
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（4）入学試験委員会
委員会の開催

活動概要・現状

1．入学試験
　（1）2023 年度指定校制・学校推薦型選抜（追試験含む）

　（2）2023 年度公募制・学校推薦型選抜（追試験含む）

　（3）2023 年度一般選抜（追試験含む）

　　　　試験方式別（資料 1）
　　　　都道府県別（資料 2）

令和 4年 5月 9日（月）：新規指定校の選定に関する件
令和 4年 5月 24日（火）：新規指定校の選定に関する件
令和 4年 7月 7日（木）：附属高等学校での指定校入試に関する件
令和 4年 9月 26日（月）：入試関係日程に関する件
令和 4年 10月 19日（水）：推薦入学試験担当業務について
令和 4年 11月 18日（金）：新型コロナウイルス感染による指定校推薦入試の追試験について
令和 4年 11月 22日（火）：学校推薦型選抜の合否判定案に関する件
令和 4年 12月 3 日（土）：指定校入試・追試験の合否判定に関する件
令和 4年 12月 5 日（月）：共通テスト担当試験室等について
令和 5年 1月 24日（火）：一般入試試験監督について
令和 5年 1月 31日（火）：面接・小論文評価が１となった場合の対応について
令和 5年 2月 6日（月）：卒業生子弟推薦入試に関する件
令和 5年 2月 7日（火）：入学試験B方式 _合否判定案
令和 5年 2月 9日（木）：入学試験A・C・D方式 _合否判定案
令和 5年 2月 17日（金）：アドミッションポリシーの変更について，新規指定校の選定について
令和 5年 2月 18日（土）：入学試験追試験の合否判定に関する件

募集人員 70 名
選考期日 2022 年 11 月 19 日（土）

推薦依頼校 355＋�附属高校

試験結果
志願者（女子） 受験者（女子） 合格者（女子） 入学者（女子）

96（72） 96（72） 96（72） 96（72）

募集人員 30 名
選考期日 2022 年 11 月 20 日（日）

試験結果
志願者（女子） 受験者（女子） 合格者（女子） 入学者（女子）
177（120） 177（120） 72（54） 26（19）

募集人員 A方式 15 名�・�B 方式 85 名�・�C 方式 30 名�・�D 方式 10 名

選考期日
B方式　2023 年 2 月 4 日（土）
C方式　2023 年 2 月 3 日（金）

試験結果 志願者（女子） 受験者（女子） 合格者（女子） 入学者（女子）
A 方 式 660（439） 660（439） 244（175） 17（9）
B 方 式 842（506） 735（437） 276（167） ��89（53）
C 方 式 186（121） 164（106） �62（41） 15（11）
D 方 式 133（85） 112（72） �48（29） 7（3）

計 1,821（1,151） 1,671（1,054） 630（412） 128（76）
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　（4）2023 年度 1年次入学者

2. 大学説明会　
　　2022 年 6 月 24 日（金）14 時
　　スライド説明、個別相談（希望者）
　　35 名参加、個別相談 8名

3. 受験生向けイベント
　（1）ミニオープンキャンパス［事前登録制］�
　　　4月 16 日（土）13 時の部（10 組 20 名）・15 時の部（5組 10 名）
　　　5月 21 日（土）、6月 11 日（土）、7月 30 日（土）、8月 2日（火）
　　　13 時の部（10 組 20 名）・15 時の部（10 組 20 名）
　　　10 月 29 日（土）13 時の部（25 組 50 名）・15 時の部（25 組 50 名）
　　　・スライド説明
　　　・キャンパス案内（希望者）
　　　・個別相談（希望者）

　（2）オープンキャンパス［事前登録制］
　　　2022 年 9 月 18 日（日）、19 日（月・祝）13 時開始（両日 50 組 100 名）
　　　・スライド説明
　　　・模擬講義
　　　・キャンパス案内
　　　・個別相談
　
　（3）期間限定入試対策講座［事前登録制］
　　　予備校講師による入試対策講座（化学・数学）
　　　大学ホームページで動画公開
　　　2022 年 7 月 31 日（日）、8月 3日（水）、7日（日）　各日 10 時〜 15 時

　（4）キャンパス見学［事前登録制］�　自由見学
　　　8月実施分　各日　10 時・13 時
　　　4日（木）、18 日（木）、19 日（金）、22 日（月）、23 日（火）、24 日（水）、25 日（木）、
　　　26 日（金）、29 日（月）、30 日（火）、31 日（水）　�
　　　9月以降実施分　土曜 10 時
　　　9月 3日、9月 17 日、9月 24 日、10 月 1 日、10 月 15 日、10 月 22 日、11 月 26 日

クラス A クラス B 合　　計
125（83） 125（84） 250（167）
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資料 1
2023年度　昭和薬科大学　入学試験結果　現浪別

現役 一浪 二浪 三浪 四浪以上 認定・他 計

指
定
校
制
推
薦

男 24 0 0 0 0 0 24
志願者　女 72 0 0 0 0 0 72

計 96 0 0 0 0 0 96
男 24 0 0 0 0 0 24

受験者　女 72 0 0 0 0 0 72
計 96 0 0 0 0 0 96
男 24 0 0 0 0 0 24

合格者　女 72 0 0 0 0 0 72
計 96 0 0 0 0 0 96
男 24 0 0 0 0 0 24

入学者　女 72 0 0 0 0 0 72
計 96 0 0 0 0 0 96

公
募
制
推
薦

男 50 7 0 0 0 0 57
志願者　女 112 8 0 0 0 0 120

計 162 15 0 0 0 0 177
男 50 7 0 0 0 0 57

受験者　女 112 8 0 0 0 0 120
計 162 15 0 0 0 0 177
男 17 1 0 0 0 0 18

合格者　女 49 5 0 0 0 0 54
計 66 6 0 0 0 0 72
男 6 1 0 0 0 0 7

入学者　女 16 3 0 0 0 0 19
計 22 4 0 0 0 0 26

推
薦
入
試
計

男 74 7 0 0 0 0 81
志願者　女 184 8 0 0 0 0 192

計 258 15 0 0 0 0 273
男 74 7 0 0 0 0 81

受験者　女 184 8 0 0 0 0 192
計 258 15 0 0 0 0 273
男 41 1 0 0 0 0 42

合格者　女 121 5 0 0 0 0 126
計 162 6 0 0 0 0 168
男 30 1 0 0 0 0 31

入学者　女 88 3 0 0 0 0 91
計 118 4 0 0 0 0 122
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現役 一浪 二浪 三浪 四浪以上 認定・他 計

Ａ
方
式

男 174 36 4 1 4 2 221
志願者　女 365 62 7 4 1 0 439

計 539 98 11 5 5 2 660
男 174 36 4 1 4 2 221

受験者　女 365 62 7 4 1 0 439
計 539 98 11 5 5 2 660
男 50 14 2 0 2 1 69

合格者　女 141 27 4 2 1 0 175
計 191 41 6 2 3 1 244
男 5 1 0 0 2 0 8

入学者　女 6 3 0 0 0 0 9
計 11 4 0 0 2 0 17

Ｂ
方
式

男 252 42 16 6 17 3 336
志願者　女 414 69 12 4 5 2 506

計 666 111 28 10 22 5 842
男 226 38 15 5 12 2 298

受験者　女 363 55 12 1 4 2 437
計 589 93 27 6 16 4 735
男 79 15 9 3 3 0 109

合格者　女 142 18 3 1 2 1 167
計 221 33 12 4 5 1 276
男 27 4 3 1 1 0 36

入学者　女 47 6 0 0 0 0 53
計 74 10 3 1 1 0 89

Ｃ
方
式

男 47 14 2 0 1 1 65
志願者　女 100 17 2 0 1 1 121

計 147 31 4 0 2 2 186
男 43 12 1 0 1 1 58

受験者　女 87 15 2 0 1 1 106
計 130 27 3 0 2 2 164
男 13 6 1 0 1 0 21

合格者　女 32 9 0 0 0 0 41
計 45 15 1 0 1 0 62
男 1 2 0 0 1 0 4

入学者　女 9 2 0 0 0 0 11
計 10 4 0 0 1 0 15
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現役 一浪 二浪 三浪 四浪以上 認定・他 計

Ｄ
方
式

男 33 7 1 1 4 2 48
志願者　女 67 16 0 2 0 0 85

計 100 23 1 3 4 2 133
男 28 6 1 1 3 1 40

受験者　女 59 12 0 1 0 0 72
計 87 18 1 2 3 1 112
男 13 3 1 0 2 0 19

合格者　女 21 7 0 1 0 0 29
計 34 10 1 1 2 0 48
男 4 0 0 0 0 0 4

入学者　女 1 2 0 0 0 0 3
計 5 2 0 0 0 0 7

一
般
入
試
計

男 506 99 23 8 26 8 670
志願者　女 946 164 21 10 7 3 1,151

計 1,452 263 44 18 33 11 1,821
男 471 92 21 7 20 6 617

受験者　女 874 144 21 6 6 3 1,054
計 1,345 236 42 13 26 9 1,671
男 155 38 13 3 8 1 218

合格者　女 336 61 7 4 3 1 412
計 491 99 20 7 11 2 630
男 37 7 3 1 4 0 52

入学者　女 63 13 0 0 0 0 76
計 100 20 3 1 4 0 128

合　

計

男 580 106 23 8 26 8 751
志願者　女 1,130 172 21 10 7 3 1,343

計 1,710 278 44 18 33 11 2,094
男 545 99 21 7 20 6 698

受験者　女 1,058 152 21 6 6 3 1,246
計 1,603 251 42 13 26 9 1,944
男 196 39 13 3 8 1 260

合格者　女 457 66 7 4 3 1 538
計 653 105 20 7 11 2 798
男 67 8 3 1 4 0 83

入学者　女 151 16 0 0 0 0 167
計 218 24 3 1 4 0 250
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資料 2
2023年度　昭和薬科大学　入学試験結果　都道府県別

都道府県名 志　願　者 受　験　者 合　格　者 入　学　者
北 海 道 15 （10） 14 （10） 7 （6） 2 （1）
青 森 8 （6） 6 （6） 4 （4） 1 （1）
岩 手 5 （5） 5 （5） 2 （2） 1 （1）
宮 城 9 （5） 8 （5） 1 （0） 1 （0）
秋 田 5 （2） 3 （0） 1 （0） 1 （0）
山 形 7 （4） 3 （2） 0 （0） 0 （0）
福 島 10 （9） 10 （9） 4 （4） 0 （0）
小 計 59 （41） 49 （37） 19 （16） 6 （3）
茨 城 51 （27） 45 （22） 18 （12） 6 （6）
栃 木 42 （29） 39 （27） 18 （12） 9 （7）
群 馬 28 （21） 25 （18） 12 （10） 3 （3）
埼 玉 164 （113） 150 （105） 55 （41） 14 （9）
千 葉 77 （39） 72 （37） 27 （15） 9 （2）
東 京 665 （455） 604 （412） 243 （174） 73 （55）
神 奈 川 729 （430） 693 （405） 293 （182） 101 （66）
小 計 1,756（1114） 1,628（1026） 666 （446） 215 （148）
新 潟 19 （10） 19 （10） 7 （2） 3 （0）
富 山 2 （0） 2 （0） 0 （0） 0 （0）
石 川 2 （1） 2 （1） 1 （1） 0 （0）
福 井 3 （3） 3 （3） 1 （1） 1 （1）
山 梨 50 （38） 43 （34） 24 （18） 3 （2）
長 野 58 （42） 57 （42） 25 （17） 12 （7）
岐 阜 1 （1） 1 （1） 0 （0） 0 （0）
静 岡 67 （50） 65 （49） 29 （21） 4 （2）
愛 知 7 （3） 7 （3） 4 （2） 1 （0）
小 計 209 （148） 199 （143） 91 （62） 24 （12）
三 重 1 （1） 1 （1） 1 （1） 0 （0）
滋 賀 2 （2） 2 （2） 1 （1） 0 （0）
京 都 1 （0） 1 （0） 0 （0） 0 （0）
大 阪 4 （0） 4 （0） 2 （0） 1 （0）
兵 庫 5 （4） 5 （4） 1 （1） 0 （0）
奈 良 2 （0） 2 （0） 0 （0） 0 （0）
和 歌 山 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0）
小 計 15 （7） 15 （7） 5 （3） 1 （0）
鳥 取 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0）
島 根 3 （0） 3 （0） 0 （0） 0 （0）
岡 山 2 （2） 2 （2） 0 （0） 0 （0）
広 島 4 （1） 4 （1） 3 （1） 1 （1）
山 口 3 （2） 3 （2） 1 （0） 0 （0）
小 計 12 （5） 12 （5） 4 （1） 1 （1）
徳 島 2 （2） 2 （2） 1 （1） 1 （1）
香 川 3 （2） 3 （2） 1 （1） 0 （0）
愛 媛 1 （0） 1 （0） 1 （0） 0 （0）
高 知 3 （3） 3 （3） 0 （0） 0 （0）
小 計 9 （7） 9 （7） 3 （2） 1 （1）
福 岡 4 （4） 4 （4） 2 （2） 0 （0）
佐 賀 1 （1） 1 （1） 1 （1） 0 （0）
長 崎 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0）
熊 本 2 （2） 2 （2） 1 （1） 1 （1）
大 分 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0）
宮 崎 2 （0） 2 （0） 1 （0） 0 （0）
鹿 児 島 3 （3） 3 （3） 0 （0） 0 （0）
沖 縄 7 （6） 7 （6） 3 （3） 1 （1）
小 計 19 （16） 19 （16） 8 （7） 2 （2）
そ の 他 15 （5） 13 （5） 2 （1） 0 （0）
小 計 15 （5） 13 （5） 2 （1） 0 （0）
合 計 2,094（1343） 1,944（1246） 798 （538） 250 （167）

（）内は女子の内数
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4．大学入試センター試験関係活動
No. 期　日 内　　　　　　　　　　容 場　所

1 6 月上旬
開催予定 令和 5年度大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会

6/29（水）
オンラインで
情報提供

2 8 月中旬
開催予定

令和 5年度大学入学者選抜
大学入学共通テスト入試担当者連絡協議会（第 1回） 開催中止

3 12 月
開催予定

令和 5年度大学入学者選抜
大学入学共通テスト入試担当者連絡協議会（第 2回） 開催中止

4 1 月 10 日 大学入学共通テスト監督者等説明会（第 1回） 本学

5 1 月 13 日 大学入学共通テスト監督者等説明会（第 2回） 本学
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5．進学相談会関係活動
　①高等学校説明会

No 日　付 高等学校名 備　考
1 4/27（水） 東 京 昭和第一高等学校 説明会
2 4/28（木） 神奈川 岸根高等学校 説明会
3 5/2（月） 神奈川 大和西高等学校 説明会
4 5/11（水） 東 京 和洋九段女子高等学校 説明会
5 5/12（木） 神奈川 港北高等学校 説明会
6 5/12（木） 神奈川 川崎市立橘高等学校 社会人講和
7 5/12（木） 神奈川 住吉高等学校 説明会
8 5/26（木） 神奈川 横浜市立東高等学校 説明会
9 6/6（月） 神奈川 大和西高等学校 説明会
10 6/7（火） 神奈川 新城高等学校 説明会
11 6/8（水） 神奈川 追浜高等学校 説明会
12 6/8（水） 茨 城 霞ヶ浦高等学校 説明会
13 6/9（木） 神奈川 伊志田高等学校 説明会
14 6/14（火） 神奈川 上溝南高等学校 説明会

15 6/14（火） 東 京 多摩大学附属聖ヶ丘高等学校
八王子実践高等学校 説明会

16 6/20（月） 神奈川 金沢高等学校 説明会
17 6/21（火） 神奈川 横浜栄高等学校 説明会
18 6/23（木） 神奈川 港北高等学校 説明会
19 6/28（火） 神奈川 厚木東高等学校 説明会
20 6/29（水） 東 京 雪谷高等学校 説明会
21 7/6（水） 東 京 東洋女子高等学校 説明会
22 7/7（木） 神奈川 上溝南高等学校 説明会
23 7/12（火） 東 京 成瀬高等学校 模擬授業
24 7/13（水） 東 京 共立女子第二高等学校 説明会
25 7/14（木） 東 京 小川高等学校 説明会
26 7/15（金） 神奈川 函嶺白百合学園高等学校 説明会
27 7/21（木） 神奈川 厚木東高等学校 説明会
28 10/7（金） 東 京 三輪田学園高等学校 模擬授業
29 10/26（水）東 京 東京高等学校 説明会
30 10/27（木）神奈川 横浜市立戸塚高等学校 模擬授業
31 11/17（木）神奈川 住吉高等学校 模擬授業
32 11/28（月）神奈川 横浜市立東高等学校 模擬授業
33 11/29（火）東 京 順天高等学校 説明会
34 12/13（火）神奈川 大磯高等学校 説明会
35 12/21（水）東 京 井草高等学校 模擬授業
36 2/2（木） 神奈川 西湘高等学校 模擬授業
37 3/9（木） 神奈川 相模女子大学高等部 説明会
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　②高等学校内資料頒布会

　③会場相談会

　④会場相談会（資料参加のみ）

No 日　付 高等学校名
1 5/20（金） 神奈川 湘南学院高等学校
2 7/5（火） 埼 玉 与野高等学校
3 7/13（水） 神奈川 カリタス女子高等学校
4 10/29（土）東 京 調布南高等学校
5 1/25（水） 神奈川 桐光学園高等学校
6 2/6（月） 神奈川 カリタス女子高等学校

No 日　付 会　　場
1 4/29（祝） 町 田 町田市文化交流センター
2 5/6（金） 静 岡 ツインメッセ静岡
3 5/27（金） 水道橋 東京ドームシティ内プリズムホール
4 5/29（日） 有楽町 東京交通会館
5 6/4（土） 新 宿 新宿NSビル
6 6/5（日） 池 袋 サンシャインシティ�
7 6/12（日） 幕 張 東京ベイ幕張ホール
8 6/17（金） 川 越 ウェスタ川越 1F多目的ホール
9 6/19（日） 池 袋 サンシャインシティ
10 6/19（日） 甲 府 アイメッセ山梨
11 6/20（月） 高 崎 Gメッセ群馬
12 7/17（日） 武蔵境 武蔵野スイングホール

13 7/23（土） 武蔵小杉 ユニオンビル

14 7/27（水） 大 学 受 験
STEP厚木校 大学受験 STEP厚木校

15 3/19（日） 新 宿 ビジョンセンター西新宿

No 日　付 会　　場
1 4/23（土） 横 浜 横浜ワールドポーターズ�6 階�
2 5/1（日） 立 川 ホテルエミシア東京立川
3 6/4（土） 大 阪 梅田スカイビル　ステラホール
4 6/25（土） 大 阪 梅田センタービル 16F
5 10/2（日） 横 浜 パシフィコ横浜（新広告社）
6 10/2（日） 横 浜 パシフィコ横浜（神奈川新聞社）
7 10/9（日） 町 田 レンブラントホテル東京町田
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　⑤指定校　高校訪問
No 日　付 高等学校名 備　考
1 4/27（水） 東 京 山脇学園高等学校
2 4/27（水） 東 京 國學院高等学校
3 5/2（月） 神奈川 聖セシリア女子高等学校
4 5/6（金） 静 岡 日本大学三島高等学校
5 5/6（金） 静 岡 三島北高等学校
6 5/11（水） 東 京 九段中等教育学校
7 5/11（水） 東 京 暁星高等学校
8 5/12（木） 神奈川 森村学園高等学校
9 5/12（木） 神奈川 市ケ尾高等学校
10 5/12（木） 神奈川 捜真女学校高等学部
11 5/23（月） 群 馬 太田女子高等学校 新規指定校
12 5/24（火） 神奈川 横須賀学院高等学校 新規指定校
13 5/26（木） 神奈川 横浜平沼高等学校
14 5/27（金） 石 川 金沢錦丘高等学校 新規指定校
15 5/27（金） 石 川 金沢二水高等学校 新規指定校
16 6/2（木） 栃 木 宇都宮中央女子高等学校 新規指定校
17 6/2（木） 栃 木 真岡高等学校 新規指定校
18 6/2（木） 栃 木 真岡女子高等学校 新規指定校
19 6/3（金） 神奈川 港北高等学校 新規指定校
20 6/6（月） 神奈川 相模原中等教育学校
21 6/7（火） 栃 木 佐野日本大学中等教育学校 新規指定校
22 6/8（水） 神奈川 神奈川学園高等学校
23 6/8（水） 茨 城 牛久栄進高等学校 新規指定校
24 6/8（水） 茨 城 茗渓学園高等学校
25 6/14（火） 東 京 日本大学第三高等学校
26 6/14（火） 東 京 桜美林高等学校
27 6/14（火） 東 京 日野台高等学校
28 6/14（火） 東 京 南多摩中等教育学校
29 6/15（水） 東 京 聖心女子学院高等科 新規指定校
30 6/15（水） 神奈川 新城高等学校 新規指定校
31 6/17（金） 埼 玉 星野高等学校
32 6/17（金） 埼 玉 与野高等学校
33 6/17（金） 群 馬 沼田高等学校 新規指定校
34 6/17（金） 群 馬 渋川高等学校 新規指定校
35 6/20（月） 山 梨 山梨学院高等学校
36 6/20（月） 山 梨 山梨英和高等学校
37 6/20（月） 群 馬 東京農業大学第二高等学校 新規指定校
38 6/21（火） 埼 玉 本庄東高等学校 新規指定校
39 6/21（火） 埼 玉 熊谷女子高等学校
40 6/21（火） 長 野 野沢北高等学校 新規指定校
41 6/22（水） 埼 玉 淑徳与野高等学校 新規指定校
42 6/22（水） 東 京 城西大学附属城西高等学校 新規指定校
43 6/22（水） 長 野 須坂高等学校 新規指定校
44 6/22（水） 長 野 長野吉田高等学校 新規指定校
45 6/22（水） 長 野 長野西高等学校 新規指定校
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自己点検・評価
　学生募集活動について、高校で行う模擬授業，東京4薬科大学合同相談会をはじめとする学外の進学相談
会へ対応したほか、学内イベントとして推薦指定校の教員を対象とする大学説明会を6月に実施、少人数制
のミニオープンキャンパスを毎月1回のペースで行いつつ模擬講義も含めたオープンキャンパスを9月に開
催し（計7回）、引き続き感染症下ではありながら、精力的に学生募集活動を進めることができた。
　優秀な学生獲得を目的に注力している指定校については、新規の推薦指定校へ入試委員が個別訪問して進
路指導担当の教員と面談，情報交換を行い、紐帯強化を図った。また、指定校推薦入試にも入学時特待生制
度を導入して2024年度入試より適用することとし、入試制度の魅力を高めたところである。
　2023年度の学校推薦型選抜について指定校制は志願者数が前年比7名増となる96名，公募制は177名の生
徒が受験し合格者72名、受験倍率は2.5倍となっている。一般選抜をみると志願者は1,821名、昨年度の1,748
名に比して104%，人数としては73名増加した。本年度入試では、生物・物理を重視したD方式が導入後2
年目を迎えて認知度が向上してきたことなどもあり、厳しい環境のなかで比較的健闘したと言える。

今後に向けて
　進路決定の早期化により年内入試である推薦入試の重要度が高まりつつあるなかで、少子化に伴う18歳
人口の減少に加え、2024年度入試では首都圏における薬学部新規開設により学生獲得競争が熾烈を究める
ものと思料される。
　こうした環境下で学生の質を維持・向上させるため、本学で学びたい意欲を高くもつ指定校推薦での志願
者獲得による質の維持を企図しつつ募集活動を進めていきたいと考えている。
　なお、当委員会は適正に機能しているものと思料しており、今後も入学試験管理委員会をはじめとする関
係委員会と緊密に連携を図りながら、高い資質を有する学生の入学に寄与すべく多様な施策を展開していき
たい。

No 日　付 高等学校名 備　考
46 6/23（木） 神奈川 日本大学高等学校
47 6/23（木） 東 京 文教大学付属高等学校 新規指定校
48 6/28（火） 神奈川 有馬高等学校
49 6/29（水） 東 京 香蘭女学校高等科
50 6/29（水） 東 京 八雲学園高等学校
51 6/29（水） 東 京 青稜高等学校
52 6/29（水） 神奈川 川崎市立橘高等学校 新規指定校
53 6/29（水） 石 川 金沢桜丘高等学校 新規指定校
54 7/6（水） 東 京 文京高等学校
55 7/6（水） 東 京 十文字高等学校
56 7/7（木） 神奈川 相模原高等学校
57 7/8（金） 東 京 国立音楽大学附属高等学校 新規指定校
58 7/13（水） 東 京 穎明館高等学校
59 7/14（木） 神奈川 瀬谷高等学校
60 7/14（木） 神奈川 松陽高等学校
61 7/14（木） 東 京 帝京八王子高等学校 新規指定校
62 7/15（金） 神奈川 西湘高等学校
63 7/15（金） 神奈川 小田原高等学校
64 7/21（木） 神奈川 厚木高等学校
65 7/21（木） 東 京 町田高等学校
66 10/22（土）神奈川 桐蔭学園高等学校
67 10/26（水）神奈川 日本女子大学附属高等学校
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（5）実務実習委員会
委員会の開催
第 1回　2022 年�8 月 26 日（金）
　議題　1.�委員長挨拶
　　　　2.�幹事の選出
　　　　3.�臨床実習事前学習Ⅰについて
　　　　4.�臨床実習事前学習Ⅱについて
　　　　5.�実習について
　　　　6.�新しいカリキュラムの検討について
　　　　7.�その他

第 2回　2022 年 10 月 25 日（火）
　議題　1.�白衣授与式について
　　　　2.�実務実習成果報告会について

第 3回　2022 年 11 月 25 日（金）
　議題　1.�2023 年度の臨床実習事前学習のスケジュールについて

第 4回　2023 年 1 月 17 日（火）
　議題　1.�実務実習時の行動制限の宣言書について

活動概要・現状
外部団体の会議（オンライン含む）への出席など
1）病院・薬局実務実習関東地区調整機構総会
　2022 年 4 月 25 日（月），2022 年 12 月 21 日（水）
2）関東地区調整機構（指導薬剤師養成小委員会）
　2022 年 7 月 27 日（水），2023 年 2 月 3 日（金）
3）東京都薬剤師会（薬局実務実習担当者会議）
　2022 年 8 月 29 日（月）、2022 年 9 月 26 日（月）、2022 年 10 月 24 日（月）、
　2023 年 1 月 23 日（月）、2023 年 3 月 13 日（月）
4）東京都薬剤師会（伝達講習会）
　2023 年 2 月 5 日（土）
5）東京都薬剤師会エリア担当者会議
　2022 年 11 月 5 日（土）
6）神奈川県薬剤師会（実務実習委員会）
　2022 年 5 月 12 日（木），2022 年 12 月 8 日（木）
7）神奈川県薬剤師会（実務実習委員会・担当者会議）
　2022 年 9 月 5 日（月），2023 年 2 月 9 日（木）
8）神奈川県薬剤師会（県薬・病薬 ･大学との懇談会）
　2023 年 1 月 31 日（火）
9）神奈川県薬剤師会（各委員会との意見交換会）
　2023 年 3 月 23 日（木）
10）実務実習教科担当教員会議
　2022 年 5 月 14 日（日）
11）聖マリアンナ医科大学との情報交換会
　2022 年 4 月 28 日（木）
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病院・薬局実務実習関係（資料 1， 2）
1．2022 年度病院・薬局実務実習履修者内訳

2．2022 年度病院・薬局実務実習予定者への説明会
　（1）2022 年�2 月 16 日（水）� 第Ⅰ期薬局実務実習のための直前教育
　（2）2022 年�4 月�2 日（土）　�第Ⅰ期薬局実務実習中間報告会
　（3）2022 年�5 月 9 日（月）� 第Ⅱ期薬局実務実習のための直前教育
　（4）2022 年�5 月 18 日（水）� 第Ⅱ期病院・薬局実務実習のための直前教育
　（5）2022 年�6 月 25 日（土）　�第Ⅱ期病院・薬局実務実習のための中間報告会
　（6）2022 年�8 月 1 日（月）� 第Ⅲ期薬局実務実習のための直前教育
　（7）2022 年�8 月 18 日（木）� 第Ⅲ期病院・薬局実務実習のための直前教育
　（8）2022 年 10 月�1 日（土）� 第Ⅲ期病院・薬局実務実習のための中間報告会
　（9）2022 年 11 月 16 日（水）� 第Ⅳ期病院実務実習のための直前教育
　（10）2022 年 12 月 24 日（土）�第Ⅳ期病院実務実習のための中間報告会

3．2022 年度病院・薬局実務実習成果報告会
　（1）2023 年�2 月 25 日（土）� 第Ⅰ〜Ⅳ期病院・薬局実務実習成果報告会
　　　※新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、学内関係者のみで実施

4．2023 年度�病院・薬局実務実習予定者への説明会
　（1）2022 年 6 月 22 日（水）� ワクチン接種説明会
　（2）2022 年 9 月 14 日（水）� 2023 年度�病院・薬局実務実習に関する書類説明会
　（3）2022 年 11 月�2 日（水）� 2023 年度�病院・薬局実務実習に関する概要説明会
　（4）2023 年�1 月 28 日（土）� 病院・薬局実務実習のための全体説明会
　（5）2023 年�1 月 28 日（土）� 第Ⅰ〜Ⅳ期病院・薬局実務実習のための連絡会

5．2024 年度�病院・薬局実務実習予定者への説明会
　（1）2023 年�2 月�1 日（水）� �2024 年度�病院・薬局実務実習に関するエントリー説明会および第 1回希望

調査

6．実務実習新任教員説明会
　（1）2023 年 1 月 11 日（水）

7．2022 年度　実務実習事前学習（資料 3）
　（1）臨床実習事前学習 1（前期）
　　　・実務実習ガイダンス・講義・演習　2022 年 5 月 19 日〜 5月 27 日の 6日間
　　　・症例検討　症例①�入院患者，症例②�在宅患者，学生は 1症例 2日間
　　　　実習日：6月 6日（月），7日（火），9日（木），10 日（金）
　　　・技能系実習　学生は 1日 2項目（実施 4日間）
　　　　実習項目：①�フィジカルアセスメント・懸濁法，②�製剤（軟膏剤）・デバイス，
　　　　　　　　　③�配合変化・手洗い希釈，④�医薬品情報・TDM

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 合計
施設数 学生数 施設数 学生数 施設数 学生数 施設数 学生数 施設数 学生数

契約病院 0 0 23 69 28 83 32 62 35 214
調整機構 0 0 5 5 5 4 3 2 12 11
病院合計 0 0 28 74 33 87 35 64 47 225
薬　　局 66 74 83 87 64 65 0 0 180 226
合　　計 66 74 111 161 97 152 35 64 227 225
※�1 名の学生が 2施設に実習に行く場合、施設数は 2、学生数は 1で計上している。
※�各期に同じ施設に実習に行く学生が 2名以上いる場合でも施設数は 1で計上している。但し、合計においては、複数期実習を受け入
れていても施設が同じであれば 1施設とする。
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　　　・実習日：6月 20 日（月），21 日（火），23 日（木），24 日（金），7月 4日（月），5日（火），
　　　　　　　　7日（木），8日（金）
　（2）臨床実習事前学習 2（後期）
　　　・実務実習ガイダンス・講義　2022 年 9 月 5 日（月）
　　　・技能系実習　学生は 1日 1項目（実施 3日間）
　　　　実習項目：①�散剤・水剤，②�無菌調剤，③�計数調剤・軟膏剤
　　　　実習日：9月 12 日（月），13 日（火），15 日（木），16 日（金），26 日（月），27 日（火）の
　　　　　　　　13:00 － 18:10
　　　・症例検討　実習日：9月 29 日（木），30 日（金），学生はどちらか 1日
　　　・コミュニケーション系実習　学生は 1日 1項目（実施 3日間）
　　　　�実習項目：①（病院）患者応対・持参薬チェック・多職種への情報提供／（病院）服薬指導・退院

時指導，②（薬局）患者応対・疑義照会／（薬局）服薬指導・レセコン・ジェネリック医薬品，③
（薬局）OTC／（在宅）在宅問診・フィジカルアセスメント

　　　　実習日：10 月 3 日（月），4日（火），6日（木），7日（金），13 日（木），14 日（金）
　　　・保険請求　学生はどちらか 1日
　　　　実習日：12 月 13 日（火），16 日（金）の 13:00 － 17:20
　（3）総合実習　学生は 1日 1項目（実施 7日間）
　　　・実習項目：�①�患者応対、②�散剤・水剤、③�軟膏剤・計数、④�無菌調製、⑤�薬剤監査・持参薬チェッ

ク、⑥�服薬指導、⑦�疑義照会・OTC
　　　　実習日時：�10 月 21 日（金），24 日（月），27 日（木），31 日（月），11 月 1 日（水），4 日（金），

15 日（火），17 日（木），18 日（金），21 日（月），22 日（火），24 日（木），28 日（月），
29 日（火）の 13:00 － 17:00

　（4）薬学共用試験OSCE自主練習会
　　　12 月 2 日（金）、5日（月）、6日（火）の 12:30 － 17:00、学生は 2日間

8．多職種連携教育セミナー
　（1）杏林大学医学部（オンライン）
　　　2022 年�6 月 29 日（水）� 17 時 45 分〜 18 時 30 分
　　　2022 年�7 月�2 日（土）　�9 時 30 分〜 13 時
　　　杏林大学�131 名、昭和薬科大学�120 名
　　　A，B，C，D，Eで各�6 グループ：各�8 〜 10 名
　（2）聖マリアンナ医科大学・東京純心大学（オンライン）
　　　2022 年�9 月�5 日（月）� 17 時 30 分〜 18 時
　　　2022 年�9 月 10 日（土）� 13 時 15 分〜 17 時
　　　聖マリアンナ医科大学�119 名、東京純心大学看護学部�67 名、昭和薬科大学�121 名
　　　Aグループ（20 班）、Bグループ（20 班）：各班 7〜 8名
　（3）東京大学・聖路加国際大学（オンライン）�
　　　2022 年 11 月 25 日（金）� 14 時〜 17 時
　　　�東京大学（医学科�116 名、薬学科�13 名、健康総合科学科�5 名）、聖路加国際大学看護学部�124 名、

昭和薬科大学�90 名
　　　Aグループ（26 班），Bグループ（25 班）：各 6〜 7名

行　事
1．病院・薬局実務実習に関する連絡会等
　　第Ⅰ〜Ⅳ期　実習施設対象���2023 年�1 月 28 日（土）
　　　1.�実習全般について、実務実習確認
　　　2.�担当教員の訪問指導について
　　　3.�実習終了後の報告会について
　
2．実務実習成果報告会
　2023 年 2 月 25 日（土）、薬局と病院実務実習計 22 週間で「学んできたこと、成長できたこと」をまとめ
てポスター形式で体育館にて行った。新型コロナウイルス感染症の影響で不特定多数の接触を避けるため、
今年度は 2部制での完全入替制とし、入室時のマスク着用、手指消毒を徹底するなどして実施した。
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自己点検・評価
　実務実習委員会は、4年次事前学習、5年次実務実習に関わる諸事についての企画、立案、運営、および
実務実習に関して発生する諸問題についての対応策の検討およびその実施を行っている。
　今年度から 3年次事前学習（導入実習）を取りやめて、4年次の事前学習 1及び 2に割り振り、また、症
例検討の時間を取り入れるなど、本文 7．に記載した通り修正した。実習時間の短縮を補うために、令和 3
年度文部科学省からの補助金によりVRの導入、iPad やスマートホンなどを用いて実習前〜実習後に自己
学習できるような映像を作成するなど、教員が創意工夫することで、改訂モデル・コアカリキュラム（平成
25 年度改訂版）の事前学習で教えるべきことは全て伝えることができ、問題なかったと考える。
　多職種連携についても、本年度より、聖マリアンナ医科大学－東京純心大学、杏林大学で行う課題（症例）
は、作成当初から本学教員も携わるようになった。学生も他職種の役割などを修得するなど、大きな収穫が
あった。
　5年次実務実習は、226 名の学生（病院実習は 1名自己理由で中止）が 2022 年 2 月 21 日から翌 2023 年 2
月 12 日までの 4期に分かれて病院・薬局実務実習を行った。個人情報・法人機密情報の保護、衛生的手洗
いの励行・アルコール手指消毒・咳エチケットに努め、感染予防を徹底、不要不急の外出はしないことなど
医療人としての自覚を持って行動するように指導を大学として行った。
　今年度も、「2022 年度病院・薬局実務実習報告書」では、COVID-19 の中だからこそ学べたことも多く、
実習を行えた喜び、感謝の言葉がつづられていて、実習が充実していたことが伺えた。また、CD（電子版）
を作成し、各実習施設ならびに全国薬系大学に配布した。
　実務実習が実社会に触れる初めての機会であることから、適応に時間がかかる学生が年々増えてきている
様に感じる。コミュニケーション力が不足している学生や、社会への適応能力が十分でない、時間のかかる
学生に対し、きめ細かな教育が求められる。その為には 1年次からのアドバイザー制度によるサポート体制
の下、低学年からの実習、4年次の事前学習、そして 5年次の実務実習につなげていくような対策を講じる
ことが課題であると感じている。

今後に向けて
実務実習事前実習（4 年次）
　改訂モデル・コアカリキュラム（平成 25 年度改訂版）に伴い、今年度から事前学習内容を一部変更（症
例検討を取り入れた）した。次年度は、2年目として同様の内容で実施するので、2024 年度に向けて検証し
ていきたい。
病院・薬局実務実習（5 年次）
　実習に関して直前教育を行っているが、個人情報の保護に関して 100％守られていないため、繰り返し教
育を行っていきたい。また、薬局－病院－大学との連携を進めていきたい。また、コミュニケーションをと
ることが難しい学生がおり、実習先でトラブルになるケースがあるため、早めに対処できるよう、訪問担当
教員にも周知し、これまで以上に臨床薬学教育研究センター教員と連携できるようにしたい。
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資料 1
2022年度　実務実習　病院

No. 病　　院　　名 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 合計

K01 聖マリアンナ医科大学病院 27 30 5 62

K02 川崎市立多摩病院 6 7 7 20
K03 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 7 7 7 21
K04 社会福祉法人東京有隣会　有隣病院 0 0 1 1
K06 町田市民病院 0 2 2 4
K08 医療法人社団明芳会　横浜旭中央総合病院 1 0 1 2
K09 医療法人社団三喜会　横浜新緑総合病院 2 2 2 6
K10 神奈川県厚生農業協同組合連合会　相模原協同病院 1 1 1 3
K13 社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス　海老名総合病院 1 1 1 3
K15 社会医療法人社団三思会�東名厚木病院 0 0 1 1
K16 大和市立病院 1 1 1 3
K17 公立大学法人　横浜市立大学附属病院 3 3 2 8
K18 公立大学法人�横浜市立大学附属市民総合医療センター 1 1 1 3
K20 社会医療法人財団互恵会　大船中央病院 1 1 1 3
K21 医療法人徳洲会�湘南鎌倉総合病院 0 1 0 1
K22 公益社団法人　地域医療振興協会　横須賀市立市民病院 1 1 1 3
K23 藤沢市民病院 2 2 2 6
K24 小田原市立病院 0 1 1 2
K25 医療法人徳洲会　湘南藤沢徳洲会病院 1 1 1 3
K27 国家公務員共済組合連合会　平塚共済病院 2 2 2 6
K28 東海大学医学部付属病院 0 1 2 3
K29 東京医療生活協同組合　新渡戸記念中野総合病院 0 1 1 2
K30 立正佼成会附属佼成病院 0 1 1 2
K31 国立研究開発法人国立国際医療研究センター病院 1 1 1 3
K32 東京大学医学部附属病院 2 4 4 10
K37 信州大学医学部附属病院 1 0 0 1
K40 東京慈恵会医科大学附属第三病院 4 4 4 12
K44 地方独立行政法人神奈川県立病院機構　神奈川県立足柄上病院 1 1 1 3
K45 東芝林間病院 0 2 0 2
K47 埼玉医科大学総合医療センター 1 2 2 5
K49 埼玉医科大学病院 0 1 1 2
K53 公益財団法人　横浜勤労者福祉協会　汐田総合病院 1 1 1 3
K54 東京女子医科大学附属足立医療センター 0 0 2 2
K57 横浜市立市民病院 0 0 1 1
K58 国家公務員共済組合連合会�横浜栄共済病院 1 0 1 2
T01 株式会社日立製作所　ひたちなか総合病院 1 0 0 1
T02 地方独立行政法人　新小山市民病院 0 1 0 1
T03 地方独立行政法人　栃木県立がんセンター 0 0 1 1
T04 一般財団法人とちぎメディカルセンター　とちぎメディカルセンターしもつが 1 0 0 1
T05 社会医療法人中山会　宇都宮記念病院 1 0 1 2
T06 独立行政法人地域医療機能推進機構　群馬中央病院 0 1 0 1
T07 独立行政法人国立病院機構　高崎総合医療センター 1 0 0 1
T09 市立甲府病院 0 1 0 1
T10 公益財団法人　リヴィーズ　HANAZONOホスピタル 0 （1） 0 （1）
T11 JA 長野厚生連南長野医療センター　篠ノ井総合病院 1 0 0 1
T12 独立行政法人国立病院機構　信州上田医療センター 0 1 0 1

合計 74 87 64 225
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資料 2
2022年度　実務実習　薬局

No. 県 エリア 薬　　局　　名 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 合計
1

栃　木
小山１ ピノキオ薬局小山店 0 1 0 1

2 小山２ アップル薬局自治医大前店 1 0 0 1
3 栃木２ アイン薬局獨協医大店 1 0 0 1
4

埼　玉

埼玉県央 クオール薬局西宮下店 0 0 1 1
5 埼玉県央 アイン薬局上尾店 1 0 0 1
6 埼玉南西部 よつば薬局 0 1 0 1
7 埼玉西部 あだち薬局 1 0 0 1
8 埼玉西部 まごころ薬局いりそ店 0 0 1 1
9 さいたま市 ファルマプリベ薬局 1 0 0 1
10 さいたま市 青葉薬局 0 0 1 1
11 さいたま市 いずみ薬局 0 1 0 1

12 さいたま市 サイトウ薬局 0 1 1 2

13 さいたま市 サン＆グリーン薬局だいたくぼ 0 1 0 1
14 秩父・埼北 同仁薬局 1 0 0 1
15 加須・羽生・行田 ファーコス薬局つばめ 0 0 1 1
16 川口・蕨・戸田 サンドラッグ川口東本郷薬局 0 1 0 1
17

千　葉
安房 サエラ薬局　館野店 1 0 0 1

18 市原 調剤薬局マツモトキヨシ市原あおばだい店 1 0 0 1
19 浦安 タカハシ薬局 1 0 0 1
20

東　京

千代田区 クオール薬局読売新聞東京本社店 0 0 1 1
21 港区 北村薬局 0 0 1 1
22 新宿区 かちどき薬局三井店 1 0 0 1
23 新宿区 龍生堂薬局ワセダ東店 1 0 0 1
24 文京区 保生堂薬局 0 1 0 1
25 台東区 はるか薬局 0 0 1 1
26 墨田区 オリーブ薬局 0 0 1 1
27 江東区 外山薬局南砂支店 1 0 0 1
28 江東区 ファミリー薬局東陽町店 1 0 0 1
29 品川区 スマイル薬局東大井店 0 0 1 1
30 品川区 薬局トモズゲートシティー大崎店 0 1 0 1
31 目黒区 セイムス学芸大学駅前薬局 0 0 1 1
32 大田区 うのき薬局 0 0 1 1
33 大田区 大森薬局 1 0 0 1
34 世田谷区 つばさ薬局喜多見店 0 1 0 1
35 世田谷区 経堂わかば薬局 0 0 1 1
36 世田谷区 クオール薬局下高井戸店 1 0 0 1
37 中野区 青葉調剤薬局 0 0 1 1
38 中野区 矢崎薬局 0 1 0 1
39 杉並区 メディスンショップあじさい薬局 0 0 1 1
40 豊島区 ㈱タサキ薬局 0 1 0 1
41 板橋区 サンシティ調剤薬局 0 1 0 1
42 板橋区 はすね鈴薬局 0 1 0 1
43 板橋区 いづみ薬局板橋店 0 1 0 1
44 足立区 入江薬局花畑店 0 0 1 1
45 足立区 東あやせ薬局 0 0 1 1
46 葛飾区 吉田薬局 0 1 0 1
47 江戸川区 薬局トモズ西葛西店 0 0 1 1
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No. 県 エリア 薬　　局　　名 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 合計
48

東　京

江戸川区 アイ調剤薬局 0 0 1 1
49 八王子 薬局アオバ稲荷坂店 1 0 0 1
50 八王子 さくら薬局上壱分方店 1 0 0 1
51 南多摩 コサカ薬局北口店 0 0 1 1
52 南多摩 薬樹薬局稲城 0 1 0 1
53 南多摩 徳永薬局東長沼店 0 1 0 1
54 狛江 いとう調剤薬局上和泉店 1 0 0 1

55 狛江 サンヨー堂薬局 2 1 0 3

56 多摩中央 かちどき薬局小金井店 0 1 0 1
57 北多摩 富士見台調剤薬局 1 0 0 1
58 北多摩 マロン薬局にしき店 0 0 1 1
59 町田 アサイ調剤薬局 0 0 1 1
60 町田 あさひ調剤薬局町田店 0 0 1 1

61 町田 クオール薬局成瀬台店 2 0 1 3

62 町田 能ケ谷調剤薬局 0 0 1 1
63 町田 マロン薬局鶴川店 1 0 0 1

64 町田 薬樹薬局町田旭町 2 2 0 4

65 町田 薬樹薬局オガワ 0 1 1 2

66 町田 薬樹薬局忠生 1 1 1 3

67 町田 健ナビ薬樹薬局成瀬 2 2 1 5

68 町田 いずみ薬局 2 1 0 3

69 町田 おれんじ薬局 0 1 0 1
70 町田 そうごう薬局町田薬師台店 0 1 0 1
71 町田 オリーブ薬局 0 1 0 1

72 町田 イワナガ大蔵薬局 0 1 1 2

73 町田 ミライのくすり屋さん 1 2 0 3

74 三鷹 しもれん 2丁目薬局 1 0 0 1

75 西武 田無本町調剤薬局 0 1 1 2

76 西武 やさか調剤薬局 0 1 0 1
77 西武 梅園薬局 1 0 0 1
78 西武 明治薬科大学附属薬局 0 1 0 1
79 調布 さくら薬局国領店 1 0 0 1
80 調布 しんわ薬局狛江通り店 1 0 0 1
81 調布 丘の上薬局　つつじヶ丘店 0 1 0 1

82

神奈川

鶴見 新つるみ薬局 2 0 1 3

83 神奈川 慶成薬局 0 1 0 1
84 中 平安堂薬局�馬車道本店 0 0 1 1
85 中 有限会社　日の出薬局 0 0 1 1
86 南 あけぼの薬局 1 0 0 1
87 南 五番街ファーマシー浦舟店 0 1 0 1
88 南 庄子薬局 0 0 1 1
89 保土ヶ谷 いわい薬局 0 0 1 1
90 保土ヶ谷 みねおか調剤薬局 1 0 0 1
91 保土ヶ谷 訪問　薬樹薬局保土ヶ谷 1 0 0 1
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92

神奈川

旭 明日花薬局 0 1 0 1
93 旭 トマト薬局希望が丘店 1 0 0 1
94 旭 ふたば薬局 0 0 1 1
95 磯子 磯子センター薬局 1 0 0 1
96 金沢 ファーコス薬局能見台 1 0 0 1
97 金沢 薬樹薬局　富岡 1 0 0 1
98 港北 薬樹薬局大倉山 0 0 1 1
99 港北 日吉堂薬局 0 1 0 1
100 港北 ホーゲン薬局 0 2 0 2
101 港北 みつばち薬局 0 1 0 1
102 港北 調剤薬局ツルハドラッグ岸根公園店 0 0 1 1
103 港北 カメイ調剤薬局港北店 0 0 1 1
104 青葉 龍生堂薬局あざみ野店 0 0 1 1
105 青葉 みどり薬局 0 1 0 1
106 青葉 みんなのくすり屋さん 1 0 0 1
107 都筑 葛が谷薬局 0 1 0 1
108 都筑 クオール薬局港北店 1 0 0 1
109 都筑 わかば薬局センタ - 北店 0 0 1 1
110 戸塚 平安薬局 2 0 0 2
111 戸塚 なの花薬局東戸塚店 0 0 1 1
112 栄 ユキ調剤薬局 0 1 0 1
113 泉 トマト薬局大通り店 1 0 0 1
114 川崎 つばさ薬局　鋼管通店 0 1 0 1
115 川崎 ひばり薬局川崎店 1 0 0 1
116 川崎 ファーコス薬局　しらさぎ 1 0 0 1

117 幸 昭和薬品幸薬局 1 1 0 2

118 幸 こばやし薬局本店 0 1 0 1
119 中原 伊勢町薬局 0 1 0 1
120 高津 ファーコス薬局中央 0 0 1 1

121 宮前 有馬センター薬局 1 1 0 2

122 宮前 有限会社プライマリーファーマシー 0 1 0 1
123 宮前 みどり薬局さぎぬま 0 1 0 1
124 宮前 薬樹薬局宮前平 2号店 0 1 0 1

125 多摩 日進調剤薬局 0 1 1 2

126 多摩 クオール薬局聖マリアンナ医大前店 1 0 0 1

127 麻生 フジ薬局新百合山手通り店 2 1 0 3

128 横須賀・逗葉・三浦 有限会社ツバサ薬局 0 1 1 2

129 横須賀・逗葉・三浦 有限会社石黒薬局 1 0 0 1
130 横須賀・逗葉・三浦 アモン薬局 0 0 1 1
131 横須賀・逗葉・三浦 ウイング湘南薬局　追浜店 0 1 0 1
132 平塚 株式会社アサヒファーマシー追分薬局 0 0 1 1
133 平塚 望星平塚薬局 1 0 0 1
134 平塚 さいとう薬局 0 1 0 1

135 平塚 湘南平塚薬局 0 1 1 2

136 平塚 東銀座薬局 0 1 0 1
137 平塚 ナカジマ薬局ららぽーと湘南平塚 0 1 0 1
138 藤沢 ㈱大島薬局 1 0 0 1
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神奈川

藤沢 田中薬局 1 0 0 1
140 藤沢 藤沢薬剤師会薬局 0 1 0 1
141 藤沢 あおぞら薬局辻堂店 0 0 1 1
142 藤沢 あおば薬局 0 1 0 1
143 小田原 桜木薬局 1 0 0 1

144 小田原 夏目薬局 1 1 1 3

145 小田原 ひかり薬局本店 0 0 1 1
146 小田原 みなみぐち薬局 0 0 1 1

147 小田原 くすのき薬局 1 0 1 2

148 茅ヶ崎 ボニー薬局茅ヶ崎海岸店 1 0 0 1
149 茅ヶ崎 サトノ薬局 1 0 0 1
150 茅ヶ崎 旭が丘薬局 0 1 0 1

151 相模原 あけぼの薬局 1 1 1 3

152 相模原 いろは堂薬局東口店 0 1 1 2

153 相模原 柴胡会ちゅうおう薬局 0 1 1 2

154 相模原 東聖薬局相模原店 1 1 0 2

155 相模原 たんぽぽ薬局 0 0 1 1

156 相模原 いろは堂薬局 1 1 0 2

157 相模原 オレンジ薬局鹿沼台店 1 1 1 3

158 相模原 調剤薬局ケーエム 0 1 0 1
159 秦野 佐野十全堂薬局南が丘店 0 1 0 1
160 伊勢原 株式会社あさひ薬局 1 0 0 1
161 伊勢原 そうごう薬局伊勢原店 0 0 1 1
162 伊勢原 リブラ薬局ひまわり店 0 1 0 1
163 厚木 愛甲調剤薬局 0 1 0 1
164 厚木 なかよし薬局愛甲店 0 1 0 1
165 厚木 なかよし薬局酒井店 0 1 0 1
166 厚木 ミキ薬局森の里店 1 0 0 1
167 厚木 ひなた薬局林店 0 1 0 1
168 厚木 ひまわり薬局 0 1 0 1
169 厚木 ひなた薬局半原店 0 0 1 1
170 海老名 ガーデン薬局河原口店 0 0 1 1

171 海老名 ひとみ薬局海老名店 1 0 2 3

172 大和綾瀬 薬樹薬局光が丘 0 1 0 1

173 大和綾瀬 薬樹薬局大和 0 1 1 2

174 座間 さくら薬局座間相模が丘店 0 1 0 1
175

山梨
甲府 ミルキッズ調剤薬局 0 1 0 1

176 中巨摩東 一般財団法人医薬分業支援センター会営調剤薬局 0 0 1 1
177

長野

須高 須坂あすなろ薬局 0 1 0 1
178 飯水 田町土屋薬局 0 1 0 1
179 上田 イイジマ薬局 1 0 0 1
180 上田 花の木薬局 0 1 0 1

合計 74 87 65 226

－ 143 －



資料 3
2022年度　4年生事前実習　外部講師一覧

講 師 氏 名 所　　　　　　属
1 池島　秀明 医療法人社団鵬友会湘南泉病院
2 桜井なおみ キャンサー・ソリューションズ株式会社
3 大野　郁子 公益財団法人日本医療機能評価機構

4 山口　育子 認定NPO法人ささえあい医療人権センター
COML　理事長

5 広池　暁子 トライアドジャパン株式会社
6 佐藤　幸栄 トライアドジャパン株式会社
7 鎌田　勝久 トライアドジャパン株式会社
8 野田和多流 トライアドジャパン株式会社
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（6）公開講座委員会
委員会の開催
　　第 1回：令和 4年 5月 12 日
　　　�2023 年度の講座開催（公開講座・市民講座）に向けての日程・オーガナイザーについて、外部講師

の交通費について、委員会内規について
　　第 2回：令和 4年 6月 14 日　メール委員会
　　　受講者増のための施策について
　　第 3回：令和 4年 7月 5日　
　　　2023 年度の公開講座委員会予算について、第 16 回市民講座について、受講者増の施策について
　　第 4回：令和 4年 12 月 16 日　
　　　�2023 年度公開講座第 1回テーマについて、第 2回のオーガナイザーについて、第 16 回市民講座につ

いて

活動概要・現状
　本年度は第 1回公開教育講座と第 2回公開教育講座で新システム PECS の導入や有料化を行った。第 1
回公開講座「令和を生きる漢方薬」は 6月 5日に開催した。久永明人氏（医療法人清風会ホスピタル坂東）
は医師の立場から「漢方医学の現況と将来像」に関する講演を行い、本間真人氏（筑波大学大学院）は薬剤師・
臨床系の大学教員の立場から「知っておきたい漢方薬の有害事象」についての講演を行った。第 2回公開講
座「重篤な副作用を防ぐため薬剤師に期待されていること」は 9月 11 日に開催した。藤山幹子氏（四国が
んセンター）は医師の立場から「薬疹について知っておいて欲しいこと」に関する講演を、岸�達生氏（PMDA）
が、行政の立場から「薬剤師は適正使用の最後の砦」に関する講演を行った。第 1回と第 2回公開講座のア
ンケート結果から臨床現場の薬剤師にとって有益な内容であったと考えている。
　昭和薬科大学・町田市共催市民講座「テーマをお薬にこめられた様々な最先端の工夫」に関する講演を
12 月 3 日に実施した。本学の宇都口直樹氏は「薬物を生体内の目的の「場所・時間・量」運ぶ工夫」に関
する講演を行い，帝京大学薬学部の鈴木亮氏は「小さな泡が医療を変える！！」に関する講演を行った。

自己点検・評価
　新システム PECS の導入や有料化は問題なく実施された。
　第 1回公開教育講座は漢方薬、第 2回公開教育講座は副作用についての公開講座であり、期待した通り臨
床現場で働く薬剤師にとって有益な内容であり、アンケート結果も好評であった。昭和薬科大学・町田市共
催市民講座に関しては、医薬品の剤形についての講座で、一般の参加者のわかりやすくかつ知的好奇心を満
たす内容であり、アンケート結果も好評であった。学習意欲の高い一般市民にとって、魅力的なプログラム
であったと考えている。一方、コロナ以前と比較して参加者の減少が目立ち、今後の課題となった。

今後に向けて
　第 1回公開教育講座と第 2回公開教育講座の受講者の満足度は高い反面、参加者数については、コロナ以
前と比較して半減した。要因として有料化、そして利便性に優れたオンライン型研修への参加者がコロナ禍
で増加したこと等が挙げられる。公開講座のオンライン化は参加者数確保への有効な手段の一つであるが、
オンライン化による質・教育効果の低下も考慮されるべきである。様々な観点から本学の公開講座の在り方
を検討する。

（7）自己点検・評価委員会
委員会の開催
令和 4年 4月 27 日（水）
　議案 1．幹事の決定について
　議案 2．教育・研究年報について
令和 4年 6月 6日（月）
　議案 1．第三者評価について
令和 4年 9月 8日（木）
　議案 1．第三者評価の今後の進め方について
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令和 4年 11 月 10 日（木）
　議案 1．内部質保証の方針について
　議案 2．理事・監事による点検・評価結果について
令和 4年 11 月 22 日（火）（メール委員会）
　議案 1．自己点検・評価委員会規程の改正について
令和 4年 12 月 8 日（木）（メール委員会）
　議案 1．HP更新について

その他
令和 5年 2月 16 日（木）・21 日（火）・22 日（水）
　学校法人自己点検・評価委員会委員と常設委員会委員長・幹事との意見交換会

活動概要・現状
　令和 4年度は、令和 5年度の第三者評価受審に向けての活動が重点となり、各担当部署から提出された「点
検評価・報告書（令和 3年度版）」を精査し、現状分析を行うとともに、「点検評価・報告書（令和 4年度版）」
の作成に取り組み、理事会への報告も行った上で評価機関へ提出した。
　また、本学における「内部質保証の方針」案を策定し、教授会での承認を得た。
　例年の取り組みとしては、全教員に対して前期・後期の開講科目に関する学生による授業評価「授業評価
アンケート」と担当教員個人による自己評価を依頼した他、学内関係部署に前年度の自己点検・評価に係る
執筆を依頼し、「昭和薬科大学教育・研究年報 2021 年度版」の編集と冊子体での出版業務を行い、同時に本
学Web サイトにも公開した。
　さらに、外部学識経験者理事及び監事に昭和薬科大学教育・研究年報 2021 年度版を用いて本学の点検・
評価及び助言を求め、その結果を教授総会において全教員に周知した。
　その他、各種委員会の活動状況を把握するべく委員会の中間報告書の提出を求め、その報告書を基に学校
法人自己点検・評価委員会と常設委員会との意見交換会を開催した。年度末には最終報告書も提出してもらっ
た。

自己点検・評価
　令和 5年度の第三者評価受審に向けて精力的に活動した。従来からの授業評価や教育・研究年報のあり方
については十分な検証ができなかった。引き続き検証を行い、より効果的な評価項目の設定や充実した年報
作成を目指していく必要がある。
　また、教員による自己評価に基づく改善計画が、次年度以降に活かされているか検証できていないため、
これらの点を改善するための方策についても継続検討していく必要がある。

今後に向けて
　令和 5年度の薬学教育評価機構、及び大学基準協会による第三者評価の受審準備や受審結果に関わらず、
教学全体に関わる内部質保証システムの体制整備を自己点検・評価委員会が率先して、その役割を担うべく
活動していく。

（8）将来計画委員会
委員会の開催
令和 4年 9月 5日（月）
令和 4年 9月 12 日（月）
令和 4年 9月 26 日（月）
令和 4年 10 月 3 日（月）
令和 4年 10 月 11 日（火）
令和 4年 10 月 17 日（月）
令和 4年 10 月 24 日（月）
令和 4年 12 月 19 日（月）
令和 4年 12 月 26 日（月）
令和 5年 1月 30 日（月）
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令和 5年 2月 27 日（月）

その他
令和 4年 12 月 9 日（金）
　常任理事会メンバーと将来計画委員会委員との懇談会（意見交換会）

活動概要・現状
　令和 4年度は教育研究組織の見直し及び専門研究室体制の改革案策定を軸に検討を進めた。
　令和 6年度に開始となる改訂モデル・コア・カリキュラムも視野に入れ、必要な教育を展開するために「臨
床薬物治療学研究室（仮称）」と「公衆衛生学研究室」の 2研究室を令和 6年度新たに発足する案を策定した。
また、専門研究室の 4人体制の現状を令和 11 年度から完全 3名体制に移行するための今後の流れについて
検討を重ねた。
　この 2つの改革案について教授会に提案し、教授会会員からの意見を求めた。その後、常任理事会メンバー
との意見交換を行い、さらなる改定案を策定し、教授会及び理事会での承認を得ることができた。
　なお、組織の見直しについては、今後の状況に照らし合わせた改革がさらに求められることから継続して
検討を重ねる必要がある。

自己点検・評価
　令和 4年度は教育研究組織の見直しを重視した活動を展開してきており、その成果は得ることができた。
しかし、令和 6年度の新設研究室発足に向けた教員採用や研究室の配置場所に関する詳細は詰め切ることが
できなかったので、次年度の検討課題となる。

今後に向けて
　社会が求める薬剤師像が変化し、対物業務から対人業務へと移行していく中、大学教育も時代の変化に対
応する必要がある。そのために、令和 6年度からスタートする改訂モデル・コア・カリキュラムに即した教
育研究組織のあり方については、今後も継続して検討を行い、社会に役立てる人材輩出を行うために将来を
見据えた組織構成について、さらに検討を行っていく。

（9）国家試験対策委員会
委員会の開催
令和 4年 5月 13 日（金）
　1．幹事の選出�
　2．令和 4年度委員会活動の担当について�
　3．スタートアップ模試の結果について
　4．第 2〜 4回薬学演習試験問題作成の依頼
　5．模試の振り返りとガイダンスの件
　6．5年生確認試験および 6年国試確認試験の作問担当について
　7．その他
　　・新たな問題演習作成・管理システムの導入について
　　・国試解説書について
　報告
　1．令和 4年度 6年次生日程表の作成
　2．6年生成績下位者の面談について

令和 4年 6月 2日（木）（メール委員会）
　1．令和 4年度における国家試験対策における期間別目標設定に関する件

令和 4年 8月 23 日（火）
　1．令和 4年度　6年次留年生最終総合演習成績について
　2．令和 4年度　薬学演習試験問題（誤字脱字）チェックについて
　3．教育支援システム（ESS）薬剤師版　導入の検討について
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令和 4年 11 月 19 日（土）（メール委員会）
　1．令和 4年度における 6年次生の冬季における第 2講義棟使用に関する件

令和 4年 12 月 20（火）
　1．令和 4年度 6年次第 2回薬学演習試験の合否判定について
　2．集中補講について
　報告
　1．冬期施設開放のガイダンスと面談のお願い

令和 5年 1月 17 日（火）
　1．第 3回薬学演習試験合格基準について
　2．第 3回薬学演習試験合否について
　3．集中補講クラス編成について

令和 5年 2月 8日（水）
　1．第 4回薬学演習試験合否について
　2．令和 5年度後期　6年次生　薬学演習試験出題責任者�兼�最終総合演習講義調整責任者について
　3．�令和 5年度　前期　6年次留年生　薬学演習試験問題作成責任者及び最終総合演習講義調整責任者に

ついて
　4．令和 5年度 6年次基礎薬学特論・演習、臨床薬学特論・演習について
　報告
　1．令和 5年度 6年次留年生日程（案）
　2．令和 5年度 5年生の国家試験対策に関するお願い
　3．令和 5年度 6年生の模試振り返り票について
　4．第 108 回薬剤師国家試験の解説書の作成について
　5．令和 5年度 6年生の学習確認シートについて
　6．第 6回国試模擬試験�年度別比較について

令和 5年 3月 7日（火）（メール委員会）
　1．第 108 回国家試験問題解説書作成の依頼内容について

令和 5年 3月 24 日（金）（メール委員会）
　1．令和 5年度�5 年生実習空期の確認試験について

活動概要・現状
＜ 5年生に対する対策＞
①模擬試験：3月に 1回実施した。
②学習確認シート：勉強を促すことを目的として、2週間に 1回の頻度で、問題集の勉強の進捗を学習確認
シートに入力し、manaba のレポート機能を使ってアドバイザーに報告させるという取り組みを行った。
③今年度は、実務実習のⅠ期とⅡ期の間（5月）、Ⅲ期とⅣ期の間（11 月）での基礎学力アップ補講は行わ
なかった。
※実務実習中に取り組みやすい学習内容を提示することについて今年度は実施しなかったが、学習を促す効
果的な方法について検討中である。

＜ 6年生に対する対策＞
①国試確認試験：4、5、6月に 1回ずつ、計 3回実施した。
②模擬試験：4 月 22 日、8 月 3 － 4 日、10 月 3 － 4 日、10 月 25 － 26 日、11 月 24 － 25 日、1 月 26 － 27
日に計 6回実施した。なお、10 月の 2回目の模擬試験については、来年度も継続するか検討中である。
③基礎学力補講：4〜 7 月にかけて外部講師による講義を計 13 日間実施した。COVID-19 対策のために全
員が対面で受講することができないため、対面とライブ配信を併用し、いずれか希望する形式で受講でき
るようにした。
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④総合学力補講：8〜 11 月に計 34 日間、外部講師による全科目の補講を実施した。本年度は基本的には講
義形式を全面対面とし、COVID-19 により対面で受講することができない場合にのみライブ配信を併用し
た。
⑤直前補講：1〜 2 月に 10 日間、外部講師による全科目の補講を実施した。総合学力補講では講義形式を
全面対面としたが、国家試験も間近に迫っているので COVID-19 の感染リスクを考慮し、対面とライブ
配信を併用して希望する形式で受講できるようにした。
⑥集中補講：今年度の新たな取り組みとして、1月 21 日から 23 日の 3日間、医療系科目を中心に集中補講
を行なった。講義形式としては受講対象者を絞り、全面対面とした。
⑦面談：第 1回模擬試験の成績をもとに対象者を選び出し（面談対象者 74 名）、委員による面談を 6月から
定期的に実施した。面談結果を点数化し、低得点の学生がいれば、特別の対応をとるという対応は、今年
度も継続して行った。委員による面談はその他に、希望者などに対して年間を通じて適宜行った。10 月
には薬学ゼミナールの専任講師による個人面談会も行なった。
⑦国家試験ガイダンス：基本的に、模擬試験などの 6年生が全員集まる日にあわせて、年間を通じ適宜行っ
た。今年度初めて、8月の閉鎖期間に入る前にもガイダンスを行った。
⑧閉鎖期間中の教室開放：冬期の閉鎖期間については自教室と学習室を開放した。ただし、申請した学生の
みが利用できることとし、申請者には事前にガイダンスを行い、COVID-19 対策などの利用時における注
意事項を説明した。
⑨第 107 回薬剤師国家試験問題解説書の作成：本学の正答率が全国平均と比べて低かった問題を中心に解説
書の作成を教育職員に依頼し、6年生に提示した。
⑩学習確認シート：6年生がアドバイザーとコミュニケーションをとり続け安い環境を作ることを目的とし
て、国試対策で使用している参考書の勉強の進捗を、2週間に 1回の頻度でアドバイザーに報告させるよ
うにした。

＜ 5年次生科目　基礎薬学総合演習＞
　実務実習空き期の 5年生に対し、manaba による演習を実施した。また、物理、化学、生物の講義を実施
するために、講義担当者とその内容の調整を行った。

＜ 6年次生科目　最終総合演習＞
　最終総合演習の講義担当者とその内容の調整を行った。また、最終総合演習の単位取得試験である薬学演
習試験の出題者と出題内容の調整を行った。

自己点検・評価
　5年生による学習確認シートの利用については、去年からあまり効率的に活用されていない状況が続いて
いる。また、学習確認シートについては 6年生も同時に行なっていることから教員の大きな負担となってい
る可能性が考えられる。以上のことから、学習確認シートについては、来年度に向けて対象学年や頻度など
を再検討する必要があると考える。教室開放については、COVID-19 の影響と光熱費の高騰などにより夏期
閉鎖期間では実施できなかったが、冬期閉鎖期間では教室の利用を希望する 6年生に対して個別にガイダン
スを行い、利用上の注意を十分に説明した上で実施した。6年生の約 10%が利用し、学習の場の提供も重
要であることを改めて感じた。補講に関してはCOVID-19 の影響を考慮し、8月いっぱいまでは対面とライ
ブ配信の併用で行った。学生は各自の希望する形式で受講することとした。しかし 9月からの補講は、学習
効果の観点から授業形式を全面対面に切り替えた。また、今年度の新たな取り組みとして、1月 21 日から
23 日の 3日間、医療系科目を中心に集中補講を行なった。受講人数を絞った授業であるため実施当日の学
生たちの評判もよく、非常に頑張っている様子がうかがえた。また、集中補講実施後アンケートにおいても
かなり好評であり、来年度も引き続き実施したいと考えている。模擬試験については、その結果を学生が自
己分析する際に利用するものとして、模試振り返り票と称し、科目ごと、問題区分ごとの得点を入力すると
正答率が表示されるエクセルシートを用意した。この模試振り返り票の利用は以前より行っているが、去年
から本格的に始動させた。利用した学生には、自身の弱点を把握し、学習計画を立てるのに役立っていたよ
うである。ガイダンスについては、第 1回薬学演習試験が 9月に前倒しになったことから、夏休みの過ごし
方について特に重点的に行ない、その時期の過ごし方の重要さを伝えた。ただ、9月の第 1回薬学演習試験
は今年からの試みであることから、学生たちにも十分に情報が伝えきれていない部分もあったようである。
　第 108 薬剤師国家試験は、2月 18 日から 19 日に行われた。学生の自己採点情報からの予想としては例年
に比べ難易度がかなり低くなっていたため、合格のボーダラインが高くなることが予想された。結果的にボー
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ダラインは 235 点となり、本学の新卒者合格率は 83．26%で、既卒者と合わせた総合では 75．24%となった。
新卒者合格率としては、最近で 2番目に高かった第 104 回の 84．08% に次ぐ合格率となった。他大学との
比較においては必ずしも高い合格率とは言えないが、ストレート合格率としては 69．96%を維持していた。
一方、本年度においては、第 3回演習試験に合格できなかった学生の中からも 4名の国家試験合格者がでて
おり、本年度から新たに取り入れた集中補講をはじめとする直前での頑張りや勉強のやり方次第では、合格
ラインに達することが可能であることが示された。

今後の対応
　自己点検・評価のところでも触れた学習確認シートの利用については、6年生に対しては引き続き継続し
てゆきたい。5年生に対しては今後、費用対効果のバランスを考え、学習効果を促すための方策を検討すべ
きと考える。閉鎖期間の教室開放は、冬期だけでなく夏期においても実施できるよう努めたいところではあ
るが、光熱費と学生からの需要を考えた上で適宜検討してゆきたい。ガイダンスと面談はより効果的なもの
を目指し、特に夏休み前のガイダンスについては学生が夏季休暇を有効に使えるように指導を徹底したい。
来年度も引き続き、薬学教育推進センターの協力を得ながら対策の内容を見直し、新たな取り組みにも挑戦
してゆきたい。

（10）英語教育委員会　
活動概要・現状
　新入生を対象とするプレイスメントテストを 4月の授業開始前に実施し、英語科目のクラス分けの資料と
した。また、1年生と 2年生について、TOEFL-ITP�2 レベルの試験を 12 月と 1月に実施し、次年度（2年
次および 3年次）の英語科目クラス分けの資料とした。
　2019 年度までは、3年生は全員�TOEIC を受験することになっていたが、この試験が学生にとって過重な
負担になっていると思われたため、2020 年度より希望者のみの受験とした。2022 年度もこのやり方を踏襲
した。

自己点検・評価
　TOEFL-ITP�2 レベルの試験を欠席する 2年生が近年増えていることの対策として、例年通り 12 月に実
施するのではなく、昨年度に続き今年度も、1月の後期定期試験の終了翌日に実施した。しかし、定期試験
終了後の実施は学生の意欲を削いでしまう側面があるせいか、試験欠席者の数は昨年度同様多かった。この
ため次年度は、11 月から 12 月のあいだにTOEFL-ITP�2 レベルの試験を実施できるように予定を組むこと
にした。
　今年度後期の英語科目について、AV機器の使用を希望する英語科目担当教員は、教務課の協力により全
員がAV機器を使用できることになり、授業の質を維持することができた。
　1年次〜 3年次の必修科目である英語の授業では、例年通り英語力によるクラス別編成を行うことにより、
教育の実効を上げることができた。

今後に向けて
　上述した通り、英語科目において、希望する教員は全員がAV機器を使用することができたが、次年度は、
教室にAV設備が設置されていないためプロジェクター等を教室に持ち込まねばならない授業が 2コマあ
る。英語の授業を行う小教室におけるAV設備の整備について、関連部署と共に検討していきたい。また、
次年度にカリキュラム改定について審議されるため、英語科目のカリキュラムについても検討を加えたい。

（11）人文社会教育委員会
委員会の開催
第 1回：令和 4年 5月 19 日　メール委員会
　　幹事選出について

第 2回：8月 23 日　メール委員会
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　　・前期「人と文化」科目の成績再評価について
　　・後期「人と文化」科目の成績再評価について
　　・来年度以降の「人と文化」科目再評価時の再試験料徴収について
　　・「人と文化」科目非常勤講師のメールアドレスについて

第 3回：12 月 19 日　メール委員会
　　・「人と文化」科目 2023 年度ガイダンスについて
　　・2023 年度「人と文化Ⅱ」講師退任に伴う代替講義・講師選定について

第 4回：令和 5年 1月 18 日　メール委員会
　　2023 年度「人と文化Ⅰ」講師退任に伴う代替講義・講師選定について

第 5回：2月 22 日　
　　・「人と文化」科目非常勤講師のマネジメントについて
　　・「人と文化」科目 2023 年度科目登録の運営について

活動概要・現状
・「人と文化」科目の成績が合格点に達しない場合、追試に相当する再レポートの出題を講師に依頼し、成
績の再評価を行った。
・2023 年度の科目登録に際して、講義内容のイントロダクションを知ってから、登録ができるようにする
方法を協議した。その結果、講師に動画を作成してもらって、登録前に視聴できるように体制を整備する
ことになった。
・科目登録方法と科目ごとの学生の割り振り方法に関して、新しい方法を試行することになった。

自己点検・評価
良い点：
・学生が講義内容を把握してから科目登録できるように検討を重ねた。講師に事前収録を依頼し、協力を得
られたため、学生の登録前の全科目視聴が可能な体制がとれた。
・科目ごとの学生割り振りに、プログラムを活用して、一括割り振りする方法を試行するため、委員会で協
力して学生サポートに注力した。
改善すべき点：
・動画収録のネット上のプラットフォームの使用方法に課題があったので、解決できるよう原因を精査する
必要があった。（実施済み）

（12）不正行為防止委員会
委員会の開催
　該当なし

自己点検・評価
　2022 年度も前年度同様、本委員会が取り扱うべき不正事案は発生しなかった。

今後に向けて
　引き続き、研究費のみならず研究全般において、不正や「うっかり」を未然に防止できるよう統括管理責
任者（副学長）、コンプライアンス推進責任者（大学事務長）、研究倫理教育推進責任者（大学院研究科長）
と連携を図っていく。

〔研究倫理教育推進室〕
委員会の開催
　日　時：2022 年 6 月 29 日（メール委員会）
　　　1．2022 年度研究倫理教育について（コンプライアンス研修会以外）
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　日　時：2023 年 3 月 16 日（メール委員会）
　　　1．研究データ保存確認調査について

活動概要・現状
　1．研究室における教育の実施
　2．「科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－」Green�Book の通読（新規着任者・大学院 1年生）
　3．日本学術振興会　研究倫理 eラーニングコース（e-Learning�Course�on�Research�Ethics）[eL�CoRE]

の受講（新規着任者）
　4．文部科学省への報告
　　　「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に基づく取組状況に係るチェックリス

ト提出。
　5．1年次科目「薬学リテラシー」（山本学長）
　6．研究データ保存確認調査（2023 年 3 月 22 日）

自己点検・評価
　感染防止に配慮しながら、「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」が求める趣旨、
内容に沿った取り組みを継続した。

今後に向けて
　引き続き、文部科学省のガイドラインに沿った管理体制の構築改善に努めたい。

〔コンプライアンス推進室〕
活動概要・現状
　1．改正ガイドラインに沿った体制、不正防止基本方針・計画等の確認
　　　令和 3年度に構築した改正ガイドラインに沿った体制および不正防止基本方針・計画等の確認をした。
　2．監事との連携、情報提供、意見交換　2022 年 10 月 31 日
　3．監査人との連携、情報提供、意見交換　2022 年 11 月 9 日
　4．文部科学省への報告
　　　「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」に基づく「体制整備等自己

評価チェックリスト」提出。
　5．コンプライアンス研修会
　　　令和 3年度より、2年に 1度の開催に変更となっており、令和 4年度は開催を行わない年度であったが、

新任教員には過去の動画を受講してもらった。
　6．誓約書の提出
　7．メールマガジン（啓発活動）
　　　平成 28 年 9 月より、月に 1回の頻度で配信を継続している。研究費不正について理解が望まれる情

報は多岐にわたり、集合形式の研修会においても、一度の機会に全ての情報を網羅することは難しい。
このため補完的な位置づけとして、メールマガジンを企画し、実行している。毎月 1項目のみ取り上げ、
流し読みでも理解できるよう工夫している。

自己点検・評価
　理事会ほか監事や公認会計士との連携など、学校法人が一体となって取り組む点については、継続的な取
り組みが必要である。

今後に向けて
　改正ガイドラインに沿った体制、不正防止基本方針・計画等の確認を行っていき、必要に応じて改訂を行う。

学内監査
　1．学内監査の質の向上のための会計士との意見交換・連携・講義　2022 年 11 月 9 日

　2．学内監査の実施
　　　公的研究費監査� � � 2022 年 9 月 12 日
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　　　一般・公的研究費監査� � 2022 年 11 月 9 日
　　　最終監査� � � � 2023 年 3 月 3 日
　　　抜き打ち監査� � � 記載省略

　3．リスクアプローチ監査の実施

（13）FD 委員会
委員会の開催
　令和 4年 6月 1日（水）
　　議題：幹事の選出、本年度の活動について
　　報告：新任を対象とした教務研修会報告
　令和 4年 7月 6日（水）
　　議題：本年度の研究会について
　令和 4年 7月 28 日（木）（メール委員会）
　　議題：令和 4年度第 1回 FD研修会について
　令和 4年 9月 2日（金）（メール委員会）
　　議題：令和 5年度予算について
　令和 4年 10 月 4 日（火）
　　議題：本年度の研修会の進捗状況について
　令和 4年 10 月 21 日（金）（メール委員会）
　　議題：令和 4年度第 2回 FD研修会（案）について
　令和 4年 12 月 21 日（水）（メール委員会）
　　議題：研修会アンケートについて

その他
FD研修会
　第 1回　演題：新改訂薬学教育モデル・コア・カリキュラムの概要と今後の薬学教育に必要とされるもの
　　講師：小佐野�博史�先生
　　　　　　文部科学省「薬学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関する専門研究委員会」委員
　　　　　　帝京大学名誉教授
　　日時：令和 4年 9月 1日（木）　15：00-17：00
　　場所：第 1教室
　
　第 2回　演題：臨床現場から見た今後の薬学教育に期待すること
　　講師：伊東�俊雅�先生　東京女子医科大学�附属足立医療センター�薬剤部長
　　　　　奥津�雄人�先生　日本赤十字社医療センター�薬剤部薬物治療管理課�主任
　　日時：令和 5年 1月 16 日（月）　13：00-15：30
　　場所：オンライン

No 分　類 No 調査名
1 物品 （1） 業者選定（業者別執行比率調査）

（2） マーキング（事後チェック）
（3） 業者帳簿突き合わせ調査
（4） 換金性の高い物品調査

2 出張 （1） 出張計画ヒアリング調査
（2） 出張実績確認調査

3 非常勤雇用者 （1） 採用時ヒアリング
（2） 支払時ヒアリング

4 その他 （1） 専門的知識を有する者による事後チェック
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　ミニFD講習会�（情報教育運営委員会と共催）
　　演題：manaba 利用講習会
　　講師：株式会社�朝日ネット�田口可奈子
　　日時：令和 5年 3月 9日　13：00-

　新任講義担当教員教務研修会
　　対象：令和 4年度着任教員 2名
　　日時：令和 4年 5月 11 日（水）　13：00-14：30　1 名
　　令和 4年 5月 11 日（水）　15：00-17：30　1 名

　新任講義担当教員教務研修会
　　対象：令和 4年度講義担当教員 5名
　　日時：令和 5年 3月 15 日（水）　9：30-12：00

活動概要・現状
　令和 4年度改訂版薬学教育モデル・コア・カリキュラムが年度末に発表予定であり、令和 6年度入学生か
ら、本コア・カリキュラムに準拠した本学のカリキュラムを構築しなければならないことから、新改訂薬学
教育モデル・コア・カリキュラムを理解するためのFD研修会を開催した。さらに、社会が求める薬剤師像
や、臨床現場の薬剤師が大学教育に期待することに関する研修会も開催し、カリキュラム改定に向けた基礎
となる研修会となった。
　また、コロナ禍、教員の効率的かつ効果的学習のために LMSを活用するようになったが、ここで改めて
本学における LMSであるmanaba の活用に関するミニFDを開催した。

自己点検・評価
　今年度は目の前に迫った本学のカリキュラム改定の駆動力となるよう、研修会を実施できたことは良かっ
た点として挙げられる。
　一方で、授業方法改善のような常に教員からの要望が多いテーマに関しては、今年度は実施することがで
きなかった。
　新任講義担当教員教務研修会は、年々バージョンアップが図られ、内容の充実につとめている。

今後に向けて
　令和 5年度は、本学カリキュラム改定に直結するFD研修会を開催する。
　また、これまで、FD委員会主催の FD研修会は、事前に開催日を決めていないことから、日程調整など
参加者の負担となっているとの意見もあり、今後は、年間行事予定として、事前に開催日を明示したい。

（14）共用試験委員会
委員会の構成
　OSCE小委員会
　CBT小委員会
　昭和薬科大学 SP会運営ワーキンググループ

委員会の開催
共用試験委員会
　第 1回　令和 4年��4 月 26 日（火）
　第 2回　令和 4年��8 月 24 日（水）
　第 3回　令和 4年��12 月 23 日（金）
　第 4回　令和 5年��2 月 21 日（火）
　第 5回　令和 5年��3 月�6 日（月）

小委員会
CBT小委員会
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　第 1回　令和 4年　8月 23 日（火）
　第 2回　令和 4年　12 月 22 日（木）
　第 3回　令和 4年　12 月 23 日（金）
　第 4回　令和 5年　2月 14 日（火）
　第 5回　令和 5年　2月 28 日（火）

活動概要・現状
共用試験委員会
　共用試験委員会はOSCE小委員会、CBT小委員会を下部組織として運営した。共用試験委員会としては、
OSCE 関連、CBT関連の日程確認、それぞれの試験の全体運営を行った。また、SP会の運営については、
昭和薬科大学 SP会運営ワーキンググループが中心となって行った。

OSCE小委員会
　1．OSCE評価者養成講習会
　　　令和 4年 6月 25 日（土）　12:30 〜 15:30
　　　学内教員　4名　学外　16 名／合計 20 名参加
　　　参加者（学外のみ）には修了証を発行した。

　2．OSCE直前講習会
　　　令和 4年 11 月 30 日（水）　18:00 〜 20:30
　　　　学内教員 16 名、学外教員 1名、病院薬剤師 12 名、保険薬局薬剤師 15 名　／ 44 名参加
　　　令和 4年 12 月 3 日（土）　9:30 〜 12:00
　　　　学内教員 7名、学外教員 2名、病院薬剤師 25 名、保険薬局薬剤師 17 名　／ 51 名参加
　　　参加者　合計 96 名　（予備評価者含む）

　3．令和 4年度OSCE本試験及び追再試験
　　　【本試験】
　　　　①実施日　令和 4年 12 月 10 日（土）　9:10 〜 16:00
　　　　②課　題　3領域 3課題
　　　　　　　　　各課題 9レーンで実施
　　　　③OSCE担当スタッフ数
　　　　　1）評価者：81 名（学内教員 9名、学外教員 3名、病院薬剤師 37 名、保険薬局薬剤師 32 名）
　　　　　　　外部評価者：病院薬剤師、保険薬局薬剤師、日本薬科大学・横浜薬科大学教員
　　　　　2）SP：18 名　（すべて学内教員）
　　　　　3）�その他スタッフ：運営、評価入力、誘導、ロールプレイ担当スタッフ、時間管理など教職員 72 名、

学生アルバイト（5年生および大学院生）�29 名
　　　　④モニター
　　　　　明治薬科大学より 1名のモニターが派遣された。
　　　　　また、本学から明治薬科大学のOSCE本試験にモニター 1名を派遣した。
　　　　⑤会場
　　　　　試験会場：領域 2／実習棟 2階　第 1実習室
　　　　　　　　　　領域 4／実習棟 2階　第 2実習室
　　　　　　　　　　領域 5／第 2講義棟 4階
　　　　　学生集合室／第 2講義棟 2階　201 教室、202 教室
　　　　　終了学生の待機場所／講義棟 2階　第 9教室、第 11 教室
　　　　　評価入力／実習棟 5階　PC演習室
　　　　⑥試験実施方法及びタイムスケジュール
　　　　　OSCE開始前に、外部評価者を交えてテストラン実施。
　　　　　　（課題閲覧：1〜 2分、課題実施：5分、移動後待機：1〜 2分）
　　　　　学生を 4グループ（54 名× 3グループ、58 名× 1グループ）に分けた。
　　　　　集合は午前 2グループ、午後 2グループ。
　　　　　試験終了学生と他の学生との接触を避けるため、集合時間と解散時間及び使用教室を考慮した。
　　　　　また、集合場所とは別に荷物を置く教室を設け、携帯電話等を保管した。
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　　　　⑦評価表入力
　　　　　�評価表は共用試験センターフォーマットで評価者が記入後、入力担当者がPC入力した。入力デー

タは、試験当日にセンターへ送信した。

　　　【追再試験】
　　　　①実施日　令和 5年 2月 17 日（金）　10：40 〜 11：24
　　　　②課題　　3領域 3課題
　　　　③OSCE担当スタッフ数
　　　　　1）�評価者：7名（外部評価者　3名）
　　　　　2）SP�：�1 名
　　　　　3）その他スタッフ：運営、入力など　12 名
　　　　④モニター
　　　　　明治薬科大学より 1名のモニターが派遣された。
　　　　　また、本学から明治薬科大学のOSCE追再試験にモニター 1名を派遣した。
　　　　⑤会場
　　　　　試験会場：実習棟 2階　第 2実習室
　　　　　その他、本試験に準じて行った。

　　　【本試験・追再試験結果】
　　　　合格基準：細目評価 70%以上、概略評価 5以上
　　　　受験者数　220 名、合格者数　220 名

　4．他大学OSCEへの評価者派遣
　　　教員 3名を評価者として下記大学のOSCE本試験に派遣した。
　　　　日本薬科大学　1名
　　　　横浜薬科大学　2名

CBT小委員会
　1．令和 4年度 CBT体験受験、本試験及び追再試験
　　　【体験受験】
　　　　①実施日：令和 4年 9月 6日（火）、7日（水）、8日（木）、9日（金）　8：50 〜 17：30
　　　　②実施場所：本学 PC演習室
　　　　③モニター：昭和大学から各日モニター 1名が派遣された。
　　　　　また、本学から昭和大学のCBT体験受験にモニター 2名（各日 1名）を派遣した。
　　　　④�タイムスケジュール等：薬学共用試験センターから提供されたタイムスケジュールに則って行っ

た。
　　　　　各ゾーン 2時間の試験時間を確保した。

　　　【本試験】
　　　　①実施日：令和 5年 1月 17 日（火）、18 日（水）、19 日（木）、20 日（金）　8：50 〜 17：30
　　　　②実施場所：本学 PC演習室
　　　　③モニター：昭和大学から各日モニター 1名が派遣された。
　　　　　また、本学から昭和大学のCBT本試験にモニター 2名（各日 1名）を派遣した。
　　　　④�タイムスケジュール等：薬学共用試験センターから提供されたタイムスケジュールに則って行っ

た。
　　　　　各ゾーン 2時間の試験時間を確保した。
　　　
　　　【追再試験】
　　　　①実施日：令和 5年 3月 7日（火）
　　　　②実施場所：本学 PC演習室
　　　　③モニター：昭和大学からモニター 1名が派遣された。
　　　　　また、本学から昭和大学CBT追再試験へモニター 1名を派遣した。
　　　　④�タイムスケジュール等：薬学共用試験センターから提供されたタイムスケジュールに則って行っ
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た。
　　　　　各ゾーン 2時間の試験時間を確保した。

　　　【特別試験】
　　　　①実施日：令和 5年 3月 17 日（金）
　　　　②実施場所：本学 PC演習室
　　　　③モニター：昭和大学からモニター 1名が派遣された。
　　　　④�タイムスケジュール等：薬学共用試験センターから提供されたタイムスケジュールに則って行っ

た。
　　　　　各ゾーン 2時間の試験時間を確保した。

　　　【本試験・追再試験（特別試験含む）結果】
　　　　合格基準：正答率 60%以上
　　　　受験者数　218 名、合格者数　212 名

昭和薬科大学 SP会運営ワーキンググループ（昭薬 SP会運営WG）
　1．OSCE直前講習会参加
　　　コロナ禍により、SP参加見合わせ
　2．OSCE練習会
　　　コロナ禍により、SP参加見合わせ
　3．OSCE本試験・再試験への対応
　　　コロナ禍により、SP参加見合わせ

自己点検・評価
　1．共用試験委員会全体
　　共用試験委員会内にOSCE小委員会と CBT小委員会を設け、業務を分担して実施した。また SP関連
業務については実務実習委員会の昭薬 SP会運営WGに一任した。これら 3つの体制により、運営が円滑
に実施できた。共用試験委員会としては薬学共用試験センターへの対応、学生の受験手続き、受験環境の
整備、試験結果の通知等の業務を行い、OSCE及び CBTの準備と実施は、それぞれの小委員会が行った。
また昭薬 SP会運営WGは、SPとしてOSCEに参加する学内教員に対する事前練習会を実施した。

　2．OSCE関連
　　今年度は薬学共用試験センターから新型コロナウイルス感染の対応として、一昨年度、昨年度と同様、
3課題となること、SPは教員が行ってよいことの通知があった。そこで、これらに対応し、かつ感染防
止対策を講じて実施し、本試験、追再試験共に問題なく運営することが出来た。昨年度の本試験において、
学生誘導で 1名の学生の入室が遅れるトラブルが生じたが、本年度は学生誘導手順の再確認と適切な分担
を図ったことでトラブルなく運用出来た。以上より、OSCE小委員会は円滑に機能できたといえる。また
必要に応じて臨床薬学教育研究センター事務職員の適切な応援があり、OSCE本番の運営を円滑に実施で
きた。
　
　3.　SP 関連
　　上記、薬学共用試験センターからの通知に対応し、今年度も新型コロナウイルスによる感染防止対策
の観点から、高齢の方が多い昭薬 SP会会員の本試験への参加は見合わせ、SPは教員が行うこととした。
そのため、SP会会員に対しては、その旨をお伝えする文書を発送する際、今後も SP会会員として本学
との関係を維持してもらえるよう、コロナ禍においても健康に過ごしていただくためのフレイル予防に関
するリーフレットを同封した。
　　近年、SP会会員の高齢化による離脱とOSCE試験への参加人員の減少がみられ、これにより将来円滑
なOSCE試験遂行に支障の生じることが懸念されている。SPの募集はコロナ禍により今年度は実施でき
なかったが、毎年継続的に実施することが大切だと思われ、今後、新型コロナウイルス感染が終息次第、
新規勧誘などの活動を通じて本学 SP会に対する地域の方々の理解を深め、会員数の維持に繋げて行きた
い。

－ 157 －



　4．CBT関連
　　今年度は薬学共用試験センターから新型コロナウイルス感染の対応として、日数を最大 4日間まで増や
してよいとの通知があった。そこで、これに対応し、密を避けるため体験受験および本試験は 4日間で行
うこととし、かつ感染防止対策を講じた。また、2019 年度から CBTの試験監督を教員全員に順番で担当
してもらうことになったことに伴い、本学の態様に応じた簡易マニュアルとして「昭和薬科大学における
CBT試験監督者への注意事項」を作成しているが、今年度の状況に合わせた改訂を行い、体験受験、本
試験の前に説明会を開催し、当該マニュアルを用いて丁寧に説明を行った。これらの結果、体験受験、本
試験、追再試験、特別試験のいずれも問題なく運営することが出来た。

今後に向けて
　1．円滑なOSCE、CBTの運用
　　薬学共用試験に関わる様々な業務について、円滑に業務を遂行できる体制を継続する。
　　今後、必要に応じて、緊急時対応マニュアルの改訂やその他のマニュアルの作成を行うこととする。
CBTにおける、本学の態様に応じた簡易マニュアル「昭和薬科大学におけるCBT試験監督者への注意事
項」についても現状に合わせて適宜修正を行っていく。

　2．SP関連の対策
　　今年度は SP を本学教員が行ったため、昭薬 SP 会の活動は行わなかった。来年度の活動については、
新型コロナウイルスの感染状況によるが、新型コロナウイルスが第 5類感染症になる見込みであることか
ら、改めて SP養成講習会を開催するなどの対応を取りながら、OSCE の 6 課題に必要な SPを確保でき
るように活動を進める必要がある。今後、SPの高齢化による離脱とOSCE試験への参加人員の減少は続
いていくと思われ、新規 SPの募集は毎年継続的に実施することが大切である。今後コロナ禍が終息次第、
新規勧誘などの活動などを通じて本学 SP会に対する地域の方々の理解を深め、会員数の維持に繋げて行
きたい。

（15）利益相反委員会
活動概要・現状
　利益相反委員会では、外部の競争的資金申請及び共同研究開発について利益相反の有無に関する審議を中
心に活動した。
　令和 4年度は外部資金 2件の審査を行い、いずれも利益相反には該当しないと判断した。

自己点検・評価
　令和 4年度の外部資金 2件に関する利益相反について、いずれも審議がスムーズに行われたことが良い点
として挙げられる。
　また、共同研究等を主管する庶務課が平常時より連携して契約内容等を確認し、利益相反に係る項目を
チェックできていることも良い点として挙げられる。
　問題点等としては、多様な利益相反の内容を正しく評価し、委員会を通して開示が今後の課題として挙げ
られる。

今後に向けて
　今後も、委員会内におけるスムーズな審議運営が引き続き行えるよう、適正かつ迅速な利益相反マネジメ
ントを行う。
　また、個人と組織、あるいは異なる組織間の利益相反を適切に評価の上、正しく開示することが大切なた
め、連携を強化しながら十分注意を払い適切に対応する。
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４．常設運営委員会
（1）図書館運営委員会
委員会の開催
第 1回　令和 4年 5月 16 日（月）メール委員会
　1．幹事の選出について

第 2回　令和 4年 6月 6日（月）メール委員会
　1．選書発注リスト確認について

第 3回　令和 4年 6月 2日（木）
　1．令和 5年度電子ジャーナル等の予算について
　2．選書について
　報告
　1．令和 3年度決算報告
　2．令和 4年度予算報告
　3．令和 3年度図書館利用統計報告
　4．電子ジャーナル利用状況報告

第 4回　令和 4年 6月 21 日（火）メール委員会
　1．購入希望図書について

第 5回　令和 4年 7月 5日（火）
　1．令和 5年度電子ジャーナル等の予算について

第 6回　令和 4年 7月 12 日（火）メール委員会
　1．寄贈図書受入について

第 7回　令和 4年 8月 23 日（火）メール委員会
　1．選書発注リスト確認について

第 8回　令和 4年 9月 14 日（水）
　1．令和 5年度電子ジャーナル等の契約について
　2．令和 5年度図書館予算案について
　3．Reprints�Desk　による論文購入補助額について
　報告
　1．図書館開館時間について
　2．令和 4年度後期教科書・参考図書購入について

第 9回　令和 4年 9月 20 日（火）メール委員会
　1．購入希望図書について

第 10 回　令和 4年 10 月 6 日（木）メール委員会
　1．寄贈図書受入について

第 11 回　令和 4年 11 月 7 日（月）メール委員会
　1．選書発注リスト確認について

第 12 回　令和 4年 12 月 13 日（火）メール委員会
　1．購入希望図書について

第 13 回　令和 5年 1月 26 日（木）メール委員会
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　1．選書発注リスト確認について

第 14 回　令和 5年 2月 13 日（月）メール委員会
　1．寄贈図書受入について

第 15 回　令和 5年 3月 1日（水）メール委員会
　1．令和 4年度末図書除籍リスト確認について

第 16 回　令和 5年 3月 13 日（月）
　1．令和 6年度電子ジャーナル等の契約について
　報告
　1．「Nature」利用状況報告
　2．図書館利用状況ほか

第 17 回　令和 5年 3月 14 日（火）メール委員会
　1．購入希望図書について

自己点検・評価
　令和 5年度予算編成の際には、毎年の値上げに加え、米ドルに対して大幅な円安となった日本円で支払う
電子ジャーナル等の価格が大きく上昇している状況であった。そのため 16 件の電子ジャーナル等の契約を
見直した。また代替の措置として、Reprint�Desk の利用者負担を 1,500 円から 800 円に値下げすることとし
た。（電子ジャーナルの多数は 1月契約更新であるため、令和 5年 1月より値下げ）
　令和 4年 10 月からは、原則全学年が登校する授業形態となったことで、図書館の座席制限はあるもの
の、来館者は着実に回復し、貸出冊数についは新型コロナ感染症流行前の令和元年度 2月末までと比較して
上回るほどになっている。（令和元年度と比較すると、令和 4年 10 月から令和 5年 2 月末までの入館者数
65.6%、貸出冊数 102.8%）
　令和 4年 4月より新たに導入したリモートアクセス機能を利用した学外からの電子ジャーナル等へのアク
セスについては、令和 4年 4月〜令和 5年 3月において月平均 78．1 回あり、学生の学外からの研究・学習
の一助となっている。

今後に向けて
　令和 5年に入り、米ドルに対する円安は昨年と比較すれば、落ち着いて来ている。しかし、未だ円安状態
であり、令和 6年度の電子ジャーナル等の契約を、令和 4年度並みに戻す状況にはなっていない。回復分に
ついては少しずつ利用実績のある電子ジャーナルを再契約していくことになる。入館者数、貸出冊数は変わ
らず堅調であるが、より利用される方策や閲覧室の座席制限の緩和を進めていきたい。

（2）薬用植物園運営委員会
委員会の開催
令和 4年度第 1回（メール会議）
　開催日：令和 4年 5月 2日（月）
　　審議事項　1．令和 4年度幹事について
　　　　　　　2．5月 21 日（土）の薬草教室について

令和 4年度第 2回（メール会議）
　開催日：令和 4年 6月 7日（火）
　　審議事項　1．植物園・団体見学受け入れ再開について

令和 4年度第 3回（メール会議）
　開催日：令和 4年 8月 31 日（水）
　　審議事項　1．令和 5年度　予算（案）について
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令和 4年度第 4回（メール会議）
　開催日：令和 4年 12 月 23 日（金）
　　審議事項　1．令和 5年度行事予定について

令和 4年度第 5回（メール会議）
　開催日：令和 5年 3月 10 日（金）
　　審議事項　1．令和 4年度委員会報告（案）について
　　　　　　　2．令和 5年度の一般公開と薬草教室の再開について

活動概要・現状
○�新型コロナウイルス感染症の感染拡大を鑑みて令和 4年度も「薬草教室」は中止した。「団体見学」につ
いては受け入れ人数を 30 人までとし、感染対策を講じて令和 4年 7 月より受け入れを再開した。土曜日
の一般公開は、出入り口を東門および西門からとし、見学できる範囲を植物園に限定し、かつ、氏名、体
温の有無、緊急連絡先等を記入してもらい実施した。令和 4年度の来園者数は、昭薬祭での記帳も含め延
べ 745 名であった｡

自己点検・評価
1．植栽植物の充実
　　�　交流のある学外の植物園より貴重な植物や漢方薬として使用する樹木の種子など 10 種を導入した。
また小田原シダの会の協力でシダ植物 24 種を新たに導入することができた｡

2．対外的な活動
　　�　町田市第 5小学校ふれあいデー（2／ 16）に協力参加し、児童 7名、引率者 3名が植物園に来園し、
植物の面白さを体験してもらった｡

　　�　土曜日の一般開放については、令和 3（2021）年度から新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣
言やまん延防止重点措置が発令していない期間について、植物園に隣接する東門と西門のみからの入園
とし、植物園以外のキャンパス内には立ち入らないように厳しく制限した上で再開した｡ 今回、植物園
への入口をふだんは開放しない道路沿いの東門にしたことで、近隣の方々が散歩の途中で気軽に立ち寄
られるようになり、薬用植物園の存在と土曜日に一般公開していることをアピールする良い機会になっ
た。以前の一般公開での入園数は年間約 250 名であったが、約 750 名へ増加した｡ 一方で、東門からの
入退場を監視する必要があり、植物園職員あるいはアルバイトが必ず 1名出勤することになった。

3．設備の修繕・整備工事
　　�　温室棟前の草本区の散水設備の更新工事について、複数業者から情報収集を行った結果、専門の業者
から効率的な散水設備の提案があり、次年度に更新工事を行う目途がついた｡

4．キャンパス内の植栽管理
　　�　ナラ枯れ被害が引き続き発生し、枯死してしまった危険樹の伐採を実施した｡ また、近隣の住民から
落ち葉で苦労しているとの苦情を受け、キャンパス敷地より突出している枝を大がかりに剪定した｡

今後に向けて
1�．ナラ枯れ対策：昨年ナラ枯れトラップを設置した樹木は被害が出ていないため、引き続きトラップの設
置を実施する予定である｡
2．展示の充実：QRコードを利用した看板の作成作業を進めていきたい｡
3�．キャンパス内の植栽管理：危険樹木、危険昆虫等についても目を配り、随時対応していきたいと考えて
いる。
4．学生、職員の皆さんが足を運びたい植物園になるよう考え、準備を進めたい｡
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（3）動物実験委員会
2022 年度　研究室別　動物施設利用回数

2022 年度　研究室別　年間動物使用数

活動概要・現状
1．動物実験の機関管理
　昭和薬科大学動物実験計画審査要領に基づき 21 件の動物実験継続申請書を委員会にて審議した。審議結
果を学長に答申し、すべて承認された。

2．（公社）日本実験動物学会による外部検証の指摘対応
　平成 31 年 3 月 14 日付「動物実験に関する検証結果報告書」では、細かい改善指摘はあったが、「概ね適正」
の評価であった。検証時に受けた助言・提言については順次対応を行っている。

3．実験動物研究施設の管理運営
　①　P2A実験室の試験稼働
　②　圧力容器法定検査
　③　耐震安全指摘箇所への対応
　④　SPF区域の天井照明の LEDへの交換とHEPAフィルター交換及びその後のクリーンアップ
　⑤　節電対策（廊下照明の半点灯）の実施
　⑥　消耗品使用の実情に合わせ、受益者負担金の減額を実施（教授会承認）

自己点検・評価
　昨年度にひき続き、今年度も過去最大の動物使用数と利用者数となった。そして、本年度下半期から電気
代の値上げが顕著になり、それは来年度も続くことが予想される。また、飼料代や動物代の値上げも伝えら
れているが、そのような困難な状況下でも他では決して代用できない貴重な動物実験を行う研究者を支えて
いく。

今後に向けて
　引き続き、適正な機関管理を行うべく情報収集や研修受講に努めるとともに、利用者の要望に応えつつも
経費節減に努める。

薬理学 薬　物
治療学 薬剤学 薬　品

物理化学 生化学 衛生化学 実践薬学 地域医療 2022 年度
合　計

2021 年度
合　計

昨年度比
(%)

4 月 3� 226� 13� 13� 59� 222� 0� 0� 536� 484� 111�
5 月 0� 199� 85� 7� 56� 208� 0� 0� 555� 363� 153�
6 月 0� 152� 59� 4� 46� 211� 0� 0� 472� 471� 100�
7 月 0� 99� 2� 0� 46� 148� 0� 0� 295� 416� 71�
8 月 0� 152� 8� 1� 39� 165� 0� 0� 365� 315� 116�
9 月 0� 104� 29� 2� 44� 193� 0� 0� 372� 287� 130�
10 月 0� 152� 67� 0� 41� 218� 0� 0� 478� 337� 142�
11 月 0� 138� 23� 4� 57� 316� 0� 0� 538� 417� 129�
12 月 0� 149� 42� 11� 56� 276� 0� 0� 534� 433� 123�
1 月 0� 120� 8� 1� 37� 213� 5� 2� 386� 367� 105�
2 月 0� 155� 18� 8� 44� 232� 22� 2� 481� 461� 104�
3 月 0� 208� 21� 6� 53� 268� 0� 0� 556� 601� 93�

合　計 3� 1,854� 375� 57� 578� 2,670� 27� 4� 5,568� 4,952� 112�

薬理学
（実習）

薬　物
治療学 薬剤学 薬　　品

物理化学 生化学 衛生化学 実践薬学 微生物
モニタリング

2022 年度
合　計

2021 年度
合　計

昨年度比
（%）

マ ウ ス 257� 1,628� 278� 96� 8,451� 4,071� 24� 15� 14,820� 12,748� 116�
ラ ッ ト 0� 0� 0� 20� 0� 0� 0� 0� 20� 31� 65�
モルモット 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
ウ サ ギ 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
合　計 257� 1,628� 278� 116� 8,451� 4,071� 24� 15� 14,840� 12,779� 116�
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（4）機器分析研究施設運営委員会
委員会の開催
　【第 1回機器分析研究施設運営委員会】
　　日　時：令和 4年 5月 13 日（金）14：30 〜 14：45
　　議　題：1．委員会幹事選出について�
　　　　　　2．保守契約の受益者負担分の要求書について

　【第 2回機器分析研究施設運営委員会】
　　日　時：令和 4年 9月 2日（金）14：30 〜 14：50
　　議　題：1．令和 5年度�機器分析研究施設運営委員会の予算原案申請書（案）について
　　　　　　2．600MHz の運転について

　【第 3回機器分析研究施設運営委員会】
　　日　時：令和 5年 3月 10 日（金）14:30 〜 15:00
　　議　題：1．マスの測定担当について
　　　　　　2．更新したAV400NEOの現状について
　　　　　　3．NMR400（AVANCE�NEO）の利用方法（案）について
　　　　　　4．AV400NEOの学生向けの利用講習について
　　　　　　5．ブルカー・アプリケーション部来校によるAV400NEOの講習について
　　　　　　6．令和 5年度の受益者負担について
　　　　　　7．NMR低温測定用液体窒素の廃止について
　　　　　　8．NMRについて
　　　　　　9．千葉一良委員の定年退職について

活動概要・現状
　定期的に委員会を開催し、施設・装置の運用等の状況確認を行っている。
　大学全体の事情を鑑み、今年度より保守費用を利用研究室で案分負担することになり、実施している。方
法については委員会で毎年検討し、予算編成の際に次年度の状況を考えることとしている。
　老朽化によって使用困難となったNMR装置であるAV300 の更新を行い、新機種の 400MHzNMRを導
入した。利用状況を慎重に確かめながら、開放を進めつつある。

自己点検・評価
　質量分析の担当者が退職することに伴う後任人事が滞っていたため、委員会の開催がずれ込む時期が続い
た。その他の大きなトラブルは生じていない。

今後に向けて
　最先端の研究・教育を支えるためには高性能な最新機種が必要であり、作成した機器更新の長期計画につ
いては、今後も状況に応じて見直すとともに、新機種の調査を継続して行っていく。

（5）共同機器運営委員会
委員会の開催
　昨年度に引き続き、メーリングリスト使用によるメール会議を 8回開催し、以下の議案について検討を
行った。

議事
　1）幹事の選出について
　2）委員会予算について
　3）共同機器修理について
　4）共同機器の更新（購入）について
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活動概要・現状
　昨年度に続き、共焦点顕微鏡の年間保守契約が締結された。年度途中で、DNAシークエンサー（SeqStudio）
の保守契約を締結した。

自己点検・評価
　年間保守契約について、次年度以降も共焦点顕微鏡とDNAシークエンサー（SeqStudio）を対象機器と
した。
　尚、共焦点顕微鏡については、12 年目を過ぎ今後機器の新規更新についても議論を重ねて行く必要がある。

今後に向けて
　より安全で適切な機器の使用を心がけていただくために学内啓蒙活動をさらに行いたい。また昨年度に続
き、必要な機器の更新や不用になった機器の廃棄についてのルール作りを行っていく。

（6）放射線安全委員会
委員会の開催
・令和 4年 5月 16 日　放射線安全委員会（メール委員会）
　　審議事項　1．令和 4年度幹事の選出について
　　　　　　　2．令和 4年度放射線安全管理に関する組織について
・令和 4年 6月 16 日　放射線安全委員会
　　審議事項　なし
　　報告事項　1．令和 3年度�自主点検の結果について
　　　　　　　2．令和 3年度�RI 研究施設使用者数について
　　　　　　　3．令和 3年度�個人被ばく線量測定、算定結果について
　　　　　　　4．令和 3年度�RI 研究施設（管理区域内）利用状況について
　　　　　　　5．令和 3年度�RI 受入量、払出量、使用量、保管量について
　　　　　　　6．令和 4年度�RI 健康診断、RI 教育訓練実施およびRI 使用者登録について
　　　　　　　7．その他
・令和 4年 10 月 17 日　放射線安全委員会（メール委員会）
　　報告事項　1．CO2 インキュベーターの搬入について
　　　　　　　2．令和 5年度予算原案について
・令和 5年 3月 7日　放射線安全委員会
　　審議事項　1．令和 4年度教育訓練の評価について
　　　　　　　2．令和 5年度教育訓練当日スケジュール（案）について
　　　　　　　3．その他
　　報告事項　1．原子力規制庁による立入検査について
・令和 5年 3月 17 日　放射線安全委員会（メール委員会）
　　報告事項　1．放射線業務従事者許可名簿について

活動概要・現状
　法令に基づき、令和 4年度の放射線業務従事者（RI 使用者）に対する教育訓練を令和 4年 4月 9 日（土）
に実施した。
　健康診断は、令和 4年 3月 30 日（水）に実施した。
　教育訓練においては、法令の解説、安全管理の実際については、DVDによる事前教育、RI 研究施設内部
の説明と入退室時の注意事項、RI の注文方法、譲受、払い出しの仕方、廃棄物の処理法、放射性同位元素
の管理区域内での使用方法、サーベイメータの取扱等の説明を行った。
　RI 使用者の登録申請は各所属長を通じて行う仕組みである。今年度は登録申請した者のうち、RI 使用者
として業務に従事した者は 32 名であった。
　管理区域内の月ごとの清掃、スミア試験、空気中濃度測定などは、これまでと同じく委託業者の大和アト
ミックエンジニアリングが実施した。また、RI使用者自身による管理区域内の整理を8月と 1月に実施した。
　令和 4年 11 月 17 日に、不定期に行われる原子力規制庁による立入検査があり、その対応を行った。
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自己点検 ･ 評価
　RI 使用者に対する教育訓練やRI 管理、RI 研究施設の管理・運営は適切に行われた。
　原子力規制庁による不定期の放射線施設立入検査では、適切に管理されていると評価され、助言を受けた
のみであった。

今後に向けて
　検査時の助言を踏まえて一部運用の変更を検討しつつ、これまで通り、委員会活動を行うことを基本とし
たい。

（7）生物・遺伝子資源管理委員会
委員会の開催
　⑴　令和 4年 5月 20 日（金）＜メール委員会＞
　　　議　事　1．DNA組換え実験計画の審議
　⑵　令和 4年 6月 24 日（金）＜メール委員会＞
　　　議　事　1．DNA組換え実験計画の審議
　⑶　令和 4年 7月 21 日（木）＜メール委員会＞
　　　議　事　1．DNA組換え実験計画の審議
　⑷　令和 4年 9月 14 日（水）＜メール委員会＞
　　　議　事　1．DNA組換え実験計画の審議
　⑸　令和 4年 10 月 7 日（金）
　　　議　事　1．申請フォーマットの変更について
　　　　　　　2．�実験計画申請の取り扱いについて
　　　　　　　3．�規程の一部改訂について
　⑹　令和 4年 12 月 16 日（金）
　　　議　事　1．�DNA実験計画書の新様式について
　　　　　　　2．�規定の改定（第 7条 8項）

DNA 組換え実験計画の審議
　令和4年度には4件のDNA組換え実験の申請があった。審議の結果、4件のDNA組換え実験を承認した。

自己点検・評価
　本学における教育や研究の中で実施されるDNA組換え実験及び微生物取扱い実験を安全、かつ、円滑に
実施できる体制を整えることがこの委員会の目的である。昨年度より本委員会で審議した案件や取り扱った
情報を、ゲノム関連実験を実施する可能性のあるすべての研究室で共有できるよう、P1/P2 実験室を保有す
るすべての研究室から委員を選出し、委員会運営に直接参加してもらう体制を構築している。実験計画申請
書は委員会メンバー全員で精査し、国の指針と本学の規定を満たしていると認められる場合にのみ承認して
いる。多くの場合、複数回の審査を経た後で承認している。令和 4年度も提出されたDNA組換え実験計画
が適正に審査されたと自己評価している。

今後に向けて
　カルタヘナ法の施行やゲノム関連実験の多様化により、実験の種別によっては、これまでの書式では実験
計画を記述しにくいことがあるのがここ数年の懸案事項であった。これを解消すべく、本委員会が取り扱う
実験を、1.�遺伝子組換え実験、2.�核酸の挿入を伴わないゲノム編集実験、3.�購入した遺伝子組換え産物を
使用した実験の 3カテゴリーに分け、それぞれに専用の審査申請書の様式を整備した。本年度以前に承認さ
れ実施されている実験については、いったん終了届を提出した上で来年度に新規申請をする対応を行う。ま
た、これまでの実験管理体制は中間報告なしに、実験終了時のみに終了報告書を提出するようにしていた。
この体制であると、長期にわたる実験の管理が不十分なことあったため、実験管理を強化する目的で、毎年
度末に継続または終了の、どちらかの報告書の提出を義務付けることとした。新書式の整備と中間報告提出
の義務化により、今まで以上に適正に管轄するゲノム関連実験の管理が可能になると考えている。
　DNA組換え実験を含むゲノム編集実験に関連する研究が一般化している状況への対応として講習会を含
む全学的な教育体制を整えて、ゲノム編集に造詣の深い人材を育成していきたい。
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（8）環境保全委員会
令和 4 年度の目標と課題
　実験・実習廃液の�100%�原点回収
　作業環境測定の結果の維持と向上
　水質分析の見直しと結果の向上
　廃棄物等の分別の徹底
　水銀使用製品産業廃棄物の完全廃棄と水銀試薬購入の制限
　薬品管理システムの運用と学内への普及の拡大

活動概要・現状
1．委員会の開催
　　⑴第 1回�令和 4年 12 月 13 日メール委員会
　　　第 1号議案　環境保全委員会幹事選任について
　　⑵第 2回�令和 5年 3月 2日開催
　　　第 1号議案　令和 4年度の報告
　　　第 2号議案　過去からの懸案事項について
　　　　①　薬品管理システムの普及
　　　　②　フロン入り機器の点検を委員他で実施する件
　　　　③　外部で行う研修等の参加について
　　　　④　廃水及び廃棄物管理指針の改定
　　　　⑤　水銀含有製品と水銀含有廃棄物の対策
　　　　⑥　地下浸透に関する件
　　　　⑦　実際には感染性廃棄物でないものを感染性廃棄物として処理している件
　　　　⑧　職場環境の改善について
　　　　⑨　PCB廃棄物の完全回収について

2．廃棄物回収
　　⑴感染性廃棄物回収
　　　毎週金曜日実施
　　　処理業者：株式会社リバース
　　　運搬業者：株式会社シンシア
　　⑵実験・実習廃液・廃試薬等回収
　　　第 1回：令和 4年 8月 8日実施
　　　第 2回：令和 5年 3月 14 日実施
　　　処理業者：三友プラントサービス株式会社
　　　運搬業者：早来工営株式会社
　　⑶ポリ塩化ビフェニル (PCB) 廃棄物回収
　　　令和 5年 3月 8日実施
　　　処理業者：中間貯蔵・環境安全事業株式会社
　　　運搬業者：日本通運株式会社

3．報告書・アンケート等提出　【　】は提出先
　　⑴令和 3年度適正管理化学物質使用量等報告書　【町田市】
　　⑵第１種指定化学物質 (PRTR) の排出量及び移動量の届出書　【東京都】
　　⑶廃棄物の減量及び再利用に関する計画書【町田市】
　　⑷ポリ塩化ビフェニル（PCB）廃棄物の保管及び処分状況等届出書【東京都】
　　⑸特定排出事業者の産業廃棄物適正処理報告書【東京都】
　　⑹産業廃棄物管理票交付等状況報告書【東京都】

4．作業環境測定
　�　「労働安全衛生法」に基づき、有機溶剤（第 1類、第 2類）及び特定化学物質（第 1種、第 2種）を使
用する部屋の作業環境測定を実施した。1回目の作業環境測定を 6月、2回目の作業環境測定を 3月に実
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施し、その結果を衛生委員会と共同で検討した。
　　全ての部屋が第 1管理区分に該当しており、特段対応が必要な部屋はなかった。

5．フロン漏洩簡易点検
　�　環境省「フロン排出抑制法」に基づき、学内のフロン入り機器が適正に管理されているかを点検する「フ
ロン漏洩簡易点検」を今年度も継続して実施した。
　�　点検結果から、本学のフロン入り機器は適正に管理されていると判断された。
　�　以前より、機器の管理者が本点検を行うことも検討しているが、考慮するべき事項も多く、今年度の実
施は見送られた。

6．廃棄物の減量・分別廃棄の対策
　�　学内の廃棄物の減量・分別廃棄の対策として、学生支援委員会等と共同で学生等の指導に当たっている。
特に分別廃棄については重点的な対策を実施している。

　　次の学内の廃棄物の減量・分別廃棄の対策を今年度も実施した。
　　・廃棄物処理業者と意見交換の場を持ち、他の事業所で行われている対策等をヒアリングした。
　　・学内のごみ箱、廃棄物集積所を清潔に保ち、使用しやすい環境を保つ。
　　・�「昭和薬科大学廃棄物分別一覧」を更新し、学生・教職員へ教授会報告・掲示・電磁的方法を用いて

再周知した。
　　・委託業者等に分別廃棄の徹底を依頼した。

7．2022 年度�ごみと資源に関する現状確認
　�　本学の現状調査として、行政による「ごみと資源に関する現状確認」が行われた。改善点等の指摘もあっ
たが、概ね良好な評価を得ることができた。
　　日　　時：令和 4年 10 月 17 日（月）
　　検 査 員：東京都環境公社から 2名、町田市環境資源部から 3名
　　内　　容：事前に提出した質問票からの質疑応答
　　　　　　　廃棄物集積所等の現地視察
　　学内対応：環境保全委員会、庶務課、廃棄物回収業者本学担当

8．中和処理施設清掃
　　中和処理施設の清掃を実施し、同時に中和処理施設の塗装状態等の不具合の点検等も行った。
　　　実 施 日：令和 5年 1月 27 日
　　　実施業者：大成有楽不動産株式会社

9．排水処理施設点検
　　「水質汚濁防止法」に基づき、中和処理施設内の排水処理施設の点検を引き続いて実施している。
　　　実施頻度　毎月 2回

10．水質分析
　�　「水質汚濁防止法」による指定有害物質の計量分析（濃度測定）を実施した。
　�　定期調査として中和処理施設�中和処理水及び動物し尿浄化槽�放流水の採取を行い、対象となる指定有
害物質の計量分析（濃度測定）を行った。
　�　また、2、3月には「28 項目分析調査」として中和処理施設�中和処理水のより詳細な指定有害物質の計
量分析（濃度測定）を行い、同時に「28 項目調査」では測定できない、動物し尿浄化槽�放流水の指定有
害物質の計量分析（濃度測定）、動物実験施設�中和処理水の指定有害物質の計量分析（濃度測定）、RI 研
究施設�原水の指定有害物質の計量分析（濃度測定）を行った。
　�　以前より中和処理施設放流水測定結果の項目中「硝酸性窒素」の値が水質汚濁防止法基準値より高い値
が検出される場合が多いという件について、上水の値が水質汚濁防止法の基準値を上回っており、「下水
に問題がある」としていた今までの解釈を改めることが妥当であることと判断をしつつも、今後も継続し
て経過を見守ることとしていた。
　�　昨年度は上水の「硝酸性窒素」の値も測定し、上水に対して下水の値が大きく乖離していないことから、
本学の排水体制に大きな問題は見受けられないと判断をしていた。今年度も同様の測定を行い、昨年度の
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見解を維持することとした。
　�　今年度は「アンモニア性窒素」の値が水質汚濁法の基準値を上回った。以前にも同様の結果となったこ
とがあるが、次年度には特に問題とならなかった事例もあり、今後の経過を見守ることとした。

　本年度の指定有害物質の計量分析（濃度測定）の実施状況
　　（1）中和処理施設�中和処理水の計量証明書
　　　　（令和 4年 6月 21 日・令和 4年 12 月 20 日・令和 5年 2月 6日）
　　　　　オーヤラックスクリーンサービス株式会社
　　（2）動物し尿浄化槽�放流水の計量証明書
　　　　（令和 4年 6月 15 日・令和 4年 9月 12 日・令和 4年 12 月 14 日・令和 5年 3月 15 日）
　　　　　株式会社神奈川環境研究所
　　（3）動物実験施設�中和処理水の計量証明書
　　　　（令和 5年 2月 6日）
　　　　　オーヤラックスクリーンサービス株式会社
　　（4）RI 研究施設�原水の計量証明書
　　　　（令和 5年 2月 10 日）
　　　　　オーヤラックスクリーンサービス株式会社
　　（5）講義棟・実習棟・研究棟�末端蛇口�上水水道の計量報告書
　　　　（令和 5年 3月 15 日）
　　（6）�RI 研究施設�原水の計量証明書
　　　　（令和 5年 2月 10 日）
　　　　　オーヤラックスクリーンサービス株式会社
　　（7）�放流水の計量証明書
　　　　（令和 5年 2月 10 日）
　　　　　オーヤラックスクリーンサービス株式会社

11．薬品管理システムの運用について
　�　薬品管理システムの運用業務として、サーバーの保守、消耗品の発注、トラブル対応等の業務を行って
いる。
　�　また、12 月には、保守会社立会いの下、
　・マイナーバージョンアップ・点検作業（サーバ）・IIS ログの取得
　・Windows�Update 履歴の取得・DBのバックアップ状況確認・動作確認
　を行い、良好な使用環境を整えている。

自己点検・評価
　今年度の大きな成果として、以前より懸案事項となっていた、ポリ塩化ビフェニル (PCB) 廃棄物の回収を
あげることができる。
　新型コロナウイルス感染防止対策もあり、時限法の期限までに達成できるかが疑問視されていたが、無事
に回収することができた。
　また、東京都環境公社と町田市環境資源部との共同で行われた「2022 年度�ごみと資源に関する現状確認」
についても、比較的高い評価が得られた。学内の廃棄物管理体制が良好に機能していることが公的機関から
認められたことは委員会として良い励みになった。
　その他の取り組みについても特に問題と思われる項目はなく、今年度の委員会活動は一定の成果を達成し
たと評価できると考えられる。

今後に向けて
　環境保全委員会として、安全で衛生的な職場環境を作ることを目的として、様々な活動に取り組んでいき
たい。安全で快適な職場つくりは、学生だけでなく職員にとっても重要な課題であり、他委員会等とも連携
しながら、積極的に取り組めたらと考えている。
　
　具体的には、廃棄物の処理、作業環境測定の実施、フロン漏洩簡易点検の実施といった学内環境維持的な
側面や、薬品管理システムの運用等の利便性向上の側面、廃棄物の減量やその分別の徹底といった日常的な
管理面など、様々な側面からのアプローチをはかっていきたい。
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（9）情報教育運営委員会
委員会の開催
　1．第 1回�情報教育運営委員会（メール会議）
　　日　　時：2022 年 4 月 22 日（金）11 時 02 分〜 25 日（月）12 時 00 分
　　議　　題：修得済み科目のmanaba�科目コースへの登録の可否
　　　　　　　（科目履修者ではない 2�年次留年生が「聴講」をするため）

　2．第 2回�情報教育運営委員会（メール会議）
　　日　　時：2022 年 5 月 17 日（火）18 時 24 分〜 23 日（月）15 時 37 分
　　議　　題：実習で使用するソフトウェアのコンピュータ演習室 PCへのインストールの可否

　3．第 3回�情報教育運営委員会（メール会議）
　　日　　時：2022 年 9 月 3 日（土）10 時 41 分〜 5日（月）12 時 00 分
　　議　　題：次年度予算案の確認

　4．第 4回�情報教育運営委員会（Zoom会議）
　　日　　時：2022 年 9 月 13 日（火）13 時 00 分〜 13 時 10 分
　　議　　題：1.�幹事の選出�
　　　　　　　2.�コンピュータ演習室に無線�LAN�設置の可否

　5．第 5回�情報教育運営委員会（メール会議）
　　日　　時：2022 年 9 月 15 日（木）14 時 54 分〜 20 日（火）8時 00 分
　　議　　題：コンピュータ演習室内無線�LAN�設置要望書の確認

　6．第 6回�情報教育運営委員会（メール会議）
　　日　　時：2022 年 11 月 24 日（木）11 時 46 分〜 28 日（月）10 時 00 分
　　議　　題：manaba�説明会開催（FD委員会との共催）の可否

　7．第 7回�情報教育運営委員会（メール会議）
　　日　　時：2023 年 2 月 28 日（火）14 時 48 分〜 3月 6日（月）10 時 48 分
　　議　　題：新年度入学生向けの文書「PC�の推奨スペック」の加筆修正

その他
　1．manaba 説明会（FD委員会との共催）
　　日　　時：2023 年 3 月 9 日（木）13 時 00 分〜 14 時 00 分
　　場　　所：コンピュータ演習室
　　講　　師：株式会社朝日ネット　田口可奈子様

活動概要・現状
　例年同様、授業目的公衆送信補償金制度に関して、本制度の利用報告依頼が管理団体からあり、本制度を
利用した授業等の担当者が各自報告するよう本委員会から学内に周知した。
　コンピュータ演習室に無線�LAN�アクセスポイントが設置された。
　新年度に向けて、3 月に FD 委員会と合同でmanaba 説明会を開催した。朝日ネットの講師の方に、
manaba に関するよくある質問とその回答、�他校での活用事例、便利な機能などを詳細に紹介・解説して頂
いた。
　新入生が授業や実習を円滑に進められるよう、新規に PCを購入する際の参考として、全面対面講義の形
態に戻ったことを考慮して、加筆修正した PCの推奨スペックの文書を本学ウェブサイト上に年度末に公開
した。

自己点検・評価
　近年クラウド環境が普及してきており、USBメモリ等の記憶媒体を所有する学生は減少の一途を辿る印
象がある。一方、コンピュータ演習室内にノート PCやタブレット等個人の端末を持参する学生が少なくな

－ 169 －



い。同室内に無線�LAN�アクセスポイントが設置されたことで、同室内 PC・個人端末間でファイルを転送
したり、クラウド上に保存したファイルを個人の端末上で容易にアクセスしたりすることが可能となった。
無線 LAN設置は実習中にタブレットで資料を閲覧するなど、実習を円滑に進める上においても有益である。
　manaba 説明会は日頃使用しないmanaba の様々な機能を知る良い機会となり、講義方法の改善に繋がる
ものと期待される。

今後に向けて
　教員からの要望等にその都度対応しているが、体系的に対応できる仕組みを整えたい。

（10）学務システム運営委員会
活動概要・現状

【学務システム運営委員会の開催】
　1．第 1回�学務システム運営委員会
　　【開催日時】2022 年 7 月 21 日（木）
　　【議　　題】1．人事に関する件【幹事の選出】
　　　　　　　　2．学務システムリプレイスに関する件
　　　　　　　　3．令和 5年度予算について

　2．第 2回�学務システム運営委員会
　　【開催日時】2022 年 9 月 13 日（火）メール会議
　　【議　　題】1．アクセス権限申請フローにおける「審査」について

　3．第 3回�学務システム運営委員会
　　【開催日時】2022 年 9 月 16 日（金）メール会議
　　【議　　題】1．アクセス権限「出席用履修データ登録」の変更について

　4．第 4回�学務システム運営委員会
　　【開催日時】2022 年 12 月 6 日（火）
　　【議　　題】1．導入システムの決定について
　　　　　　　　2．今後のスケジュールについて

　5．第 5回�学務システム運営委員会
　　【開催日時】2022 年 12 月 14 日（水）メール会議
　　【議　　題】1．新学務システム導入WGメンバーの選出

【学務システム導入に関する視察】
　日　時：2022 年 11 月 30 日（水）
　視察先：愛知みずほ大学

【新学務システム導入 WG の開催】
　1．日　時：2023 年 2 月 16 日（木）　教務・学生支援・入試・情報センター
　2．日　時：2023 年 3 月 10 日（金）　入試
　3．日　時：2023 年 3 月 15 日（水）　教務・学生支援・情報センター

自己点検・評価
　導入する新システムを決定することができた。また、当該システムをすでに導入、運用している大学に視
察に行き、導入、旧システムからの移行、本学に合った運用をどうすべきか検討する事項を明確にすること
ができた。また導入WGを設立し、より効率的かつ迅速な導入に向けた活動を行った。
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今後に向けて
　2024 年度から新システムを運用するために、旧システムからのデータ移行、導入時のカスタマイズ内容
などを精査し、2023 年度はスムーズな移行への十分な準備を行う。
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５．その他の委員会
（1）大学紀要編集委員会
活動概要・現状　
1）紀要第 57 号の作成　　
　・7月に募集要項に関する情報を含むお知らせを全教育職員に配布した。
　・�原稿の締め切りを10月末として、期日までに集まった原稿を委員会メンバーで回覧、チェックを行った。
　・投稿原稿のチェックは 1本の原稿につき 2名以上の委員で行った。
　・チェックした結果を投稿者に返却し、修正等の依頼を行った。　
　・修正稿確認後、印刷に回し、その後著者校正と編集委員会校正を行った。　
　・完成した紀要は、あいさつ状と共に例年配布している配布先リストにもとづき、庶務課の協力のもと郵
送し、学内にも配布した。　

　・印刷業者を変更し、印刷費用の大幅な値下げができた。
2）機関リポジトリ　
　・昨年度の紀要第 56 号に続き、今年度も機関リポジトリ化を進めた。　
　・今年度の紀要第 57 号も、図書館の協力により本学ホームページで公開した。　

自己点検・評価
　紀要第 57 号を発行することができた。近年、原稿が集まりにくいという問題が続いているが、今号では
3報の投稿原稿（原著論文 3報）を掲載することができた。

今後に向けて
　大学紀要は、学術的な貢献を果たすことだけでなく、大学内の（非常勤講師も含めた）職員同士の知的交
流を促すという意味も持つ。従って、論文だけでなく、国外出張や学内教育プロジェクトの報告に関する原
稿なども積極的に募集することによって、投稿原稿の減少傾向に対処したい。

（2）RI 使用者委員会
委員会の開催
　・令和 4年 5月 20 日　RI 使用者委員会（メール委員会）
　　審議事項　1．令和 4年度幹事の選出について
　　報告事項　1．令和 4年度放射線安全管理に関する組織について
　・令和 5年 2月 1日　RI 使用者委員会（メール委員会）
　　審議事項　1．ラミネート紙（ポリろ紙）の購入、負担について

活動概要・現状
　RI 使用者委員会はRI 研究施設の安全で円滑な運営を行うために置かれているもので、放射線安全委員会
と連携して活動している。
　8月と 1月には、RI 施設内の整理を行った。

自己点検・評価
　管理区域内において、事故を起こすことなく、安全にRI を使用する実験を行うことができた。

今後に向けて
　問題となる点はなかったことから、これまで通りの手続きを踏むことにより、今後も継続して安全に RI
実験を行えるようにする。
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（3）倫理審査委員会
審議事項

活動概要・現状
　本委員会は、基本的には「ヒトを対象とする医学系研究に関する倫理指針」に基づき、本学主導で行うヒ
トの試料・情報を扱う研究計画の妥当性を審査し、かつ、円滑・適切に研究が行われるよう活動している。

委員会の開催
・倫理審査請求のあった研究内容について審査すべく、委員会を開催した。基本的には、その申請書一式を
各委員にメールで配信し、各自で精読し、意見をメールにて交換する方式、所謂メール委員会の形式を執っ
た。
・本年度は、倫理審査請求が延べ 15 件あった。これら審査請求に対して逐次委員会を開催し、研究内容を
吟味した結果、承認 6件、審査請求に該当せずとしたもの 8件、申請取り下げになったもの 1件であった。
これによって、本委員会では、発足以来、計 169 件の倫理審査請求を承認し、1昨年度から新たに発行す
ることになった倫理審査判断不要報告書は計 5件発行した。研究終了報告件数は 0件であった。

自己点検・評価
　学内での適正な研究を主導すべく、委員会にて厳正に研究内容を吟味し、学内での適正かつ安全な研究活
動維持に尽力した。具体的には、昨年度から学内のホームページに「昭和薬科大学倫理審査委員会審査請求
手続き」が掲載され、申請者に分かりやすく、適正かつ安全な研究活動維持に尽力した。

今後に向けて
　学内のホームページの「昭和薬科大学倫理審査委員会倫理審査請求手引」の中には、フローチャートも掲
示されているが、今後も効率の良い委員会体制と各研究者の意識を高める啓発活動を維持継続する必要があ
る。また、審査請求者には、研究を終了（中止の場合を含む）したときには、遅滞なく倫理審査委員会に報
告していただくように促していきたい。

受付番号 審議結果 日　付
2022-1 承認 2022/5/20
2022-2 申請取り下げ 2022/4/21
2021-6 承認�（計画変更） 2022/5/10
2019-15 承認�（計画変更） 2022/5/18
2022-3 該当せず 2022/6/30
2022-4 該当せず 2022/7/5
2022-5 該当せず 2022/7/19
2022-6 該当せず 2022/7/30
2022-7 承認 2022/9/2
2022-8 該当せず 2022/12/23
2022-9 承認 2023/3/1
2022-10 該当せず 2023/1/30
2022-11 該当せず 2023/2/17
2022-12 該当せず 2023/2/18
2021-14 承認�（計画変更） 2023/3/7
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（4）任期制評価委員会
委員会の開催
令和 4年 4月 27 日（水）
　議案 1．幹事の選出について
　議案 2．令和 3年度自己申告書の評価資料作成について
令和 4年 7月 25 日（月）
　議案 1．教育職員任期制個人業績のあり方について
令和 5年 3月 6日（水）
　議案 1．令和 4年度自己申告書のフォーマット修正について

活動概要・現状
　例年通り、常勤する教員からの自己申告書を基に基礎データを作成した。
　令和 4年度の再任評価対象となる教員は、教授 4名、准教授 2名、講師 3名、助教 1名の計 10 名であり、
再任願と共に提出された調査書を精査し、職位別による教育活動、研究活動、研究・組織の運営、組織・社
会活動の領域ごとに点数を算出し、当該教員の評価報告書を作成した。
　その他、全評価対象者の評価報告書には、基礎データを用いて職位別順位の状況を記載し、その旨を通知
した。
　また、教育職員任期制個人評価のあり方に関して、教員個々の自己改善を促すための教員評価の指標や仕
組み作りの検討を進めることとしたが、具体的な改革案を立案するには至らなかった。

自己点検・評価
　例年通り、前年度実績に基づく常勤する教員への評価報告書を作成し、職位別順位の状況をフィードバッ
クしたが、委員会で確認した今後の教員評価のあり方に関しては継続検討することができなかった。

今後に向けて
　公正・公平な教員評価を目標として、多岐にわたる教員の業務内容の変化に対応するとともに、全教員の
自己改革・自己改善につなげるための新たな評価方法や評価項目を盛り込んだ教員評価のあり方を次年度以
降も検討していく。

（5）入学試験管理委員会
委員会の開催
　令和 4年 11 月 22 日（火）：学校推薦型選抜の合否判定案
　令和 4年 12 月 5 日（月）�：指定校推薦入試・追試験の合否判定に関する件
　令和 5年 2月 7日（火）　：令和 5年度入学試験B方式 _合否判定案
　令和 5年 2月 9日（木）　：令和 5年度入学試験A・C・D方式 _合否判定案
　令和 5年 2月 28 日（火）�：アドミッションポリシーの見直しに関する件

活動概要・現状
　当委員会は入学試験の合否判定その他入学者選考に関する重要事項の審議を主たる目的とした委員会であ
る。
　2023 年度入学試験については、11 月以降順次実施された指定校制・公募制の学校推薦型選抜，一般選抜
について入学試験委員会から提出された入学試験結果の資料に基づき合否判定案を慎重に検討し、指定校制
推薦，公募制推薦，A方式，B方式，C方式およびD方式の募集区分毎に入学予定者数の対入学定員比を
確認しながら最終判定を行い、250 名の新入生を迎えた。
　また、年度末にアドミッションポリシーの見直しについて審議を行い、変更案を教授総会に上程したとこ
ろである。

自己点検・評価
　2023 年度入学者数は対定員比�104.2％となっており、定員数の入学者を確保すべく、いわゆる歩留まり率
を過去の結果と最新の入試情報を基に判断している状況を勘案すれば極めて適正な水準ということができ
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る。
　募集区分ごとにみると、学校推薦型選抜について指定校制は志願者数が前年比 7名増となる 96 名，公募
制は177名の生徒が受験し合格者72名、受験倍率は2.5倍となっている。一般選抜をみると志願者は1,821名、
昨年度の 1,748 名に比して 104%，人数としては 73 名増加した。本年度入試では、生物・物理を重視したD
方式が導入後 2年目を迎えて認知度が向上してきたことなどもあり、厳しい環境のなかで比較的健闘したと
言える。
　なお、薬学教育評価機構による第三者評価において、入学者の受入れに関する方針に学生の評価・選抜方
法を具体的に記載することが求められており、年度末に行ったアドミッションポリシーの見直しに係る審議
を経て、高等学校における基礎学力修得の大切さを含めた現行入試制度について、高校生にもわかりやすい
表現でアドミッションポリシーに記載した。
　公表されたアドミッションポリシーの下、十分に時間をかけて作成された入試問題を用いた試験をはじめ
とする多面的な評価により入学試験を行い適切な機関決定を経て定員を充足する入学者数を確保しており、
当委員会は適正に機能しているものと思料している。

今後に向けて
　進路決定の早期化により年内入試である推薦入試の重要度が高まりつつあるなかで、少子化に伴う 18 歳
人口の減少に加え、2024 年度入試では首都圏における薬学部新規開設により学生獲得競争が従来にもまし
て熾烈を究めるものと思料される。
　こうした環境下で学生の質を維持・向上させるため、例えば、本学で学びたい意欲を高くもつ指定校推薦
での志願者獲得による質の維持を企図するなど、今後も引き続き当委員会を中心とする全学体制によりアド
ミッションポリシーに適う学生の確保に努めていく。

（6）就職支援委員会
活動概要・現状
　定例委員会は、毎月第 2水曜日に開催した。また、本学学生の就職内定状況、就職支援委員会の支援内容
などを全学で共有するため、定例教授総会の場を活用してさまざまな就職支援データの開示、情報発信、キャ
リア支援ガイダンスの告知を行った。
　今年度、本学が主催で企画開催した就職・キャリア支援に関するガイダンス・セミナーは、計 28 回実施した。
新型コロナウイルスによる感染症の感染・拡大防止のため直近 2年間は開催方式としてはオンライン形式（ラ
イブ配信もしくはオンデマンド配信）を中心に実施してきたが、今年度から 16 種類の企画については対面
リアル方式で実施した。主な就職説明会は以下のとおりである。

　1）キャリア研究会：4年及び 5年次学生を対象に職種や業界について知る目的の研究会を 11 月 13 日午
後製薬企業や官公庁を中心に計 12 社・団体を招聘し対面リアル形式で開催した。

　2）合同企業説明会：新 6年生を主な対象者とした説明会を、2月 13 日、15 日、24 日、28 日、3月 10 日
午後に、保険薬局・ドラッグストア 57 社、製薬企業・治験関連企業・化粧品メーカーなど 26 社、官
公庁 7団体を招聘し、計 5日間に亘り対面リアル形式で開催した。�

　3）合同病院説明会：新 6年生を対象者とした説明会を 3月 15 日、16 日午後に計 27 病院施設を招聘し対
面リアル形式で開催した。

　4）ようこそ先輩！OB/OG に聞いてみよう：各業界で活躍する本学卒業生を招聘し、後輩である在学生
に対して自身のキャリアの話や就職活動などについて懇談する趣旨で、今年度は 6年制薬学教育課程
6期生（2017 年）卒業生 8名を招き、オンラインライブ配信および対面リアル形式による開催で計 2
回開催した。

　5）沖縄県Uターン・I ターン薬剤師就職ガイダンス：沖縄県の薬剤師の地域偏在を解消する目的で沖縄
県、および沖縄県薬剤師会主催によるオンライン就職ガイダンスを 2月 22 日午前に実施した。

　キャリア・サポート・ステーション（CSS）における個別面談による対応数（予約分のみ）は 145 件であっ
た。今年度はオンライン及び感染対策を講じ対面で面談を実施した。その他、進路支援システムの充実や改
修、就職支援委員や学生課担当者との電話やメールで相談に関しても充実させた。また、中期計画に基づい
た「キャリア形成支援・就職支援課（仮名称）設立準備に向けた活動」については、学生の主体的な進路選
択を支援するため、薬剤師の多岐にわたる職能に対するキャリア形成支援の強化・充実を行う必要があると
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の旨の答申としてまとめることができた

自己点検・評価
　就職ガイダンスや説明会については多くの企業・団体や教員各位の理解と協力を得ながら円滑な運営がで
きた。2年ぶりの対面リアル形式のイベントに関して運営体制についても概ね問題はなく、学生および参加
企業からおおむね好評を得た。本学学生の多くが進む薬局業界の構造変化に対応した支援策の構築と情報発
信、低学年からのキャリアに対する関心の喚起については、4年次の 6月に就職活動キックオフガイダンス
を設定しこれを全員参加としている。その結果、4年次から積極的にインターンシップや外部の就職支援イ
ベントに参加する学生が増えているとの各就職活動支援会社から報告も受けており、一定の効果が出ている。

今後に向けて
　今後も急速に変化する社会、とりわけ薬剤師の職能の在り方が大きく変化している今般、それぞれの学生
のニーズに合ったキャリア形成支援、就職支援をどのように行うかが課題となる。そのためには低学年から
薬剤師の職能や資格取得のモチベーションについて方略化していく必要がある。特に次年度から薬学モデル
コアカリキュラム改定となり、大学のカリキュラム内でキャリア形成支援を組み込めるかを教務委員会等で
検討できればと考える。また、薬剤師の地域偏在の課題に関しても本学として取り組めることに関して検討
していきたい。今年度のトライアル的に実施した、沖縄県Uターン・Iターン薬剤師就職ガイダンスを正式
なプログラムとして確立し、その後薬剤師偏在が起こっている他県にも展開できればと考えている。

－ 176 －



表 1　令和 4 年度　就職支援イベント・ガイダンス　開催実績
開催月 テーマ 対象学年 形　式

6 月

スタートアップガイダンス 4年 対面形式

インターンシップ講座 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システム
に掲載

業界・企業研究の進め方講座 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システム
に掲載

業界研究講座《病院》 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システム
に掲載

業界研究講座《製薬・治験・卸》 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システム
に掲載

業界研究講座《薬局・ドラッグス
トア》 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システム

に掲載
業界研究講座《食品・化粧品・化学・
医療機器等》 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システム

に掲載

業界研究講座《公務員》 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システム
に掲載

10 月

秋から始める就活準備講座（5年実務
実習Ⅰ・Ⅱ期）

5 年 対面形式

就職先選びの考え方、情報収集の
しかた講座 主に 5年（全学年参加可） 対面形式

募集要項の見方講座 主に 5年（全学年参加可） 対面形式
自己分析対策講座 主に 5年（全学年参加可） 対面形式
選考対策講座（履歴書・エントリーシー
ト） 主に 5年（全学年参加可） 対面形式

11 月

選考対策講座（小論文） 主に 5年（全学年参加可） 対面形式
面接対策講座 主に 5年（全学年参加可） 対面形式
SPI 対策講座 主に 5年（全学年参加可） 対面形式
秋から始める就活準備講座（5年実務
実習Ⅱ・Ⅲ期、Ⅲ・Ⅳ期）

5 年 対面形式

キャリア研究会（医薬品関連企業、官公
庁） 全学年 対面形式

12 月
・2月

ようこそ先輩！ OB・OG に聞いて
みよう 全学年

12 月：Zoom（事前エントリー制でリアル
タイムで参加。アーカイブは可能なもののみ）
2 月：対面形式

2月

実務実習直前キャリアガイダンス 4年 対面形式
（就職活動直前おさらい講座）求人票の見
方 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システム

に掲載
（就職活動直前おさらい講座）採用動向と
就職先選びの考え方 主に 4年（全学年視聴可） ガイダンス動画を進路支援システム

に掲載
（就職活動直前おさらい講座）履歴書 /エ
ントリーシート対策 主に 5年（全学年参加可） 対面形式

沖縄県Uターン・Iターン薬剤師就
職ガイダンス 全学年 Zoom

（就職活動直前おさらい講座）面接対策 主に 5年（全学年参加可） 対面形式
合同企業説明会
（薬局・ドラッグストア・企業・官公庁） 主に新6年（全学年参加可）対面形式

3月
（就職活動直前おさらい講座）病院志望者
向け選考対策 主に新6年（全学年参加可）対面形式

合同病院説明会（病院） 主に新6年（全学年参加可）対面形式
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表 2　令和 4 年度　内定先一覧
令和 5年 3月 31 日

病　院 49
聖マリアンナ医科大学病院 6
ジャパンメディカルアライアンス 3
埼玉医科大学グループ 2
東京慈恵会医科大学附属病院 2
徳洲会グループ　湘南藤沢徳洲会病院 2
厚木市立病院 1
池上総合病院 1
IMS グループ　板橋中央総合病院 1
医療生協さいたま生活協同組合 1
小田原市立病院 1
菊名記念病院 1
杏林大学医学部附属病院 1
群馬県民主医療機関連合会 1
国際医療福祉大学成田病院 1
国立病院機構�関東信越グループ 1
済生会川口総合病院 1
静岡市立静岡病院 1
順天堂大学医学部付属静岡病院 1
新小山市民病院 1
総合相模更生病院 1
玉川病院 1
同愛記念病院 1
東海大学医学部付属病院 1
東京大学医学部附属病院�薬剤部� 1
東京都済生会中央病院 1
東京都立病院機構 1
東邦大学医療センター 1
徳洲会グループ　茅ヶ崎徳洲会病院 1
徳洲会グループ　大和徳洲会病院 1
戸田中央総合病院 1
とちぎメディカルセンターしもつが 1
新渡戸記念中野総合病院 1
日本医科大学千葉北総病院 1
延岡共立病院 1
浜松医療センター 1
平塚市民病院 1
誠馨会�千葉中央メディカルセンター 1
明理会東京大和病院 1
横浜労災病院 1

製薬企業　 5
科研製薬 1
杏林製薬 1
第一三共 1
ツムラ 1
陽進堂ホールディングス 1

その他の企業 5
IQVIA サービシーズジャパン 1
OTODOKE 1
スズケン 1
帝人 1
日本美健 1

薬局・ドラッグストア 169
アインホールディングス 20
クリエイト SD 18
日本調剤 14
ウエルシア薬局 11
サンドラッグ 10
スギ薬局 9
アイセイ薬局 7
総合メディカル 6
なの花薬局 6
薬樹 6
クスリのアオキ 5
クラフト（さくら薬局グループ） 4
トモズ 4
ノムラ薬局 4
アポクリート 3
ユニスマイル 3
ak ホールディングス 2
杏林堂薬局 2
クオール 2
徳永薬局 2
ミアヘルサ 2
アイドラッグ 1
イオンリテール 1
いちょう薬局 1
イノベイションオブメディカルサービス 1
ウィーズ 1
ウインファーマ 1
エスシーグループ 1
オムニバスグループ 1
カワセ 1
くすりの福太郎 1
CHCPファーマシー 1
シーエスグループ 1
シップヘルスケアファーマシー 1
清水薬局 1
千葉薬品 1
なかいまち薬局 1
日生薬局 1
ピノキオ薬局 1
富士薬品 1
望星薬局 1
ポプラ薬局 1
マツモトキヨシ 1
マリーングループ 1
Marine�Group 1
ミキ薬局 1
メディサポート 1
モリキ 1
ヤマグチ薬局 1
リバーサル 1

公務員 1
神奈川県庁 1

進　学 0

単位：人
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表 3　令和 4 年度　卒業生進路別人数表（学部） 
令和 5年 3月 31 日　　　　　　　

表 4　令和 4 年度学生面談予約数

薬学部薬学科
総　計

割合（%）
男 女 計

進
　
学

本学 0�
他大学 0�

進 　 　 学 　 　 計 0 0 0 

就
　
　
　
　
職

製薬企業（MR） 1� 2� 3� 1.3�
製薬企業（研究） 0�
製薬企業（開発） 1� 1� 0.4�
製薬企業（開発以外） 1� 1� 0.4�

製 　 薬 　 企 　 業 2� 3� 5� 2.1�
企業（CRO・SMO） 1� 1� 0.4�
企業（食品・化粧品） 1� 1� 0.4�
企業（卸） 1� 1� 0.4�
企業（その他） 2� 2� 0.0�

そ　の　他　企　業 2� 3� 5� 2.1�
製薬企業・その他企業 4 6 10 4.3 

病院（国立） 1� 1� 2� 0.9�
病院（公立） 3� 8� 11� 4.7�
病院（私立） 10� 25� 35� 15.0�
研修生 0� 0.0�

病　　　　　　院 14 34 48 20.6 
薬局（調剤薬局） 29� 77� 106� 45.5�
薬局（調剤併設ドラッグストア） 26� 38� 64� 27.5�
薬局（ドラッグストア） 0� 0.0�

薬　　　　　　　局 55 115 170 73.0 
公 　 　 務 　 　 員 0 1 1 0.4 

教育（研究生）・その他等 0� 0.0�
進 路 決 定 者 合 計 73 156 229 98.3 
就 職 せ ず（ 留 学 等 ） 0� 0.0�
活 動 中 0� 0.0�
判断保留中・国試後・未定 3� 1� 4� 1.7�
不 明 ・ 未 提 出 0� 0.0�
未 決 定 者 合 計 3 1 4 1.7 

総　　　　　　計 76� 157� 233� 100.0�

年 月 面談予約数 年 月 面談予約数

令和 4年

4月 17
令和 4年

10 月 4
5 月 15 11 月 5
6 月 15 12 月 16
7 月 8

令和 5年
1月 15

8 月 4 2 月 17
9 月 5 3 月 24

合計 145
この他に随時対応、予約外対応あり
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（7）薬学教育推進センター運営委員会
委員会の開催
令和 4年 7月 28 日（木）
　　1．令和 4年度�幹事について
　　2．令和 4年度�LSS の活動について
　　3．令和 4年度�留年生、特別進級学生の学習支援について
　　4．令和 4年度�下級年次（1〜 3年次生）の学習支援について
　　5．令和 4年度�4 年次生の学習支援等について
　　6．令和 4年度�6 年次生の学習支援等について
　　7．令和 4年度�教育カリキュラム策定のための活動について
　　8．教学マネジメントの充実化について
　　9．教員の教育活動への支援について
　　10．令和 5年度�委員会予算について

令和 4年 10 月 13 日（木）（メール会議）
　　1．令和 4年度�CBT対策について

令和 4年 12 月 22 日（木）　
　　1．令和 4年度�4 年次 CBT対策について
　　2．令和 5年度�4 年次 CBT対策年間スケジュールについて
　　3．令和 5年度�プレイスメントテストについて
　　4．令和 4年度�6 年次学習支援について
　　5．令和 5年度�6 年次年間スケジュールについて
　　4．教育支援システム（ESS）について
　　5．令和 4年度�薬学教育推進センターFD講習会について
　　6．令和 5年度�学生便覧記載内容の確認と修正について
　
令和 5年 3月 23 日（木）
　　1．4年次 CBT対策について（令和 4年度の総括と令和 5年度の活動について）
　　2．低学年次学生の学習支援について（同上）
　　3．LSS などでの学修支援について（同上）
　　4．留年者、特別進級者、単位未修得者に対する対応（同上）
　　5．6年次生の学習支援等について（同上）
　　4．教学マネジメント、教育カリキュラム策定等のための活動について（同上）
　　5．教員の教育活動への支援について
　　6．令和 5年度�新入生オリエンテーションについて
　　7．教育支援システム（ESS）について
　
活動概要・現状
　今年度から薬学教育推進センターの構成教員数が 1名増えて 8名体制（学修支援分野 5名、薬学教育推進
分野 3名）となった。これに加え、薬学教育推進分野の教員の居室が講義棟 5階のフロアに集められたこと
から、国家試験対策を中心とした高学年の学習支援や教育カリキュラム策定、教育に関する情報の収集・分
析に関する機能が強化された。
　昨年度の単位未修得者の増加と特別進級の実施を受けて、今年度は教務委員会と協働して留年生及び特別
進級者、単位未修得者に対する学習支援の強化を図った。留年生については、1〜 3年留年生を対象とした
午後演習プログラム（前後期）やステップアップ・ワークショップを実施し、留年生が学生同士または教員
との繋がりを深めて学内で主体的に学習するための啓発と環境づくりを行った。また、従来のラーニング・
サポート・ステーションの運営に加え、勉強会の実施や学習参考資料の提供、ピアサポーターのサポートな
ども精力的に行った。更に、4年次生に対する CBT対策の強化や 6年次生に対する国家試験対策のプラッ
トフォームとしての役割や成績分析、薬学演習試験不合格者への対応、6年次留年生の学習支援など、高学
年に対する学習支援活動も行ってきた。一方で、薬学教育推進センターFD講習会の実施や改訂薬学教育モ
デル・コア・カリキュラムに関するFDの企画・提案、事業計画「教学マネジメントシステムの充実」担当
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としての諸活動、教務委員会でのカリキュラム改定に向けた諸活動のサポートなども行った。また、教育支
援システム（ESS）について導入を提案し、令和 5年度からの運用に向けたトライアルや説明会を実施した。
　
自己点検・評価
　今年度は、構成教員数が増えたことによりセンターとしての活動内容がより充実したものとなった。また、
一部教員の居室が移動したことにより教員間のコミュニケーションが取りやすくなり、結果としてセンター
全体の機能が強化されたと考えている。また、学習支援活動だけでなく、FDなどを通じた学内教職員への
情報提供を行うとともに、カリキュラム改定や教学マネジメントの充実化、教育支援システムの導入にも関
わり、本学における教育の質向上および内部質保証等に寄与したことは評価できる。

今後に向けて
　新型コロナウイルス感染症感染拡大に起因する登校機会の減少やオンライン形式での受講が続いたが、こ
れにより学生間および学生と教員間の交流が減少し、一部学生の成績不振やモチベーション低下に繋がって
いると言われている。令和 5年度は在学生全員が登校し、対面で授業を受けることになるため、学習へのモ
チベーションを高め、学力がより向上するよう、学習支援活動を充実させていきたい。
　また、令和 6年度から適用される改訂薬学教育モデル・コア・カリキュラムに準じた新しいカリキュラム
の改定とそれに先立つディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーの見直し、それらに沿った学修成果
の可視化・評価方法の構築にも貢献したい。

（8）IR 運営委員会
委員会の開催
　第 1回�IR 運営委員会
　　【開催日時】2022 年 9 月 5 日（月）　�14 時 00 分〜 15 時 15 分
　　【議　　題】1．幹事の選出
　　　　　　　　2．令和 5年度予算
　　　　　　　　3．今後の IRで行うべき課題

　第 2回�IR 運営委員会
　　【開催日時】2023 年 1 月 26 日（木）　�10 時 00 分〜 11 時 00 分
　　【議　　題】1．IR 解析ソフトについて

活動概要・現状
　2022 年度は、上記の内容で 2回の委員会を開催し、討議を行った。一元的なデータの管理及び解析のた
めのデータ解析ソフト導入に向けて、代理店に「Spotfire」によるデモンストレーションを依頼することと
なった。

自己点検・評価
　本委員会の役割は「支援」であるため、解析の依頼がなかった今年度は活動が縮小した。今後に備え、
データの収集およびデータ管理・解析の環境を整えることに注力した。

今後に向けて
　導入するデータ解析ソフトの決定を目指す。また、アセスメントポリシー策定を待ち、収集するデータを
増やしていきたい。
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（9）地域連携センター運営委員会
委員会の開催
　第 1回：令和 4年 7月 6日（水）
　　1．科学技術週間
　　2．町田市薬剤師会
　　3．さがまちコンソーシアム
　　4．団地
　　5．東京都都営団地に関する協定
　　6．ゼルビア
　　7．南第 3高齢者センターからの呼びかけ
　　8．その他

　第 2回：令和 4年 9月 7日（水）
　　1．さがまち実験
　　2．町田市薬剤師会
　　3．東京都都営団地に関する協定
　　4．ゼルビア
　　5．検討事項

　第 3回：令和 4年 11 月 9 日（水）
　　1．さがまちカレッジ　実験講座
　　2．町田市薬剤師会定例協議会
　　3．予算再提出について
　　4．団地関係
　　5．ゼルビア
　　6．その他
　　7．検討事項

　第 4回：令和 5年 1月 26 日（メール委員会）
　　さがまちカレッジ企画書提出について
　　1．2023 年度企画
　　2．その他の書類
　　3．助教会でのプレゼン

　第 5回：令和 5年 2月 24 日
　　1．ユニコム大学情報展示ブース
　　2．さがまち地域連携プラットフォーム
　　3．さがまち実験講座
　　4．科学技術週間
　　5．薬剤師生涯学習講座
　　6．団地
　　7．ホームページ
　　8．その他

その他
　中期計画として掲げた事項にそって、活動を進めた。

活動概要・現状
　1．ユニコムプラザさがみはら大学情報コーナーに出展（2022 年 4 月〜 2023 年 3 月）
　2．科学技術週間イベントに参加（4月 18 日〜 4月 24 日）
　3．電子顕微鏡でミクロの世界をのぞいてみよう（4月 24 日）
　4．第 1回町田市薬剤師会協議会（5月 12 日）
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　5．さがまちコンソーシアム定時社員総会に参加（6月）
　6．さがまちカレッジ中学生高校生対象講座（実験：梶川瑞穂）（8月 18 日）12 名参加
　7．さがまちカレッジ中学生高校生対象講座（実験：石田寛明）（8月 19 日）24 名参加
　8．第 2回町田市薬剤師会協議会（8月 25 日）
　9．オープンキャンパスに JKK東京職員が参加（9月 18 日〜 9月 19 日）
　10．東京都都営団地に関する協定書を締結（9月 21 日）
　11．さがまちコンソーシアム　まちづくり交流会参加（10 月 1 日〜 10 月 31 日）
　12．第 3回町田市薬剤師会協議会（10 月 25 日）
　13．学園祭にゼルビーくんが来学（10 月 30 日）
　14．2022 年度第 1回生涯学習講座（11 月 12 日）オンライン 12 名・会場 11 名参加
　15．さがまちカレッジ講演（講師：唐澤悟）（11 月 24 日）9名参加
　16．おくすり相談カフェ実施（12 月 5 日）
　17．本町田住宅の餅つき大会に学生が参加（12 月 10 日）
　18．2022 年度第 2回生涯学習講座（1月 21 日）オンライン 33 名・会場 0名参加
　19．本町田住宅・定例会（1月 25 日）
　20．都営住宅に学生が入居（2月 1名、3月 1名）
　21．さがまち地域連携プラットフォーム勉強会参加（2月）
　22．大学ホームページに地域連携センターサイトを開設（2月）
　23．2022 年度第 3回生涯学習講座（3月 18 日）オンライン 25 名・会場 0名参加

自己点検・評価
良い点：
　・�毎年の活動が蓄積されて、定例的な開催として定着し、次年度に向けてよりバージョンアップして発展
可能性が高まっている（ユニコムプラザ関連、科学技術週間、さがまちカレッジ、おくすり相談カフェ等）。

　・�若手教員による実験講座に多くの中高生が集まったり、専門的な内容をわかりやすく伝える講座に学ぶ
意欲の高い中高年が参加したりするさがまちカレッジでは、町田市内唯一の医療系大学としての本学の
特徴を活かした活動として高評価を受け根付いてきている。

　・�本町田住宅に加え、都営住宅でも学生居住が始まり、大学生がまちづくりに参画する事例が増えてきて
いる。

改善すべき点：
　　�次年度に向けて新規の活動も増えそうなので、地域連携センター運営委員会委員の役割分担状況を見え
る化し、委員がバランスよく、意欲を保って活動できる体制整備が必要である。

今後に向けて
・�学生参画を促す仕組みとして、「地域活動説明会」の構想が深まってきたので、次年度の実現に向けて一
層の準備が必要である。
・�さがまちコンソーシアムで青山学院大学を中心として申請を目指す「地域連携プラットフォーム事業」に
関しては、これまでにない枠組みなので、本学にとって発展可能性の高いものにしていくために、学外や
学内での意見交換を活発化し、方向性を明確にして進めていく必要がある。
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６．大学院
（1）大学院入試管理委員会
委員会の開催
令和 4年 10 月 18 日（火）
　1．令和 5年度大学院入学試験（修士課程 : 一般 1期）について

令和 4年 12 月 10 日（火）（メール会議）�
　1．志願理由書について
　2．調査書・卒業証明書について
　3．外国籍の受験生への学力試験における対応について

令和 5年 2月 13 日（月）
　1．令和 5年度入学試験（3/7（火）一般・社会人推薦の志願者資格確認）に関する件
　2．令和 6年度入学試験（日程・試験科目）に関する件
　3．令和 6年度博士課程・修士課程出題者・面接委員・採点者に関する件
　4．アドミッションポリシーの今年度見直しに関する件

令和 5年 3月 7日（火）
　1．令和 5年度大学院入学試験（修士課程 : 一般 2期、博士課程 : 社会人推薦 2期）について

活動概要・現状
令和 5年度入学試験実施結果

自己点検・評価
　修士課程、博士課程とも定員を満たしている。留学生・社会人が入学しやすい環境を整えてきた成果によ
ると思われる。

今後に向けて
　一方で本学卒業生の一般入学者がゼロであり、研究入門の実施やハイテクリサーチセンター成果報告会や
月例報告会、また大学特別講義などの開催により、研究の面白さを学部生に伝えていくより一層の努力が必
要である。

課　程 入試実施日 入試種別 志願者 受験者 合格者

修士課程
10 月 18 日（火） 一般 1期 3名 3名 3名

3月 7日（火）
一般 2期 1名 1名 1名
社会人推薦 0名 0名 0名

博士課程

7月 19 日（火）
学内推薦 0名 0名 0名

社会人推薦 1期 0名 0名 0名
10 月 18 日（火） 一般 1期 0名 0名 0名

3月 7日（火）
一般 2期 0名 0名 0名

社会人推薦 2期 3名 3名 3名
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（2）大学院自己点検・評価委員会
委員会の開催
令和 4年 5月 20 日（金）（メール会議）
　1．昭和薬科大学大学院自己点検・評価報告書の作成と昭和薬科大学自己点検 ･評価委員会への提出

令和 4年 11 月 8 日（火）（メール会議）
　1．大学基準協会点検 ･評価報告書（大学院関連事項）原案作成

令和 4年 11 月 14 日（月）（メール会議）
　1．大学基準協会点検 ･評価報告書（大学院関連事項）ブラッシュアップ 1回目

令和 4年 11 月 29 日（火）（メール会議）
　1．大学基準協会点検 ･評価報告書（大学院関連事項）ブラッシュアップ 2回目

令和 4年 12 月 5 日（月）（メール会議）
　1．大学基準協会点検 ･評価報告書（大学院関連事項）ブラッシュアップ 3回目

活動概要・現状
　大学院薬学研究科委員会から提出された事業報告書を確認の上、昭和薬科大学大学院自己点検・評価報告
書として昭和薬科大学自己点検 ･評価委員会に提出し、令和 3年度昭和薬科大学教育・研究年報として公表
した。加えて、本年度は来年度大学基準協会の認証評価を受けるための準備年にあたり、そのために作成す
る点検 ･評価報告書の中の大学院関連事項の記載項目・内容を 4回のメール会議を通して決定した。

自己点検・評価
　大学基準協会点検 ･評価報告書の作成過程で、本学の内部質保証における大学院自己点検・評価委員会の
役割がより明確化された。今後はそれに従い、定期的な自己点検 ･評価を実施するべきである。

今後に向けて
　大学院の活性化に貢献すべく、委員会活動を持続・活発化させる。

（3）ハイテクリサーチセンター運営委員会
委員会の開催
令和 4年 4月 27 日（水）（メール会議）
　1．令和 4年度幹事について
　2．ハイテクリサーチセンター各実験室管理者と危険物の貯蔵・取扱有無の調査について

令和 4年 5月 7日（土）（メール会議）
　1．令和 4年度ハイテクリサーチセンター月例報告会の日程について

令和 4年 7月 2日（土）（メール会議）
　1．令和 5年度予算申請について

令和 4年 7月 22 日（金）（メール会議）
　1．博士研究員室（0110 室）の名称変更に関する共同機器運営委員会からの要望について

令和 5年 1月 10 日（火）（メール会議）
　1．令和 5年度ハイテク成果報告会の日程（5/19（金））について
　2．令和 5年度ハイテク月例報告会について
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活動概要・現状
　新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止のために開催を見送っていたハイテクリサーチセンター成果報
告会及び月例報告会を再開した。

（1）第 13 回ハイテクリサーチセンター成果報告会
　　令和 4年 6月 16 日（木）、2年ぶりにハイテクリサーチセンター成果報告会を開催した。コロナ禍で初
めての対面学会方式での開催となり、本学記念講堂前で 12 専門研究室から計 60 演題（うち 55 演題が学
生発表）がポスター発表され、計 3時間の活発な議論が行われた。24 名の審査員（教員）による厳密な
審査により学生演題の中から優秀発表賞 11 題が選ばれ、発表後に開かれた表彰式において賞状と副賞が
授与された。

　　発表場所：記念講堂前広場（講義棟 2階）
　　　14:00-15:00�ポスター発表 1�（奇数演題）
　　　15:00-16:00�ポスター発表 2�（偶数演題）
　　　16:00-17:00�ポスター発表 3�（全演題、再度あるいは引き続き発表）
　　　17:00-18:00�記念講堂において表彰式�

（2）ハイテクリサーチセンター月例報告会（計 6回）
　令和 4年 9月 28 日（水）【担当：薬剤学研究室】
　　演題①：マイクロバブルと超音波による血液脳関門オープニング技術の開発および脳腫瘍治療への応用
　　演題②：がん血管内皮細胞の特性解析と放出されるエクソソームの機能解析
　
　令和 4年 11 月 4 日（金）【担当：薬物動態学研究室】
　　演題①：事例から考えるこれからの薬剤師に求められる役割

　令和 4年 11 月 22 日（火）【担当：薬理学研究室】
　　演題①：�Cystathionine�γ-lyase�self-inactivates�by�forming�nitrosopersulfide�(SSNO)�and�persulfide�(SSH)�

adducts�during�catalysis
　
　令和 4年 12 月 21 日（水）【担当：薬品化学研究室】
　　演題①：生理活性物質の立体制御を指向したN- アルキル化アミドの合成と立体構造解析
　　　　　　〜N- トリフルオロメチル及び�N- ジフルオロメチル化アミド〜
　
　令和 5年 1月 27 日（水）【担当：薬品物理化学研究室】
　　演題①：Glyoxalase�I�を標的とする 125I 標識プローブの開発
　　演題②：ブラジキニンB1受容体を標的とする 111In 標識プローブの開発
　
　令和 5年 3月 22 日（水）【担当：応用薬物治療部門】
　　演題①：甲状腺乳頭がん細胞を用いたがん細胞増殖に関わるメトホルミン結合
　　　　　　タンパク質の探索
　　演題②：深層学習を用いた実務実習の支援必要度の早期予測

自己点検・評価
　コロナ禍がまだ完全に収まらない中で再開した成果報告会であるが、ほとんどの対外発表の場を失ってい
た 6年生や 5年生を中心に予想以上の盛況裡に終わることができた。また、月例報告会においても、学生発
表を含めて、コロナ以前よりもむしろ活発な議論が行われていた。ただし、いずれも他の学内学外行事を考
慮し、より多くの人が参加できる日時に設定すること、また開催を積極的にアピールすることが重要である。

今後に向けて
　成果報告会及び月例報告会を継続し、さらに発展させ、本学の研究活動全般の活性化に繋げる。また、共
同機器運営委員会と協力してハイテクリサーチセンターの整備を進め、より積極的に活用していく。
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７．施設
（1）体育施設
活動概要・現状
　体育施設を管理運営する体育学研究室の教育職員の採用が延期されたことにより、これまでと同じように
大学事務長が暫定的に管理運営を継続している。
　基本的には暫定的に運営管理するという趣旨から、これまでと同じように下記にあげる施設を本学行事、
体育実技、本学学生の課外活動、本学学生が所属する学生団体の各種大会、職員の福利厚生の場として利用
している。

　1　体育館
　2　武道場（空手、柔道、少林寺・剣道）
　3　卓球場
　4　テニスコート
　5　グラウンド
　6　弓道場

自己点検・評価
　体育施設は活動概要に記した内容により、年間計画に沿って適切に管理運用されている。しかしながら、
令和 4年度も新型コロナウイルスの感染拡大防止に伴い、活動が大幅に制限された中での使用が行われた。

今後に向けて
　各施設、設備の老朽化が進んでいることから大規模な改修工事及び管理運営の検討を行っていく。

（2）RI 研究施設
活動概要・現状
　RI 研究施設は、「放射性同位元素等の規制に関する法律」による原子力規制委員会の許可施設である。関
連法令、本学放射線障害予防規程に従い、アイソトープの管理、放射線業務従事者の管理、RI 研究施設管理・
運営を行なった。以下に具体的な活動内容を示す。

　1．放射線管理状況報告（原子力規制委員会へ提出）
　2．核燃料物質管理報告（原子力規制委員会へ提出）
　3．放射線安全委員会予算管理
　4．アイソトープ管理
　　　1）研究用アイソトープ発注、入庫、使用、保管、廃棄の管理
　　　2）RI 使用カード、廃棄カードの作成と記録の整理
　　　3）RI 保管庫の在庫確認
　　　4）日本アイソトープ協会へRI 廃棄物の委託廃棄
　5．放射線業務従事者管理
　　　1）学内教育訓練の実施
　　　2）管理区域への入退室カード（ICカード）登録
　　　3）入退室記録管理
　　　4）個人被ばく線量（ルミネスバッジ装着）管理
　6．RI 施設管理
　　　1）排気排水管理
　　　2）管理区域エリアモニタ管理
　　　3）汚染検査
　　　4）機器管理
　　　5）設備管理
　7．緊急時の対応に関する教育訓練
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　8．原子力規制庁による立入検査対応

自己点検 ･ 評価
　アイソトープの管理、放射線業務従事者の管理、RI 研究施設管理・運営は、関連法令、本学放射線障害
予防規程に従い、厳重に適切に行われた。原子力規制庁による不定期の放射線施設立入検査の際には、適切
に管理されていると評価され、助言を受けたのみであった。

今後に向けて
　検査時の助言を踏まえて一部運用の変更を行い、これまで通り関連法令、本学放射線障害予防規程に基づ
いた適切な管理を行う。

（3）機器分析研究施設（Research Facility for Instrumental Analysis）
研究施設短報
清谷：�ミュオン回転緩和法を用いたタンパク質のプロトン・電子移動の実空間・実時間での可視化に関する

研究について、茨城県東海村の J-PARC/MLFのミュオン科学実験施設において、2022B 期の実験課
題募集で採択された課題の実験を実施し、データ解析および議論を行っている。また、成果の一部に
ついて学会等で発表した。

千葉：�JMS-T100LP�LC/MS�に 3液混合システムを構築した。LCポンプ 2台、シリンジポンプ1台、インジェ
クター 2台で構成した。

　　　�尚、千葉教育技術職員は今年度で定年退職となった。2023 年度に後任の常勤職員は採用しないこと
が学長により決定された。

学会、研究会報告
○清谷多美子：ミュオン回転緩和法（μSR）による酵素反応のプロトン移動の観測

令和 4年度中性子産業利用報告会　令和 3年 7月

○�竹下聡史，清谷多美子，友野大，梅垣いづみ，杉山純，平石雅俊，幸田章宏，岡部博孝，西村昇一郎，中
村惇平，神田聡太郎，下村浩一郎，門野良典，瀬戸秀紀：�高分子における負ミュオンスピン緩和測定

日本物理学会 2022 年秋季大会　令和 4年 9月

活動概要・現状
　コロナ禍が続いているが、オンラインと対面のカリキュラムが定常化して学生が登校できるようになった
こともあり、利用者数および測定本数はコロナ禍前の状況に戻りつつある。

核磁気共鳴装置（NMR）：
　3機の NMR［ブルカージャパン社製 300MHz、およびクライオプローブ（極低温検出器）を装備した
600MHz、日本電子社製 400MHz］が通年稼働した。ブルカージャパン社製 300MHz の NMRについては
導入から18年を経過していることもあり、2月に同社の400MHzのNMRに更新した。全てのNMRはオー
トサンプルチェンジャーを装備することにより効率的な測定を可能にしており、年間を通して昼夜ともに
ほぼ利用されている。
　300MHz（2 月から 400MHz）および 400MHz の 2 機のNMRの利用について、コロナ禍およびカリキュ
ラムに配慮して、3年生の 2月頃から利用可能となっており。学生利用登録者数は 100 名を越え、年間の
測定本数も 1万本を超過している。
　600MHz の NMRに関しては、天然物をはじめとする微量しか得られない有機化合物、高分子量のタン
パク質の構造解析および同定が行われ、測定本数は 800 本余りで昨年度より約 20％増加した。本装置に
ついて、測定本数は 300MHz および 400MHz の NMRの約 1/10 であるが、1試料あたりの測定時間が長
いことから、稼働時間はほぼ同じである。利用については教員のみとしているが、利用研究室では、学生
が 600MHz-NMRの実験に立ち会うことにより、実験方法やデータ処理、構造解析に関する教育を行って
いる。
　3年生の生薬・天然物化学実習（9、10月）では、生薬から抽出された試料を600MHzのNMRで測定を行い、
得られたデータを用いて解析演習を行った。
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質量分析装置（MS）：
　例年通り日本電子社製のMS700、T100LP の 2 台が稼働した。コロナ禍以降ユーザー測定、依頼測定が
減少していたが、今年度はだいぶ持ち直した。

単結晶X線回折装置：
　教員および大学院生の利用が可能である。また、各研究室内で結晶構造解析ソフトを用いての構造解析
は学部学生も可能である。測定数については昨年度より約 30％減少しているが、コンスタントに利用さ
れている。多くは有機化合物の結晶構造解析であるが、タンパク質結晶の予備実験の利用も増えつつある。

ORD-CD：
　教員、研究室配属の 4年生以上の学部生および大学院生の利用が可能な解放装置である。利用状況につ
いては、タンパク質および有機化合物試料の測定が継続的に実施されている。

FT/IR：
　教員、研究室配属の 4年生以上の学部生および大学院生の利用が可能な解放装置であり、化学系研究室
を中心に一コンスタントに利用されている。

元素分析装置（薬品化学研究室管理）：
　利用状況は年度および時期により変動はあるものの一定量の利用が続いている。

自己点検・評価
　日頃より利用者とのコミュニケーションを心掛けており、研究室の事情により装置の利用方法および規則
に関して不都合が生じた際は、早急に改善策を検討・提案するとともに、利用しやすい利用規則に変更する
などの対応を行っている。
　施設利用に関しては、セキュリティーの面から出入口に電子錠を設置しており、利用登録者は 24 時間、
各自の IDカードで入退室可能である。昨年来のコロナ禍で、夜間および週末・休日施錠から終日施錠に切
り替え、万が一の事態に備えて各利用登録者の入退室時間の管理を行っている。
　施設利用について、定期点検や故障発生時以外は、年間を通して 24 時間利用可能な体制をとっている。
施設利用については、原則的に利用研究室より申請を受け、装置講習および施設利用の説明を受講した者に
入退室許可を与えており、利用者が安心して利用できるよう配慮している。
　全装置は、年間を通して 24 時間稼働しており、また、装置数も決して多くないことから故障は避けられ
ないが、メーカーと保守契約を結ぶことにより、故障時の迅速な対応、さらには一刻も早い原状回復を期す
べく万全の態勢を調えている。さらに毎年装置の定期点検を実施し、年間を通して高性能な状態を維持して
いる。
　当施設は、利用者が安全で安心して利用できるよう、更によりよい成果を挙げられるよう施設の体制作り
について、機器分析研究施設運営委員会が中心となって、利用研究室および施設スタッフの協力により、さ
らに利用者の協力を得て円滑に管理・運営・運用されているものと評価する。

今後に向けて
　今後も利用者および利用研究室と密に連携し、より一層の効果的、効率的な装置の運用を図りたい。
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８．その他
（1）2022（令和 4）年度外部資金取得状況

（2）輸出管理委員会
活動概要・現状
　1．�新規着任者の研修について、委員長と相談のうえ、7/7 にメールで対象者に依頼し、例年通り実施した。
　2．�経済産業省「安全保障貿易に係る機微技術管理ガイダンス（改正第 4版）」に沿った管理に努めた。

自己点検・評価
　本年度もコロナ禍による各種混乱があったが感染防止に配慮しながら、規程施行 4年目を終えた。輸出可
否の審議案件は無かった。
　令和 3（2021）年 11 月 18 日で公布された「役務通達」（「外国為替及び外国貿易法第 25 条第 1 項及び外
国為替令第 17 条第 2項の規定に基づき許可を要する技術を提供する取引又は行為について」（平成 4年 12
月 21 日付け 4貿局第 492 号）等の一部を改正する通達）の改正が令和 4（2022）年 5 月 1 日から施行され
たことに伴い、新たな体制整備に務め、今後実態に沿った体制整備を進めて行く。

今後に向けて
　経済産業省「安全保障貿易に係る機微技術管理ガイダンス（改正第 4版）」に沿った管理を今後も行う。

項　　　目 件数 合計金額（千円） 備　　　考
科学研究費助成事業（文部科学省・日本学術振興会） 35 32,926
国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED） 2 4,110
科学技術振興機構（JST） 1 100
厚生労働科学研究費補助金 1 2,000
奨励研究寄付金 2 1,350
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Ⅱ．研究室年間業績と研究室活動短報
医療薬学系（Devision of Pharmacy and Health Sciences）
医療薬剤学分野

（1）薬剤学研究室（Laboratory of Pharmaceutics and Biopharmaceutics）
　教　授　　宇都口直樹
　准教授　　小泉　直也
　講　師　　野村　鉄也
　特任助教　萩原芙美子

学会報告
○野村鉄也、山下千紗都、小泉直也、宇都口直樹：腫瘍血管を標的とした治療法開発を目指した in�vitro 腫
瘍血管内皮細胞モデルの特性解析

日本薬剤学会第 37 年会（オンライン）2022 年 5 月
［山下千紗都（令和 3年度卒業生）］

○福安亜美、多門大輔、小泉直也、萩原芙美子、野村鉄也、宇都口直樹：粘膜上皮バリアー透過機能を持つ
ワクチンキャリアの開発

第 38 回日本DDS学会学術集会（オンライン）2022 年 6 月
［福安亜美（令和 4年度卒業研究 6年生）、多門大輔（令和 4年度卒業研究 5年生）］

○ Tetsuya�Nomura,�Naoki�Utoguchi：Development�of�Dendritic�cell-based� immunotherapy� targeting�
tumor�blood�vessels�in�a�mouse�model�of�lung�metastasis

第 81 回日本癌学会学術集会（横浜）2022 年 9 月

Tetsuya�Nomura,�Mai�Furukawa,�Yuuka�kawashima,�○ Naoki�Utoguchi：Characteristic�analysis�of�novel�
tumor�derived�endothelial�cells-specific�antibody

第 16 回次世代を担う若手のための医療薬科学シンポジウム（和歌山）2022 年 10 月
［Mai�Furukawa（令和元年度卒業生）、Yuuka�kawashima（令和 4年度卒業研究 6年生）］

○小林純大、東阪和馬、奥野和香子、坂橋優治、北原剛、泉谷里奈、仲本有里菜、Seo�Jiwon、山本怜奈、
宮地一輝、辻野博文、芳賀優弥、野村鉄也、鈴木亮、宇都口直樹、堤康央：シンシチオトロホブラスト層に
着目した化学物質の胎盤透過性評価に適う in vitro�モデル系の構築に向けた研究

日本薬物動態学会第 37 回年会（横浜）2022 年 11 月

○野村鉄也、小倉一桜、仁井田怜子、萩原芙美子、小泉直也、宇都口直樹：In vitro�再構築モデルを用いた
がん擬似血管構成細胞の特性解析

日本薬学会第 143 年会（札幌）2023 年 3 月
［小倉一桜（令和 4年度卒業研究 6年生）、仁井田怜子（令和元年度卒業生）］

原著論文
Yoshikazu�Sawaguchi,�Keiichi�Hirata,�Ryo�Suzuki,�Kazuo�Maruyama,�Naoki�Utoguchi� :�Anti-Obesity�
Dendritic�Cell�Vaccine�Therapy�Targeting�Neovascular�Vessels�in�High-Fat-Diet-Fed�Mice.

BPB Reports,�5,�95-98�(2022)

活動概要・現状
　4月より萩原特任助教が新たに研究室スタッフとして加わり、6〜 4年次学生 38 名が所属し、研究活動が
行なわれた。
　研究テーマとして、従来から行っているアデノウイルスタンパク質を利用した�DDS、新生血管や腫瘍擬
似血管を標的とした�DDS�に関する研究、および今年度よりスタートさせた大阪大学薬学部との共同研究「胎
盤関門における物質透過機構解明」である。
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　教育においては、学部生は月に 1回の全体でのデータ発表会を行い、科学的論理思考、問題解決能力、プ
レゼン能力の醸成に努めた。

自己点検・評価
　令和 4年度は、学会発表 6件、原著論文 1報の発表がなされた。原著論文は絶対数が少なく、またよりイ
ンパクトのある雑誌への投稿を目指したい。

今後に向けて
　原著論文は量が極めて少なく、最低でも複数報を発表したい。国際学会への参加も行っていきたい。研究
室内のデータ発表会は数多く行ったが、研究の基礎力の醸成のための文献紹介の機会が少なかった。今後は、
文献紹介を増やしていきたい。

（2）薬物動態学研究室（Drug Metabolism and Pharmacokinetics） 
　教　授　　山崎　浩史
　准教授　　清水万紀子
　講　師　　村山　典恵
　特任助教　安達昂一郎
　大学院学生　D4　三浦　智徳

学会報告
○勝谷�成男、山田�隆志、村山�典恵、山崎�浩史、Weida�Tong、山添�康、広瀬�昭彦 :�食品中に含まれるク
マリンの肝毒性リスク評価についての In�Silico アプローチ

第 49 回日本毒性学会学術年会（札幌）�2022 年 6 月

○山田�隆志、勝谷�成男、丸山�多恵子、村山�典恵、山崎�浩史、山添�康、広瀬�昭彦 :�ピロリジジンアルカ
ロイドの肝毒性評価へのNew�Approach�Method�（NAM）の適用

第 49 回日本毒性学会学術年会（札幌）�2022 年 6 月

○生城�真一、竹内�彩、能登�絵吏子、西川�美宇、村山�典恵、山崎�浩史、宇野�泰広 :�出芽酵母発現系を用
いた哺乳動物由来UDP- グルクロン酸転移酵素 1Aファミリー分子種（UGT1A1 およびUGT1A6）の機能
解析

第 49 回日本毒性学会学術年会（札幌）�2022 年 6 月

○桑形�麻樹子、山崎�浩史、北嶋�聡 :�ウサギを用いたサリドマイドの発生毒性；雌の経口投与による催奇形
性発現と雄精漿移行による催奇形性発現との比較

第 49 回日本毒性学会学術年会（札幌）�2022 年 6 月

○後迫�玄城、村山�典恵、小原�恭子、山崎�浩史、宇野�泰広 :�ツパイ CYP2A13 の同定と解析
第 165 回日本獣医学会集会（神奈川）�2022 年 6 月

○谷村�聡、山崎�浩史 :�トリメチルアミン尿症の 2例
第 31 回日本外来小児科学会年次集会（福岡）�2022 年 8 月

○山崎�浩史、清水�万紀子、安達�昂一郎 :�生理学的薬物動態モデルを用いる化学物質のデータ駆動型ヒト体
内ばく露量予測手法の開発

2022 年度日化協 LRI 研究報告会（東京）�2022 年 8 月

○小島�綾華、加藤�美紀、村山�典恵、山崎�浩史、灘井�雅行 :�マルチキナーゼ阻害薬によるCYP2J2 阻害作
用の解明

第 32 回日本医療薬学会年会（群馬）�2022 年 9 月
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○Hiroshi�Suemizu,�Yuichi�Iida,�Miyuki�Ida-Tanaka,�Kenji�Kawai,�Yuichiro�Higuchi,�Satoshi�Ito,�Hidetaka�
Kamimura,�Mamoru� Ito,�Hiroshi�Yamazaki,�Mitsuo�Oshimura�Yasuhiro�Kazuki,� Shotaro�Uehara:�
Conditional�knockout�of�the�cytochrome�P450�oxidoreductase�gene�highlights�human�drug�metabolism�in�
humanized�liver�TK-NOG�mice

ISSX/MDO2022Meeting�(Seattle,�USA)�2022 年 9 月

○ Shotaro�Uehara,�Yuichiro�Higuchi,�Nao�Yoneda,�Norie�Murayama,�Hiroshi�Yamazaki,�Hiroshi�Suemizu:　
Characterization�of�drug-metabolizing�enzymatic�activities�in�the�hepatocytes�isolated�from�the�chimeric�
TK-NOG�mice�with�humanized�livers

ISSX/MDO2022Meeting�(Seattle,�USA)�2022 年 9 月

○清水�万紀子、巻口�美晶、菱沼�英史、齋藤�さかえ、平塚�真弘、山崎�浩史 :�日本人ゲノムデータベースか
ら見出したフラビン含有酸素添加酵素 3変異型酵素の機能解析

日本薬物動態学会第 37 回年会（横浜）�2022 年�11 月
�［巻口美晶（2022 年度卒業研究 5年生）］

○上原�正太郎、樋口�裕一郎、米田�直央、山崎�浩史、末水�洋志 :�ヒト肝キメラマウスによるオランザピン
10N- グルクロン酸抱合体の生成

日本薬物動態学会第 37 回年会（横浜）�2022 年�11 月

○ Yasuhiro�Uno、Genki�Ushirozako、Yutaro�Noda、Kyoko�Kohara、Norie�Murayama、Hiroshi�
Yamazaki:�Characterization�of�tree�shrew�CYP2A13�in�comparison�with�human,�dog�and�pig�CYP2As

日本薬物動態学会第 37 回年会（横浜）�2022 年�11 月
［野田優太朗（2022 年度卒業研究 5年生）］

○末水�洋志、飯田�雄一、伊田 - 田中�幸、川井�健司、樋口�裕一郎、伊藤　諭史、神村�秀隆、伊藤�守、山
崎�浩史、押村�光雄、香月�康宏、上原�正太郎 :�ヒト薬物代謝研究のためのチトクローム P450 酸化還元酵素
（POR）コンディショナルノックアウトTK-NOGヒト肝キメラマウスの開発

日本薬物動態学会第 37 回年会（横浜）�2022 年�11 月

○ Hiroshi�Yamazaki,�Makiko� Shimizu,�Katsuhiro�Ohyama,�Yoichi�Tanaka,�Yoshiro� Saito:�High�
exposures�of�atorvastatin�in�subjects�harboring�impaired�cytochrome�P450 3A4*16�modeled�after�virtual�
administrations�and�possibly�associated�with�statin�intolerance

7th�Asia�Pacific�ISSX�2023�(Bengaluru,�India)�2023 年 1 月

○ Makiko�Kuwagata,�Hiromasa�Takashima,�Ryo�Haneda,�Kanako�Tanaka,�Takuro�Hasegawa,�Hiroshi�
Yamazaki,�Satoshi�Kitajima:�Possible�teratogenic�effects�via�male�semen�exposed�to�thalidomide�in�rabbits

SOT�61st�Annual�Meeting�and�ToxExpo�(Nashville,�USA)�2023 年 3 月

清水�万紀子、菱沼�英史、巻口�美晶、齋藤�さかえ、平塚�真弘、◯山崎�浩史 :�東北メディカル・メガバンク
統合データベースに掲載された未解析フラビン含有モノオキシゲナーゼ 3�遺伝子変異とそれらの酵素機能

日本薬学会第 143 年会（札幌）�2023 年 3 月
［巻口美晶（2022 年度卒業研究 5年生）］

◯清水�万紀子、菱沼�英史、巻口�美晶、齋藤�さかえ、平塚�真弘、山崎�浩史 :
東北メディカル・メガバンク統合データベースに掲載された新規フラビン含有モノオキシゲナーゼ 3�遺伝
子変異とそれらの酵素機能

日本薬学会第 143 年会（札幌）�2023 年 3 月
［巻口美晶（2022 年度卒業研究 5年生）］

◯村山�典恵、藤木�宥樹、後迫�玄城、野田�優太朗、上原�正太郎、宇野�泰広、山崎�浩史 :�イヌ、ブタ、ツ
パイおよびヒトチトクロム P450�2B 分子種の薬物酸化酵素活性

日本薬学会第 143 年会（札幌）�2023 年 3 月
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［藤木�宥樹（2022 年度卒業研究 4年生）、野田優太朗（2022 年度卒業研究 5年生）］

○安達�昂一郎、清水�万紀子、田中�敏博、山崎�浩史 :�アセトアミノフェンを過量経口服用した思春期少女
の薬物体内動態解析

日本薬学会第 143 年会（札幌）�2023 年 3 月

○佐藤�翼、安達�昂一郎、村山�典恵、清水�万紀子、田中�庸一、斎藤�嘉朗、山崎�浩史 :�簡易生理学的薬物
動態モデルによるチトクロム�P450 3A4/5�遺伝子多型患者でのアトルバスタチンおよびカルバマゼピン血中
動態予測

日本薬学会第 143 年会（札幌）�2023 年 3 月
［佐藤翼（2022 年度卒業研究 5年生）］

○野田�優太朗、村山�典恵、森國�紗帆、宇野�泰広、山崎�浩史 :�イヌ肝チトクロム P450�3A 酵素が触媒する
典型的なヒト選択的基質に対する酸化酵素活性の個体差

日本薬学会第 143 年会（札幌）�2023 年 3 月
［野田�優太朗、森國�紗帆（2022 年度卒業研究 5年生）］

◯巻口�美晶、清水�万紀子、嶋村�衣里加、横田�侑香、原野�美月、山本�茜、山崎�浩史 :�家族解析により複
合変異の組み合わせが確定した疾患起因フラビン含有酸素添加酵素 3ハプロタイプ

日本薬学会第 143 年会（札幌）�2023 年 3 月
［嶋村衣里加、横田侑香、原野美月（2022 年度卒業研究 4年生）、巻口美晶（2022 年度卒業研究 5年生）］

原著論文
Shotaro�Uehara,�Yuichiro�Higuchi,�Nao�Yoneda,�Kenji��Kawai,�Masafumi�Yamamoto,�Hidetaka�Kamimura,�
Yuichi� Iida,�Mitsuo�Oshimura,�Yasuhiro�Kazuki,�Hiroshi�Yamazaki,�Hayato�Hikita,�Tetsuo�Takehara,�
Hiroshi�Suemizu:�An�improved�TK-NOG�mouse�as�a�novel�platform�for�humanized�liver�that�overcomes�
limitations�in�both�male�and�female�animals.�

Drug Metab Pharmacokinet.,�42,�100410�(2022)

Yusuke�Kamiya,�Kentaro�Handa,�Tomonori�Miura,� Junya�Ohori,�Airi�Kato,�Makiko�Shimizu,�Masato�
Kitajima,� �Hiroshi�Yamazaki:�Machine�Learning�Prediction�of� the�Three�Main� Input�Parameters�of�a�
Simplified�Physiologically�Based�Pharmacokinetic�Model�Subsequently�Used�to�Generate�Time-Dependent�
Plasma�Concentration�Data�in�Humans�after�Oral�Doses�of�212�Disparate�Chemicals.�

Biol Pharm Bull,�45,�124-128�(2022)
［加藤愛理（2022 年度卒業研究 6年生）、三浦智徳�（2022 年度博士課程 4年）］

Yasuhiro�Uno,�Hiroshi�Yamazaki:�Cloning�and�tissue�expression�of�ATP-binding�cassette�transporters�in�
cynomolgus�macaques.�

Drug Metab Pharmacokinet,�42,�100431�(2022)

Yasuhiro�Uno,�Hiroshi�Yamazaki:�Systematic�identification�and�characterization�of�cynomolgus�macaque�
solute�carrier�transporters.�

Drug Metab Pharmacokinet,�43,�100437�(2022)

Eric�Solon,�M.�Reid�Groseclose,�Stacy�Ho,�Kouji�Tanaka,�Naoyuki�Nakada,�Stefan�Linehan,�Masanobu�
Nishidate,�Hiroyuki�Yokoi,�Hidefumi�Kaji,�Yoko�Urasaki,�Kenichi�Watanabe,�Tomonori� Ishida,�Rika�
Komatsu,�Kenji��Yoshida,�Hiroshi�Yamazaki,�Kosuke�Saito,�Yoshiro�Saito,�Yukari�Tanaka:�Imaging�Mass�
Spectrometry�(IMS)�for�Drug�Discovery�and�Development�Survey:�Results�on�Methods,�Applications�and�
Regulatory�Compliance.�

Drug Metab Pharmacokinet,�43,�100438�(2022)

Yusuke�Kamiya,�Tomonori�Miura,�Airi�Kato,�Norie�Murayama,�Makiko�Shimizu,�Hiroshi�Yamazaki:�
Plasma�concentration�profiles� for�hepatotoxic�pyrrolizidine�alkaloid�senkirkine� in�humans�extrapolated�

－ 194 －



from�rat�data�sets�using�a�simplified�physiologically�based�pharmacokinetic�model.�
Drug Metab Bioanal Lett,�15,�64-69�(2022)

［加藤愛理（2022 年度卒業研究 6年生）、三浦智徳�（2022 年度博士課程 4年）］

安達�昂一郎、別府�賢、清水�万紀子、福田�利明、山崎�浩史 :�救急搬送事例となった企図的過量服用医薬品
等の適正投与時の生理学的薬物動態モデルを用いた血中薬物動態再現の基盤研究

中毒研究 ,�35,�179-185�(2022)

Shotaro�Uehara,�Makiko�Shimizu,�Karen�Plé,�Sylvain�Routier,�Nao�Yoneda,�Yuichiro�Higuchi,�Hiroshi�
Suemizu,�Hiroshi�Yamazaki:�Probe�drug�T-1032�N-oxygenation�mediated�by�cytochrome�P450�3A5� in�
human�hepatocytes�in�vitro�and�in�humanized-liver�mice�in�vivo.�

Drug Metab Pharmacokinet,�44,�100453�(2022)

Shotaro�Uehara,�Nao�Yoneda,�Yuichiro�Higuchi,�Hiroshi�Yamazaki,�Hiroshi�Suemizu:�Cytochrome�P450-
dependent�drug�oxidation�activities�and�their�expression�levels�in�liver�microsomes�of�chimeric�TK-NOG�
mice�with�humanized�livers.�

Drug Metab Pharmacokinet,�44,�100454�(2022)

Tsutomu� Shimada,�Haruna�Nagayoshi,�Norie�Murayama,�Atsuki� Sawai,�Vitchan�Kim,�Donghak�
Kim,�Hiroshi�Yamazaki,�F.�Peter�Guengerich,� Shigeo�Takenaka:�Oxidation� of� 3´-methoxyflavone,�
4´-methoxyflavone,�and�3´,4´-dimethoxyflavone�and�their�derivatives�having�5,7-dihydroxyl�moieties�
by�human�cytochromes�P450�1B1�and�2A13.�

Xenobiotica,�52,�134-145�(2022)

Shotaro�Uehara,�Norie�Murayama,�Yuichiro�Higuchi,�Nao�Yoneda,�Hiroshi�Yamazaki,�Hiroshi�Suemizu:��
Comparison�of�mouse�and�human�cytochrome�P450�mediated-drug�metabolizing�activities�in�hepatic�and�
extrahepatic�microsomes.�

Xenobiotica,�52,�229-239�(2022)

Makiko�Shimizu,�Riku�Hayasaka,�Yusuke�Kamiya,�Hiroshi�Yamazaki:�Tivariate�Linear�Regression�and�
Machine�Learning�Prediction�of�Possible�Roles�of�Efflux�Transporters�in�Estimated�Intestinal�Permeability�
Values�of�301�Disparate�Chemicals.�

Biol Pharm Bull,�45,�1142-1154�(2022)
［早坂陸（2022 年度卒業研究 6年生）］　

Yasuhiro�Uno,�Norie�Murayama,�Moe�Ijiri,�Hiroaki�Kawaguchi,�Osamu�Yamato,�Mitsuya�Shiraishi,�Atsushi�
Asano,�Hiroki�Teraoka,�Hazuki�Mizukawa,�Shouta�M.M.�Nakayama,�Yoshinori�Ikenaka,�Mayumi�Ishizuka,�
Hiroshi�Yamazaki:�Cytochrome�P450 2J�genes�are�expressed�in�dogs,�cats,�and�pigs,�and�encode�functional�
drug-metabolizing�enzymes.�

Drug Metab Dispos,�50,�1434-1441(2022)

Yasuhiro�Uno,�Makiko�Shimizu,�Yurie�Ogawa,�Miaki�Makiguchi,�Hiroaki�Kawaguchi,�Osamu�Yamato,�
Mayumi� Ishizuka,�Hiroshi�Yamazaki:�Molecular� and� functional� characterization� of� flavin-containing�
monooxygenases�in�pigs,�dogs,�and�cats.�

Biochem Pharmacol,�202,�115125�(2022)
［巻口美晶（2022 年度卒業研究 5年生）、小川友里衣（2022 年度卒業研究 6年生）］

Daisuke�Negishi,�Okimichi�Mitsumatsu,�Takahiro�Matsumura,�Hiromi�Mitsumatsu,�Miaki�Makiguchi,�
Makiko�Shimizu,�Hiroshi�Yamazaki:�Plasma�and�synovial�fluid�concentrations�of�linezolid�in�patients�with�
knee�osteoarthritis�infected�with�Staphylococcus aureus.

J Pharm Health Care Sci,�8,�16�(2022)
［巻口美晶（2022 年度卒業研究 5年生）］
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Yasuhiro�Uno,� Shotaro�Uehara,�Moe� Ijiri,�Hiroaki�Kawaguchi,�Atsushi�Asano,�Mitsuya� Shiraishi,�
Kaito�Banju,�Norie�Murayama,�Hiroshi�Yamazaki:�Molecular� and� functional� characterization� of�
N-acetyltransferases�in�common�marmosets�and�pigs.�

Drug Metab Dispos.,�50,�1429-1433�(2022)
［萬壽海斗（2022 年度卒業研究 6年生）］

Daisuke�Ogiya,�Norie�Murayama,�Yusuke�Kamiya,�Rie�Saito,�Sawako�Shiraiwa,�Rikio�Suzuki,�Shinichiro�
Machida,�Kei�Tazume,�Kiyoshi�Ando,�Hiroshi�Yamazaki:�Low�cerebrospinal�fluid-to-plasma�ratios�of�orally�
administered�lenalidomide�mediated�by�its�low�cell�membrane�permeability�in�patients�with�hematologic�
malignancies.�

Ann Hematol,�101,�2013–2019�(2022)
［斎藤�理絵�（2022 年度卒業研究 6年生）］

Makiko�Shimizu,�Nagisa�Hirose,�Mao�Kato,�Haruna�Sango,�Yumi�Uenuma,�Miaki�Makiguchi,�Eiji�
Hishinuma,� �Sakae�Saito,�Masahiro�Hiratsuka,�Hiroshi�Yamazaki:�Further�survey�of�genetic�variants�of�
flavin-containing�monooxygenase�3�(FMO3)�in�Japanese�subjects�found�in�an�updated�database�of�genome�
resources�and�identified�by�phenotyping�for�trimethylaminuria.�

Drug Metab Pharmacokinet,�46,�100465�(2022)
［巻口美晶（2022年度卒業研究5年生）、廣瀨なぎさ、加藤真緒、山後晴菜、上沼由美（2022年度卒業研究6年生）］

神野�太郎、進藤�淳也、相澤�魁人、西田�光宏、清水�万紀子、山崎�浩史、上牧�務 :�市販の鎮痛薬を過量摂
取し急性カフェイン中毒を来した 14 歳女児

小児科臨床 ,754,�275-280(2022)

Yusuke�Kamiya,�Kentaro�Handa,�Tomonori�Miura,� Junya�Ohori,�Makiko�Shimizu,�Masato�Kitajima,�
Fumiaki�Shono,�Kimito�Funatsu,�Hiroshi�Yamazaki:�Correction� to� "An�Updated� In�Silico�Prediction�
Method�for�Volumes�of�Systemic�Circulation�of�323�Disparate�Chemicals�for�Use�in�Physiologically�Based�
Pharmacokinetic�Models�to�Estimate�Plasma�and�Tissue�Concentrations�after�Oral�Doses�in�Rats."�

Chem Res Toxicol,�35,�1433�(2022)
［三浦智徳�（2022 年度博士課程 4年）］

Shotaro�Uehara,�Yuichi� Iida,�Miyuki� Ida-Tanaka,�Masatomo�Goto,�Kenji�Kawai,�Masafumi�Yamamoto,�
Yuichiro�Higuchi,�Satoshi� Ito,�Riichi�Takahashi,�Hidetaka�Kamimura,�Mamoru� Ito,�Hiroshi�Yamazaki,�
Mitsuo�Oshimura,�Yasuhiro�Kazuki,�Hiroshi�Suemizu:�Humanized� liver�TK-NOG�mice�with� functional�
deletion�of�hepatic�murine�cytochrome�P450s�as�a�model�for�studying�human�drug�metabolism.�

Sci Rep,�12,�14907(2022)

Takashi�Yamada,�Naruo�Katsutani,�Taeko�Maruyama,�Tomoko�Kawamura,�Hiroshi�Yamazaki,�Norie�
Murayama,�Weida�Tong,�Yasushi�Yamazoe,�Akiko�Hirose:�Combined�risk�assessment�of� food-derived�
coumarin�with�in�silico�approaches.�

Food Safety,�10,�73-82�(2022)

Koichiro�Adachi,�Makiko�Shimizu,�Hiroshi�Yamazaki:�Updated�in�Silico�Prediction�Methods�for�Fractions�
Absorbed�and�Absorption�Rate�Constants�of�372�Disparate�Chemicals� for�Use� in�Physiologically�Based�
Pharmacokinetic�Models�for�Estimating�Internal�Concentrations�in�Rats.�

J Toxicol Sci,�47,�453-456�(2022)

Koichiro�Adachi,�Makiko� Shimizu,�Hiroshi�Yamazaki:�Updated� in� Silico� Prediction�Methods� for�
Fractions�Absorbed�and�Key�Input�Parameters�of�355�Disparate�Chemicals� for�Physiologically�Based�
Pharmacokinetic�Models�for�Time-Dependent�Plasma�Concentrations�after�Virtual�Oral�Doses�in�Humans.

Biol Pharm Bull,�45,�1812-1817�(2022)
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Tomonori�Miura,�Shotaro�Uehara,�Makiko�Shimizu,�Hiroshi�Suemizu,�Hiroshi�Yamazaki:�Forward�and�
Reverse�Dosimetry� for�Aniline�and�2,6-Dimethylaniline� in�Humans�Extrapolated� from�Humanized-liver�
Mouse�Data�Using�Simplified�Physiologically�Based�Pharmacokinetic�Models.�

J Toxicol Sci,�47,�531-538�(2022)
［三浦智徳�（2022 年度博士課程 4年）］

Ayaka�Kojima,�Masayuki�Nadai,�Norie�Murayama,�Hiroshi�Yamazaki,�Miki�Katoh:�Effects�of�multi-kinase�
inhibitors�on�the�activity�of�cytochrome�P450�2J2.�

Xenobiotica,�52,�669-675�(2022)�

Yasuhiro�Uno,�Genki�Ushirozako,�Shotaro�Uehara,�Norie�Murayama,�Yuki�Fujiki,�Hiroaki�Kawaguchi,�
Kyoko�Tsukiyama-Kohara,�Hiroshi�Yamazaki:�Newly�identified�tree�shrew�cytochrome�P450�2B6�(CYP2B6)�
and�pig�CYP2B6b�are�functional�drug-metabolizing�enzymes.

Xenobiotica,�52,�687-696�(2022)

依頼・招待講演等
○山崎�浩史、清水�万紀子 :�日常診療の小児症例に基づく臨床現場へのフィードバック：薬物血中濃度測定
とシミュレーションの視点から

第 49 回静岡小児臨床研究ネットワーク勉強会（静岡）�2022 年 6 月

○山崎�浩史、清水�万紀子 :�「サリドマイド研究の新展開：代謝から種差を説明する」サリドマイドのヒト型
酸化的代謝物のウサギでの生成 :�奇形のないラットとの比較

第 49 回日本毒性学会学術年会（札幌）�2022 年 6 月

○山崎�浩史 :�小型非ヒト霊長類マーモセット薬物代謝特徴把握からヒト型動態を考える
JSSX-APDD合同ワークショップ（第六回）（東京オンライン）�2022 年 9 月

○清水�万紀子 :�創薬応用を目指した non-P450 代謝酵素：フラビン含有酸素添加酵素
薬物動態談話会第 45 年会（浜松）�2022 年 10 月

○山崎�浩史 :�データ駆動型生理学的薬物動態モデルを用いる化学物質の体内濃度予測
日本動物実験代替法学会第 35 回大会（静岡）�2022 年 11 月

○山崎�浩史 :�薬物動態と副作用・相互作用
沖縄県薬剤師研修協議会講演会（沖縄）�2022 年 11 月

○ Hiroshi�Yamazaki:　Species�Specificity� and�Selection�of�Animal�Models� for�Drug�Oxygenations�
Mediated�by�Polymorphic�Human�Enzymes

7th�Asia�Pacific�ISSX�2023�(Bengaluru,�India)�2023 年 1 月

総説
山崎�浩史 :�一般化学物質の吸収および体内動態予測　生理学的薬物動態�（PBPK）�モデルの構築とそれらの
活用

化学と工業 ,�75,�200-202�(2022)

山崎�浩史 :�アスピリンの大腸腺腫再発抑制を効果修飾する薬物代謝酵素チトクロム P450�2A6
日本がん予防学会機関誌 ,�111,�7-8,�(2022)

Hiroshi�Yamazaki:�Meet�the�Associate�Editor
Current�Drug�Metabolism�23,�867-868�(2022)
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著書
山崎�浩史 :�医薬品代謝
ヘムタンパク質の科学�生理機能の理解とその展開に向けて、エヌ・ティー・エス、東京、pp.�321-326�(2022)

山崎�浩史 :�一般化学物質の吸収および体内動態予測手法開発
「革新的AI�創薬」、エヌ・ティー・エス、東京、pp71-76�(2022)

Hiroshi�Yamazaki:�Preface
In Pharmacology and Toxicology of Cytochrome P450 – 60th Anniversary�(Hiroshi�Yamazaki,�Ed.)�Academic�

Press.,�USA,�pp�xiii�-�xiv�(2022)

Shotaro�Uehara,�Hiroshi�Suemizu,�Hiroshi�Yamazaki:�Cytochrome�P450s�in�chimeric�mice�with�humanized�
liver,

In Pharmacology and Toxicology of Cytochrome P450 – 60th Anniversary�(Hiroshi�Yamazaki,�Ed.)�Academic�
Press.,�USA,�pp�307-328�(2022)

Yasuhiro�Uno,�Shotaro�Uehara,�Hiroshi�Yamazaki:�Polymorphic�cytochromes�P450�in�non-human�primates,�
In Pharmacology and Toxicology of Cytochrome P450 – 60th Anniversary�(Hiroshi�Yamazaki,�Ed.)�Academic�

Press.,�USA,�pp�329-364�(2022)

活動概要・現状
　本年度は、職員 4名、大学院博士課程�1 名とともに薬物動態学研究室の研究活動を行った。研究テーマは、
薬物酸化酵素活性の遺伝的多型による個人差に関する基礎研究、薬物血中モニタリングによる救急救命ある
いは個別化医療の基盤研究、ファーマコゲノミクス情報を利用する医薬品等規制調和評価研究、医薬候補品
より生成するヒト反応性代謝物の評価に関する創薬研究、一般化学物質のヒト生理学的薬物動態予測による
リスク評価研究、および創薬を支援する実験動物モデルの開発基盤研究であった。研究室からの学会発表は、
招待講演 7題と一般発表 23 題、論文発表は原著 27 報、総説 3報、著書 5報であった。競争的外部資金は、
日本学術振興会、日本医療研究開発機構、厚生労働省、日本化学工業協会長期自主研究活動等から援助を得た。

自己点検・評価
　研究室では「患者さんに役立つ薬物動態学研究」を掲げ、努力しており、精密機器類等のハード面や、実
験報告や文献紹介などのセミナーの体制などソフト面をそれぞれ構築し、整備を進めている。本研究室で一
貫して行っている魚臭症候群の研究や、高齢者や小児の安全な投薬治療のために多剤併用における薬物動態
についての研究・解析を行いながら広く情報提供している点は、具体的な効果のある取り組みと評価してい
る。化学物質の体内動態評価技術の開発は、産業分野への貢献につながるものと評価している。元特任助教
の上原正太郎研究員に日本薬物動態学会奨励賞、山崎浩史教授に国際薬物動態学会学会賞（アジアパシフィッ
ク地域）がそれぞれ授与された。

今後に向けて
　「患者さんに役立つ薬物動態学研究」を目指し、精密機器類等のハード面や、実験報告や文献紹介などの
セミナーの体制などソフト面をそれぞれ再構築し、国際的に認知された専門研究室の一翼を担うよう、整備
を進める。
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薬物治療学分野
（3）薬物治療学研究室（Pharmacotherapeutics）
　教授　　　　　　　　水谷　顕洋
　講師　　　　　　　　濵田　浩一
　助教　　　　　　　　松田　真悟
　特任助教　　　　　　小島　拓之
　大学院博士課程 3年　後藤　靖明
　大学院博士課程 3年　水野　郁美
　
学会報告
1．�水野郁美、松田真悟、小川祥実、水谷顕洋：“投与経路と性周期に依存した 2- アラキドノイルグリセロー
ル（2-AG）による恐怖記憶想起の調節 ”

日本薬学会　札幌　2023/3/25-28

2．�高村浩美、濵田浩一、久住加奈子、岩本諒斗、小野竜誠、大橋綾乃、伊藤優里香、後藤靖明、小島拓之、
水谷顕洋：“IRBIT による脂肪細胞分化制御機構の解析 ”

日本薬学会　札幌　2023/3/25-28

3．�後藤靖明、生田目駿、長谷川尚美、水谷顕洋：“NBCe1-C と SNX-27 における相互作用の生理学的意義に
ついて ”

日本薬学会　札幌　2023/3/25-28�

総説
松田�真悟　「恐怖消去の性差研究について」　日本薬理学雑誌　2022 年 157 巻 6 号�p.�435-439

活動概要・現状
� �生成系AI に、「2022 年度の昭和薬科大学薬物治療学研究室から創出された学術成果について書いてくだ
さい」と尋ねたら、さすがのAI も、おそらく何の言葉も紡ぎ出すことができないのではなかろうか？�残念
ながら、それほどに 2022 年のアウトプットは少なかった。
　救いは、「萌芽はある」ということ。これを大きく育てたい。

自己点検・評価
1）教育
　・講義：「生理学」、「疾患と治療 1」、「疾患と治療 2」、「疾患と治療 3」、「疾患と治療 4」
　・実習：「病態・治療学実習 1」、「病態・治療学実習 2」
　を担当した。

2）研究
　（i）：IRBIT ファミリーとその標的分子による細胞内Ca2+、HCO3- 動態の制御
　　�　IRBIT�family�の標的分子である IP3R,�NBCe1,�AE2 を中心に、エネルギー代謝、老化、脳間質液 /
脳脊髄液の恒常性という局面での IRBIT�family の生理的機能を解明していく。

　（ii）：SYNCRIP の生理機能解明
　　�　赤血球の分化抑制機構と呼吸中枢の発達、さらには、神経変性疾患における SYNCRIP の生理機能を
明らかにしていく。

　（iii）：性差と週齢差に着目した恐怖記憶の脳内制御機構の解明
　　�　恐怖記憶、殊に恐怖消去の性差に関わる分子・神経回路基盤を解明していく。
　
今後に向けて
　今後も変わらず、しつこく、とことん追求していくのみである。
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薬理学分野
（4）薬理学研究室 （Pharmacology）
　教　授　　渡邊　泰男
　准教授　　土屋　幸弘　
　講　師　　神戸　敏江
　特任助教　荒木　笙馬

学会報告
Yasuo�Watanabe,�Shoma�Araki,�Tsuyoshi�Takata,�○ Shingo�Kasamatsu,�Hideshi�Ihara,�Yukihiro�Tsuchiya　
Cysteine-based�redox�switches�in�cystathionine�γ-lyase

6TH�WORLD�CONGRESS�ON�HYDROGEN�SULFIDE�IN�BIOLOGY�&�MEDICINE�(BUDAPEST,�
HUNGARY)
令和 4年 5月

◯高田剛、井田智章、松永哲郎、守田匡伸、Jung�Minkyung、土屋幸弘、渡邊泰男、本橋ほづみ、吉沢道人、
住本英樹、赤池孝章：NADPH酸化還元酵素による超硫黄分子活性化と感染防御

第 33 回日本生体防御学会学術総会（鹿児島）令和 4年 9月

◯ Shoma�Araki,�Yukihiro�Tsuchiya,�Shingo�Kasamatsu,�Hideshi� Ihara,�Hidehiko�Nakagawa,�Takaaki�
Akaike,�Yasuo�Watanabe:�S-nitrosyl�L-cysteine�acts�as�suicidal�substrate�of�cystathionine�gamma-lyase

Redox�Week�in�Sendai�2022（仙台）令和 4年 10、11 月

◯ Tsuyoshi�Takata,�Tomoaki� Ida,�Tetsuro�Matsunaga,�Masanobu�Morita,�Minkyung� Jung,� Seiryo�
Ogata,�Yuka�Unno,�Yukihiro�Tsuchiya,�Shohei�Murakami,�Yasuo�Watanabe,�Hozumi�Motohashi,�Michito�
Yoshizawa,�Hideki�Sumimoto,�Takaaki�Akaike:�A�novel�mechanism�of�sulfur�metabolism�catalyzed�by�
NOX�and�NOS

Redox�Week�in�Sendai�2022（仙台）令和 4年 10、11 月

◯荒木笙馬、土屋幸弘、笠松真吾、居原秀、�中川秀彦、赤池孝章、渡邊泰男：S- ニトロソ�L- システインは
シスタチオニンγ- リアーゼの自殺基質として働く

レドックスR&D戦略委員会　第 2回若手シンポジウム（オンライン）令和 4年 11 月

◯土屋幸弘、荒木笙馬、渡邊泰男：超硫黄分子による硫黄転移酵素のレドックス応答性
第 95 回日本生化学会大会（名古屋）令和 4年 11 月

◯荒木笙馬、土屋幸弘、渡邊泰男：ニトロソチオールによる硫黄転移酵素のレドックス応答性
第 95 回日本生化学会大会（名古屋）令和 4年 11 月

◯緒方星陵、高田剛、井田智章、松永哲郎、守田匡伸、Jung�Minkyung、土屋幸弘、渡邊泰男、本橋ほづみ、
住本英樹、赤池孝章：NADPHオキシダーゼおよび一酸化窒素合成酵素によるグルタチオン依存的な超硫黄
活性化とその生理機能の解明

第 95 回日本生化学会大会（名古屋）令和 4年 11 月

◯土屋幸弘、荒木笙馬、渡邊泰男：神経型NO合成酵素は超硫黄分子により制御されるNeuronal�nitric�
oxide�synthase�is�regulated�by�supersulfides

第 96 回日本薬理学会年会（横浜）令和 4年 11、12 月

◯荒木笙馬、土屋幸弘、渡邊泰男：超硫黄分子によるシスタチオニンγ- リアーゼの自己活性制御機構
Cystathionine�γ-lyase�self-inactivates�by�generating�supersulfides

第 96 回日本薬理学会年会（横浜）令和 4年 11、12 月
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依頼・招待講演等
◯ Yukihiro�Tsuchiya,�Shoma�Araki,�Yasuo�Watanabe　Regulation�of�neuronal�nitric�oxide�synthase�by�
supersulfides

Redox�Week�in�Sendai�2022（仙台）令和 4年 10、11 月

◯ Yasuo�Watanabe,� ◯ Shoma�Araki,�Koji�Osuka,�Tsuyoshi�Takata,�Yukihiro�Tsuchiya　Coordination�
among�calcium/calmodulin-dependent�protein�kinase�II�and�NO�and�supersulfide�in�neurons

Redox�Week�in�Sendai�2022（仙台）令和 4年 10、11 月

原著論文
Hiroko�Munakata,�Risa�Ishikawa,�Toshiaki�Saitoh,�Toshie�Kambe,�Terumasa�Chiba,�Kyoji�Taguchi,�Kenji�
Abe.　Preventative�effects� of� 1-methyl-1,2,3,4-tetrahydroisoquinoline�derivatives� (N-functional�group�
loading)�on�MPTP-induced�parkinsonism�in�mice.

Can. J. Physiol. Pharmacol.,�100,�594-611,�(2022)
［Terumasa�Chiba（平成 24 年度修士修了生）、Kenji�Abe（平成 9年度卒業生）］

活動概要・現状
　本年度は職員 4名と、学部学生 45 名：6年次生（総合薬学コース 8名、臨床薬学コース 7名）、5年次生
（総合薬学コース 8名、臨床薬学コース 8名）、4年次生（総合薬学コース 6名、臨床薬学コース 6、情報薬
学コース 2名）で活動した。
　研究内容は、渡邊教授・土屋准教授・荒木特任助教は、超イオウ分子／一酸化窒素の細胞内シグナル伝達
への関与をテーマとして、1）レドックス修飾によるタンパク質活性制御、2）一酸化窒素の細胞内シグナル
伝達への影響、3）超分子産生酵素の翻訳後修飾による制御、4）一酸化窒素合成酵素の翻訳後修飾による制
御　に着目した。神戸講師は、抗がん剤誘発末梢神経障害の発症機序をテーマとした。
　外部資金による研究助成は、科学研究費補助金の共同研究者で渡邊が 1件（代表，徳光浩：基盤B「CaMKK
シグナル伝達の制御機構解明とそれに基づく分子標的薬創製」（2021‒2023 年度）であった。

自己点検・評価
　新型コロナ感染症も一定の落ち着きが見られた年度にあたり、国際学会を含む学会報告が多くなった。し
かし、学生による発表はなかった。現在、大学院生が在籍しておらず、研究の楽しさや意義の啓蒙活動を行
いたい。

今後に向けて
　教育活動では、関東部会への参加を利用し、学外との交流をさらに発展させ、学生の積極的な学会参加を
促し多角的な視点がもてる薬剤師になれるように指導してゆきたい。研究活動ではこれまでの研究成果の知
見を踏まえ、生理・病態を細胞情報薬理学的に細胞内シグナルでとらえ、いわゆるシグナル創薬の基盤を築
きたい。
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化学薬学系（Devision Pharmaceutical Chemistry）
有機化学分野

（5）薬化学研究室（Organic Chemistry）
　教　授　　田村　　修
　准教授　　森田　延嘉
　講　師　　橋本　善光
　特任助教　田中耕作三世
　　　　　
学会報告
〇Yoshimitsu�Hashimoto,�Dean�J.�Tantillo：�Mechanism�and�Periselectivity�in�Cycloaddition�Reactions�of�
Benzyne�with�Dienes

Houk�Research�Conference（Los�Angeles）令和 4年 8月

〇千秋妃美、森田延嘉、Norbert�Krause、田中耕作三世、橋本善光、田村�修：水溶性金触媒を利用した環
境調和型 2,3- ジヒドロベンゾフラン類の合成

第 51 回複素環化学討論会（大阪）令和 4年 9月
［千秋妃美（令和 4年度卒業研究 5年生）］

〇山本彩可、青木啓祐、田中耕作三世、橋本善光、森田延嘉、田村�修：イソシアナートによるオキシムの
N- 選択的なアシル化を用いるニトロン形成とその 1,3- 双極子付加環化反応�

第 51 回複素環化学討論会（大阪）令和 4年 9月
［山本彩可（令和 4年博士課程 2年生）、青木啓祐（平成 30 年度卒業研究 6年生）］

○田中耕作三世、小林健一、古源寛：環化形式の制御による (+)-rubrobramide、(+)-talaramide�A、及び
(－)-berkeleyamide 全合成

第 66 回日本薬学会関東支部大会（横浜）令和 4年 9月

○田中耕作三世、吉田真弓、橋本善光、森田延嘉、田村�修：オキシム窒素の直接的アリール化によるニト
ロン形成及び付加環化反応への展開

第 48 回反応と合成の進歩シンポジウム（千葉）令和 4年 11 月
［吉田真弓（令和 4年度卒業研究 6年生）］

○田村�修：新しいニトロンの化学の開拓
日本薬学会関東支部主催�日本薬学会学術貢献賞�受賞記念オンライン講演会�令和 4年 12 月

○山本彩可、牧田�亮、田中耕作三世、橋本善光、森田延嘉、田村�修：イソシアナートによるヘテロ Cope
型ヒドロアミノ化反応

日本薬学会�第 143 年会（札幌）令和 5年 3月
［山本彩可（令和 4年博士課程 2年生）、牧田�亮（令和 4年度卒業研究 6年生）］

○前田裕輝、井上杏香、橋本善光、田中耕作三世、森田延嘉、田村�修：クマリン酸メチルとα,�β- 不飽和ヒ
ドラゾンとの逆電子要請型Diels–Alder 反応

日本薬学会�第 143 年会（札幌）令和 5年 3月
［前田裕輝（令和 4年度卒業研究 5年生）、井上杏香（令和 2年度卒業研究 6年生）］

○田中耕作三世、西舘素子、橋本善光、森田延嘉、田村�修：N- アリールイソオキサゾリジンのN-O 結合転
位反応を活用した�1,5- ベンゾオキサゼピン誘導体の合成研究

日本薬学会�第 143 年会（札幌）令和 5年 3月
［西舘素子（令和 4年度卒業研究 6年生）］

○森田延嘉、島田一生、田中耕作三世、橋本善光、田村�修：金触媒を用いる環境調和型テトラヒドロフラ
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ン類の合成
日本薬学会�第 143 年会（札幌）令和 5年 3月
［島田一生（令和 3年度卒業研究 6年生）］

○千秋妃美、森田延嘉、田中耕作三世、橋本善光、田村�修：金 /白金触媒を用いたビシクロ [3.3.1]/�[3.3.0] ケター
ル骨格の構築研究

日本薬学会�第 143 年会（札幌）令和 5年 3月
［千秋妃美（令和 4年度卒業研究 5年生）］

○橋本善光、Dean�J.�Tantillo：ベンザインとジエンとの付加環化反応の機構とその選択性の起源
日本薬学会�第 143 年会（札幌）令和 5年 3月

原著論文
Takahiro�Yamada,�Yoshimitsu�Hashimoto,�Kosaku�Tanaka,� III,�Nobuyoshi�Morita,�Osamu�Tamura:�
Cationic�palladium(II)-catalyzed�synthesis�of�substituted�pyridines�from�α,β-unsaturated�oxime�ethers.�

RSC Adv.,�12,�21548–21557�(2022).

Yoshimitsu�Hashimoto,�Dean�J.�Tantillo:�Mechanism�and�the�Origins�of�Periselectivity� in�Cycloaddition�
Reactions�of�Benzyne�with�Dienes.

J. Org. Chem.,�87,�12954-12962�(2022).

Kosaku�Tanaka� III,�Yoshimitsu�Hashimoto,�Nobuyoshi�Morita,�Osamu�Tamura,�Directing-group-free�
Palladium-Catalyzed�C-H�Arylation�of�Aldoxime�Using�Oxime’s�Umpolung�Properties.�

Org. Lett.,�24,�8954-8958�(2022).

Nobuyoshi�Morita,�Hitomi�Chiaki,�Kanae� Ikeda,�Kosaku�Tanaka� III,�Yoshimitsu�Hashimoto,�Osamu�
Tamura,�Gold-Catalyzed�Formal� [3+2]�Cycloaddition� in� Ionic�Liquid:�Environmentally�Friendly�and�
Stereoselective�Synthesis�of�Polysubstituted�Indanes�from�Benzyl�Alcohols�with�1-Phenylpropenes.�

Synlett,�34,�1068-1074�(2023).
［千秋妃美（令和 4年度卒業研究 5年生）、池田佳奈絵（令和元年度卒業研究 6年生）］

Nobuyoshi�Morita,�Hitomi�Chiaki,�Kosaku�Tanaka�III,�Yoshimitsu�Hashimoto,�Osamu�Tamura,�Nobert�
Krause:�Sustainable�Chemical�Synthesis�of�2,3-Dihydrobenzofurans/1,2,3-Trisubstituted�Indanes�in�Water�
Using�a�Permethylated�β-Cyclodextrin-tagged�NHC-Gold�Catalyst.

Synlett,�in�press.
［千秋妃美（令和 4年度卒業研究 5年生）］

Nobuyoshi�Morita,�Hitomi�Chiaki,�Shino�Aonuma,�Kosaku�Tanaka� III,�Yoshimitsu�Hashimoto,�Osamu�
Tamura:�(Z)-5-Benzylidene-4-phenyl-2-(p-tolyl)-4,5-dihydrooxazole.

Molbank,�2023,�M1600�(2023).
［千秋妃美（令和 4年度卒業研究 5年生）］

和文総説
小林�健一、古源�寛、田村�修、STAT3 阻害活性を有する Phaeosphaeride 類の全合成 .

有機合成化学協会誌 ,�80,�755-765�(2022)

活動概要・現状
　2022 年度は教員４名、大学院博士課程 2年（山本）および卒業研究生で研究活動を行った。この間、橋
本は 2021 年 9 月〜 2022 年 8 月に米国に留学している。田中は、2022 年 12 月末をもって転出した。田村は
新規なアルコキシカルボニル化剤やヘテロアレン類を用いた 1,3- 双極子の発生方法を検討し、イソシアナー
トとオキシムより発生させたニトロンの分子間付加環化反応の開発に成功した。実験及び計算化学による反
応機構の考察を山本が遂行し、シンポジウムにて口頭発表を行なった。森田は引き続き金触媒を用いる炭素
環および複素環構築反応の開発と蛍光特性を有する化合物の研究を行っている。この中で、イオン液体中で
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金触媒を用いてベンジルカチオンを発生させることを鍵とするインダン類の合成研究とシクロデキストリン
に結合させた金触媒を用いる水系溶媒中の反応によるインダン類やベンゾフラン類の合成研究を論文化し
た。橋本は、留学先で計算化学を用いてベンザインの付加環化反応の機構研究を行い、これを論文化した。
橋本は、オキシムやヒドラゾンを用いる極性転換により付加環化反応における電子的組み合わせを逆転させ
る手法を開発中であるが、米国からインターネットを用いて卒業研究の実験指導を行った。田中は、遷移金
属を用いる合成反応の開発を行い、オキシムを素材としたカップリング反応を開発し、論文化した。

自己点検・評価
　蓄積されていたデータを論文化が進んできているのは評価できる。森田がマスターしたX- 線結晶解析は
構造解析の強力な手法となっている。また、橋本が留学から帰り、計算化学による反応機構解析の質が向上
した。

今後に向けて
　蓄積されているデータの論文化を引き続き行う。そのために卒業論文研究時にデータの取り方に細心の注
意を払う。反応化学にX- 線結晶解析や計算化学を絡めた研究を進展する。

（6）薬品化学研究室（Pharmaceutical Organic Chemistry）
　教　授　　岡本　　巌
　准教授　　山﨑　　龍
　講　師　　伊藤　　愛
　　　　　
学会報告
○山﨑�龍、岡田�柚子、伊藤�愛、福田�和男、岡本�巌：N- シアノ化によるアミドの活性化 –立体構造特性と
トランスアミド化反応

第 32 回基礎有機化学討論会（京都）2022 年 9 月
［岡田�柚子（令和元年度卒業生）］

○伊藤�愛、渡邉�万由子、柚木�雅志、天木�崇真、石井�亜椰子、浅見�優希、山﨑�龍、岡本�巌：二つのアズ
レン環を有する芳香族アミドの結晶構造特性

第 30 回有機結晶シンポジウム（名古屋）2022 年 11 月
［柚木�雅志（令和 4年度修士 1年生）、石井亜椰子（平成 30 年度卒業生）、

浅見優希（平成 29 年度卒業生）、天木崇真（平成 28 年度卒業生）］

○山﨑�龍、野坂�勇太、田代�愛実、永井�愛実、伊藤�愛、岡本�巌：N- トリフルオロ、ジフルオロメチル化
されたアミド化合物の合成と立体構造特性

第 48 回反応と合成の進歩シンポジウム（千葉）2022 年 11 月
［野坂�勇太（令和 3年度卒業生）、田代�愛実（令和 4年度卒業研究 6年生）、

永井�愛実（令和 4年度卒業研究 5年生）］

○山﨑�龍、原田�みすず、伊藤�愛、福田�和男、松本�祥汰、唐澤�悟、岡本�巌：酸添加と昇華によるペンタ
フルオロベンゾイル基をもつアミド化合物のオン - オフ型コンフォメーションスイッチング

日本薬学会第 143 年会（札幌）2023 年 3 月
［原田�みすず（平成 30 年度卒業生）］

○柚木�雅志、伊藤�愛、唐澤�寛和、安里�まりの、浅見�優希、石井�亜椰子、天木�崇真、山﨑�龍、岡本�巌：
N-(1- アズレニル ) 型芳香族アミドの構造特性と立体優先性

日本薬学会第 143 年会（札幌）2023 年 3 月
［柚木�雅志（令和 4年度修士 1年生），石井亜椰子（平成 30 年度卒業生），

浅見優希（平成 29 年度卒業生），天木崇真（平成 28 年度卒業生），
安里�まりの（令和元年度卒業生），唐澤�寛和（令和 4年度卒業研究 6年生）］
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原著論文
Ryu�Yamasaki,�Misuzu�Harada,�Ai� Ito,�Kazuo�Fukuda,� Shota�Matsumoto,� Satoru�Karasawa,� Iwao�
Okamoto：Reversible�On/Off�Conformational�Switching�of�Pentafluorobenzoyl�Amide�Triggered�by�Acid�
Vapor�and�Sublimation.

CrystEngComm,�24,�6226–6231�(2022)
［原田�みすず（平成 30 年度卒業生）］

Ryu�Yamasaki,�Misuzu�Harada,�Rino�Nagata,�Ai� Ito,�Kazuo�Fukuda,� Iwao�Okamoto：Conformational�
Switch�of�Benzanilide�Derivative�Induced�by�Acid;�Effect�of�Pentafluorobenzoyl�Group.

The Journal of Organic Chemistry,�87,�8469–8479�(2022)
［永田理乃（平成 28 年度卒業生），原田�みすず（平成 30 年度卒業生）］

Naoko�Nakano,�Kazuo�Fukuda,�Etsu�Tashiro,�Haruka�Ishikawa,�Waka�Nagano,�Rie�Kawamoto,�Alice�Mori,�
Misao�Watanabe,�Ryu�Yamasaki,�Takahisa�Nakane,�Mikihiko�Naito,�Iwao�Okamoto,�Susumu�Itoh：Hybrid�
molecule�between�platanic�acid�and�LCL-161�as�a�yes-associated�protein�degrader.

The Journal of Biochemistry,�171,�631–640�(2022)
［渡辺みさを（令和元年度卒業生）］

活動概要・現状
　継続して芳香族アミドを中心とした研究を進めている。
　N- メチル型の芳香族アミド化合物において、メチル基のかわりにハロゲンを導入した通常は不安定と考
えられていた化合物の展開を行っており、化合物の安定化に効果的な芳香環などを見出しつつある。
　N- アリール型アミド化合物群の立体構造特性については系統的に展開している。アズレンやチオフェン
含有アミド化合物群の詳細な検討により、アミド化合物の立体制御に関する新たな知見を得つつある。
　総合コースにおいては、反応機構を始め、基礎的な有機化学の勉強指導を行っている。臨床コースにおい
ては、機器分析による化合物解析の演習・勉強会を行っている。

自己点検・評価
　卒業研究においては、学生達は自らのテーマを自分で考え、単なる実験操作に陥らないように進めている。
上述の進展は学生が見出した内容であり、大きなものでは無いにしても、着実な進歩を目指している。
　感染症対策を含め、実験室の安全な環境を確保することに留意してきた。元来実験室の換気能力は強力で
ある為に、安全な実験環境は問題無く構築できている。今後も様々な点での安全性を優先しつつ、教育・研
究体制の充実を目指していく。

今後に向けて
　卒業研究を推進すると同時に、有機化学に関する勉強会を行うことで、学生が継続的に卒業まで勉強に取
り組む環境を整える。
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メディシナルケミストリー分野
（7）医薬分子化学研究室（Drug Design and Medicinal Chemistry）
　教　授　　伊藤　俊将　
　助　教　　石田　寛明
　助　教　　大橋　南美
　特任助教　山田　孝博
　大学院学生　D3　矢野　哲也
　大学院学生　D2　京谷　竜宏
　大学院学生　D1　関根　美夢

学会報告
〇関根�美夢、石田�寛明、伊藤�俊将：Huisgen�環化反応を用いたクマリン骨格構築法の開発

日本アカデミック・ディテーリング研究会�第 1 回学術大会（東京（オンライン））令和 4年 9月

〇京谷�竜宏、石田�寛明、齋藤�俊昭、伊藤�俊将：歪を持たないアルキンでも穏和な条件下メタルフリーで�
Huisgen�環化反応が進行する

日本アカデミック・ディテーリング研究会�第 1 回学術大会（東京（オンライン））令和 4年 9月

〇矢野�哲也、山田�孝博、石田�寛明、伊藤�俊将：シアノピリジンと生体分子の共有結合性に関する研究
日本アカデミック・ディテーリング研究会�第 1 回学術大会（東京（オンライン））令和 4年 9月

○石田�寛明、岩本�遊磨、本間�翔也、伊藤�俊将：超原子価ヨウ素反応剤によるオキサゾール合成を活用し
た PPARリガンドの合成と遺伝子転写活性化能の評価

第 66 回日本薬学会関東支部大会（横浜）令和 4年 9月
［岩本�遊磨（令和 4年度卒業生）］

○関根美夢、石田寛明、伊藤俊将：Huisgen 環化反応を用いた三環性クマリンの合成法の確立とその応用
第 66 回日本薬学会関東支部大会（横浜）令和 4年 9月

○京谷竜宏、石田寛明、齋藤俊昭、伊藤俊将：エチニルスルホンアミドは金属フリーHuisgen 環化反応が
進行する

第 66 回日本薬学会関東支部大会（横浜）令和 4年 9月
�
○石田�寛明、小澤�穂奈実、伊藤�俊将：ビタミンD受容体を標的としたヘテロ小員環を有する共有結合型
リガンドの合成

日本薬学会第 143 年会（北海道）令和 5年 3月

○京谷�竜宏、石田�寛明、齋藤�俊昭、伊藤�俊将：エチニルスルホンアミドの共役付加反応と金属フリー
Huisgen 環化反応に関する研究

日本薬学会第 143 年会（北海道）令和 5年 3月

○関根�美夢、石田�寛明、伊藤�俊将：トリアゾール型三環性クマリン誘導体の合成と蛍光特性の評価
日本薬学会第 143 年会（北海道）令和 5年 3月

吉澤�麻美、清水�恵理、大橋�南美、石田�寛明、山田�孝博、○伊藤�俊将：VDRを活性化する金属錯体
日本薬学会第 143 年会（北海道）令和 5年 3月

［清水�恵理（令和 4年度卒業生）］

○矢野�哲也、山田�孝博、石田�寛明、大橋�南美、伊藤�俊将：シアノピリジン誘導体を用いたシステイン選
択的ペプチド結合切断反応の開発と反応機構の解明

〇大橋　南美、三浦　有里未、石田　寛明、伊藤�俊将：スルホンアミド型 4-oxoDHAの PPARγ�リガンド
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としての評価
日本薬学会第 143 年会（北海道）令和 5年 3月

［三浦　有里未（令和元年度卒業生）］

原著論文
Terushi�Ito,�Chiharu�Miwa,�Yuki�Haga,�Makoto�Kubo,�Toshimasa�Itoh,�Keiko�Yamamoto,�Shintaro�Mise,�
Erika�Goto,�Harunobu�Tsuzuki,�Chisato�Matsumura,�Takeshi�Nakano,�Hideyuki� Inui:�Enantioselective�
metabolism�of�chiral�polychlorinated�biphenyl�2,2‘,�3,4,4’,5‘,6-Heptachlorobiphenyl� (CB183)�by�human�and�
rat�CYP2B�subfamilies

Chemosphere,�308,�136349�(2022)
�［久保惇（平成 29 年度博士課程修了生）］

Hideyuki�Inui,�Terushi�Ito,�Chiharu�Miwa,�Yuki�Haga,�Makoto�Kubo,�Toshimasa�Itoh,�Keiko�Yamamoto,�
Masayuki�Miyaoka,�Tadashi�Mori,�Harunobu�Tsuzuki,�Shintaro�Mise,�Erika�Goto,�Chisato�Matsumura,�and�
Takeshi�Nakano:�Differences�in�Enantioselective�Hydroxylation�of�2,2‘,�3,6-Tetrachlorobiphenyl�(CB45)�and�
2,�2’,3,4‘,�6-Pentachlorobiphenyl�(CB91)�by�Human�and�Rat�CYP2B�Subfamilies

Environ. Sci. & Tec.,�56,�10204-10215�(2022)
�［久保惇（平成 29 年度博士課程修了生）］

Mami�Yoshizawa,�Tomomi�Aoyama,�Toshimasa� Itoh,�Hiroyuki�Miyachi:�Arylalkynyl� amide-type�
peroxisome�proliferator-activated�receptor�γ�(PPARγ)-selective�antagonists�covalently�bind�to�the�PPAR
γ�ligand�binding�domain�with�a�unique�binding�mode

Bioorg. & Med. Chem. Lett.,�64,�128676�(2022)
�
Miku�Yabu,�Yuki�Haga,�Toshimasa�Itoh,�Erika�Goto,�Motoharu�Suzuki,�Kiyoshi�Yamazaki,�Shintaro�Mise,�
Keiko�Yamamoto,�Chisato�Matsumura,�Takeshi�Nakano,�Toshiyuki�Sakaki,�Hideyuki�Inui:�Hydroxylation�
and�dechlorination�of�3,�3 ′,�4,�4 ′-tetrachlorobiphenyl� (CB77)�by�rat�and�human�CYP1A1s�and�critical�
roles�of�amino�acids�composing�their�substrate-binding�cavity

Sci. Total Environ.,�155848�(2022)
�
Hiroaki� Ishida,� Shoya�Homma,� Ryota�Kasuga,�Keiko�Yamamoto,� Toshimasa� Itoh:� Synthesis� of�
Tetrahydrofuro[2,3-d]oxazoles�and�Oxazoles�by�Hypervalent�Iodine�(III)-Promoted�[2�+�2�+�1]�Annulation.

Chem. Pharm. Bull.,�70,�192–194�(2022)

Mami�Takyo,�Yumi�Sato,�Naoya�Hirata,�Keisuke�Tsuchiya,�Hiroaki� Ishida,�Takashi�Kurohara,�Yuta�
Yanase,�Takahito�Ito,�Yasunari�Kanda,�Keiko�Yamamoto,�Takashi�Misawa,�Yosuke�Demizu:�Oligoarginine-
conjugated�peptide�foldamers�inhibiting�vitamin�D�receptor-mediated�transcription.

ACS Omega,�7,�46573–46582�(2022)

Kohei�Tsuji,�Takuya�Kobayakawa,�Kiju�Konno,�Ami�Masuda,�Kohei�Takahashi,�Nami�Ohashi,�Kazuhisa�
Yoshimura,�Takeo�Kuwata,�Shuzo�Matsushita,�Shigeyoshi�Harada,�Hirokazu�Tamamura:�Exploratory�
Studies�on�Soluble�Small�Molecule�CD4�Mimics�as�HIV�Entry�Inhibitors.

Bioorg. Med. Chem.,�56,�116616�(2022)

その他
依頼・招待講演
大橋�南美 :�核内受容体に結合するペプチドおよびリガンド開発に関する研究

新学術創成研究機構・異分野融合セミナー＆交流会、
新学術創成研究機構・女性研究者セミナー�（金沢）令和 4年 2月

活動概要・現状
　当研究室の構成員は教員 4名、博士課程大学院生 3名、6 年生 15 名、5 年生 16 名、4 年生 12 名の計 50
名であった。情報コースはAI の可能性に関する調査研究を行い、臨床コースは臨床系の学術論文のうち、
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医薬品の効果や副作用、構造活性相関に関する調査研究を行った。総合コースは創薬研究に役立つことを念
頭にタンパク質との共有結合に関する研究、核内受容体とキレートを形成する金属錯体など創薬に関する基
礎研究を実施した。セミナーでは研究成果や教育的な内容の発表が行われ、ディスカッションを行った。

自己点検・評価
　セミナーに関しては、発表内容および質問の質と数が 4年、5年、6年と学年を追うごとに良くなってい
る。化学の基礎研究から臨床系の発表を行っており、多角的な観点でディスカッションを行え、卒論生、大
学院生の能力の向上に寄与できたと考えている。一方、6年生は最も卒業研究が困難な学年であった。卒論
研究に対して満足のゆく実験時間を与えてあげられなかった点が悔やまれる。研究成果に関しては薬学部の
創薬系の研究室として納得のいく成果は得られなかった。

今後に向けて
　研究内容に関しては、低分子、ペプチド、医薬品の標的タンパク質に関する基礎研究に構造生物学を織り
込み、学際的な分野へと発展させていきたいと考えている。並行して、臨床に関連付けられた基礎研究も視
野に入れていき、社会に貢献できる研究を行っていきたいと考えている。
　学部学生と大学院生は精力的に研究を行っている。それに応えるため、教員一同環境を整え、そして課題
解決能力を身に着けてもらえるように丁寧に教育指導を行っていこうと考えている。
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医薬資源学分野
（8）生薬・天然物化学研究室
　　（Laboratory of Pharmacognosy Natural Products Chemistry）
　教　授　　中根　孝久
　助　教　　篠崎　淳一

学会報告
○秦奇、立澤文見、中根孝久、岩科司、水野貴行：ラナンキュラスの花に含まれるフラボノールの同定と花
色への関与

植物色素談話会、つくば、2023 年 3 月

○村上佳織、田中伸幸、中根孝久、三宅克典、岩科司、水野貴行：ラナンキュラス園芸品種の色素構成成分
と花色発現

農芸化学会、広島、2023 年 3 月

○秦奇、立澤文見、中根孝久、貝塚隆史、佐藤眞里、岩科司、水野貴行：ハナシュクシャ属植物に含まれる
フェノール化合物

園芸学会春季大会、京都、2023 年 3 月

依頼・招待講演等 
中根孝久：生薬「マオウ」について〜新しい医薬資源としてのマオウ〜
　　　　　生薬学会北海道支部会第 46 回例会、北海道（オンライン）、2023 年 5 月

原著論文
Motoyasu�Minami,��Takao�Mori,�Yukako�Honda,�Kaori�Ueno,�Tetsuo�Murakami,�Tetsuya�Matsunaka,�Jung�
Wang,�Liping�Zhu,�Akihito�Takano,�Takahisa�Nakane,�Relationship�between�ephedrine�alkaloid�profile�in�
Ephedra gerardiana�and�soil�characteristics�of�glacial�landforms�in�southeastern�Tibetan�Plateau,�China

Journal of Natural Medicines,�76,�703-714�(2022)

Tukasa�Iwashina,�Sri�Rahayu,�Takahisa�Nakane,�Hari�Prasad�Devkota,�Takayuki�Mizuno,�Chie�Tsutsumi,�
Didik�Widyatmoko,�Flavonoids�and�phenylethanoids�from�the�flowers�and�leaves�of�Aeschynanthus�species�
and�cultivars�(Gesneriaceae)

Phytochemistry,�203,�113367�(2022)

Tsukasa� Iwashina,�Masashi�Nakata,�Takahisa�Nakane,�Takayuki�Mizuno,�Flavonoid�glycosides� from�
Hylotelephium sieboldii�var.�sieboldii�and�var.�ettyuense�endemic�to�Japan

Biochemical Systematics and Ecology,�105,�104505�(2022)

Takayuki�Mizuno,�Nahoko�Uchiyama,�Seiji�Tanaka,�Takahisa�Nakane,�Hari�Prasad�Devkota,�Kazumi�
Fujikawa,�Nobuo�Kawahara�and�Tsukasa�Iwashina,�Flavonoids� from�Sedum japonicum�subsp.�oryzifolium�
(Crassulaceae)

Molecules,�27(21),�7632-7645�(2022)

Tsukasa� Iwashina,�Sri�Rahayu,�Destri�Kohtaro�Sugahara,�Takahisa�Nakane,�Takayuki�Mizuno,�Chie�
Tsutsumi,�Didik�Widyatmoko,�Flavonoids� from�the� leaves�of�Amorphophallus asper and Amorphophallus 
paeoniifolius�(Araceae)

Phytochemistry Letters,�53,�132–136�(2023)

Yoshihiro�Inoue,�Takahisa�Nakane,�Yoko�Arai,�A�novel�screening�method�for�ingredients�of�essential�oil�
to�identify�antibacterial�compounds�based�on�growth�curve�shape

Journal of Pharmacognosy and Phytochemistry,�11(4):�273-276�(2022)

－ 209 －



Yuki�Sakai,� Junichi�Shinozaki,�Akihito�Takano,�Takahisa�Nakane,� Impallidane� skeleton� as� a�novel�
triterpenoid�methyl�ether�from�rhizomes�of�Imperata cylindrica var. koenigii f. pallida.

Journal of Natural Medicines,�77,�379-386�(2023).

Tsukasa� Iwashina,�Takahisa�Nakane,�Hari�Prasad�Devkota,�Flavonoids� from�the� leaves�and�stems�of�
Rhodiola ishidae�(Crassulaceae)

Biochemical Systematics and Ecology,�107,�104622-104625�(2023)

活動概要・現状
　本年度は、教育職員 2名、学部学生 28 名（総合薬学コース 6年生 9名、5年生 7名、4年生 4名、情報薬
学コース 6年生 1名、5年生 1名、4年生 0名、臨床薬学コース 6年生 2名、5年生 2名、4年生 3名）で研
究活動を行った。
　中根教授は、ウズベキスタン、ネパールなど海外での植物調査及び採集した薬用植物や日本産生薬を
用いて、トリテルペノイドなど中心に含有成分の単離、構造決定を行い、成果を報告した。科研費基盤
B「乾燥地での薬草を利用した持続可能な節水型高付加価値農業による塩害防止」に中根教授が分担研
究者として参加し、8 月に現地植物調査を行い、収集したウズベキスタン産植物サンプルエキスを作成
し、生物活性試験等各種実験に試料供与した。3月にウズベキスタンKarakalpak�Institute�of�Agriculture�
and�Agrotechnology�に赴き、所属教員、大学院生、学部学生に短期技術指導及び特別講義を行った。ま
た、タシケントにある Tashkent�Pharmaceutical� Institute�にも赴き、特別講義を行った。篠崎助教は、
Aleuritopteris属及び Lemmaphyllum�属シダ類におけるテルペノイドの生合成研究を行った。
　AMED「科学的根拠に基づく高品質生薬の国内栽培拡大に向けた参加型研究開発」事業に関連し、中根
教授が分担研究者、篠崎助教が研究参加者として参加し、「防已」「木通」「釣藤鈎」及び「陳皮」など柑橘
由来生薬の栽培化のための調査及び品質評価に関する研究を継続して行った。

自己点検・評価
　昨年度に引き続き、断続的なコロナ禍による非常事態宣言発出等に加え、研究室職員の退職などによるマ
ンパワー不足もあるなかで、充実した研究活動が行えたとは言い難い。教育では、徐々に対面型の講義体系
に戻しつつある中で、一部リモートと対面講義の組み合わせによる講義体系が継続され、学生実習において
も昨年同様に実施期間を半分にして実施された。研究成果として、原著論文 8報を報告することができた。
　昨年度に引き続き、研究、教育活動の多くが制限されたなか、マンパワー不足もあり、決して十分な活動
ができたとは言い難い状況ではあったが、本年度の目標はおおむね達成できたと考えている。

今後に向けて
　次年度から、Covid-19 も 5 類感染症に移行され、活動制限の多くが解消されコロナ禍以前に戻ることが
予想されるが、近代社会では未曾有のパンデミックも経験し、今後の教育・研究活動がより充実したものと
なるように、これら経験を活かしながらより良い成果をあげられるようにしていきたい。
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物理薬学系
物理化学分野

（9）薬品物理化学研究室（Physical Chemistry）
　教　授　　秋澤　宏行
　講　師　　宿里　充穗
　助　教　　尾江　　悟

学会報告
〇 Yuki�Mizuno,�Kohta�Kimura,� Satoru�Onoe,�Miho�Shukuri,�Yuji�Kuge,� and�Hiromichi�Akizawa:�
Development�of� 99mTc-labeled�hexavalent�c(RGDfK)�peptide�with�optimized� linker�structure� for� in�vivo�
imaging�of�integrin�αvβ3.

TERACHEM�2022（BRESSANONE,�ITALY）令和 4年 9月
［木村倖大（令和元年度学部卒業生）］

〇軽部翼、宿里充穗、尾江悟、目代梨沙、涌井颯、浅野遥花、村井慎、秋澤宏行 :�ブラジキニン B1 受容体
標的プローブの開発を目的とした 111In 標識ペプチドの合成と評価

日本薬学会　第 143 年会（札幌）令和 5年 3月
［軽部翼（令和 4年度卒業研究 5年生）、目代梨沙（令和 3年度学部卒業生）、

涌井颯（令和 2年度学部卒業生）、浅野遥花（平成 30 年度学部卒業生）、
村井慎（平成 29 年度学部卒業生）］

〇杉田茉央、尾江悟、大井一生、熊川由利香、金子瑞希、水野雄貴、宿里充穗、秋澤宏行 :�導入した RGD
ペプチドの数がアルブミン二量体の体内動態挙動に及ぼす影響

日本薬学会　第 143 年会（札幌）令和 5年 3月
［杉田茉央（令和 4年度卒業研究 5年生）、大井一生（令和 2年度学部卒業生）、
熊川由利香（令和 3年度学部卒業生）、金子瑞希（令和 4年度学部卒業生）］

〇大庭栞、尾江悟、高堂歌音、水野雄貴、宿里充穗、秋澤宏行 :�Glyoxalase�I 標的イメージングプローブの
開発研究 :�放射性ヨウ素導入グルタチオン類似体のジエステルの細胞内代謝挙動に関する検討

日本薬学会　第 143 年会（札幌）令和 5年 3月
［大庭栞（令和 4年度卒業研究 5年生）、高堂歌音（令和 3年度学部卒業生）］

〇水野雄貴、尾江悟、宿里充穗、秋澤宏行、久下裕司 :�多価 RGDペプチドが複数の integrin�αvβ3 と同時
結合するために重要な化学構造の探索

日本薬学会　第 143 年会（札幌）令和 5年 3月

〇若森恵太、宮崎杏奈、金井泰和、田口ありさ、大田洋一郎、尾江悟、秋澤宏行、切畑光統、近藤直哉、天
滿敬 :�脂肪酸結合タンパク質 4の PETイメージングのための [18F]dFTAP1 の合成に関する基礎的検討

日本薬学会　第 143 年会（札幌）令和 5年 3月

原著論文
Miho�Shukuri,�Aya�Mawatari,� Shuhei�Takatani,�Tsuyoshi�Tahara,�Michiko� Inoue,�Wakiko�Arakaki,�
Masahiro�Ohno,�Hisashi�Doi,�Hirotaka�Onoe:� Synthesis� and�Preclinical� Evaluation� of� 18F-Labeled�
Ketoprofen�Methyl�Esters�for�Cyclooxygenase-1�Imaging�in�Neuroinflammation.�

J. Nucl. Med.,�63,�1761–1767�(2022)

活動概要・現状
　令和 4年度に当研究室に所属していた学生は、学部 6年生 13 名（内訳；総合薬学コース 5名、情報薬学コー
ス 4名、臨床薬学コース 4名）、学部 5年生 10 名（内訳；総合薬学コース 4名、情報薬学コース 2名、臨床
薬学コース 4名）、学部 4年生 6名（内訳；総合薬学コース 2名、臨床薬学コース 4名）の合計 29 名であった。
　総合薬学コースの学生はウェットの研究を、情報薬学及び臨床薬学コースの学生は調査研究（ただし、1
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名はウェットの研究）を行い、学生 1人当たり 6〜 7週間に 1回の頻度で研究の進捗を研究室セミナーで報
告した。学生 3名が学会発表を行い、発表論文数は 1報であった。
　学外活動として、秋澤は日本核医学会　教育・専門医審査委員会委員、日本アイソトープ協会　医学・薬
学部会　放射性医薬品専門委員会委員をつとめた。

自己点検・評価
　令和 4年度は、前年度までと比べて卒業研究発表会、卒業論文の提出の締切が早くなったが、そのスケ
ジュール感に教員、学生とも慣れていないため、前期は 6年生の卒業研究への対応に追われ、他のことにあ
まり時間を使えなかった。そのことが、研究の進捗に少なからず影響したものと考える。ただし、研究の進
捗に関しては、軌道修正を十分にできなかったことが主な原因であり、その改善が課題である。

今後に向けて
　令和 5年度は、研究成果をより多く目に見える形にまとめるために、教員間、教員 - 学生間のコミュニケー
ションをより密にし、軌道修正を頻繁に行っていきたい。
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分析化学分野
（10）薬品分析化学研究室（Analytical Chemistry of Medicines）
　教　授　　唐澤　　悟
　准教授　　臼井　一晃
　講　師　　鈴木　憲子
　特任助教　梅野　智大
　博士課程　2年　松本　祥汰
　　　　　　1年　飯塚　直子

学会報告
○梅野智大、藤原萌圭、臼井一晃、唐澤悟：ペプチド固相合成のための酸塩基反応型アミン検出法の開発

第 34 回バイオメディカル分析科学シンポジウム（船橋・日本大学）令和 4年 9月
［藤原萌圭（令和 4年度卒業研究 5年生）］

○松本祥汰、梅野智大、臼井一晃、川幡正俊、唐澤悟：pKa 値に基づいた三価アクア錯体の新しい検出法
の開発

第 34 回バイオメディカル分析科学シンポジウム（船橋・日本大学）令和 4年 9月
［松本祥汰（令和 4年度博士課程 2年生）］

○飯塚直子、金子知世、白石諒馬、梅野智大、臼井一晃、川幡正俊、唐澤悟：高極性置換基を有した有機
NOラジカルのMRI 造影剤に対する機能性の検討

第 34 回バイオメディカル分析科学シンポジウム（船橋・日本大学）令和 4年 9月
［飯塚直子（令和 4年度博士課程 1年生）、金子知世（令和元年度卒業研究 6年生）］

○梅野智大、藤原萌圭、臼井一晃、唐澤悟：酸塩基反応型アミン検出試薬の開発とペプチド合成への適用
日本分析化学会　第 71 年会（岡山・岡山大学）令和 4年 9月

［藤原萌圭（令和 4年度卒業研究 5年生）、松本祥汰（令和 4年度博士課程 2年生）］

○松本祥汰、梅野智大、臼井一晃、川幡正俊、唐澤悟：酸塩基反応に基づく三価金属検出プローブの開発
日本分析化学会　第 71 年会（岡山・岡山大学）令和 4年 9月

［松本祥汰（令和 4年度博士課程 2年生）］

○飯塚直子、金子知世、白石諒馬、梅野智大、臼井一晃、唐澤悟：NOラジカル型MRI 造影剤開発のため
の基礎研究

日本分析化学会　第 71 年会（岡山・岡山大学）令和 4年 9月
［飯塚直子（令和 4年度博士課程 1年生）、金子知世（令和元年度卒業研究 6年生）］

○臼井�一晃、成田�望実、江藤�亮介、飯塚�直子、梅野�智大、井川�和宣、友岡�克彦、今井�喜胤、唐澤�悟　
螺旋構造内部置換型ヘリセンのキラル光学特性

第 32 回�基礎有機化学討論会（京都パルスプラザ・京都）、令和 4年 9月
［成田�望実（令和元年度卒業研究 6年生）、江藤�亮介（令和 4年度卒業研究 5年生）、

飯塚直子（令和 4年度博士課程 1年生）］

○梅野智大、河原朋希、臼井一晃、唐澤悟：エナミン型可逆的アミン蛍光誘導体化試薬の開発研究
日本薬学会　第 143 年会（北海道大学・札幌）令和 5年 3月

［河原朋希（令和 4年度卒業研究 6年生）］

○藤原萌圭、梅野智大、臼井一晃、唐澤悟：塩酸塩型色素を用いたアミノ基検出試薬のペプチド固相合成へ
の適用

日本薬学会　第 143 年会（北海道大学・札幌）
［藤原萌圭（令和 4年度卒業研究 5年生）］
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○室井梨沙、梅野智大、臼井一晃、唐澤悟：水環境下で強く発光するハロゲン化ナフチリジンの開発
日本薬学会　第 143 年会（北海道大学・札幌）
［室井梨沙（令和 4年度卒業研究 5年生）］

○松本祥汰、梅野智大、臼井一晃、濵田浩一、水谷顕洋、唐澤�悟：発光性イミダゾナフチリジン誘導体の
自己集合化挙動と物性評価

日本薬学会　第 143 年会（北海道大学・札幌）
［松本祥汰（令和 4年度博士課程 2年生）］

○飯塚直子、白石諒馬、梅野智大、臼井一晃、唐澤悟：極性置換基を有するNOラジカルの合成、X線構造
と物性評価

日本薬学会　第 143 年会（北海道大学・札幌）
［飯塚直子（令和 4年度博士課程 1年生）］

○臼井�一晃、江藤�亮介、有野�陸、松本祥汰、梅野�智大、唐澤�悟：らせん性ピリリウム塩の合成と物性評
価

日本薬学会　第 143 年会（北海道大学・札幌）
［江藤�亮介（令和 4年度卒業研究 5年生）、有野�陸（令和 4年度卒業研究 6年生）、

松本祥汰（令和 4年度博士課程 2年生）］

○石井�一歩、村瀬�早槻、梅野�智大、臼井�一晃、唐澤�悟：ジヒドロアザ [5] ヘリセン類の合成と物性評価
日本薬学会　第 143 年会（北海道大学・札幌）

［石井�一歩（令和 4年度卒業研究 5年生）、村瀬�早槻（令和 3年度卒業研究 6年生）］

○秋月唯花、飯塚直子、梅野智大、臼井一晃、唐澤悟：五員環NOラジカルの水溶液中における自己集合化
挙動と物性評価

日本薬学会　第 143 年会（北海道大学・札幌）
［秋月唯花（令和 4年度卒業研究 5年生）、飯塚直子（令和 4年度博士課程 1年生）］

○馬場果奈恵、小山ときみ、齊藤大朗、梅野智大、渕靖史、臼井一晃、唐澤悟：強発光性ヘキサアザペンタ
セン誘導体の水溶液中の自己集合化挙動

日本薬学会　第 143 年会（北海道大学・札幌）
［馬場果奈恵（令和 4年度卒業研究 5年生）、小山ときみ（令和元年度卒業研究 6年生）、

齊藤大朗（令和 3年度卒業研究 6年生）］

○Noriko�Suzuki�and�Ayami�Suzuki：The�cesium�ion-exchange�mechanism�of�hydrobiotite.�
International�Conference�on�Ion�Exchange(ICIE2022).(Sophia�Univ.,�Tokyo,�Japan)

�［鈴木彩水（令和 4年度卒業研究 6年生）］

原著論文
Yuri�Fukumoto,�Tomohiro.�Umeno,�Hina�Kuramochi,�Koichi�Hamada,�Shota.�Matsumoto,�Noriko�Suzuki,�
Kazuteru�Usui,�Akihiro�Mizutani,� Satoru�Karasawa:�Acid� responsiveness� of� emissive�morpholinyl�
aminoquinolines�and�their�use�for�cell�fluorescence�imaging

Org. Biomol. Chem.�20,�4342 － 4350�(2022).�
［Yuri�Fukumoto（令和 3年度卒業研究 6年生）、Hina�Kuramochi（令和 4年度卒業研究 6年生）、

Shota�Matsumoto（令和 4年度博士課程 2年）］

Tomohiro�Umeno,�Remi�Seto,�Shota�Matsumoto,�Moeka�Fujihara,�Satoru�Karasawa:�Basic�Fluorescent�
Protonation-Type�pH�Probe�Sensitive�to�Small�ΔpKa�of�Methanol�and�Ethanol�

Anal. Chem.�94,�10400 － 10407�(2022)
�［Remi�Seto（令和 4年度卒業研究 6年生）、Moeka�Fujihara　（令和 4年度卒業研究 5年生）、

Shota�Matsumoto（令和 4年度博士課程 2年）］
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Ryu�Yamasaki,�Misuzu�Harada,�Ai� Ito,�Kazuo�Fukuda,� Shota�Matsumoto,� Satoru�Karasawa,� Iwao�
Okamoto:�Reversible�on/off� conformational� switching�of�pentafluorobenzoyl� amide� triggered�by�acid�
vapor�and�sublimation

CrystEngComm�24,�6226 － 6231�(2022)
�［Shota�Matsumoto（令和 4年度博士課程 2年）］

Shota�Matsumoto,�Tomohiro�Umeno,�Noriko�Suzuki,�Kazuteru�Usui,�Masatoshi�Kawahata,� Satoru�
Karasawa:�Chelate-free�"turn-on"-type�fluorescence�detection�of�trivalent�metal�ions

Chem. Commun.�58,�12435 － 12438�(2022)
［Shota�Matsumoto（令和 4年度博士課程 2年）］

Kazuteru�Usui,�Nozomi�Narita,�Ryosuke�Eto,�Seika�Suzuki,�Atsushi�Yokoo,�Kosuke�Yamamoto,�Kazunobu�
Igawa,�Naoko�Iizuka,�Yuki�Miura,�Tomohiro�Umeno,�Shota�Matsumoto,�Masashi�Hasegawa,�Katsuhiko�
Tomooka,�Yoshitane� Imai,�Satoru�Karasawa.:�Oxidation�of� an� Internal-Edge-Substituted� [5]Helicene-
Derived�Phosphine�Synchronously�Enhances�Circularly�Polarized�Luminescence

Chem. Eur. J.�28,�ee202202922�(2022).�
［Nozomi�Narita　（令和元年度卒業研究 6年生）、Ryosuke�Eto　（令和 4年度卒業研究 5年生）、

Naoko�Iizuka（令和 4年度博士課程 1年）、Shota�Matsumoto（令和 4年度博士課程 2年）］

特許取得
令和 5年 1 月 26 日（登録日）特許第 7217460 号、発明の名称：新規化合物及び該化化合物を含む脂肪滴検
出用試薬
発明者：唐澤悟、渕靖史、大山耕平、佐久間雅臣、濱田浩一、水谷顕洋、河野未菜希［大山耕平（平成 30
年度卒業研究 6年生）、佐久間雅臣（令和 2年度卒業研究 6年生）］

共同研究
株式会社　クレハ　令和 4年 10 月 1 日〜令和 5年 9月 30 日

活動概要・現状
　昨年度と同様に研究室スタッフ 4名で運営を行った。新 4年生として総合薬学コース 9名、臨床薬学コー
ス 5名の学生が研究室に配属され、合計 40 名以上の大所帯での研究室運営であった。また博士課程学生と
して飯塚直子さんが進学され、研究室では 2名の博士課程の学生が在籍していたため、研究体制はより充実
したものになった。昨年度に引き続きコロナ禍であったため、研究室での活動は制限されたものの、昨年度
よりも大幅に活発な活動ができた。したがって多くの学会発表と原著論文が発表できた点は大いに評価でき
る。このような難しい環境下においても、以下 3件の学会関連の賞受賞があり、大変喜ばしいニュースであっ
た。すべての研究室メンバーの励みとなった。
①梅野特任助教：日本分析化学会　第 71 年会　若手ポスター賞
②松本祥汰（令和 4年度博士課程 2年）：学内ハイテクリサーチ研究会　ポスター賞（化学部門）1位　
③秋月唯花（令和 4年度 5年生）：日本薬学会第 143 年会学生優秀発表賞（ポスターの部）

　また、Wiley�Chem. Eur. Jのフロントカバーに臼井准教授の研究成果が発表できたこと、歴史ある分析化
学雑誌ACS�Anal. Chem.（インパクトファクター 8.0 ＋サプリメンタリーカバー）へ梅野特任助教の研究成
果が発表できたこと、加えて、博士課程松本祥汰さんの研究成果が Chem Communに掲載され（バックカ
バー）、これら 3報すべて高いインパクトファクターの雑誌であり、近年にはない業績が出せた点は大変評
価できる。多くの学生と関係したスタッフに感謝申し上げます。
　昨年に引き続き株式会社クレハとの共同研究を 1年間行った。
　学修面においては、コロナ禍の制限の中で 4－ 6年生は一生懸命に勉学に励んでおり、多くの卒業生が薬
剤師国家試験に合格できた。4－ 5 学年がすべて進学でき、また 4年生が薬学共用試験（CBT・OSCE）に
すべて合格し、実務実習へ参加できることとなった。

自己点検・評価
研究：�コロナ禍 3年目であったが、充実した研究活動ができた。学会・論文発表数が大幅に増えたことは成

果である。昨年度に引き続き学会関連の受賞が二件、学内での受賞一件と大変喜ばしいことであった。
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さらに特許が取得できたこと、本特許に関連して研究室で開発した蛍光剤が、脂肪滴検出試薬として
東京化成工業から販売できたことは大変うれしいニュースであった。また本蛍光試薬を本学の愛称で
ある昭薬を参考に、「ShoyakuGreen」として命名できたこともうれしいニュースであった。本研究
に関わっていただいた方々に深く感謝申しあげます。原著論文として、Anal. Chem. Chem. Commun. 
Chem. Eur. J.と高いインパクトファクターの雑誌へ掲載できたことは大いに評価できる。さらにステッ
プアップし、もう一段階上のハイインパクトの研究にもチャレンジしていきたい。

教育：�後期から全面対面講義となり、コミュニケーションを取りやすくなった環境ではあったが、昨年度に
引き続きオンラインまたはハイブリッドでのセミナーや面談を多く実施した。したがって、学生との
コミュニケーションは十分であったとは言えない。その影響により卒論研究を丁寧に指導することが
出来なかった点は残念であった。昨年度に引き続き 4年生が独自に薬学共用試験に向けた取り組みを
実施し、この効果により、すべての 4年生が共用試験に合格し実務実習へ参加できることは喜ばしい
ことであり、研究室の伝統的な活動として定着できつつある。

今後に向けて
　昨年度と同じスタッフによる研究室運営であったため、安定的な運営が実施できたことは評価できる。新
博士課程大学院生も 1名加わったため、合計 2名の大学院生が所属する研究室となり研究活動・研究室運営
がより充実したものになった。博士課程の 2名には多くの時間を使い、学部学生を指導してもらった。その
協力的な姿勢は大変評価でき、研究室の伝統的な指導体制となることを期待したい。
　コロナ禍で今年度も様々な点で制限があり、会食などでのコミュニケーションをはかることが出来ず研究
室運営にとっては引き続き大変難しい 1年間であった。一方次年度は制限が大幅に緩和されることから、対
面でのコミュニケーションをとり、会食などもとおしてより一層のお互いの理解を深められるよう努力して
いきたい。研究・教育について、ルーチンワークとならないよう、柔軟な考えのもと地に足の着いた取り組
みを地道に行っていきたい。
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生物薬学系（Division of Pharmaceutical Biology）
分子細胞生物学分野

（11）生化学研究室（Biochemistry）
　教　授　　伊東　　進
　准教授　　田代　　悦
　講　師　　中野なおこ
　特任助教　内田　吉美

学会報告
○内田吉美、中野なおこ、伊東進：TMEPAI 遺伝子ファミリー欠損マウスにおける消化管腫瘍形成抑制機
構の解明　

第 26 回日本がん分子標的治療学会学術総会（金沢）2022 年 6 月

○ Etsu�Tashiro、Masaya�Imoto、Susumu�Itoh：Involvement�of�TGF-β�signal�activation� in�anti-cancer�
drug�resistance

FASEB�SRC;�The�TGF-β�Superfamily�Conference:�
Signaling�in�Development�and�Disease（アイルランド、ダブリン）2022 年 7 月

○ Yoshimi�Uchida、Naoko�Nakano、Rei�Hoshina、Itsuki�Matsuo、Fumiko�Itoh、Yukihide�Watanabe、
Makoto�M�Taketo、Mitsuyasu�Kato、Susumu�Itoh：Role�of�TMEPAI�Family�Genes� in�Gastrointestinal�
Adenoma�Formation

FASEB�SRC;�The�TGF-β�Superfamily�Conference:�
Signaling�in�Development�and�Disease（アイルランド、ダブリン）2022 年 7 月

○ Susumu� Itoh、Naoko�Nakano、Takayuki�Shimada、Ayaka�Kojima、Etsu�Tashiro：BMP-induced�
chondrocyte�differentiation�via�both�Smad-dependent�and�independent�pathways

FASEB�SRC;�The�TGF-β�Superfamily�Conference:�
Signaling�in�Development�and�Disease（アイルランド、ダブリン）2022 年 7 月

○ Susumu�Itoh：Intestinal�abnormality�in�mice�lacking�Smad�molecules
Virtual�TGFβ�meeting�in�Uppsala（オンライン）2022 年 8 月

○内田吉美、中野なおこ、伊東史子、渡邊幸秀、武藤誠、加藤光保、伊東進：TMEPAI ファミリー遺伝子
欠損マウスにおける消化管腫瘍形成抑制

第 81 回日本癌学会学術総会（横浜）2022 年 9 月

○ Susumu�Itoh、Naoko�Nakano、Etsu�Tashiro：Involvement�of�mitogen�and�stress�activated�protein�
kinase�(MSK1)1�in�BMP-induced�chondrocyte�differentiation�（招待講演）

13th�BMP�Conference�2022（クロアチア、ドゥブロヴニク）2022 年 10 月

原著論文
Nakano�Naoko,�Fukuda�Kazuo,�Tashiro�Etsu,�Ishikawa�Haruka,�Nagano�Waka,�Kawamoto�Rie,�Mori�Alice,�
Watanabe�Misao,�Yamazaki�Ryu,�Nakane�Takashi,�Naito�Mikihiko,�Okamoto�Iwao,�Itoh�Susumu.�Hybrid�
molecule�between�platanic�acid�and�LCL-161�as�a�yes-associated�protein�(YAP)�degrader.�

J. Biochem.,�171,�631-640,�2022
［森彩里穂（平成 28 年度卒業研究 6年生）、石川遼（平成 30 年度卒業研究 6年生）、

永野和果�（令和 3年度卒業研究 6年生）］

Harunari�Enjuro,�Mae�Shunsuke,�Fukaya�Keisuke,�Tashiro�Etsu,�Urabe�Daisuke,� Igarashi�Yasuhiro.�
Bisprenyl� naphthoquinone� and� chlorinated� calcimycin� congener� bearing� thiazole� ring� from� an�
actinomycete�of�the�genus�Phytohabitans.
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The Journal of Antibiotics,�75,�542-551,�2022

Ohno�Osamu,� Iwasaki�Arihiro,�Same�Kyohei,�Kudo�Chihiro,�Aida�Erika,�Sugiura�Kazuya,�Sumimoto�
Shimpei,�Teruya�Toshiaki,�Tashiro�Etsu,�Simizu�Siro,�Matsuno�Kenji,� Imoto�Masaya,�Suenaga�Kiyotake.�
Isolation� of� caldorazole,� a� thiazole-containing�polyketide�with� selective� cytotoxicity�under�glucose-
restricted�conditions.�

Org Lett.,�24,�4547-4551,�2022

Saito�Shun,�Xiaohanyao�Ye,�Zhou�Tao,�Nakajima-Shimada�Junko,�Tashiro�Etsu,�Triningsih�Desy�Wulan,�
Harunari�Enjuro,�Oku�Naoya,� Igarashi�Yasuhiro:�Phytohabitols�A-C,�δ-lactone-terminated�polyketides�
from�an�actinomycete�of�the�Genus�Phytohabitans.

J Nat Prod.,�85,�1697-1703,�2022

その他
雑報
中野なおこ　薬学部学生と私��（公財）薬学研究奨励財団　巻 35、p�8、2022 年

内田吉美、高脂肪食の摂取に伴う腸内細菌叢変化がもたらすMHC- Ⅱ発現低下と発がん、ファルマシア、
58 巻 8 号、p820、2022 年

活動概要・現状
　生化学研究室は分子細胞生物学の技術を用いて、伊東進教授、田代悦准教授、中野なおこ講師、内田吉美
特任助教の下で「TGF-βシグナル」分野研究を遂行しております。研究テーマとしてTGF-βシグナル伝達
機構の解明、TGF-βシグナル系の破綻と発がん、BMPシグナルによる軟骨分化の分子メカニズムの解明を
中心に学部生と共に研究を精力的に行っています。
　研究室のモットーである思いやりを持って、独立及び融和の精神に基づいた研究を遂行し、また本年度も
週 1回の実験報告会と週 1回の文献紹介を通じて研究のアクティビティーを継続しております。昨年度に引
き続き、伊東教授は J.�Biol.�Chem. と Scientific�Reports�の Editorial�Board�Member として活動しており
ます。また、平成 29 年度より日本生化学会関東支部代議員、平成 30 年度より日本血管生物医学会、日本が
ん分子標的治療学会の評議員を務めております。加えて、田代准教授も日本がん分子標的治療学会の評議員
を務めております。
　引き続き昭和薬科大学発の原著論文の発表を目指しております。少しでも創薬につながる研究成果を出す
ために日夜研究室のメンバーと努力しております。

令和 4年度に獲得した競争的研究資金
　2022 年度東京医科歯科大学難治疾患共同研究拠点共同研究（伊東　進）
　令和 4年度科学研究費若手研究（内田　吉美）
　2022 年度日本私立学校振興・共済事業団若手・女性研究者奨励金（内田　吉美）

自己点検・評価
　生化学研究室発の研究成果としての原著論文が少ない状況です。

今後に向けて
　研究室メンバーが一丸となり、競争的研究資金のさらなる獲得を目指し、次年度以降複数の原著論文を発
表できるように心がけたい。
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感染制御学分野
（12）微生物学研究室（Laboratory of Microbiology）
　教　授　　金本　大成
　准教授　　浅井　大輔
　講　師　　梶川　瑞穂

学会報告
○相見光、吉川裕治、福地邦彦、浅井大輔、越川拓郎、坂上宏：�リグニンスルホン酸塩によるウイルス不
活性化に関する検討

第 89 回紙パルプ研究発表会（東京）令和 4年 6月

○川井千景、岡本秀一郎、梶川瑞穂、山内明、栗林太、宮野佳：�モノクローナル抗体 CL-5 および 48 のヒ
ト gp91phox/Nox2 上のエピトープ探索

第 33 回日本生体防御学会（鹿児島）令和 4年 9月

○霜鳥慈岳、小川熟人、宮腰哲雄、浅井大輔、金本大成：光学活性な 3- メチル -4- ウンデカノリドの合成と
香気特性

第 66 回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会（沖縄）令和 4年 11 月

原著論文
Yuko�T.�Sato,�Daisuke�Asai,�Keiko�Terada,� Jeong-Hun�Kang,�Takeshi�Mori,�Takuro�Niidome,�Hideki�
Nakashima,�Yoshiki�Katayama:�A�model�of�transcriptional�activation�of�DNA�by�loosening�of�chromatin�
structure.

Chem. Lett.,�51,�1109-1112�(2022)

Mizuho�Kajikawa,�Mizuki�Hata,�Maho�Ishimura,�Nanae�Imaizumi,�Minako�Kimura,�Kei�Miyano,�Toyoyuki�
Ose,�Daisuke�Asai,�Satoshi� Ishido,�Taisei�Kanamoto:� Importance�of� accessibility� to� the�extracellular�
juxtamembrane�stalk�region�of�membrane�protein�for�substrate�recognition�by�viral�ubiquitin�ligase�K5.

Biochem. J.,�479,�2261-2278�(2022)
�［秦瑞葵（令和 4年度卒業研究 6年生）、石村眞帆（令和元年度卒業生）、今泉七虹（令和元年度卒業生）］

Kei�Miyano,�Shuichiro�Okamoto,�Mizuho�Kajikawa,�Takuya�Kiyohara,�Chikage�Kawaia,�Akira�Yamauchi,�
Futoshi�Kuribayashi:�Regulation�of�Derlin-1-mediated�degradation�of�NADPH�oxidase�partner�p22�by�thiol�
modification.

Redox. Biol.,�56,�102479�(2022)

Kei�Miyano�and�Mizuho�Kajikawa:�Ca2+-binding-region-dependent�cell� surface� localization�of�NADPH�
oxidase�Nox5.

FEBS Lett.,�597,�702-713�(2023)

Chikage�Kawai,�Mizuho�Kajikawa,�Akira�Yamauchi,� Shuichiro�Okamoto,�Futoshi�Kuribayashi,�Kei�
Miyano：�Characterization�of�missense�mutations� in�the�NADPH�oxidase�partner�p22phox� in�the�A22°�
subtype�of�chronic�granulomatous�disease.

Microbiol. Immunol.,�67,�194-200�(2023)

著書
梶川瑞穂：6．リンパ球の発生．

薬系免疫学�改訂第 4版、植田正、前仲勝実（編）、南江堂、東京、2022、pp69-80

特許
発明者：霜鳥慈岳・金本大成・浅井大輔、名称：抗黄色ブドウ球菌剤及び化合物の使用、出願人：国立大学
法人北海道国立大学機構、出願日：令和 5年 1月 27 日、特願 2023-010589
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活動概要・現状
　令和 4年度の研究室メンバーの構成は、教員：教授、准教授、講師の各 1名、計 3 名体制、学部学生 33
名：6 年次生 8 名（総合 3、臨床 5）、5 年次生 13 名（総合 8、臨床 5）、4 年次生 12 名（総合 7、臨床 5）
であった。
　総合コースの研究テーマとして、ブドウ球菌の病原性、ウイルスの免疫回避機構、抗菌ペプチド研究とい
う 3つのテーマで研究活動を行った。また、学内の研究発表会である第 13 回ハイテクリサーチ報告会にお
いて本研究室からの演題「ウイルスユビキチンリガーゼK5による宿主分子認識における膜近傍領域の重要
性」が審査の上、優秀ポスター発表賞�生物系第 1位を獲得した。
　臨床コースの学生は、各自が選んだ感染症学、化学療法学、免疫学関連のテーマで調査研究を行った。臨
床コースゼミは、一昨年度から引き続きオンラインで週 1回のペースで行った。研究指導もオンラインと対
面を組み合わせることで、新型コロナウイルス感染症の影響を最小限にとどめることができた。月 1回実施
している総合コースと臨床コースの合同ゼミは、オンラインに移行して通年で実施した。合同ゼミでは、各
コースからそれぞれ 1名ずつが各々の卒業研究に関連する英語論文を、パワーポイントを使ったプレゼン
テーション形式で行い、それに加えて、微生物学、感染症学、免疫学に関連する国家試験形式の問題を学生
が解説するという形式で実施した。
　昨年度から開始した北見工業大学天然物有機化学研究室との共同研究では、特許出願の成果が得られた。
　金本を大会長として第 105 回日本細菌学会関東支部会総会をオンラインで開催した。この 2年の経験で参
加者はオンライン学会にすっかり慣れたようで、口演 13 題と特別講演 1題に対して活発な議論が交わされ
た。
　
自己点検・評価
　北見工業大学との共同研究の成果として、特許申請ができたことは評価できる。国内学会での発表 3題と
原著論文 5報を発表したが、今年度は学生の日程が合わず学会での成果発表する機会を持たせることができ
なかったのは残念であった。卒業研究の中ですべての学生に対してプレゼンテーションの機会を多く持たせ
てきたことが、学内の第13回ハイテクリサーチ報告会での優秀ポスター発表賞受賞に繋がったと思う。総合・
臨床合同のゼミで行っている問題演習では、学生が持ち回りで解説を担当することで国家試験形式の問題を
解くだけでなく、それを人に教えることを学ぶ機会になっており、これからも継続していきたい。本研究室
の今年度卒業生が全員、薬剤師国家試験に合格することができたのは、このような取り組みも貢献している
と考える。

今後に向けて
　学内外の研究室との共同研究に積極的に取り組みたい。また、来年度は学生に学会での発表の機会を持た
せたい。そして、今後ともゼミを充実させ、卒業研究はもちろん、CBTや国家試験の対策も継続していき
たい。
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衛生薬学系
衛生化学分野

（13）衛生化学研究室（Health Chemistry）
　教　授　　石井　　功
　准教授　　赤星　軌征
　助　教　　鎌田祥太郎
　特任助教　蘭光　健人
　大学院生　D2　本多　彰宏

学会報告
○鎌田祥太郎、内井希恵、垣生有希、金子知央、小森優奈、本多彰宏、石井功：NASH 治験薬である
Elafibranor、Lanifibranor 及び Seladelpar の PPARα/δ/γサブタイプへの結合 ･活性化様式の解析

2022 年度日本生化学会関東支部例会（西千葉）、令和 4年 6月
［内井希恵、垣生有希（令和 4年度卒業研究 6年生）、

金子知央（令和 4年度卒業研究 5年生）、小森優奈（令和 4年度卒業研究 4年生）
本多彰宏（令和 4年度博士 2年生）］

○本多彰宏、椎山結、町田優衣、金子知央、島村步美、鎌田祥太郎、大山拓次、石井功：Fibrate 系脂質異
常症薬であるBezafibrate、Fenofibric�acid�及び�Pemafibrate の PPARα/δ/γサブタイプへの結合 ･活性化
様式の解析

2022 年度日本生化学会関東支部例会（西千葉）、令和 4年 6月
［本多彰宏（令和 4年度博士 2年生）、椎山結、町田優衣

（令和 4年度卒業研究 6年生）、金子知央（令和 4年度卒業研究 5年生）、
島村步美（令和 4年度卒業研究 4年生）］

○渡瀬健太郎、増田莉紗、柏木野花、八代清香、本多彰宏、鎌田祥太郎、石井功：Corepressor 結合 apo 型
PPARα/γ- リガンド結合部位の構造解析

2022 年度日本生化学会関東支部例会（西千葉）、令和 4年 6月
［渡瀬健太郎（令和 4年度卒業研究 5年生）、増田莉紗、柏木野花

（令和 4年度卒業研究 6年生）、八代清香（令和 4年度卒業研究 4年生）、
本多彰宏（令和 4年度博士 2年生）］

○岸山千優、手塚かほり、村田優太、上茶谷若、赤星軌征、石井功：マウス体温調節及び脂肪細胞分化にお
ける二種硫化水素産生酵素の役割

2022 年度日本生化学会関東支部例会（西千葉）、令和 4年 6月
［岸山千優（令和 4年度卒業研究 4年生）、

手塚かほり（令和 4年度卒業研究 6年生）、村田優太（令和 4年度卒業研究 2年生）］

○星井瑛介、蘭光健人、渋谷海、渡瀬健太郎、篠塚大輝、金指充瑠、上茶谷若、赤星軌征、石井功：シアン
解毒酵素ロダネーゼのマウス組織分布

2022 年度日本生化学会関東支部例会（西千葉）、令和 4年 6月
［星井瑛介、篠塚大輝、金指充瑠（令和 4年度卒業研究 4年生）、

渋谷海、渡瀬健太郎（令和 4年度卒業研究 5年生）］

○清水萌瑞、蘭光健人、對馬舞子、増田佳穂、橋本千帆里、小泉舞果、小川清歌、丸山由莉、上茶谷若、赤
星軌征、石井功�：生体内硫黄転移 ･シアン解毒酵素のマウスにおける生理的役割

2022 年度日本生化学会関東支部例会（西千葉）、令和 4年 6月
［清水萌瑞、小川清歌、丸山由莉（令和 4年度卒業研究 4年生）、

對馬舞子、増田佳穂、橋本千帆里、小泉舞果（令和 4年度卒業研究 6年生）］

○ Isao�Ishii,�Maiko�Tsushima,�Kaho�Masuda,�Chihiro�Hashimoto,�Maika�Koizumi,�Sayaka�Ogawa,�Moe�
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Shimizu,�Yuri�Maruyama,�Waka�Kamichatani,�Kento�Rammitsu,�Noriyuki�Akahoshi：Physiological�roles�
of�two�cognate�sulfurtransferases�MPST�and�TST�in�the�mouse

Redox�Week�in�Sendai/NO�Conference（仙台）、令和 4年 10 月
［對馬舞子、増田佳穂、橋本千帆里、小泉舞果（令和 4年度卒業研究 6年生）、

小川清歌、清水萌瑞、丸山由莉（令和 4年度卒業研究 4年生）］

○本多彰宏、鎌田祥太郎、赤羽真、町田優衣、内井希恵、椎山結、垣生有希、宮脇　瑳恵佳、金子知央、大
山拓次、石井功：Fibrate 系脂質異常症薬 Bezafibrate、Fenofibric�acid�及び�Pemafibrate の PPARα/δ/γ
サブタイプ選択性に関する機能的および構造的な洞察

第 45 回日本分子生物学会年会（幕張）、令和 4年 12 月
［本多彰宏（令和 4年度博士 2年生）、赤羽真（令和 3年度卒業研究 6年生）、

町田優衣、内井希恵、椎山結、垣生有希（令和 4年度卒業研究 6年生）、
宮脇瑳恵佳、金子知央（令和 4年度卒業研究 5年生）］

○石黒一樹、手塚かほり、村田優太、岸山千優、上茶谷若、赤星軌征、石井功：マウス寒冷曝露時の体温調
節及び脂肪細胞分化における二種硫化水素産生酵素の役割

第 45 回日本分子生物学会年会（幕張）、令和 4年 12 月
［石黒一樹、村田優太（令和 4年度卒業研究 5年生）、

手塚かほり（令和 4年度卒業研究 6年生）、岸山千優（令和 4年度卒業研究 5年生）］

原著論文
Akihiro�Honda,�Shotaro�Kamata,�Makoto�Akahane,�Yui�Machida,�Kie�Uchii,�Yuki�Habu,�Saeka�Miyawaki,�
Chihiro�Kaneko,�Takuji�Oyama,� Isao�Ishii:�Functional�and�structural� insights� into�human�PPARα/δ/γ�
subtype�selectivity�of�bezafibrate,�fenofibric�acid,�and�pemafibrate.

Int. J. Mol. Sci.,�23,�4726�(2022)
［赤羽真（令和 3年度卒業研究 6年生）、

町田優衣、内井希恵、垣生有希（令和 4年度卒業研究 6年生）、
宮脇瑳恵佳、金子知央（令和 4年度卒業研究 5年生）］

Junya�Suzuki,�Yuuki�Shimizu,�Takumi�Hayashi,�Yiyang�Che,�Zhongyue�Pu,�Kazuhito�Tsuzuki,�Shingo�
Narita,�Rei� Shibata,� Isao� Ishii,� John�W.�Colvert,�Toyoaki�Murohara:�Hydrogen� sulfide� attenuates�
lymphedema�via�the�induction�of�lymphangiogenesis�through�a�PI3K/Akt-dependent�mechanism.

J. Am. Heart Assoc.,�11,�e026889�(2022)

Motochika�Asano,�Kazuo�Kajita,�Masayuki�Fuwa,�Toshiko�Kajita,� Ichiro�Mori,�Noriyuki�Akahoshi,� Isao�
Ishii,�Hiroyuki�Morita:�Opposing�roles�of�sphingosine�1-phosphate�receptors�1�and�2�in�fat�deposition�and�
glucose�tolerance�in�obese�male�mice.

Endocrinology,�164,�1716–1726�(2023)

Noriyuki�Akahoshi,�Ryoka�Hasegawa,� Shingo�Yamamoto,�Rintaro�Takemoto,�Toshiki�Yoshizawa,�
Waka�Kamichatani,� Isao� Ishii:�Differential� roles�of�cystathionine�gamma-lyase�and�mercaptopyruvate�
sulfurtransferase�in�hapten-induced�colitis�and�contact�dermatitis�in�mice.�

Int. J. Mol. Sci.,�24,�2659�(2023)�
［長谷川凌花（令和 3年度卒業研究 6年生）、山本真吾（平成 29 年度卒業研究 6年生）、

竹本麟太郎、𠮷澤俊紀（令和元年度卒業研究 6年生）］

Qamarul�Hafiz�Zainol�Abidin,�Tomoaki� Ida,�Masanobu�Morita,�Tetsuro�Matsunaga,�Akira�Nishimura,�
Minkyung�Jung,�Naim�Hassan,�Tsuyoshi�Takata,�Isao�Ishii,�Warren�Kruger,�Rui�Wang,�Hozumi�Motohashi,�
Masato�Tsutsui,�Takaaki�Akaike:�Synthesis�of�sulfides�and�persulfides� is�not� impeded�by�disruption�of�
three�canonical�enzymes�in�sulfur�metabolism.

Antioxidants,�12,�868�(2023)
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総説
本多彰宏、石井功：NAFLD治療薬としての PPAR�dual/pan アゴニストの展望

薬学雑誌 ,�142,�1335–1343�(2022)
［本多彰宏（令和 4年度博士 2年生）］

Isao�Ishii,�Madhav�Bhatia:�Amino�acids�in�health�and�disease:�The�good,�the�bad,�and�the�ugly.�
Int. J. Mol. Sci.,�24,�4931�(2023)�

著書
Shotaro�Kamata,�Isao�Ishii:�2D-DIGE�proteomic�analysis�of�mouse�liver�within�1�week.

Methods Mol. Biol.,�2596,�217–230�(2023)

活動概要・現状
　研究室始動より 7年目となった本年度の構成は、教員 4名、博士課程 2年生 1 名、6 年生 16 名（総合 11
臨床 5）、5年生 12 名（総合 10 臨床 2）、4年生 13 名（総合 10 臨床 2情報 1）、研究補助員 1名の計 47 名で、
昨年度と同数で過去最多であった。コロナ禍を経て学会対面開催も徐々に復活しており、日本生化学会関東
支部例会と日本分子生物学会年会にて多くの学生がポスター発表できたのは喜ばしいことである。一方、当
研究室発の原著論文は動物班と結晶班それぞれ 1報の 2報に留まった。競争的研究資金の獲得は石井の学術
変革公募A（2022-2023 代表）、鎌田の科研費若手 B（2022-2024 代表）と小野医学研究奨励助成（2022 代表）
及び蘭光の学内若手研究者助成（2022 代表）の 4件で、当初多少は余裕のある研究室運営を期待したが、結
局は故障老朽化機器の修繕など予定外の支出がかさみ、苦しい財政は例年と同じであった。社会活動として、
石井は日本生化学会評議員、日本薬学会関東支部幹事、J.�Biochem. 誌 Advisory�board、Antioxidants 誌 /
Int.�J.�Mol.�Sci. 誌 /Arch.�Pharm.�Res. 誌 /BPB�Report 誌の Editorial�board を務めた。院生の本多は本年度
も継続して中外創薬科学財団の奨学金補助と日本薬学会長井記念薬学研究奨励支援事業による助成を受け
た。当研究室に 2年勤めた蘭光は新年度 4月より東京大学大学院新領域創成科学研究科に助教として栄転す
ることになったが、元々の専門である植物学分野での今後の活躍を期待する。

自己点検・評価
　本年度も昨年度と同様、皆頑張った実感が残る割に大きな成果が出ていない。一言で言うと、効率が悪い。
ただし当研究室発の原著論文 2報は Open�access ということもあるが発表以来順調にダウンロード数を増
しており、国際的に興味を持たれているであろうことは救いである。動物 ･細胞 ･タンパク質 ･遺伝子 ･結
晶と色々と実験するのは実に面白いが手を広げすぎの感もあり、いずれかの時点で研究テーマの選択と集中
が必要かも知れない。名古屋大学あるいは岐阜大学との国内共同研究による原著論文 2報は、それぞれに所
属する筆頭著者の学位論文となっており、それに共著者として大きく貢献したことには意味があったと考え
ている。

今後に向けて
　来年度は、これまで集中して解析してきた遺伝子改変マウスの研究結果を Impact の高い論文にまとめる
と共に、X線結晶構造解析からはいったん離れた新しい視点からの PPAR研究を展開していきたい。
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社会薬学系（Division of Social Pharmacy and Public Health）
社会薬学分野

（14）社会薬学研究室（Social Pharmacy and Regulatory Science）
　教　授　　宮崎　生子
　准教授　　庄野あい子
　大学院生　D2　静谷　敏幸
　　　　　　D3　齋藤理枝子
　　　　　　　　田中　江子
　　　　　　　　八鍬　奈穂

学会報告
◯宮崎生子、神藤愛美、庄野あい子、串田一樹：薬局薬剤師および患者を対象とした「患者副作用報告制度」
に関するアンケート調査

第 24 回日本医薬品情報学会総会・学術大会（オンライン）　2022 年 7 月
［神藤愛美（令和 2年度卒業研究 6年生）］

◯串田一樹、白石丈也、村井扶、大須賀悠子、三森皐介、廣原正宜、宮崎生子：注射薬の供給にかかわる薬
剤師・薬局の課題と期待

第 4回日本在宅医療連合学会（神戸）　2022 年 7 月

○串田一樹、廣原正宜、宮崎生子：高齢・多死社会を支える地域の薬局間連携推進：在宅医療における「モ
ノ」から「ヒト」へ〜医療連携と薬局連携〜

第 32 回日本医療薬学会（高崎）　2022 年 9 月

○岩瀬里佳、八鍬奈穂、清水朋実、庄野あい子、肥沼幸、山谷明正、村島温子、宮崎生子：妊娠と薬情報セ
ンターへの相談例からみた授乳時の薬剤使用に関する情報提供のあり方について

日本社会薬学会第 40 年会（町田）　2022 年 10 月
［八鍬�奈穂�（令和 4年度大学院 3年生、岩瀬�里佳�（令和 3年度卒業生）］

○浪岡貴宏、宮崎生子、庄野あい子：多剤併用を考慮した骨粗鬆症治療薬の転倒リスクの検討：JADER�を
用いた解析

日本社会薬学会第 40 年会（町田）　2022 年 10 月
［浪岡�貴宏�（令和 4年度卒業研究 5年生）］

○小林優希、斎藤理枝子、宮崎生子：抗悪性腫瘍薬・免疫調剤における医薬品製造販売承認後に追加された
安全性検討事項と添付文書の関係に関する検討

日本社会薬学会第 40 年会（町田）　2022 年 10 月
［八鍬�奈穂�（令和 4年度大学院 3年生、岩瀬�里佳�（令和 3年度卒業生）］

○八鍬�奈穂、宮崎生子：日米英の医薬品添付文書における妊婦への投与に関する記載状況の比較検討
日本社会薬学会第 40 年会（町田）　2022 年 10 月

［八鍬�奈穂�（令和 4年度大学院 3年生）］

○長谷川英里、庄野あい子、宮崎生子：アルツハイマー治療薬における横紋筋融解症及び悪性症候群の日本
と海外の注意喚起の比較検討

日本社会薬学会第 40 年会（町田）　2022 年 10 月
［長谷川�英里�（令和 4年度卒業研究 5年生）］

○津久井彩華、大貫ミチ、宇井敬、恵木立、廣原正宜、宮崎生子、串田一樹：在宅医療における注射薬供給
体制の現状と課題〜川崎市の【薬菌】届出調査から〜

日本社会薬学会第 40 年会（町田）　2022 年 10 月
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○庄野あい子、星淑玲、近藤正英：高齢者に対する肺炎球菌ワクチン接種の費用効果分析：PCV15,�PCV20�
vs.�PPSV23

第 81 回�日本公衆衛生学会総会（山梨）　2022 年 10 月

○宇野菜々恵、長谷川英里、庄野あい子、宮崎生子：抗悪性腫瘍薬によるケモブレインを考慮した薬剤性白
質脳症のリスク検討：JADERを用いた解析

日本薬学会第 143 年会（札幌）　2023 年 3 月
［宇野�菜々恵、長谷川�英里（令和 4年度卒業研究 5年生）］

○森広亜紀、原田修江、庄野あい子、三村亘、Seposo�Xerxes、宮崎生子、星淑玲、矢作直也、近藤正英：
地域薬局と自治体の協働による糖尿病早期発見プログラム

日本薬学会第 143 年会（札幌）　2023 年 3 月

○串田一樹、廣原正宜、宮崎生子：薬局実態調査から読み解く薬局間の連携について〜在宅医療における注
射薬供給体制の現状と課題〜

日本薬学会第 143 年会（札幌）　2023 年 3 月

依頼・招待講演等
〇宮崎　生子　社会薬学とレギュラトリーサイエンス

日本社会薬学会第 40 年会　年会長講演（町田）　2022 年 10 月

〇庄野　あい子、田口　真穂、戸張　裕子　ワークショップ 1「臨床現場から研究をはじめてみよう」
日本社会薬学会第 40 年会（町田）　2022 年 10 月

原著論文
Toshiyuki�Shizuya,�Seiko�Miyazaki:�Comparison�of�New�Drug�Indications�Approved�in�the�United�States,�
Europe,�and�Japan�from�2001�to�2020.

Biol. Pharm. Bull.�40(10):1495-1502.�(2022)
［静谷　敏幸（令和 4年度大学院 2年生）］

Shu-Ling�Hoshi,�Aiko�Shono,�Xerxes�Seposo,�Reiko�Okubo,�Masahide�Kondo:�Cost-effectiveness�analyses�of�
15-�and�20-valent�pneumococcal�conjugate�vaccines�for�Japanese�elderly.�

Vaccine.�40(49):7057-7064.�(2022)

Shu-Ling�Hoshi,�Reiko�Okubo,�Keiji�Tabuchi,�Xerxes�Seposo,�Aiko�Shono,�Masahide�Kondo:�Cost-
effectiveness�analyses�of�monovalent�mumps�vaccination�programs�for�Japanese�children.�

Vaccine.�40(37):5513-5522.�(2022)

Koko�Tanaka,�Seiko�Miyazaki:�Comparative�study�of�General�Notices� in�Pharmacopoeias� in�Japan,� the�
United�States,�and�Europe.

Chem. Pharm. Bull.�71(1):41-51.�(2023)
［田中　江子（令和 4年度大学院 3年生）］

著書
宮崎生子：健康被害救済制度

「薬事関連法規・制度解説　2022-23 年版」、薬事衛生研究会（編）
薬事日報社、東京、2022、pp.276-290.

宮崎生子：新薬の臨床開発の歴史
「薬学史入門」、日本薬史学会（編）
薬事日報社、東京、2022、pp.92-94.
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活動概要・現状
　今年度は、職員 2名、学部学生 12 名（4 年次生 3名、5年次生 6名、6年次生 3名）、大学院生 4名（大
学院 2年生 1名、大学院 3年生 3名）とともに研究活動を行った。
　研究内容は、「レギュラトリーサイエンス」をテーマとした。配属学部学生 4名が学会にて筆頭演者とし
て発表を行い、また、配属大学院生 1名が学会にて筆頭演者発表を行った。更に、配属大学院生 2名の研究
成果は英語原書論文として投稿し採択され掲載された。
　外部資金として、科学研究費補助金・基盤C（代表・庄野�継続）を得た。
　学外活動として、宮崎は日本薬史学会常任理事、日本薬学会レギュラトリーサイエンス部会常任世話人、
日本社会薬学会理事、レギュラトリーサイエンス学会事務局担当会員等を務め、令和 4年 10 月には日本社
会薬学会第 40 年会を年会長として本学にて開催するなど、新たな学問領域の発展を目指し企画、模索した。
庄野は同じく日本社会薬学会第 40 年会において実行委員を務め、ワークショップ 1「臨床現場から研究を
はじめてみよう」を企画・実施し、学外活動においても活躍した。

自己点検・評価
　令和 4年度は、研究室の活動も順調に進み、活発に研究活動を実施して配属学部学生は幾つかの学会で成
果を発表することができた。また、成育医療研究センターとの共同研究等も順調に進み、配属大学院生の研
究成果も学会にて発表した。更に、配属大学院生の成果も英語原著論文に発表できるなど、ドライ研究活動
を軌道に乗せ、充実させることが出来たと考えている。

今後に向けて
　成果をおさめて来ている研究について、来年度は更に発展させる予定であり、成育医療研究センターとの
共同研究である妊娠・授乳婦のより安全な薬物療法に資する研究や、医薬品安全管理体制に関連する研究等、
本研究室の成果を英語原著論文等として報告していく予定である。また、新たに大学院生 2名を迎える予定
であり、本研究室の教育・研究活動が更に充実して行くことが期待される。
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臨床薬学教育研究センター
（Center for Education and Research on Clinical Pharmacy）
臨床薬学分野

（15）実践薬学部門
　教　授　　廣原　正宜
　教　授　　渡部　一宏
　講　師　　廣澤　伊織
　講　師　　山本　　健
　助　教　　森元　能仁
　助　教　　神林　　弾

学会報告
◯廣澤伊織、山本健、森元能仁、神林弾、渡部一宏、廣原正宜：実務実習事前学習における注射手技に関す
る学生意識調査

第 32 回日本医療薬学会年会（高崎）令和 4年 9月

◯堀内正子、左右木菜摘、久武陽子、山崎優子、江口慶史、岸福子、大口顕、小林輝信、廣原正宜、串田一
樹：薬学教育におけるコミュニティー　支援活動の意義

日本社会薬学会第 40 年会（町田）令和 4年 10 月

◯粟田口遥花、中川友里、山本健、森元能仁、神林弾、廣澤伊織、渡部一宏、廣原正宜：中学校保健体育科用
教科書の記載内容から考える日米の医薬品教育 - 米国保健教育カリキュラム分析ツールを用いた比較検討 -

日本社会薬学会第 40 年会（町田）令和 4年 10 月
［粟田口遥花（令和 4年度卒業研究 5年生）、中川友里（令和 4年度卒業研究 6年生）］

◯今城宏文、廣原正宜、串田一樹：在宅医療の症例からみる薬剤師に必要なスキル
日本社会薬学会第 40 年会（町田）令和 4年 10 月

◯津久井彩華、大貫ミチ、宇井敬、恵木立、廣原正宜、宮崎生子、串田一樹：在宅医療における注射薬供給
体制の現状と課題　〜川崎市の【薬菌】届出調査から〜

日本社会薬学会第 40 年会（町田）令和 4年 10 月
［津久井彩華（令和 4年度卒業研究 5年生）］

◯山本健、岸野未来、渡部一宏、宮崎生子、唐澤悟：処方後の医薬品における保管状況の現状とインテリジェ
ント安全シートに関するニーズ調査

日本社会薬学会第 40 年会（町田）令和 4年 10 月
［岸野未来（令和 3年度卒業生）］

◯松久知史、渡部一宏、藤田勝成、藤田勝久、鈴木伸悟、由井洋光、金子大亮：個人診療所の処方医が薬局
薬剤師に求める患者へのフォローアップ内容に関する調査・研究

第 16 回日本薬局学会（福岡）令和 4年 11 月

〇中野亜美、森元能仁、高田公彦、渡部一宏、廣原正宜、増田豊：経口ATR阻害剤 ceralasertib は S-1 の
抗腫瘍効果を増強する

日本薬学会第 143 年会（札幌）令和 5年 3月
［中野亜美（令和 4年度卒業研究 5年生）］

◯山本健、粟田口遥花、中川友里、森元能仁、神林弾、廣澤伊織、渡部一宏、廣原正宜：保健体育科用教科
書の記載内容から抽出した日本の医薬品教育における問題点 - 米国保健教育カリキュラム分析ツールを用い
た検討から -

日本薬学会第 143 年会（札幌）令和 5年 3月
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［粟田口遥花（令和 4年度卒業研究 5年生）、中川友里（令和 4年度卒業研究 6年生）］

◯串田一樹、廣原正宜、宮崎生子：薬局実態調査から読み解く薬局間の連携について〜在宅医療における注
射薬供給体制の現状と課題〜

日本薬学会第 143 年会（札幌）令和 5年 3月

原著論文
Dan�Kambayashi,�Toshie�Manabe,�Masayoshi�Hirohara,�Hiroyasu�Akatsu：Knowledge,�Attitudes,�and�
Practices�Survey�among�Nursing�Care�Workers�Involved� in�Caring� for�Older�Adults�during�the�Early�
Stage�of�the�COVID-19�Pandemic�in�Japan.

Int J Environ Res Public Health.,�19(20),�12993（2022）

Yoshihito�Morimoto,�Kimihiko�Takada,�Osamu�Takeuchi,�Kazuhiro�Watanabe,�Masayoshi�Hirohara,�
Yutaka�Masuda：Simultaneous� inhibition�of�Chk1�and�Bcl-xL� induces�apoptosis� in vitro�and�represses�
tumour�growth�in�an�in vivo�xenograft�model.�

Journal of Chemotherapy.,�doi.org/10.1080/1120009X.2022.2125749（2022）

Thanh�Van�Do,�Toshie�Manabe,�Giap�Van�Vu,�Vuong�Minh�Nong,�Yuji�Fujikura,�Dung�Phan,�Thach�The�
Pham,�Cuong�Duy�Do,�Tra�Thu�Doan,�Nguyen�Trung�Nguyen,�Thai�Quoc�Nguyen,�Thanh�Van�Dong,�
Chinh�Quoc�Luong,�Hiroki�Manabe,�Dan�Kambayashi,�Anh�Viet�Hoang,�Nhan�Van�Vu,�Giang�Kim�Trinh,�
Son�Ngoc�Do,�Takeshi�Kamiya,�Hirotaka�Ohara,�Chi�Van�Nguyen,�Tuan�Quoc�Dang,�Koichiro�Kudo,�Co�
Xuan�Dao：Clinical�characteristics�and�mortality�risk�among�critically�ill�patients�with�COVID-19�owing�
to�the�B.1.617.2�(Delta)�variant�in�Vietnam:�A�retrospective�observational�study.

PLoS One.,�18(1),�e0279713（2023）

Dan�Kambayashi,�Toshie�Manabe,�Masayoshi�Hirohara：Adaptations�in�the�role�of�pharmacists�under�the�
conditions�of�the�COVID-19�pandemic:�a�systematic�review�and�meta-analysis.

BMC Health Serv Res.,�23(1),�72（2023）

依頼・招待講演，シンポジウム等
○ Toshie�Manabe,�Dan�Kambayashi,�Koichiro�Kudo：Factors� influencing� to� infection�and�severity�of�
COVID-19�from�the�comprehensive�perceptions.�

The�6th�NTS-Asia�Consortium�Annual�Conference
“Planetary�Health:�Managing�Converging�Risks�in�Asia”（Singapore）令和 4年 4月

○神林弾：COVID-19 の現状と薬局薬剤師の地域医療活動の重要性
国立研究開発法人�科学技術振興機構（JST）未来社会創造事業研究班　シンポジウム

（名古屋）令和 4年 4月

○山本健：コロナ禍の今だからこそ考えるヘルスリテラシー教育
令和 4年度大和市学校保健会（大和）令和 4年 6月

○神林弾：IoTへのアクセスが困難な方へ　－地域薬局を利用した住民への情報発信
国立研究開発法人�科学技術振興機構（JST）未来社会創造事業研究班　シンポジウム

（品川）令和 5年 2月

○渡部一宏：ロゼックス使用成績調査に基づいたがん性皮膚潰瘍の治療・ケア
日本臨床腫瘍薬学会学術大会 2023（名古屋）令和 5年 3月

○Dan�Kambayashi：Detection�for�the�disease�clustering�of�Emerging�infectious�diseases�using�Spatial-
Temporal�Analysis.

The�International�Scientific�Symposium�and�workshop�on�Emerging�and�
re-emerging�infectious�disease（Hanoi,�Vietnam）令和 5年 3月
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○山本健：「機能性表示食品」の表示に関するコミュニケーションインデックスの開発と評価
日本薬学会第 143 年会（札幌）令和 5年 3月

〇森元能仁：薬学実務家教員による臨床薬学教育に関するVR教材の開発と導入
日本薬学会第 143 年会（札幌）令和 5年 3月

総説
渡部一宏：国内で承認されている新型コロナウイルス感染症ワクチンとその接種体制の現状

月刊薬事，64，1116-1119（2022）

渡部一宏：続・新型コロナウイルスワクチン接種を通して考える薬剤師の職能�
薬事新報，3273，992-997（2022）

渡部一宏：薬剤師はどのように新薬開発に関わるのか�
Visual Dermatology，21，766-769（2022）

活動概要・現状
廣原正宜
　教育は、5年次「病院・薬局実務実習」、3年〜 4年次「実務実習事前学習」、2年次「臨床薬学Ⅰ」の講義・
演習・実習を担当した。研究は、高齢・多死社会の到来に向けて在宅医療に関する研究を行っている。薬学
共用試験では、本学のOSCE の企画・運営、申請資料作成に携わった。また、他大学のモニター業務や評
価を行った。学外活動は、関東地区調整機構大学委員および神奈川県薬剤師会実務実習委員として、実務実
習が円滑に行われるように他の委員と共に企画・運営、アドバンストワークショップの企画に携わった。今
年度は、2年半振りに障がい者・児（四肢や重症心身など）が参加している「町田�Lien（ボッチャ）」に学
生と共に参加することができた。

渡部一宏
　本年度の教育活動は、6 年次「臨床試験の評価」、5 年次「医薬開発特論Ⅰ」、4 年次「分子病理学」、
3年次「臨床統計学」の講義及び 5年次「病院・薬局実務実習」、3年〜 4年次の「実務実習事前学習（事前
実習）」の実習指導を担当した。コロナ禍 3年目でもあり、オンライン講義やハイブリッド講義に対して自
身かなり適応できてきた。研究活動は、学部配属学生の卒業論文研究指導に関して卒論研究の内容的には十
分な成果を上げられなかった。社会活動として、自身が開発に携わったメトロニダゾールゲル（ロゼックス®

ゲル 0.75％）の医薬品適正使用に向けた情報活動を行った。その他、日本乳癌学会理事、日本医療薬学会代
議員、関東地区調整機構大学委員、認定特定非営利活動法人健康医療評価研究機構学術諮問委員等の役職を
務めた。引き続き教育、研究及び社会活動において尽力していきたい。

廣澤伊織
　本年度の教育活動は、4年次の「臨床実習事前学習」及び 5年次「病院・薬局実務実習」の運営・実施を
主とし、2年次「臨床薬学Ⅰ」の一部授業および 6年生の演習などを行った。本年度はコロナ禍 3年目であ
り時間を短縮するため予習講義動画を作成し、実習においても必要な体験が行えるように注力した。実習内
容は大幅に変更され、実習にて検討するペーパー症例の作成、新たな実習内容に対応する教材作成など行っ
た。卒業研究に関しては、学生の希望を取り入れながら実施した。来年度は薬局研修を再開し、医療現場の
現状を学びつつ、研究に転換していきたい。

山本健
　本年度の教育活動は、4年次「臨床実習事前学習」及び 5年次「病院・薬局実務実習」の円滑な運営を主とし、
2年次「臨床薬学 I」および 6年次「専門薬剤師」の一部講義を担当した。研究活動としては、患者向け医
薬品情報のあり方について日々検討を行っている。今後は、上記活動に加え、臨床現場での資質維持研修等
を通し、得られた知見を臨床教育及び研究に結び付けられればと考えている。社会活動として、認定実務実
習指導薬剤師養成ワークショップにおけるタスクフォースやスポーツファーマシストとして相談応需した。
　薬学教育モデル・コア・カリキュラム - 令和 4年度改訂版 - が策定され、本学における臨床教育の転換期
を迎える。臨床能力の高い薬剤師を輩出するためのカリキュラムを関係教員・委員会等と連携し、構築して
いきたい。
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森元能仁
　本年度の教育活動は、4年次の「臨床実習事前学習」、5年次「病院・薬局実務実習」の実習と、4年次「薬
物治療評価学」「分子病理学」の講義を担当した。
　研究活動では継続して抗悪性腫瘍薬の基礎研究を進めてきた。杏林大学医学部付属病院薬剤部での定期的
な実務家教員資質維持研修を行ってきた。業務や共同研究を通じてより一層連携を深め、自身の研鑽と同時
に本学の教育活動へ還元していきたい。また本年度はVirtual�Reality や動画教材を中心としたデジタルト
ランスフォーメーション（DX）を推進してきた。次年度もDXに関する活動を継続していきたい。

神林弾
　本年度の教育活動は 3〜 4 年次の事前実習、5年次の実務実習、6年次の多職種連携授業運営委員を担当
した。本年度の研究活動は、国際科学誌に筆頭・共著併せて 3報を投稿することができ、ベトナムでは国際
シンポジウムの講演と、多くの成果を残すことができた。また、本年度で博士（薬学）の学位を取得するこ
とができた。社会活動においては、日本社会薬学会代議員、日本小児臨床アレルギー学会 eラーニングWG
委員、日本薬育研究会監事を務めた。
　来年度は研究・教育活動のみならず、資質維持研修を充実させ、実務家教員として貢献できるよう尽力し
ていきたい。

自己点検・評価
　神林助教は学生教育と自身の研究を両立させ、本学にて博士（薬学）の学位を取得した。大変喜ばしく、
今後さらなる発展を期待している。またコロナ禍においても研究活動を継続し、その成果を所属教員だけで
なく学生も含め、数多く学会及び論文発表することができた。加えて、本部門の主たる活動として、4年次
臨床実習事前学習及び 5年次臨床実習の企画・運営がある。近年は、コロナ禍のためその活動に制限も見ら
れたものの、できる限り円滑に実施できるよう実務実習委員会や関連委員会と協働することができた。そし
て令和 3年度に採択された「ウィズコロナ時代の新たな医療に対応できる医療人材養成事業について」によ
り、Virtual�Reality（VR：仮想現実）ゴーグルやタブレット端末を取り入れた事前実習を実施し、学会発
表や論文投稿にもつながり、学生教育にも活かされた。次年度も積極的に外部資金獲得に動きたい。

今後に向けて
　それぞれの教員が進めている研究成果を学会および論文発表へとつなげたい。所属学生の教育・研究、特
に薬剤師国家試験に全員が合格する様に個別対応などを行いたい。
　薬学教育モデル・コア・カリキュラム - 令和 4年度改訂版 - が策定され、令和 6年度入学生より適用される。
今回の改訂では、生涯にわたって目標とする「薬剤師として求められる基本的な資質・能力」を掲げた学修
成果基盤型教育（OBE）を柱とし、今まで以上に臨床薬学の領域に重点が置かれる。教務委員会・実務実
習委員会などと協力しながら、4年次臨床実習事前学習を含め、薬物治療の実践的能力を高めるため教育内
容の充実を目指したい。

（16）応用薬物治療部門（Laboratory of Applied Therapeutics, Center for Education 
 & Research on Clinical Pharmacy）
　教　授　　濵本　知之
　教　授　　増田　　豊
　助　教　　高木　彰紀

学会報告
○宮内忠紀、亀田　亮、金子恭平、高木彰紀：イムス佐原リハビリテーション病院における睡眠薬の採用変
更に伴う転倒転落のリスク評価

日本病院薬剤師会関東ブロック第 52 回学術大会（横浜）、2022 年 8 月

○勝山康司、宮本麻莉、金子恭平、高木彰紀：イムス佐原リハビリテーション病院における FIMに影響を
及ぼす薬剤について

日本病院薬剤師会関東ブロック第 52 回学術大会（横浜）、2022 年 8 月
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○江下秀利、廣實愼吾、高木彰紀：認知症患者におけるFPS と NRS の組み合わせを用いて疼痛コントロー
ルを改善した 1例

日本病院薬剤師会関東ブロック第 52 回学術大会（横浜）、2022 年 8 月

○浅谷育実、平松香菜、樋口愛理、廣實愼吾、高木彰紀：薬剤部におけるインシデント検討会の取り組み
日本病院薬剤師会関東ブロック第 52 回学術大会（横浜）、2022 年 8 月

○風間沙織、樋口愛理、平松香菜、廣實慎吾、高木彰紀：バルプロ酸ナトリウム内服患者における経腸栄養
剤の使用実態調査

日本病院薬剤師会関東ブロック第 52 回学術大会（横浜）、2022 年 8 月

○田島裕美、平松香菜、樋口愛理、廣實慎吾、高木彰紀：鶴川サナトリウム病院における抗認知症薬使用に
よるBPSD発現頻度の実態調査

日本病院薬剤師会関東ブロック第 52 回学術大会（横浜）、2022 年 8 月

〇荒木良介、村上春奈、加藤加奈恵、濵本知之、田中恒明、山田英紀：外来患者を対象とした副作用・アレ
ルギー情報の一元管理体制による被疑薬の投与回避に関する実効性の評価

第 32 回日本医療薬学会年会（高崎）、2022 年 9 月

加藤陸、高木彰紀、増田豊、〇濵本知之：甲状腺乳頭がん細胞の増殖に対するメトホルミンとパルボシクリ
ブの効果

日本薬学会第 143 年会（札幌）、2023 年 3 月
［加藤陸（2022 年度卒業研究 6年生）］

○中川歩美、高木彰紀、増田豊、濵本知之：甲状腺乳頭がん細胞を用いたがん細胞増殖に関わるメトホルミ
ン結合タンパク質の探索

日本薬学会第 143 年会（札幌）、2023 年 3 月
［中川歩美（2022 年度卒業研究 5年生）］

○磯部友希、高木彰紀、増田豊、濵本知之：深層学習を用いた薬局実務実習の支援必要度の早期予測
日本薬学会第 143 年会（札幌）、2023 年 3 月
［磯部友希（2022 年度卒業研究 5年生）］

○髙田公彦、高野麻友子、國井亜衣子、原山慶、宮﨑美子、増田豊：ラット�LPS�誘発�DIC�モデルにおける
血液凝固指標の変化に対するノビレチンの抑制作用

日本薬学会第 143 年会（札幌）、2023 年 3 月

○中野亜美、森元能仁、高田公彦、渡部一宏、廣原正宜、増田豊：経口ATR阻害剤 ceralasertib は S-1 の
抗腫瘍効果を増強する

日本薬学会第 143 年会（札幌）、2023 年 3 月
［中野�亜美（2022 年度卒業研究 5年生）］

原著論文
荒木良介、加藤加奈恵、村上春奈、濵本知之、田中恒明、山田英紀：副作用・アレルギー情報の一元管理体
制に基づく薬物治療の安全管理体制の評価

医療薬学，48(5)，203-211（2022）

Yoshihito�Morimoto,�Kimihiko�Takada,�Osamu�Takeuchi,�Kazuhiro�Watanabe,�Masayoshi�Hirohara,�
Yutaka�Masuda:�Simultaneous� inhibition�of�Chk1�and�Bcl-xL� induces�apoptosis� in�vitro�and�represses�
tumour�growth�in�an�in�vivo�xenograft�model.

Journal of Chemothetapy,�22,�1-13（2022）
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著書
濵本知之：薬物代謝酵素の遺伝子多型と副作用、重金属・金属を用いた医薬品、麻薬取締官、放射線を利用
した医薬品、医薬品による光線過敏症、紫外線防止用化粧品、抗がん薬曝露防止、医薬品に使用される水、
原因アレルゲンの診断と治療に用いられるアレルゲンエキス製剤、薬剤師と医療廃棄物のかかわり

衛生薬学　基礎・予防・臨床　改訂第 4版、今井浩孝、小椋康光（編）、南江堂、東京、2023、
pp.�443-444、461-465、494、565-566、569、570、615-616、632-633、699-700、713.

増田豊：環境保全と法的規制、足尾銅山鉱毒事件
衛生薬学　基礎・予防・臨床　改訂第 4版、今井浩孝、小椋康光（編）、南江堂、東京、2023、

pp.�601-615、602.

高木彰紀：心臓疾患患者の薬物治療・投与設計と医薬品情報
図解医薬品情報学　改訂第 5版、折井孝男（編）、南山堂、東京、2023、pp.�357-361.

活動概要・現状
　所属する学生は、6年次 8名、5年次 9名、4年次 9名（6年次、5年次各 1名が総合薬学コース、それ以
外は臨床薬学コース）である。
・教育活動
　担当科目：1年次「早期体験学習」（解剖実習担当）、3年次「臨床薬学Ⅱ」、「実務実習事前学習（導入
実習）」、4年次「薬物治療評価学」、「前期実務実習事前学習Ⅰ」、「後期実務実習事前学習Ⅱ」、「総合実習」、
「多職種連携セミナー」、6年次「患者情報から病態を読む」、6年次留年生補講・臨床薬学特論・演習、6
年次最終総合講義、高校模擬授業
・研究活動
　基礎研究として、ビグアナイド系糖尿病治療薬メトホルミンによるがん増殖抑制の分子メカニズムにつ
いて、甲状腺がん細胞株を用いて検討している。また、がん細胞がアポトーシスで死滅してゆく現象に着
目し、がん細胞に対してアポトーシスを誘導する物質の探索をしている。アポトーシスの誘導物質は主に
天然物や生薬から抽出し、その誘導メカニズムについての解析も行っている。
　その他の研究として、国家試験問題の解析、より良い実務実習を実現するための研究を行っている。
　医療現場の問題点を解決するための研究、医薬品の適正使用に関する研究などを行うために、医療施設
との連携を深めている。その中で、実務家教員の資質維持向上研修の研修先とも共同研究を行っている。

自己点検・評価
　今年度は、所属卒業研究学生の研究テーマ 3件について学会発表を行い、その内 2件は学生に発表する機
会を与えることが出来た。さらに、医療施設との共同研究によっても研究成果を学会発表および論文発表す
ることが出来た。一方で、所属卒業研究学生の研究テーマを論文発表することは出来なかった。

今後に向けて
　3名の教員で協力して、臨床薬学教育研究センターとしての教育や業務、当部門としての教育に当たると
共に、研究活動についてもさらに学会発表や論文発表、特に所属卒業研究学生の研究テーマの論文発表が行
えるように取り組んでいきたい。

（17）医薬品情報部門（Laboratory of Drug informatics）
　教　授　　長南　謙一
　講　師　　土肥　弘久
　助　教　　大和　幹枝

学会報告
〇大和幹枝、松野純男、土肥弘久、松原美誉子、長南謙一　：今後の薬学教育研究を指向した国内外の研究
動向調査

日本薬学会第 143 年会（札幌）�令和 5年 3月
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〇松尾のぞみ、飯島志織、松田一将、大和幹枝、土肥弘久、長南謙一：服薬支援機器「服薬時計®」を使
用した服薬状況調査 - 薬学生版 -

第 55 回日本薬剤師会学術大会（仙台）�令和 4年 10 月

〇叶裕健、大和幹枝、土肥弘久、長南謙一：HPVワクチン接種後の体調変化に関する調査について�-26 自
治体のデータから -　　

日本社会薬学会第 40 回年会（町田）令和 4年 10 月

〇松田一将、飯島志織、松尾のぞみ、大和幹枝、土肥弘久、長南謙一：HPVワクチン ｢積極的な接種勧奨
を差し控える｣�に関しての市民への情報提供状況�- 全国市町村のホームページ調査 -

日本社会薬学会第 40 回年会（町田）令和 4年 10 月

〇腰原菜月、軽部紫乃、大和幹枝、土肥弘久、長南謙一：「HPVワクチン接種再開」に関するアンケート調
査（東京都病院薬剤師会版）

日本社会薬学会第 40 回年会（町田）令和 4年 10 月

〇飯島�志織、松尾�のぞみ、松田�一将、大和�幹枝、土肥�弘久、長南�謙一：服薬支援機器「服薬BOX」を
使用した服薬状況調査�- 薬学生版 -

第 24 回日本医薬品情報学会総会・学術大会（仙台）令和 4年 7月

〇橋本貴尚、吉田直人、赤川美咲、長南�謙一：半構造化インタビューに基づく子宮頸がんワクチン副反応
被害者の事例報告

第 24 回日本医薬品情報学会総会・学術大会（仙台）令和 4年 7月

原著論文
大和幹枝、松野純男、土肥弘久、長南謙一：｢統計教育に関する研究動向調査と大学における今後の研究の
方向性に関する検討｣　　

日本地域薬局薬学会誌 ,�10,�27-38,�(2022)

大和幹枝、松野純男、土肥弘久、長南謙一：｢小学校、中学校および高等学校における薬害教育の実態調査｣
日本地域薬局薬学会誌 ,�10,�1-13,�(2022)

大学紀要
長南謙一、叶裕健、大和幹枝、土肥弘久：「HPVワクチン接種後の体調変化に関する調査について -26 自治
体のデータから」　

昭和薬科大学紀要 ,�57,�23-36,�(2023)
［叶裕健（令和 5年度卒業研究 6年生）

宮前桃子、大和幹枝、土肥弘久、長南謙一：｢国内における服薬支援機器に関する調査国｣
昭和薬科大学紀要 ,�57,�15-22,�(2023)

　　［宮前桃子（令和 4年度卒業研究 6年生）］

大和幹枝、松野純男、土肥弘久、小林雪音、長南謙一：｢薬害教育教材の有効活用と使用状況改善に向けた
教員への薬害教育教材の主題の伝わり方の可視化｣

昭和薬科大学紀要 ,�57,�1-13,�(2023)
［小林雪音（令和 4年度卒業研究 6年生）］

活動概要・現状
　本年度は、学部学生 24 名（6年次生：9名、5年次生：9名、4年次生：6名）が在籍し、教育・研究活動
を行った。
　教育活動として、4年次の「医薬品情報学（薬物治療に役立つ情報）」を主担当し、その他、4年次「薬物
治療評価学」、6年次「専門薬剤師を目指して」の講義や SGDチューターを行った。実習関係では、3年〜
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4 年次の「実務実習事前学習」、5年次「病院・薬局実務実習」を担当した。また、多職種連携セミナーでは、
聖マリアンナ医科大学、杏林大学、東京大学にて運営委員やファシリテーターなどで参加した。
　学外での教育活動としては、長南が引き続き日本社会薬学会の理事・事務局長・財務委員長のみならず、
日本社会薬学会第 40 年会では実行委員として参加し、学会運営を支えた。さらに、東京都薬剤師会の ｢実
務実習委員会｣ 委員、｢都内大学との実習施設情報の共有と対応｣ ワーキンググループ委員を担当した。
　土肥准教授は、引き続き日本薬学会の会誌ファルマシアの地区通信委員と神奈川工科大学の非常勤講師と
して講義を担当している。
　大和助教が日本社会薬学会の代議員と日本社会薬学会第 40 年会ワークショップでは、「薬剤師は、くすり
の教育者 - 小学生に対する薬教育指導者養成ワークショップ」の講師を担当した。
　研究活動としては、医薬品情報関連、薬害関連、計算化学を用いた医薬品の副作用予測、テキストマイニ
ング解析手法などの研究活動をおこなった。

自己点検・評価
　研究面では、原著論文（昨年 3報、今年 5報）、学会発表（昨年度 7報、今年は 7報）であった。長引く
新型コロナウイルス状況下で、学生の卒業研究成果を各種学会にて 5演題発表させることができた。また、
卒業研究を論文発表することができた。
　当学教育改革助成と神奈川県薬剤師会薬学研究補助金を取得したため、それらの成果を論文発表し、成果
を広く世の中に発信していきたい。
　教育面では、医薬品情報の収集、解析、評価をできる知識や技能が身に付くよう、講義や実習を行ってい
る。しかしながら、実務実習施設との意見交換会などから、全ての学生が知識や技能を実務実習先などで十
分に活用できているとは言い難いと思われる。今後は、授業アンケートなどを用い、授業理解度に関する調
査などをおこなっていきたい。また、今年度から、「研究入門」の受け入れを開始し、前期 1名、後期 1名
の学生を受け入れた。

今後に向けて
　教育活動に多くの時間を割いており、研究時間は限られているのが現状である。しかし、引き続き、原著
論文作成、学会発表などの研究活動にも積極的に取り組んでいきたい。そして、より多くの学生に学会発表
を経験させたい。
　｢研究入門｣ の受け入れを次年度も積極的に受け入れていきたい。引き続き、次年度も積極的に内部・外
部資金獲得に取り組んでいきたい。2025 年度から新コアカリキュラムが開始する。薬剤師教育にとって、
ますます重要となる医薬品情報や薬物治療において、教育・研究両面から尽力していきたいと考えている。

（18）地域医療部門（Laboratory of Community Medicine）
　教　授　　菊池　千草
　准教授　　髙田　公彦

学会報告
○酒井孝征、菊池千草、吾妻隼斗、石井由紀子、岩下　恵、佐藤　光、稲　秀士、菊池孝明：病院薬剤師を
対象とした糖尿病患者の退院後の療養生活のための研修の効果

第 10 回日本くすりと糖尿病学術集会（オンライン）令和 4年 9月

○吉永千裕、横井杏菜、水野正子、浅井治行、山田葉子、三宅宏季、石川友康、供田将志、菊池千草、堀　英生、
鈴木　匡：薬局薬剤師による多職種への積極的な在宅支援情報提供の効果検証

第 32 回日本医療薬学会年会（高崎）令和 4年 9月

○安納徳陽、高田公彦、菊池千草：現在の薬学部におけるセルフメディケーション教育に関する一考察
日本社会薬学会第 40 年会（町田）令和 4年 10 月

［安納徳陽（令和 4年度卒業研究 6年生）］

○柾�江里香、菊池千草：一般用医薬品を用いたセルフメディケーションにおける登録販売者の役割につい
ての考察
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日本社会薬学会第 40 年会（町田）令和 4年 10 月
［柾�江里香（平成 27 年度卒業研究 6年生）］

○兼田佳果、堀�英生、供田将志、菊池千草、鈴木�匡：ドラッグストア ID�－�POS�データによる眠気防止剤
の購買動向の解析

日本社会薬学会第 40 年会（町田）令和 4年 10 月

○竹内正義、逆井（坂井）亜紀子、高田尊信、郡山恵樹、古川絢子、瀧野純一、長嶺憲太郎、堀�隆光、菊池千草、
堀�英生、岩尾岳洋、松永民秀：ヒトの健康に対するToxic�AGEs�（TAGE）�の影響

日本薬学会第 143 年会（札幌）令和 5年 3月

○横井杏菜、吉永千裕、水野正子、水野紀子、浅井治行、山田葉子、三宅宏季、石川友康、供田将志、菊池
千草、堀�英生、鈴木�匡：薬局から多職種への在宅支援情報データ解析による薬剤師情報提供の有用性に関
する考察

日本薬学会第 143 年会（札幌）令和 5年 3月

○髙田公彦、高野麻友子、國井亜衣子、原山慶、宮﨑美子、増田豊：ラット�LPS�誘発�DIC�モデルにおける
血液凝固指標の変化に対するノビレチンの抑制作用

日本薬学会第 143 年会（札幌）令和 5年 3月
［高野麻友子、國井亜衣子、原山慶（平成 24 年度卒業研究 6年生）］

○中野亜美、森元能仁、高田公彦、渡部一宏、廣原正宜、増田　豊：経口ATR阻害剤 ceralaseritib は S-1
の抗腫瘍効果を増強する

日本薬学会第 143 年会（札幌）令和 5年 3月
［中野亜美（令和 4年度卒業研究 5年生）］

○吉永真理、高田公彦、井上　俊：中学校における薬物乱用防止教育プログラム：断れる・相談できる力の
向上に向けて

日本薬学会第 143 年会（札幌）令和 5年 3月

原著論文
水野正子、大石由香里、菊池千草、堀英生、鈴木匡：薬局薬剤師と訪問看護師の患者情報共有による連携の
有用性の実践検証

社会薬学，41，167-174�（2022）

Masato�Noda,�Chigusa�Kikuchi,�Ryota�Tarui,�Takashi�Nakamura,�Takayo�Murase,�Eisei�Hori,�Tamihide�
Matsunaga:�Effect�of� topiroxostat�on�reducing�oxidative�stress� in� the�aorta�of� streptozotocin-induced�
diabetic�rats

Biol. Pharm. Bull.,�46,�272-278�(2023)�

その他
依頼・招待講演等
菊池千草：臨床薬学教育－現在過去未来－

名古屋市立大学薬友会総会・特別講演会（名古屋）、令和 4年 4月

菊池千草：薬局薬剤師が学ぶ臨床研究入門〜学会発表に必要なこと〜
2022 年度さくら PLANET生涯学習講座プレミアム講座（オンライン）、令和 4年 7月

菊池千草：リーダーシップ・プログラムに育てていただいて
名古屋大学男女共同参画センター・学術研究・産学官連携推進本部共催「研究者リーダーシップ・

プログラム」第 2回キャリアについて考える（名古屋）、令和 4年 9月

菊池千草：シンポジウム 66「幅広い領域で薬物療法に貢献するために〜専門薬剤師への期待〜」薬剤師が
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行う足の健康維持増進
第 32 回日本医療薬学会年会（高崎）令和 4年 9月

著書
井口和弘、石上仁美、伊野陽子、岩瀬晃子、岩田麻里、宇佐美英績、梅村雅之、大嶋耐之、大津史子、長内
理大、賀川義之、菊池千草、木村和哲、木村美智男、久保みさき、熊澤里美、小出哲郎、澤田和久、重山昌人、
神保美沙子、鈴木昭夫、高島栄滋、舘知也、谷澤克弥、鶴田悦子、寺町ひとみ、内藤隆文、中村光浩、野口
義紘、長谷川洋一、林秀樹、林雅彦、日比陽子、堀内正、堀雄史、前田徹、間瀬定政、松浦克彦、松岡知子、
森尚義、森博美、安田浩二、山下修司、吉村知哲、脇屋義文：モデル・コアカリキュラムに沿ったわかりや
すい新実務実習テキスト 2023-2024
鈴木匡、寺町ひとみ、長谷川洋一、水谷秀樹、吉村知哲（編）、じほう、東京、2022、pp.300-304、pp.308-
312

活動概要・現状
菊池千草
　教育は「ヒューマニズムA3」、「薬学への招待」、「社会と薬局」、「実務実習事前学習」、「病院・薬局実務実習」、
「多職種連携教育」、「在宅医療」、「専門薬剤師」、「臨床薬学特論」、「最終総合演習」を担当した。
　研究は責任著者の論文がBiol.�Pharm.�Bull. の Featured�article に選出された。また、令和 4年度厚生労働
政策研究「地域における効果的な薬剤師確保の取組に関する調査研究」、令和 4年度厚生労働科学研究費補
助金「国民が安心してセルフメディケーションできる ICTや IoT 技術を活用したOTC医薬品の販売・授
与に関する調査研究」に従事した。
　社会活動は日本学術振興会科学研究費委員会専門委員、日本薬学会健康サポート薬局にかかる研修第三者
確認委員会委員、日本地域薬局薬学会理事、日本口腔ケア学会評議員、日本社会薬学会代議員、第 40 年会
実行委員、日本くすりと糖尿病学会広報委員、試験委員、編集委員、将来計画委員、令和 4年学術集会実行
委員として活動した。

髙田公彦
　教育活動としては、1年次「ヒューマニズムA2」、3年次「社会と薬局」、4年次「実務実習事前学習」、5
年次「病院・薬局実務実習」、5〜 6年次「多職種連携教育」を担当した。
　研究活動としては、in�vitro�での�I�型アレルギー反応評価系の確立と抗アレルギー作用を示す物質の探索、
評価を行なった結果、培養肥満細胞を用いた評価系において有力な脱顆粒抑制物質�Urolithin�A�を見いだす
ことに成功し、結果をまとめ論文化に向けて投稿準備を進めている。
　社会活動として、近隣の中学校の学校薬剤師として衛生検査、薬物乱用防止教室に携わり、地域における
保健活動への取り組みながら、これを授業に反映させてきた。さらに防災拠点としての薬局における災害備
蓄医薬品・衛生材料の在庫確認の業務も継続して実施した。また、日本地域薬局薬学会理事、同学会誌編集
委員としての活動を行なった。さらに本学で開催された日本社会薬学会第 40 年会の実行委員を務めた。

自己点検・評価
　コロナ禍より学生が大学へ登校に移行する中、地域医療部門 2名の教員で、担当学生の各学年の状況に応
じて教育・指導を進めることができた。前期の社会と薬局では SGDを実施した。後期は事前学習にて感染
予防対策を行いつつ少人数ずつの実習を丁寧に行うことができた。卒業研究の臨床介入研究が倫理審査委員
会の承認がおりるところまで進めることができた。

今後に向けて
　今年度にて高田公彦准教授が定年で退職し、来年度より柾江里香助教が着任する。今年度は薬局薬剤師で
ある研究生が 1名であったが来年度は 3名となる。今後も地域医療を担う薬剤師の育成と現場の薬剤師との
共同研究をすすめていきたい。
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総合薬学教育研究センター
人文社会学分野

（19）臨床心理学研究室（Clinical-Community Psychology）
　教　授　　吉永　真理

学会報告
○吉永真理、木下�勇、松本�暢子、三輪律江、寺田光成、永井玲奈、田中大希：少子化時代の子育ちの社会
関係資本を再構築する住まい・道・住区の形態に関する研究（5）オンライン調査による子どもに関わる仕
事をする人たちの遊び経験の考察

こども環境学会 2022 東京大会　東京 2022/7/2-3

○木下�勇、松本�暢子、吉永真理、三輪律江、寺田光成、永井玲奈：少子化時代の子育ちの社会関係資本を
再構築する住まい・道・住区の形態に関する研究（1）外遊びを触発する子育ちの社会関係資本のパタン・
ランゲージの構想

こども環境学会 2022 東京大会　東京　2022/7/2-3

○寺田光成、木下�勇、松本�暢子、吉永真理、三輪律江、Mariia�Ermilova：少子化時代の子育ちの社会関係
資本を再構築する住まい・道・住区の形態に関する研究（2）外遊びを中心とした子育ちの社会関係資本の
指標について

こども環境学会 2022 東京大会　東京　2022/7/2-3

○永井玲奈、寺田光成、三輪律江、木下�勇、松本�暢子、吉永真理：少子化時代の子育ちの社会関係資本を
再構築する住まい・道・住区の形態に関する研究（4）住・街区形態の類型の違いによる児童の外遊びと社
会関係資本の在り方

こども環境学会 2022 東京大会　東京　2022/7/2-3

○永井玲奈、寺田光成、三輪律江、木下�勇、松本�暢子、吉永真理：子育ちの社会関係資本を再構築する住まい・
道・住区の形態に関する研究（3）住・街区形態の類型の違いによる児童の外遊びと地域とのつながりに関
する調査

日本建築学会大会（北海道）学術講演会　北海道　2022/9/12-15

○木下�勇、寺田光成、松本�暢子、三輪律江、吉永真理、永井玲奈：子育ちの社会関係資本を再構築する住まい・
道・住区の形態に関する研究（4）静岡市清水区蒲原地区の歴史的街区と郊外新興住宅地の対比から

日本建築学会大会（北海道）学術講演会　北海道 2022/9/12-15

○寺田光成、木下�勇、松本�暢子、三輪律江、吉永真理、永井玲奈：子育ちの社会関係資本を再構築する住まい・
道・住区の形態に関する研究（5）通時的にみる外遊びと社会関係資本

日本建築学会大会（北海道）学術講演会�　北海道　2022　2022/9/12-15

○三輪律江、永井玲奈、寺田光成、木下�勇、松本�暢子、吉永真理：子育ちの社会関係資本を再構築する住まい・
道・住区の形態に関する研究（6）プレオンライン調査による道路に対する世代別の認識

日本建築学会大会（北海道）学術講演会�北海道 2022/9/12-15

○吉永真理、松本彩華、小泉令三：中学生の社会性と情動の学習による効果：援助要請とソーシャルサポー
トの 3年間の変化に着目して

日本教育心理学会第 64 回総会　オンライン 2022/8/10-9/10

○吉永真理、宮﨑知菜美、横山絢香、鹿野晶子、野井真吾：小学生親子のエナジードリンク・栄養ドリンク
の摂取状況およびメンタルヘルスとの関連性

日本心理学会第 86 回大会　東京 2022/9/8-9/11
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○吉永真理：児童館・放課後子ども教室職員が考える放課後の現状と理想：都内での質問紙調査から
日本コミュニティ心理学会第 25 回大会　オンライン 2022/9/24-25

○Mari�Yoshinaga:�What�we�need�to�do�to�create�a�rich�after-school�experience�for�children:�clues�from�
the�staff�survey

Child�in�the�City�the�10th�World�Conference　Dublin　2022/10/5-7

○吉永真理：薬学部における学生相談：二足の草鞋を履く悩み
第 7回日本薬学教育学会大会シンポジウム 13

「学生のアイデンティティ発達に大学はどこまで関われるのか―学生支援の観点から」
オンライン　2022/8/20-21

○吉永真理、高田公彦、井上俊：中学校における薬物乱用防止教育プログラム：断れる・相談できる力の向
上に向けて

日本薬学会�第 143 年会（札幌）　札幌 2023/3/26-28

活動概要・現状
　本年度は職員 1名と 6年生 4名、5年生 3名、4年生 3名で活動した。前期 1名、後期 1名の研究室入門
の学生が在籍して、心理学の文献を読む活動を行なった。小中学校の依頼による「薬物乱用防止教育」の実
施を町田市薬剤師会との連携によって行い、学生も参加した。そのほか、団地の活動に、居住学生と共に参
加し、自治会の方々と交流を深めた。
　赤ちゃん親子の参加する授業の 5年目を開催できた。2年ぶりに対面で実施した。町田市地域活動サポー
トオフィス（中間支援組織）に参加者の募集やオンライン配信時のサポートを担ってもらった。
　卒業研究に関する活動としては、週に 1回程度、各自の研究テーマに沿った文献を読んで発表し、さらに
卒論の進行状況の報告を行った。ほとんどすべてのゼミ活動はオンラインで実施し、同時に Slack を立ち上
げて資料の共有や保管はそちらで実施し、有効活用できた。
　コロナ禍で科学研究費（基盤 C）「豊かな放課後に向けた地域参加型研究：測定値の見える化による主体
的健康行動の実現」の延期していた調査と測定を実施した。結果のフィードバックはオンラインで実施した。
分担研究者で参加している、大妻女子大の木下勇教授のプロジェクトでは、成果を著書にまとめる作業が進
行した。

自己点検・評価
　他大学や各種NPO団体、自治体、民間企業など多様な領域との協働が本研究室の特色であり、今年度も
活発な活動を実施できた。今年度は対面形式での活動再開が増えた。
　第 7回日本薬学教育学会　シンポジウム 13「学生のアイデンティティ発達に大学はどこまで関われるの
か�－学生支援の観点から－」にシンポジストとして登壇した（2022.8）。
　令和 4年度「県内国公立大学薬学部設置シンポジウム - 沖縄の新たな未来へ」に登壇した（2023.2）。

今後に向けて
　他大学や地域との連携した活動や共同研究で、研究室学生が異分野の学生や研究者と交流する機会を引き
続き、設けていきたい。また、地域の薬剤師と協力して、子育て支援等に貢献したい。

（20）英語文化研究室（British Cultural Studies）
　教　授　　鈴木　英明

著書
鈴木英明：闘う忍耐――ワーズワスを読むド・マンを読む
　　　　　自然・風土・環境の英米文学、富士川義之（編）、金星堂、東京、2022、pp.�264-279.
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活動概要・現状
　日本ワイルド協会の理事として、協会の運営に関わった。
　日本ワイルド協会編集委員会委員長として、協会誌『オスカー ･ワイルド研究』の編集運営にかかわり、
投稿論文や書評原稿の査読を行った。
　教育活動としては、英語ⅠRW（前期後期・週 2コマ× 15 週）、英語ⅡRW（前期後期・週 2コマ× 15 週）、
英語Ⅲ（前期後期・週 2コマ× 15 週）を担当した。
　今年度の本研究室所属学生は、6年生 3名、5年生 4名、4年生 2名の計 9名であった。4年生は、卒業論
文作成の準備としてアカデミック・スキルズの基礎を学んだ。また、課題図書を数冊指定し、これらの（主
にジェンダーやフェミニズムに関する）本についてゼミで議論を行った。5年生は、実務実習のない時期に、
個別に卒業研究に関する指導を行った。6年生については、4月から 7月まで頻繁にゼミを開催して卒業論
文執筆の指導を行った。

自己点検・評価
　今年度前期はオンラインでの卒業研究指導が多くなり、例年に比べて十分な指導ができたとは言いがたい。
しかし、Zoomを利用したゼミでは、学生がパワーポイントでスライドを作成し積極的に発表を行うなど、
評価できる点もあった。

今後に向けて
　研究室の学生は、あくまでも薬学が勉強の中心であるので、本研究室において行う文化研究にどの程度の
時間と労力を傾ければ良いのか、バランスをとることが難しいと感じた。この点については試行錯誤を重ね
るしかないと考えている。また、本研究室は個人研究室であることから、学生が自習するためのスペースが
ないため、学年の異なる学生たちが日常的に交流する機会が少ない。この点についても工夫をしていきたい。

（21）英語　花角研究室（English Education）
　講　師　　花角　聡美

原著論文
花角聡美：ジョン・ラスキンの「ガイド」と J.P.�フォーンソープの「索引」、

英米文学研究 58、177-196、2022。

その他（寄稿）
花角聡美：『フォルス・クラヴィゲラへの索引』の裏側 –– ラスキン文庫収蔵品が明かす謎、

ラスキン文庫たより、11-13、2022。

活動概要・現状
　教育活動としては、「英語ⅠRW」（前後期各 15 回）、「英語ⅡRW」（前後期各 15 回）、「英語Ⅲ」（前後期
各 15 回）を担当した。

自己点検・評価
　今年度は赴任して初年度であることに加えて、前期は隔週でオンラインの授業を行ったため、学生とのコ
ミュニケーションの取り方に難しさを感じることが多かった。しかし、オンライン授業で視覚資料を積極的
に活用したことを、その後の対面授業に活かすことができたと考えている。

今後に向けて
　2023 年度より研究室所属の学生を迎えるにあたり、薬学部において文学や文化を研究することの難しさ
を感じるとともに、論文執筆に向けた効果的な指導を模索している。
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自然科学分野
（22）応用数学　繁田研究室（Laboratory of Applied Mathematics）
　教　授　　繁田　岳美

教育関連出版物
繁田岳美：電子化による効率化と弊害、対面交流の重要性、日本教育ペンクラブ・リレー寄稿 2022

月刊私塾界、2022 年 4 月

繁田岳美：短編小説「欺瞞による崩壊 2022」、辛口コラム 159
塾ジャーナル、2022 年 7 月

活動概要・現状
　講義並びに実習の担当科目は昨年度同様、微分積分学、情報科学実習、線形代数（いずれも 1年次科目）
である。昨年度に続き、タブレット上に「板書」しながら講義を行い、その内容をプロジェクターで映写した。
　情報教育運営委員会の委員長として、薬学リテラシーの 1コマにおいて、情報倫理に関して講義した。
　原則毎週 1回の卒研ゼミで、学生たちの各自異なる研究テーマを指導した。6年生 2名がそれぞれ、「線
形代数に基づく錯視図形の立体復元」、「生物学的同等性の数値シミュレーション」と題した卒業論文を提出
した。その他の学年においては各学生の希望で、株価予測の数学的基礎理論、時間信号を周波数成分に分
解する手法であるFourier 変換、自然界や財務諸表などに現れる多くの数値の最高位数の分布に関するベン
フォードの法則などを研究テーマとして扱った。
　昨年度から引き続き教科書を執筆中であり、本文はほぼ完成している状態である。
　情報教育運営委員会においては委員長として委員会活動を行った。計 7つの委員会活動（内、IR 委員会
は幹事）に加え、コンプライアンス推進室員（2018 年度より）の一員であった。特に、人文社会教育委員
として、「人と文化」の学生希望アンケート結果を基に、最適な科目割り振りを行うコンピュータプログラ
ムを作成した。
　その他学外活動として、学校法人明法学院の評議員活動（2014 年度より）と教育関連雑誌へのコラム執
筆（1996 年度より）を行った。

自己点検・評価
　研究室の 6年生は指導内容を適切に取り入れ、卒業論文の添削と修正を 7〜 9回、卒論発表練習を 3回繰
り返すことで十分成長できたと考える。実際、6年生の 1人は立体錯視図形の数学的構成という、線形代数
や数理計画法に基づいた高度な数学的理論を難なく丁寧に学び、毎週のゼミでは常に明快に説明できていた
ことを素晴らしく思う。もう 1人は生物学的同等性の数値シミュレーションを行い、統計的理論結果を具体
的に体感できたことで、薬剤師として統計的知識を必要とする際に役立つことであろう。
　研究室の 5年生の 1人は英語が堪能であり、昨年度に引き続き毎週のゼミでは英語による発表を行った。
学生の向上心ある取り組みは周囲に良い刺激を与えていると思われる。
　年間 30 回以上 Zoomや対面による卒研ゼミを開催できたものの、Zoomによる開催が多数を占めていた
ため、学生同士の交流が希薄であった。
　科目割り振りのプログラムを次年度から実際に導入することで、手作業による長時間の割り振り作業から
解放され、作業時間が大幅に短縮することが期待される。
　逆問題の数値解の精度改善および偏微分方程式の反復数値解法における収束の高速化に関する研究が滞っ
ていた。これらの研究と教科書の執筆においては、もう少し定期的に作業時間を割り当てるべきだったと反
省する。

今後に向けて
　執筆中の教科書の各所に問題を適宜挿入し全体を微修正すれば、原稿が完成する予定であるので、次年度
中に出版に漕ぎ着けたい。また、書きかけの論文を完成させて投稿する。
　学生が互いに交流できるよう、研究室活動を次年度から対面形式に戻すことを考えている。
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（23）数理科学　瀧澤研究室
　講　師　　瀧澤　　誠

学会報告
○竹内幸子、瀧澤�誠、山口康宏、保坂淳：エキゾチックハドロンにおける，軽いクォークの組み替えがも
たらす短距離のハドロン間相互作用

日本物理学会 2022 年秋季大会�（岡山理科大）�令和 4年 9月

招待講演
○瀧澤�誠：�Belle�I�&�II�実験におけるハドロン物理の成果

広島大学Core-U セミナ -�（広島大学）�令和 4年 10 月

○瀧澤�誠：�Belle�I�&�II�実験におけるハドロン物理の最新結果
ELPH�Workshop�C033�「ハドロン分光に迫る反応と構造の物理」�（東北大学電子光理学研究センター）�

令和 4年 12 月

原著論文
K.�Inami,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Journal of High Energy Physics�04,�110-1-13�(2022)

T.�Bloomfield,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�105,�072007-1-13�(2022)

Y.B.�Li,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�105,�L091101-1-7�(2022)

S.�Petra,�et�al.�（Belle�Collaboration）：

Journal of High Energy Physics�05,�095-1-17�(2022)

X.�L.�Wang,�et�al.�（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�105,�112011-1-11�(2022)

U.�Gebauer,�et�al.�（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�106,�032013-1-10�(2022)

F.�Abudinén,�et�al.：
 B-flavor tagging at Belle II

Euro. Phys. J.��C��82:283,�1-29�(2022)

－ 241 －



J.-F.�Krohn,�et�al.�（Belle�Collaboration）:

Phys. Rev. D�107,�012003-1-12�(2023)

W.�J.�Zhu,�et�al.�（Belle�Collaboration）:

Phys. Rev. D�107,�012006-1-10�(2023)

Y.�Seino,�et�al.�（Belle�Collaboration）：

Journal of High Energy Physics�01,�160-1-18�(2023)

Y.B.�Li,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. Lett.�130,�031901-1-7�(2023)

Y.�Li,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�032001-1-11�(2023)

L.�K.�Li,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�033003-1-9�(2023)

S.�X.�Li,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�032003-1-12�(2023)

L.�K.�Li,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�032004-1-9�(2023)

S.�S.�Tang,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�032005-1-6�(2023)

M.�Kumar,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�L031101-1-7�(2023)

D.�Wang,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�032008-1-10�(2023)

S.�Choudhury,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�L031102-1-6�(2023)

－ 242 －



C.-L.�Hsu�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�032013-1-12�(2023)

X.�Han,�et�al.�（Belle�Collaboration）：

Journal of High Energy Physics�01,�055-1-12�(2023)

A.�Sangal�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�052001-1-10�(2023)

J.�H.�Yin�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�052004-1-8�(2023)

J.�Borah,�et�al.（Belle�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�L051101-1-7�(2023)

F.�Abudinén,�et�al.�（Belle�II�Collaboration）：

Phys. Rev. D�107,�L031103-1-7�(2023)

F.�Abudinén,�et�al.�（Belle�II�Collaboration）：

Phys. Rev. Lett.�130,�071804-1-8�(2023)

F.�Abudinén,�et�al.�（Belle�II�Collaboration）：

Phys. Rev. Lett.�130,�091902-1-8�(2023)

活動概要・現状
　大阪大学保坂教授、日本社会事業大竹内教授、名古屋大学山口助教、イタリア Genova 大 Santopinto 教
授とエキゾチックハドロンについて共同研究を行い、その成果を学会、国際会議で発表し、現在論文を投稿
中である。
　高エネルギー加速器研究機構（KEK）の Belle 国際共同実験では、論文執筆に積極的に関わり、23 報の
論文が掲載された。Belle�II 国際共同実験では、Belle�II 測定器のコントロールルームシフト、加速器のコン
トロールルームシフト、中央飛跡検出器のエキスパートシフトを多数こなすとともに、アウトリーチ担当の
deputy�chair として活動した。Belle�II 実験からは論文が 4報掲載された。2022 年 7 月から 2023 年 12 月ま
では、SuperKEKB加速器はアップグレードのため、長期運転停止中である。この機会に中央飛跡検出器の
改良作業を行なっている。Belle 実験にも Belle�II 実験にも、共同研究者としてロシアとウクライナから参
加している方々がおり、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻により、実験グループとしては、難しい対応
を迫られた。ロシアによる侵攻が始まって以降、ヨーロッパ各国がロシアとの共同研究の論文発表を禁止し
たため、論文の投稿ができなくなって、2022 年の論文数は大幅に減少した。2023 年からは、論文に所属を
載せないことで、投稿可能となった。電力価格が上昇し、加速器の運転経費がなくなって、稼働時間が減っ
た。紛争が早期に解決されることを切に願う。
　高エネルギー加速器研究機構の素粒子原子核研究所理論センター客員講師として、国内の研究会を 2回、
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国際研究会を1回主催した。J-PARCハドロンホール実験に関して、科研費基盤 (S)が採択され、分担者となっ
ている。
　卒業研究では、「薬学に関連した iPhone 向けのシステム開発」、「薬学における人工知能の応用」、「薬学に
関連したWeb システム開発」および「薬学向けデータサイエンス入門」を行った。
��
自己点検・評価
　学生はシステム開発、AI の勉強、どれも良くやったと評価している。理論物理学の研究活動では、論文
を投稿できてよかった。エキゾチックハドロンの構造の理解が大分深まったと感じている。
　Belle 実験では解析結果を 23 本の論文として出版できて大変良かった。Belle�II 実験では、中央飛跡検出
器の改良作業を引き続き行い、2023 年末までに完了させたい。
　国家公務員採用一般職（大卒程度）試験（物理）の試験専門委員の仕事は 2022 年 8 月で 10 年の任期を無
事、満了した。薬学共用試験センターシステム検討委員の仕事は十分に役割を果たしたと評価している。

今後に向けて
　採択された、科研費基盤 (S) で行う新たな分野の理論研究をさらに進めたい。執筆中のハドロン物理学の
教科書を校了したい。日本の原子核実験において最も重要な将来計画である J-PARCハドロンホール拡張計
画が無事に実現されるよう、さらに努力していきたい。Belle�II 実験は、2024 年 1 月から再稼働の予定で、
再稼働後、ビーム強度をさらに上げて、より多くのデータを取得することを目指すので、それに貢献してい
きたい。
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薬学教育推進センター
学修支援分野

（24）統合薬学教育研究室（Laboratory of Pharmaceutical Sciences and Education）
　教　授　　井上　能博
　准教授　　池野　聡一
　准教授　　川幡　正俊
　講　師　　小池　　猛
　講　師　　中里　朱根
　　　　　
学会報告
○田中希実子、神田翠、藤井晋也、片桐幸輔、川幡正俊、影近弘之、棚谷綾：N- メチル -N,N'- ジフェニル
スクアルアミドの溶媒依存的立体転換

第 32 回基礎有機化学討論会（京都）2022 年 9 月

○南原冴希斗、富永昌英、兵頭直、川幡正俊、山口健太郎：芳香族ジイミド骨格を有する環状化合物を用い
たケトンの包接結晶の構築と構造解析

日本薬学会第 143 年会（札幌）2023 年 3 月

○植松雅浩、富永昌英、兵頭直、川幡正俊、山口健太郎：芳香族ジイミド部位をもつ環状化合物による三重
結合を有するゲストの包接結晶の作製と構造解析

日本薬学会第 143 年会（札幌）2023 年 3 月

○川幡正俊、山本陽香、富永昌英、山口健太郎：非環状ホスト分子によるゲスト包接結晶の多点分子間相互
作用解析

日本化学会第 103 春季年会（野田）2023 年 3 月

○富永昌英、小松亮太、川幡正俊、山口健太郎：アダマンタン架橋シクロファンの一ステップ合成と多孔質
結晶のゲスト吸着

日本化学会第 103 春季年会（野田）2023 年 3 月

〇井上能博、髙橋健太、千葉良子：Cryptomeria japonicaの抗菌活性に対する精油成分の影響
第 25 回日本アロマセラピー学会学術総会（オンライン）2022 年 12 月

〇井上能博、池野聡一：入学時の自分へのメッセージから抽出された 1年生が抱える障害
日本薬学会第 143 年会（札幌）2023 年 3 月

〇時岡健一、井上能博、倉重靖子、長谷部郁、清水康雅：MRSA感染率および ESBL 産生菌感染率に対す
る時間周波数解析

日本薬学会第 143 年会（札幌）2023 年 3 月

原著論文
Masahide�Tominaga,� Sakito�Nanbara,�Tadashi�Hyodo,�Masatoshi�Kawahata,�Kentaro�Yamaguchi:��
Orientation�of�carbonyl�groups� in� inclusion�crystals� formed�from�ketones�with�aromatic�diimide-based�
macrocycles

CrystEngComm�25,�1295–1300�(2023)

Masahide�Tominaga,�Yuki�Kawanishi,�Tadashi�Hyodo,�Masatoshi�Kawahata,�Kentaro�Yamaguchi:�One-
dimensional�architectures�built�from�adamantane-bearing�macrocycles�with�multiple�propargyl�groups

Tetrahedron�128,�133122�(2022)

Shota�Matsumoto,�Tomohiro�Umeno,�Noriko�Suzuki,�Kazuteru�Usui,�Masatoshi�Kawahata,� Satoru�
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Karasawa:�Chelate-Free�“Turn-ON”-Type�Fluorescence�Detection�of�Trivalent�Metal�Ions
Chem. Commun.�58,�12435-12438�(2022)�(Selected�as�a�Cover)

Masahide�Tominaga,�Tadashi�Hyodo,�Kosuke�Mizuno,�Masatoshi�Kawahata,�Kentaro�Yamaguchi:��Water�
adsorption�in�porous�organic�crystals�of�adamantane-bearing�macrocycles

CrystEngComm�24,�6449–6453�(2022)

Masahide�Tominaga,�Sana�Kondo,�Tadashi�Hyodo,�Masatoshi�Kawahata,�Kentaro�Yamaguchi:�Structure�
analysis�of�inclusion�crystals�of�diimidebased�macrocycles�with�halocarbons

CrystEngComm�24,�3165–3171�(2022)�(Selected�as�a�Cover)

Yoshihiro� Inoue,�Kenta�Takahashi,�Ryoko�Chiba:�Relationship�between� antibacterial� activity� and�
constituents�of�Cryptomeria japonica�essential�oil

J Pharmacog Phytochem,�11,�36-38�(2022)

Yoshihiro�Inoue,�Takahisa�Nakane,�Yoko�Arai:�A�novel�screening�method�for�ingredients�of�essential�oil�
to�identify�antibacterial�compounds�based�on�growth�curve�shape

J Pharmacog Phytochem,�11,�273-276�(2022)

Yoshihiro� Inoue,�Ryoko�Chiba:�Antibacterial� activity� of�Cryptomeria� japonica� (Sugi)� essential� oil�
constituents

J Pharmacog Phytochem,�12,�58-60�(2023)

Yoshihiro�Inoue,�Souichi�Ikeno:�Synergistic�effect�of�constituents�of�essential�oil�of�Lindera�umbellata�var.�
Membrancea�on�antibacterial�activity

J Pharmacog Phytochem,�12,�205-207�(2023)

Yoshihiro� Inoue,� Ryoko�Chiba:�Antimicrobial� activity� of� essential� oil� of� Lindera� umbellate� var.�
Membrancea

J Pharmacog Phytochem,�12,�208-210�(2023)

活動概要・現状
　1，2年生を対象とした勉強会（担当：池野、川幡、井上）に加え、今年度 4年生を対象としたCBT対策
勉強会（担当：小池、井上）を、専門研究室が行う補講の替わりに開催できた。参加人数はどちらも 10 人
程度であったが、勉強習慣の定着・確実な進級という前者の目標、参加者全員のCBT試験合格という後者
の目標を達成できた。
　留年生に対し問題演習などの課題を課し、登校の習慣と勉強の習慣をつけるプログラムを実施し、進級率
の向上に寄与できた。
　コロナ禍に立ち上げたオンラインでの相談やラーニング・サポート・ステーションへの来訪者数は伸びな
かったが、個別に教員を頼ってくる学生への対応は例年の水準だった。
　研究室に配属された特別実習生についてはそれぞれの教員に細かく配属させ、卒業研究発表に向けて健康、
疾患についての調査研究を指導している。
　薬学教育領域の学会での研究発表を行うことができたので、継続していきたい。

自己点検・評価
　COVID-19 の影響が終息する中、対面での勉強会を再開できたこと、そしてそこに参加してくれた学生の
学習面でのサポートが、参加者の全員進級・全員合格の形としてあらわれた。これまで培ってきたオンライ
ンでの学修サポートと合わせて、より効果的なサポートを考え、実施していきたい。
　ラーニング・サポート・ステーションをはじめとした活動の認知度を高めるために様々なたちで発信し、
気軽に利用してもらえる体制・雰囲気を作る努力をしていきたい。

今後に向けて
　勉強会の輪を広げ、活動の認知度を上げ、本学の学生が自己研鑽の精神を身に付けられる雰囲気・仕組み
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を構築していきたい。
　研究活動については、各々の専門領域はもちろんのこと、教育面での成果をあげられるよう努めたい。
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教育推進分野
（25）薬学教育推進研究室（Laboratory of Promotion of Pharmaceutical Education）
　教　授　　岸本　成史　
　教　授　　宇都宮　郁
　講　師　　長谷川仁美

学会報告
◯長谷川�仁美、上野�絃樹、松田�知佳、中村�英里、奥秋�美香、岩澤�晴代、渡辺�茂和、岸本�成史：薬剤師
と薬学生合同の医療面接スキルアップに関するワークショップの試み

日本社会薬学会第 40 年会（東京）　2022 年 10 月

◯齋藤�百枝美，宮本�法子，岸本�成史，加藤�隆弘，北垣�邦彦：メンタルヘルス・ファーストエイドによる
精神疾患患者早期介入および自殺予防のための薬学生向け研修プログラム開発と評価（2）

日本社会薬学会第 40 年会（東京）　2022 年 10 月

◯長谷川�仁美、松田�知佳、上野�絃樹、中村�英里、奥秋�美香、岩澤�晴代、渡辺�茂和、岸本�成史：糖尿病
症例を用いた模擬医療面接における薬学生と薬剤師の会話分析

日本薬学会第 143 年会（札幌）　2023 年 3 月

原著論文
長谷川�仁美、髙塚�人志、田中�暉大、奥秋�美香、岩澤�晴代、村上�勲、栗原�順一、井上�圭三、岸本�成史　
薬学部 1年次におけるコミュニケーション教育の基盤としての「気づきの体験学習」の導入とその効果

薬学教育 ,�6,�285-297（2022）

川名�三知代、砂見�緩子、岸本�成史、渡邊�真知子　小児在宅医療における薬剤師の実践モデルの構築の試
み

薬学雑誌 ,�143,�281-295（2023）

その他
依頼・招待講演
◯岸本�成史：コミュニティの中で多職種連携をいかに学ぶのか：薬学からみた協働するために必要な能力
と養成

日本コミュニティ心理学会第 25 回大会（オンライン）　2022 年 9 月

活動概要・現状
　今年度より当研究室所属教員として長谷川講師が加わり、教員は 3名体制となった。配属学生は、6年生
3名、5年生 3名、4年生 3名の合計 9名（全て臨床薬学コース）であった。教員 3名は薬学教育推進セン
ター教育推進分野の構成員として各種委員会に所属し、主に、薬剤師国家試験対策を中心とした高学年（5，
6年次）に対する学修支援、学内演習試験の問題作成支援および結果分析、学修支援等の対策を実施するた
めの学生の成績及び学修状況に関する情報の収集・分析、教育カリキュラム策定のための情報収集、教学マ
ネジメントに関連する種々の活動、FDを含めた教員の教育能力向上を目指した活動等を行った。研究活動
としては、薬学教育において必要となるコミュニケーション教育や統合型演習、医療面接等の実践教育の導
入とその効果に関する研究を行い、その成果の一部について学会発表および論文発表を行った。また、自殺
予防ゲートキーパーとしての役割を担うことのできる薬剤師を養成し、その意義を検証することを目的とし
て、「メンタルヘルスファーストエイド（MHFA）薬剤師向け短期研修プログラム」を当研究室主催で企画
し、現職薬剤師および薬学生などを対象に実施した。

自己点検・評価
　今年度は教員数が 3名となり、講義棟 5階に研究室教員の部屋とセミナールームが集約され、学務および
教育・研究活動のいずれもより活発に行えるようになった。特に、学務については所属教員の活動内容が教
職員の間で徐々に認知されるようになってきており、薬学教育推進センター教育推進分野の学内での役割が
定着しつつあることは評価できる。また、薬剤師のスキル向上と地域への貢献を目指したMHFAの活動を
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開始できたことは、社会貢献と研究の両面で意義のあることと考えている。

今後に向けて
　学務については、引き続き各種委員会・組織と連携した活動を通じて、本学の教育等の質向上に寄与した
いと考えている。また、次年度からは研究室配属学生数が増える見込みであり、研究面でより活発な活動が
行えるものと期待している。
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教育研究支援センター（Center for Support of Education and Research）
薬用植物園

（26）薬用植物資源研究室（Laboratory of Plant Resources for Medicine）
　教　授　　高野　昭人

学会報告
高野昭人、○中野美央、中根孝久、川端良子、Jollibekov�Berdiyar、Ivan�Ivanovich�Maltsev:�Ephedra 
equisetina�の栽培研究

日本植物園協会第 57 回大会（岐阜）2022 年 5 月 20 日

○近藤真由菜、文田昌盛、小松かつ子、川原信夫、河野徳昭、高野昭人、伊藤美千穂、中嶋順一、鈴木淳子、
清水聖子、小栗一輝、山口茂治、徳本廣子、丸山卓郎、酒井英二 :�ヨクイニン末の確認試験，純度試験につ
いて

日本生薬学会第 68 回年会（松山）2022 年 9 月 10 日、11 日

原著論文
Motoyasu�Minami,�Takako�Mori,�Yukako�Honda,�Kaoru�Ueno,�Tetuo�Murakami,�Tetsuya�Matsunaka,�
Junbo�Wang,�Liping�Zhu,�Akihito�Takano,�Takahisa�Nakane:�Relationship�between�ephedrine�alkaloid�
profile�in�Ephedra gerardiana�and�soil�characteristics�of�glacial�landforms�in�southeastern�Tibetan�Plateau,�
China.

Journal of Natural Medicines,�76(3),�703-714�(2022).

Yuki�Sakai,� Junichi�Shinozaki,�Akihito�Takano,�Takahisa�Nakane:� Impallidane� skeleton� as� a�novel�
triterpenoid�methyl�ether�from�rhizomes�of�Imperata cylindrica�var.�koenigii�f.�pallida.

Journal of Natural Medicines,�77(2),�379-386�(2023).

中野美央，井櫻晶，中根孝久，川端良子，Jollibekov�Berdiyar，Ivan�Ivanovich�Maltsev，高野昭人 :�
Ephedra equisetina�の栽培研究（Ⅰ）

日本植物園協会誌，57,�14-24�(2022).
［井櫻晶（令和 3年度学部卒業生）］

高野昭人、中野美央、船本常男、高橋薫子、山之内裕子、篠崎淳一、井上政史、森田竜義：シコタンタンポ
ポ（キク科）の倍数性と核DNA量

植物研究雑誌，�98(1),�19–28�(2023).
［高橋薫子（平成 17 年度大学院薬学研究科修了）、山之内裕子（平成 17 年度薬学部卒業生）］

雑報
清水聖子，金井千恵子，塩田寛子，鈴木淳子，茂木友里，高橋美佐子，浦出朋子，稲葉涼太，荒金眞佐子，
中村耕，斎藤厳利，湯澤勝廣，長澤明道，田中和良，中嶋順一，鈴木俊也，鈴木仁，高野昭人，川原信夫，
丸山卓郎，徳本廣子，猪又明子，守安貴子 :�令和 2 年度「日本薬局方の試験法等に関する研究」研究報告　
生薬の鏡検に関する研究（第 4報），

医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス，53(4),�353-362�(2022).

活動概要・現状
　6年次学生 3 名、5 年次学生 3 名、4 年次生 3 名を受入れ、研究入門の 1〜 3 年生をまじえ、薬用植物園
のスタッフの協力を得ながら研究室活動を行った。研究については、ウズベキスタン産マオウの栽培研究や
生薬・薬用植物に関する文献調査などをテーマとして卒業研究を行った。研究入門の学生には、個々の興味
に応じた基礎的なテーマを適宜与えて活動してもらった。
　高野は、令和 3年度から始まった日本医療研究開発機構（AMED）・創薬基盤推進事業・科学的根拠に基
づく高品質生薬の国内栽培拡大に向けた参加型研究（代表�東京農工大・山田祐彰）に協力研究者として参
加し、前研究からの継続案件である Ephedra equisetinaの栽培研究、新たなテーマであるオオツヅラフジな
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どの栽培研究や生薬関連企業の訪問調査等を行った。また科研費基盤B「乾燥地での薬草を利用した持続可
能な節水型高付加価値農業による塩害防止（代表�東京農工大学・川端良子）」に分担研究者として参加し、
ウズベキスタン産薬用植物の栽培研究を行った。

自己点検・評価
　学生の教育・指導：学生は新型コロナ感染症感染拡大により十分に大学に登校できない中で、可能な限り
の研究室活動にしっかり取り組んだ。
　研究活動：国内外、学内外の研究者との共同研究を積極的に実施している。

今後に向けて
　学生の自主性を重視し、学生の積極性を引き出す研究室活動を展開させる。また、これまで蓄積してきた
研究成果の公表を進める。
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Ⅲ．総　括
　「昭和薬科大学教育 ･研究年報」は、本学の一年間の教育 ･研究活動を自ら点検・評価し、学内外に公表
することにより、次年度以降、教育方法の改善、あるいは研究の質の向上を図るための一助とすることを目
的に毎年発行している。
　また、大学が主体的に取り組んでいる教育・研究の内容を広く公表することにより、大学の社会的責任を
果たす役割も併せ持つ。

　令和 4年度は 6年制薬学教育課程の 12 回目となる薬剤師国家試験が行われ、既卒者を含む総数の全国平
均合格率は、69.00％であった。その中で、本学の合格率は 75.24％であり、全国平均を上回る合格率を達成
することができた。
　また、本学の新卒合格率は 83.26％であり、前年度向上した新卒者の合格率及びストレート合格率とほぼ
同様の結果となった。6年制 12 期生の卒業生は 233 名であった。
　令和元年度から開始された改訂コアカリに準拠した薬学実務実習はコロナ禍においても予定通り実施さ
れ、本学における事前実務実習教育を含む 6年制薬学教育は適切に行われた。
　また、研究発表の場である学会等はハイブリッドでの開催が中心となり、薬学関係の学会等において、本
学教員が各種の賞を受賞することができた。
　6年制薬学部を基盤とし、平成 24�年 4 月に開設された臨床薬学と基礎科学に対応した薬学専攻 4年制博
士課程には、令和 4年度は 3名が入学し、博士課程大学院生は合計 16 名となった。令和 5年 3 月に 1名が
博士（薬学）の学位を取得した。この博士課程においては、チーム医療のリーダーや大学の教員、企業や公
立の研究機関などで活躍する人材の育成に向け取り組んでいる。大学院は大学の研究活動の中心となるもの
であり、大学院生を十分に確保し、優れた人材の育成に努める。
　教員人事に関しては、令和 4年 4月 1日付で英語研究室と薬学教育推進研究室に講師が、また、薬物動態
学研究室、薬剤学研究室及び医薬分子化学研究室にそれぞれ特任助教が着任した。一方、令和 5年 3月に准
教授 1名と教育技術員 1名が定年退職された。

　令和 4年度も新型コロナウイルス感染症の影響は残りながらも多方面においてコロナ以前の様相を取り戻
し始めた一年であった。今後もこれまで同様 6年制薬学教育と研究の両面における一層の充実と発展に向け
て、教職員一同が一丸となって尽力していく所存である。
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